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　第八章　「それまでのＳＨＩＮＣ」







　２０２６年７月５日。

　12時03分。

「わはははは！」

　ボスは笑っていました。

　豪ごう快かいな笑いでした。

　島の南東の外れで、近づいてくる海を眺ながめながら。

「面おも白しろい！　お嬢じようさん方、ケツに火が付いてるぞ！　最初から、遠えん慮りよ容よう赦しやなく突とつ撃げき態勢で行くぞ！」







　ＳＨＩＮＣが３分前にゲームをスタートさせたのは、島の南東の外れの海岸でした。

　強いチームは四よ隅すみに散らす、というＳＪ２以降の不文律によって、前回優勝の〝強きよう豪ごう〟Ｔ─Ｓからも、ＭＭＴＭからも、そしてレン達たちからも離はなれた位置です。

　この周囲は、巨きよ大だいな岩の塔とうが並ぶ岩の荒こう野や。

　高さは15メートルから20メートル。直径が５メートルほどの塔とうが、数十メートル間かん隔かくでニョキニョキと乱立する、不思議な景観でした。

　まるでタケノコのバケモノみたいな岩の塔とうは、エムが予想したとおり、雨による浸しん食しよくでできた自然のアートでした。水で削けずられやすい大地に雨が降って、上に別の種類の岩が載のっている場所だけが、塔とうのようになって残ったのです。

　足あし下もとは別の地層なので硬かたい岩で、ほとんど平へい坦たんです。なので、塔とうの陰かげ以外は、身を隠かくすところがありません。

　ただし、スタート直後で１キロ以内に敵がいないのは分かっていますし、塔とうのおかげでそこまで遠くは見えません。ＳＨＩＮＣの六人は、海以外の周囲を警けい戒かいしつつ、12時10分の最初のスキャンを見る定じよう石せきを選びました。

　しかし、わずか１分後、

「あれー！　これ、海が！　海が迫せまってるよみんな！」

　小こ柄がらで俊しゆん敏びんなポイントマン、ターニャがいち早くそれに気付きました。

　島が沈ちん下か、または海水面が上じよう昇しようし、時間が経たつにつれてどんどん狭せまくなっていくという、このフィールドの特性に。

　主しゆ催さい者しやの意図を理解したボスは大笑いして、即そく座ざに作戦の変へん更こうを決めたのです。







「お？」

　酒場の観客達たちも、中ちゆう継けい映像でそれに気付きました。ＳＨＩＮＣが、かつてない作戦を取り始めたことを。

〝スクワッド・ジャムにおいて、最初の10分間は攻こう撃げきに出る必要はない〟というのは、観客達たちも承知の定じよう石せきです。なので、戦いは12時10分の最初のスキャンを終えてから起こるのだとばかり思っていました。

　だから、彼かれ等らものんびりとしていました。酒場で食ったり飲んだり、仲間達たちで勝者の予想をしあったり。

　天てん井じようから吊つるされた大きなモニターの中で、ＳＨＩＮＣがあらん限りの速度での移動を始めたら、それは驚おどろきます。

「あれっ？　アイツら、突つっ込こみ始めたけど？」

「え？　始まったばかりじゃん！」

　画面の中で、ビゾンサブマシンガンにサプレッサーをつけた小こ柄がらなターニャを先頭に、チーム六人が、いきなり全力疾しつ走そうをしていました。

「なんだなんだ？　何考えてるんだ奴やつら？」

「海が迫せまってくるからって、自棄やけを起こしたか？」

「優勝候補が？　まさか」

　観客達たちが不思議そうに、そして不安そうに見守る中で──、

　ＳＨＩＮＣの六人は、じわじわと水位を上げる海を左手に見ながら、それぞれの銃じゆうを腰こしに構え、岩の塔とうから塔とうへと渡わたり歩あるくように進んでいきました。躊ちゆう躇ちよもよどみもない疾しつ走そうです。

　先頭のターニャが速すぎるので、時折足を止め、周囲を警けい戒かいしながら仲間達たちが追いつくのを待ちますが、他のメンバーは休みなしです。

　そして、２分と少しが経過し、画面脇わきにある時計が12時05分を告げたとき──、

　彼かの女じよ達たちは突とつ然ぜん止まりました。距きよ離りにして、数百メートルは走ったでしょうか？　ターニャが何か短く言ったように見えましたが、中ちゆう継けいではその言葉は伝わりません。

　即そく座ざに全員が塔とうの後ろに隠かくれて、一番後方を走っていたアンナだけは、目の前にある塔とうに登り始めました。

　ロープなどを一いつ切さい使わないフリークライミングですが、決して手がかりが大きくない塔とうを、危なげなく登っていきます。実に鮮あざやかな身のこなしです。

「すげえな。ありゃあ、何かしらの登とう攀はんスキルを持っているに違ちがいねえな」

　観客の一人がドヤ顔で言いましたが、実は違ちがいます。〝アンナの中の人〟である安あん中なか萌もえのプレイヤー能力です。幼い頃ころから、両親の趣しゆ味みであるボルダリングに強ごう引いんにつきあわされていたからこそ。

　萌もえに限らず、ＳＨＩＮＣの面々は全員がスポーツ少女達たちです。

　普ふ段だんから毎日のように体を動かしていますから、ゲームの中だけで勇者や戦士の、リアルでは運動不足ゲーマーさん達たちとは、基き礎そが違ちがいます。

　アンナはスイスイと登っていき、背負ったドラグノフと金きん髪ぱつが、体を動かす度たびに少し揺ゆれました。

　高さ15メートル、建物五階分に相当する高さの塔とうを苦もなく登り切ったアンナは、頂上の石の上にべったりと伏ふせました。背中からずらしたドラグノフを右みぎ脇わきに置いて、ポーチから出した双そう眼がん鏡きようで周囲の索さく敵てきを始めました。

　そのわずか５秒後──、

　アンナは何かを言いながら、双そう眼がん鏡きようからドラグノフに持もち替かえました。

　伏ふせたままでしっかりと狙ねらい、ＳＪ３で最初の１発目を放ったのです。







「なんでだーよー？」

　ＳＪ３初の戦死者は、そう言いながら旅立っていきました。

　風が強い中、アンナの強運が勝ったようです。

　狙そ撃げきの１発目から胸に命中。立て続けに放たれた２発目が額ひたいという、運の悪い即そく死しコースです。

　彼かれの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな肉体が、岩だらけの大地にうつぶせにぶっ倒たおれて、ほんの少しだけ土つち埃ぼこりを上げました。頭のモヒカンヘアスタイルが、大地に横たわりました。

　当然ですが、チームメイトは跳とび上あがらんばかりに驚おどろきました。５メートルほどの距きよ離りをもって周囲を警けい戒かいしていた彼かれ等らは、

「え？　ちょ？　へ？　なんで？」

「おい、冗じよう談だん？」

「伏ふせろー！」

　訳も分からず、その場で身を低くすることしかできません。

　彼かれ等らの表示チーム名は、《ＢＫＡ》。

　普ふ段だんから仲良くガンゲイル・オンラインを遊んでいるスコードロンですが、彼かれ等らの特とく徴ちようというかコンセプトというか、またはテーマは──、〝世紀末〟。

　文明が核かく戦争で滅ほろんだあと、暴力だけに支配された世界でどうやって生き残っていくかヒャッハー！　という有名な映画や、それにインスパイアされて描えがかれた漫まん画ががありますが、まさにその世界観をゲーム内で再現した皆みな様さまです。

　だから格好は、その雰ふん囲い気きに合ったもの。

　ボロボロでプロテクターを貼はり付つけた革かわジャンだったり、上半身は裸はだかで不思議な色で皮ひ膚ふをペイントしていたり、さっき死んだ彼かれのように派手なモヒカン頭をしていたり、顔に怖こわそうなフェイスペイントをしていたり。

　銃じゆうもまた、１９７０年代以前に作られたような、できるだけ古くてタフなタイプを選んでいます。

　さらに、わざとドロドロに汚よごしたり、あちこちの部品が壊こわれたようなカスタムをしたり、二つの銃じゆうを組み合わせてキメラのようなものを作ったり。さっき死んだモヒカン男のＡＫ４７のストックなど、スコップの柄えが使われています。

　そのマッドっぷりはかなり徹てつ底ていしていて、チームの集合写真を撮とったとき、見た目の与あたえるインパクトの強さは、ＳＪ３参加チームの中でも最強ではないでしょうか？

　そんな、子供が見たら泣き出しそうな風ふう体ていの彼かれ等らですが──、

　リアルでは子供大好きの保育士だったり、町を火から守る消防隊員だったり、中学生女子に人気の塾じゆくの先生だったりするのですが。







　そんなＢＫＡの皆みな様さまは──、

「あー、これ、かわいそう……」

　酒場の観客達たちに、哀あわれみの視線を向けられていました。

　これから画面の中で、次々に死んでいくだろうからです。

　アンナに発見され、突とつ然ぜんの狙そ撃げきで一人を殺され、セミオート狙そ撃げき銃じゆうによるさらなる追加射しや撃げきで、彼かれ等らはその場に伏ふせるか、近くにある塔とうの陰かげに隠かくれるしかありませんでした。

　そこに迫せまる、容よう赦しやのない女達たち。




　高い位置から覗のぞくアンナからの報告で、どこに敵がいるか、ＳＨＩＮＣのメンバーには分かっていました。そして、その周囲に別の敵チームがいないことも。

　ならば、全ぜん滅めつさせるのみ。

　疾しつ風ぷうのように銀ぎん髪ぱつのターニャが駆かけ、敵チームの右みぎ脇わきへと回り込こみます。塔とうの陰かげに身を潜ひそめる上半身裸はだかのマッチョ男を、その牙きばの射程に捉とらえました。その距きよ離り、わずか30メートルほど。彼かれは、狙そ撃げきに脅おびえて頭をべったりと下げていて、ターニャを見てすらいません。

　しかし、ターニャはすぐに撃うちませんでした。ビシッと狙ねらいをつけつつその場で待機、通信アイテムで、仲間に何かを喋しやべりました。

　10秒後、ＰＫＭマシンガンの咆ほう哮こうが始まりました。ドスのきいた重低音を、乾かわいた世界にドカドカと響ひびかせます。

　塔とうと塔とうの隙すき間まを通とおり抜ぬけるようにして、世紀末チームが隠かくれる周囲へ、容よう赦しやのない銃じゆう弾だんの雨あめ霰あられが襲おそいかかります。

　何人かはこれで被ひ弾だんしましたが、どうにかまだ死ぬほどではなく、五人は立ち上がって逃にげ出だしました。

　敵に完全に把は握あくされ、これ以上ここにいてはダメだと気付いた以上、すぐに全力で逃にげるのは鉄則です。

　ＧＧＯにおいて、しっぽを巻いて逃にげることは決して恥はじではありません。ヒットポイントが全損さえしなければ、復活させて、まだまだ戦えるのです。




　そう思っているに違ちがいない彼かれ等らに、

「あー、そっちに逃にげちゃダメだよ」

　映像によって状じよう況きようがよく見えている観客の声は、残念ながら届きませんでした。

　五人は、被ひ弾だんエフェクトを花のように煌きらめかせながら、つまり体中に銃じゆう弾だんを食らって、次々に倒たおれていきました。

　先ほどから狙ねらいをつけていたターニャのビゾン、そして追いついてきたボスのヴィントレスの銃じゆう弾だんです。

　二人はまるで射しや撃げき練習のように、すぐ目の前に逃にげてきた五人を、バタバタと撃うち倒たおしました。

　ＳＪ３で最初の全ぜん滅めつチームとなった彼かれ等らが、さっきのＰＫＭの攻こう撃げきは自分達たちを罠わなに誘さそい込こむためのものだと知るのは、多分中ちゆう継けい録画を見直してからになるでしょう。

　12時09分──。

　最初のスキャンを前に一チームを壊かい滅めつさせたＳＨＩＮＣに、

「なんて女共どもだ」

「可か愛わいくねえなあ……」

　酒場の観客からは、呆あきれと賞賛が交じった感想が贈おくられました。







「スキャンを見る！　全周警けい戒かい！」

　ボスの凜りんとした声が飛んで、女達たちが円えん陣じんを組みました。

　といっても内側ではなく外側に顔を、そして手に持った銃じゆうの銃じゆう口こうを向けての陣じん形けいです。

　塔とうの乱立する世界で、五人は３６０度を警けい戒かいし始めました。スキャンがなくても、派手な戦せん闘とう音おんで位置がバレている可能性があります。

　五人はグレネードの一いち撃げきで全ぜん滅めつしないように、最低でも５メートルほどの間かん隔かくをあけて、岩の大地の上に伏ふせました。運び屋のソフィー以外は、自分の銃じゆうを構えました。

　サテライト・スキャン端たん末まつを見るのは、ボスだけです。

　12時10分。

　ＳＪ３、最初のサテライト・スキャンが始まりました。

　そしてわずか10秒後。

「全員！　北北東に移動する！　距きよ離り９００！」

　端たん末まつをポケットにしまったボスの指示で、女達たちは動き始めました。跳とび上あがるように立ち上がると、またも全力の移動です。

　だらける者など、一人もいません。シャキっとした、一糸乱れぬ動き。

　それにしても、まだスキャン中だというのに──、

　つまり移動するとその動きが全チームに見られてしまうというのに、ボスは躊ちゆう躇ちよなく命令を下しました。

　そして、仲間達たちは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いてそれに従いました。

　六人の女達たちが怒ど濤とうの勢いで向かう先の空で、黄色の信号弾だんが一つ打ち上がりました。

「な、に……？」

　一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしたボスが、すぐに獣けもののような笑え顔がおで吠ほえます。

「ああ！　なるほどそういう作戦か！　──ちょうどいい！　次の獲え物ものはアイツらだ！　皆みな殺ごろしにしてやれ！」







「アレはな、強きよう豪ごうチームを屠ほふるための集合の合図なのさ！」

　酒場で、ベレー帽ぼうの男がドヤ顔で、そしてレン達たちの中ちゆう継けいを見ていた集団の脇わきで、強敵を結けつ託たくして倒たおすための共きよう闘とう作戦を語っていたそのとき、

「おいおい、もう次をおっ始めるのかよ！」

　ＳＨＩＮＣの中ちゆう継けいを見ていた観客達たちは、黄色の信号弾だんの意味などひとまずどうでもよくなっていました。

　次の戦せん闘とうが、始まっていたからです。







「もう突つっ込こんで来やがった！」

「信じられねえ！」

　悲鳴のような感想を言いながら、男達たちは端たん末まつを放ほうり出して愛あい銃じゆうを構えました。その切っ先を向けるのは、南南西。

　男達たちの銃じゆうは──、

　全長１メートル20センチはある無ぶ骨こつな大型マシンガン、《ＭＧ２５０４》が２丁。

　高倍率ズーム・スコープが大きくて目立ち、スリムなシルエットの銃じゆう本体が付属品に見えてくる狙そ撃げき銃じゆう、《ソルプレッサＡ２》が１丁。

　全長80センチとコンパクトなアサルト・ライフルの《Ｇ９９１Ｋ》が３丁。

　どれも聞き馴な染じみのない名前ばかりですが、それも当然──、全すべて光こう学がく銃じゆうなのです。

「撃うて！　撃うちまくれ！」

　火薬による発はつ砲ぽう音おんではなく、小鳥が連続してさえずるような、エネルギーを発射する乾かわいた音が響ひびき始めました。




　ＳＪ２を見た人なら、画面の中で派手な射しや撃げきを始めたこのチームを覚えているかもしれません。マップ北西部の町中で、鉄道の駅を拠きよ点てんに陣じんを敷しいていた六人を。

　彼かれ等らのチーム表示名は《ＲＧＢ》。

　三原色の頭かしら文も字じに見えますが違ちがいます。それは《レイガンボーイズ》の略。

　ジーパンを穿はいていたり、全身迷めい彩さい服ふくだったり、ＳＦ設定のつなぎ服だったりと、男達たちの服装は見事にバラバラですが、武器に関しては、一つのポリシーを徹てつ底ていしています。

　レイガンがスコードロン名に入っているとおり、全員が、現実には存在しない光こう学がく銃じゆうを使っているのです。

　ＧＧＯ世界では、光こう学がく銃じゆうは帰き還かん宇宙船の中で使われていた未来武器、実じつ弾だん銃じゆうは地球に現物や設計図が残っていたものとされています。

　エネルギーパックから供給された光の弾たまを撃うつ光こう学がく銃じゆうは、その詳くわしい仕組みはさておき、武器としては優ゆう秀しゆうです。メリットがたくさんあります。

　まず、銃じゆうそのものが軽量で、重量制限や移動制限が生じにくいこと。

　さっきのＭＧ２５０４は特に顕けん著ちよで、実じつ弾だん銃じゆうのマシンガンと同じくらいの大きさがあるのに、重量は半分の５キログラムほどしかありません。他の銃じゆうにしても、同種の実じつ弾だん銃じゆうの三分の二くらいの軽さになっています。

　そして、一つのエネルギーパックで撃うてる弾たま数かずが多いこと。

　何発撃うてるかはパックの容量と１発あたりの威い力りよく、つまりエネルギー消費設定によりますが、小型の拳けん銃じゆう用でも１００発。マシンガン用になると１０００発近い継けい続ぞく射しや撃げきが可能です。

　さらに、風と重力の影えい響きようを大きく受ける実じつ弾だん銃じゆうに比べて遠えん距きよ離りでの命中精度が高いことや、弾たまが全すべて光るので、弾だん道どう修正がやりやすいことなどもあります。

　もちろん、デメリットも同じようにたくさんあります。

　雨や霧きりなどの悪天候時に、威い力りよくが大きく落ちること。

　ＧＧＯを遊ぶようなガンマニアとしては、架か空くう武器のデザインに心から満足できないこと。

　発射の反動がとても少ないのは命中率向上に役立っていますが、おかげで撃うっている感かん触しよくに今ひとつ欠けること。ある人は、まるでエアソフトガンを撃うっているようだと言いました。

　そして何より最大のデメリットが──、

　対人戦せん闘とうでは《対光こう弾だん防ぼう御ぎよフィールド》という誰だれもが持っているアイテムで、威い力りよくをかなり減らされることです。

　フィールドのモンスター相手だと有効なので、実じつ弾だん銃じゆうと上手うまく使い分けるのが優すぐれたＧＧＯプレイヤーとされています。

　当然、ＳＪのような〝対人戦せん闘とう祭り〟で光こう学がく銃じゆうを使うのは実に常識外れなのですが、チームＲＧＢはあえて使っていました。

「俺おれ達たちが光こう学がく銃じゆうの魅み力りよくを教えてやるぜ！　お前まえ等らはそのうち真ま似ねするようになるだろう！」

「光こう学がく銃じゆうの値段上がっちゃうなあ。今のうちに、光こう学がく銃じゆうメーカーの株を買っておくか？」

「不利がなんだ！　それを跳はね返かえしてこそ、俺おれ達たちは光ひかり輝かがやく！　そう！　この弾たまのように！」

　とまあ、そんな気き概がいで。

　そして出場したＳＪ２では、これもまた覚えている人がいると思いますが、フカ次じ郎ろうからグレネード砲ほう撃げきを食らって、いいところを何も見せずに退場しました。

　彼かれ等らは、ＳＪ３にも出場を果たしていました。

　そして酒場でベレー帽ぼうの男に〝作戦〟を教えてもらって、これ幸いと最初のスキャンの直後に黄色の信号弾だんを打ち上げたところ、

「なんでアイツらすぐに突つっ込こんでくるんだよ！」

　それが、血に飢うえたＳＨＩＮＣの女達たちを呼び寄せることになってしまいました。







「もう次の戦せん闘とうかよ！　テンポ早はええよ！」

「いいじゃねーか。退たい屈くつしないですむぜ！」

　楽しみが増えて嬉うれしい観客達たちの視線の先、画面の中で、ＲＧＢの六人が射しや撃げきを始めました。

　エネルギーパックを大量に持もち込こんでいるので、弾たま切ぎれの心配が薄うすいのをいいことに、容よう赦しやのない連射です。

　六人の光こう学がく銃じゆうの銃じゆう口こうが、眩まばゆく光りました。まるでホースで水を撒まくかのように、光の粒つぶを吐はき出だしていきます。

　色は黄色と薄うす緑みどり色いろと、オレンジ。これらは好みで変えられるので、このチームではマシンガンが黄色、アサルト・ライフルが薄うす緑みどり色いろ、オレンジが狙そ撃げき銃じゆうにしてあります。

　光こう弾だんの初速──、つまり銃じゆう口こうから飛びだしたときの速さは、同タイプの実じつ弾だんのそれとほとんど変わりませんが、〝空気抵てい抗こうで減速しない〟という特とく徴ちようがあります。そのかわり、与あたえるダメージ量は距きよ離りに応じて減っていきます。

　光る弾だん丸がんは塔とうの間をくぐり抜ぬけて、およそ７００メートルを真まっ直すぐ飛とび抜ぬけ、そしてそこにいたＳＨＩＮＣのメンバー達たちの周囲に降り注ぎ──、

　いくつかは確実に命中しました。

　画面中で、真まっ直すぐ走るボスの巨きよ体たいに、数発の黄色の光こう弾だんが吸すい込こまれていき、

　バシャ！　パシャシャ！

　水を弾はじくような音と共に、その体のすぐ手前で、光の粒つぶはさらに小さく砕くだけて消えました。

「あー、全然ダメージ食らってないな」

「まあなあ、この距きよ離りじゃなあ」

　酒場の観客達たちが、溜ため息いき交じりに洩もらしました。

　これが、ＧＧＯプレイヤーなら誰だれもが持っている宝石のようなアイテム、対光こう弾だん防ぼう御ぎよフィールドの力です。

　実際には見えませんが、装備している人間を覆おおう繭まゆのようなものが張はり巡めぐらされています。どの角度から撃うたれても、光こう弾だんの力を削そぎます。

　その防ぼう御ぎよ力りよくは撃うたれた距きよ離りに応じて変わりますが、今のＳＨＩＮＣのように７００メートルも離はなれていると、減るヒットポイントはごくわずかです。




　それでも、

「いける！　当たってるぞ！　撃うち続けろ！」

　ＲＧＢの男達たちは、

「おう！」

「よっしゃ！」

「がってん！」

　猛もう烈れつに撃うちまくりました。

　三色の光こう弾だんが遠くへと飛び去っていくその様子は、とても綺き麗れいでした。実じつ弾だん銃じゆうなら、全すべてを曳えい光こう弾だん（弾だん道どうが分かるように後部が光る弾たま）にしない限り、こんな花火大会のような光景は見られないでしょう。

「信号弾だんは打ち上げた！　ココで粘ねばれば同志が来てくれるぜ！」

　彼かれ等らだって、引き金を引くことしかできない馬ば鹿かではありません。頭の中では、勝利への方程式ができあがっています。

　突とつ然ぜんのＳＨＩＮＣの突とつ撃げきにはひどく驚おどろきましたが、まだ自分達たちの方が有利だと、固く信じています。

　さっきのスキャンでＳＨＩＮＣの位置を知った他のチームが、自分達たちが打ち上げた黄色の信号弾だんを見て、ここに駆かけつけて仲間として加わってくれるはずです。この状じよう況きようで、そうしないメリットがないからです。

　そして、自分達たちはそれまでの数分間を、ここでひたすら耐たえればいいのです。

　幸いにも使っているのは、弾たま数かずをあまり気にしなくていい光こう学がく銃じゆう。たとえこの距きよ離りでは相手を倒たおせなくても、これ以上接近させなければいいのです。

　防ぼう御ぎよフィールドがあるとはいえ、もっと近づけば当然ダメージは増えますから、ＳＨＩＮＣも我が武む者しや羅らに切きり込こんでくるようなことはしないでしょう。逃にげるかもしれませんが、その場合は他のチームと合流してから追い立てればいいだけ。

　つまり今は、自分達たちに有利な膠こう着ちやく状態を意図的に作り出せているということで、

「いけるぞおおおお！　撃うて撃うて撃うちまくれええ！」

「りょうかあああああい！」

　ＲＧＢの皆みなさんの笑え顔がおは、撃うっている光こう弾だんのように光ひかり輝かがやいていました。







　赤く光るバレット・ラインを消しながらシャワーのように飛んでくる光こう弾だんを、

　パシャシャ。

　ボスはお構いなしに食らっていました。ヒットポイントは確かに減りますが、現状では微び々びたるものです。

　そしてボスは、ゆっくりと横に歩きながら、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていました。その視界の中で、

「いち、にい、さん──、しい、ご、ろく！」

　弾たまよりもラインよりも鮮あざやかに大きく光る点を、六つ見つけました。それは発はつ砲ぽうの光以外の何ものでもなく。つまりここは、塔とうと塔とうの間を縫ぬって、敵チームを一望できる場所。

　双そう眼がん鏡きようを下ろしたボスの顔に、子供に見せてはいけない笑えみが浮うかびました。彼かの女じよは、仲間達たちに命ずるのです。

「よし！　〝牙きば〟をここに持ってこい！」




「パック交こう換かん！」

　伏ふせて撃うっていたＲＧＢの一人が、援えん護ごを頼たのむために仲間に声を出しました。撃うちまくったおかげで、さすがの光こう学がく銃じゆうも〝弾たま切ぎれ〟になりました。

「了りよう解かい！」

　仲間からの返答。実じつ弾だん銃じゆうでも光こう学がく銃じゆうでも、弾たま切ぎれの間はチーム火力が落ちるので、仲間に報告するのがチームプレイというものです。

　実じつ弾だん銃じゆうなら〝装そう塡てん！〟とか、あるいは英語で〝ローディング！〟などと言いますが、光こう学がく銃じゆうなので交こう換かん。

　男が、自分の目の前で鎮ちん座ざするマシンガンのボディ中央にあるボタンを押おしました。すると、分厚い漫まん画が本ぼんほどの大きさの四角い箱が、すとんと下へと落ちました。

　色は濃こい灰色で、金属なのかプラスチックなのか分からない謎なぞ材質でできたこの箱が、光こう学がく銃じゆうのエネルギーパックです。

　空になったエネルギーパックは店などで再チャージできるので、普ふ段だんのフィールドではまず捨てませんが、ＳＪ中なら放置しても構いません。

　大会が終われば、落としたアイテムは、壊こわれてしまったもの以外、自分のストレージに自動的に戻もどってきます。これは実じつ弾だん銃じゆうのマガジンも一いつ緒しよです。

　男が、左ひだり腰こしのポーチから取り出した新しいエネルギーパックを、マシンガンに上から差さし込こみました。

　滑なめらかにするりと入はいり込こむと、再びロックされました。

　同時にヒュインという小気味よい音がして、銃じゆうの上についているインジケーターが小さな数字を出して、９００発撃うてると教えてくれました。

　この〝再さい装そう塡てん〟の手軽さは光こう学がく銃じゆうならではで、

「これからは、光こう学がく銃じゆうの時代だぜよ！」

　坂さか本もと龍りよう馬まみたいなことを言いながら、彼かれは再びＳＨＩＮＣのいる方へと銃じゆう口こうを向けて、

「どおりゃあああ！」

　暑苦しい叫さけび声ごえと共にフルオートで容よう赦しやなく伏ふせ撃うちを始めた次の瞬しゆん間かんに、首から上がなくなってしまって、死にました。

　即そく死しした瞬しゆん間かんにアバターの死体が固まったので、男のマシンガンはずっと光こう弾だんを放ち続けています。そして２秒後、頭のない体がずるりと倒たおれると、マシンガンの銃じゆう口こうが上へ向いて、空へ向かって光をまき散らし始めました。

　隣となりにいる仲間が見当外れの方へ撃うっていると、

「おいおい、鳥でも撃うち落おとすつもりかよ？」

　さすがに、そんな冗じよう談だんの一つも言いたくなるものです。伏ふせながらアサルト・ライフルを撃うっていた男が、射しや撃げきを止めて首を横に振ふって、

「ふがああぎゃあ！」

　そこにある、今も一いつ生しよう懸けん命めい撃うち続けている仲間の〝首なし死体〟を見て、悲鳴を上げました。

　次の瞬しゆん間かん、飛んできた巨きよ大だいな銃じゆう弾だんが彼かれのアサルト・ライフルを真っ二つにして、なおかつ彼かれの胸へとめり込こんで、そのまま反対側まで突つき抜ぬけていきました。







「二人ダウン。いいぞ続けろ」

　光こう弾だんが体の前で弾はじけて、ヒットポイントが零れいコンマ数パーセントずつ減っていくのをまったく気にせずに、ボスは仁に王おう立だちのまま双そう眼がん鏡きようを睨にらみ続けました。

　数メートル離はなれた脇わきに、ソフィーが座すわっていました。ずんぐりむっくりのドワーフ体型女があぐらをかくと、それだけで一つの岩のようです。

　その岩の左ひだり肩かたの上に、巨きよ大だいな鉄パイプが乗っていました。

　全長１メートル以上ある鉄パイプにはグリップとストックがついていて、それを黒くろ髪かみのトーマが右みぎ肩かたに構えていました。




「もう使うのかよ！」

「〝デグチャレフ〟来たぜえ！」

　酒場のガンマニア達たちが、といってもこのゲームにはほぼガンマニアしかいないのですが、大喜びの喝かつ采さいを上げました。

　ＳＨＩＮＣが前回から使い出した必殺の凶きよう悪あく銃じゆう──、〝《ＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフル》附ふ属ぞく女子校新体操部スペシャル〟の登場です。

　ＰＴＲＤ１９４１は、ＳＪ２でエムの楯たてをぶち破る為ために、ＳＨＩＮＣが難クエストをクリアして手に入れた最強の矛ほこ。今回も、当然のように持ってきています。

　口径は１４．５ミリ。全長２メートル強、重量約16キロと、呆あきれるほど長くて重い銃じゆうです。そのまま持ち歩くには、あまりにも邪じや魔ま。

　そこで前回と同じく、ソフィーがＰＫＭマシンガンと弾たまを持たずにストレージに格納して、使うときだけ実体化させるという運用方法を取っています。

　ただし、ソフィーが戦死したらその瞬しゆん間かんに使えなくなるというデメリットもあるので、チームは彼かの女じよを、ボス以上に重点的に守ります。

　そして撃うつのは、チーム随ずい一いちの射しや撃げき能力を誇ほこる、黒くろ髪かみのトーマ。

　ＳＪ１において、狙そ撃げき銃じゆうの中では飛とび抜ぬけて命中精度が優すぐれている訳ではないドラグノフを使い、６００メートル先のちっこいレンに初しよ弾だんを命中させた女です。

　トーマはソフィーの肩かたを銃じゆう座ざにしたまま、手早く次の巨きよ大だいな弾だん薬やくを、銃じゆうの中に差さし込こみました。射しや撃げきの反動で後ろに下がった太く長いボルトを勢いよく前に押おし出だして、ハンドルを下げてロック。再さい装そう塡てんの完かん了りようです。

　トーマは右みぎ膝ひざを大地につけた片かた膝ひざ立だちで構え、スコープを右目で覗のぞいて、狙ねらいを微び調ちよう整せい。

　その間も、ＲＧＢが放っている光こう弾だんは二人にも飛んできているし当たっているのですが──、映像には怯ひるんだ様子がないどころか、むしろ顔には笑えみが見えます。

　酒場の観客が気付きました。

「いや、これ……、逆にアマゾネスに有利だ！　ど派手に光っている光こう学がく銃じゆうの光を狙ねらえばいいんだから」

「あ、なるほど！」

　指し摘てきどおり、ボスが取った戦法がこれでした。

　光こう学がく銃じゆうは光こう弾だんを放つその特性上、どうしても銃じゆう口こうからの光──、いわゆる〝マズルフラッシュ〟が派手になるのです。

　ボスが見つけた場所はまさに、六つの発射光を視界に納めることができる場所でした。ここにＰＴＲＤ１９４１を据すえ付つければ、すなわち狙ねらい放題。

　酒場にまで銃じゆう声せいを響ひびかせながら、トーマが３発目を撃うちました。

　60グラムの金属の塊かたまりが、音速の三倍の速度で飛びました。光の弾たまで飾かざられた空間を切きり裂さいて、連続して光る点へと吸すい込こまれていきました。




「怯ひるむなあ撃うち続け──」

　それが最後の言葉になって、ＲＧＢから三人目の死者が出ました。

　トーマからのバレット・ラインは彼かれに当たっていたはずですが、何せ自分が派手にマシンガンを撃うっていたものだから、気付かなかったようです。また一人、退場。

　いいえ、

「うっそ、だろ……？」

　二人でした。

　一人の左胸から左ひだり肩かたにかけてを木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とばした弾だん丸がんが、その後ろをしゃがみながら通っていたもう一人の右首筋に命中したのです。

　被ひ弾だんエフェクトが煌きらめき、ぐいぐいと、男のヒットポイントが減っていきます。首筋には頸けい動どう脈みやくがありますから、ヘタをすれば小さな銃じゆう弾だんでも、一発当たっただけで致ち命めい傷しようになります。

「え？　ちょ、まって──」

　彼かれは首筋に両手を当てて押おさえてみましたが、それで切れたアバターの頸けい動どう脈みやくが繫つながるということもなく、出血量大と判断したシステムは、彼かれを死体へと変化させました。

　男は棒のようにバタンと後ろに倒たおれて、ピコンと【Ｄｅａｄ】のタグを点灯させました。




「くっそおおお！」

「味方はまだか？」

　ＲＧＢの生き残りの二人は塔とうの陰かげに身を潜ひそめながらも射しや撃げきを続け、その後数十秒にわたって粘ねばり続けましたが、

「ぎゃふん！」

　一人は、ＰＴＲＤ１９４１の容よう赦しやない威い力りよくによって、隠かくれていた岩ごと弾はじき飛とばされて少なからぬダメージを負って、さらには持っていたアサルト・ライフルを破は壊かいされました。

　しかし勝負は諦あきらめません。果か敢かんにも、死んだ仲間が残してくれた銃じゆうを取ろうと飛び出して、

「ぎゃっ！」

　それを待ち構えていたアンナのドラグノフの狙そ撃げきを足に食らい、続けて腹を、最後は頭を撃うたれて、ＳＪ３から退場させられました。

　最後の一人は、それでもまだ戦い続けました。

「おらおらおら！　女どもぉ！　来るなら来やがれ！」

　狙そ撃げきされないように小刻みに動きつつ、腰こしに構えたマシンガンを撃うちまくってはエネルギーパックを交こう換かんして、また撃うちまくって──、

「来たよ」

　塔とうと塔とうの合間をすり抜ぬけるようにして駆かけてきたターニャの接近を許すと、

「え？　そんな──、近く？　ぶげっ！」

　背中に９ミリ弾だんを20発以上食らって死体になってしまいました。

　時間は、12時13分過ぎ。

　終わってみれば、わずか３分間の戦せん闘とうでした。

　そして、

「周りに敵てき影えいなし！　じゃ、死体漁あさり、失礼」

　ターニャはぐるりと周囲を警けい戒かいし終えると、すぐさま、男の体へと手を伸のばしました。







　銀ぎん髪ぱつの女が、できたての死体をまさぐっているのをモニターで見て、

「な？　あの女、何やってるんだあ？」

　観客達たちは驚おどろきました。

「光こう学がく銃じゆうを奪うばって、自分達たちの武器として使うつもりか？　まあ、この大会が終わるまでは可能だもんな」

「ＳＪ２のとき、アイツら倒たおした相手の通信アイテムを奪うばったらしいぞ。そしてレンちゃんと会話をしていたんだとか。今回もそれじゃね？」

「同じように死体からアイテムを欲ほしがるヤツのために、グレネードでブービートラップでもしかけてるんじゃないか？　持ち上げたらドカン！」

「まさか、男の体を触さわりまくる痴ち漢かん行こう為い……。いくら、リアルでモテないからって……」

　予想がいくつか飛びましたが、どれも間ま違ちがいだということを、すぐに中ちゆう継けい映像が証明してくれました。

　ターニャが男の体から手を離はなして、すぐさま黄色い信号弾だんを一発、頭上に打ち上げたからです。

「あーっ！」

　その意味に気付いて、手にしていたカップの中の酒をこぼしながら叫さけんだのは、先ほど酒場の別の場所で、赤いベレー帽ぼうの男の演説を聞いていた観客の一人でした。

「何？　どーゆーこと？」

「つーか、あの信号弾だん、一体なんだったんだよ？」

　当然ですが、他の観客達たちからは質問をぶつけられました。

　聞かれた男は、さっき自分が知った信号弾だんの意味を手短に説明しました。弱小チーム連合による、強敵を倒たおすための集合の合図だと。そして、黄色がＳＨＩＮＣの色だと。

「あっ！　そういうことか！」

「なるほど！　考えたな……」

　そして観客達たちは、さすがＧＧＯを遊び込こんでいる者達たちです。

　ターニャが死体から奪うばった信号弾だんを打ち上げた意味を、やはりすぐさま理解しました。




「やったよん！　まだまだ、たくさんあるよん！」

　ターニャの嬉うれしそうな声を通信アイテム越ごしに聞いて、塔とうの陰かげにいるボスはほくそ笑えみました。顔の厳いかついボスですが、笑え顔がおもとても怖こわいです。

　ボスの後ろでは、ＰＴＲＤ１９４１を担かついだソフィー以下、四人の仲間達たちが周囲を警けい戒かいしつつ、鋭するどい目をしていました。次の獲え物ものの喉のど笛ぶえに早く食らいつきたい、そんな目です。

「ようし、もう一発を30秒後だ。東に５００メートルほど離はなれた位置で打ち上げろ」

「30秒後！　５００メートル東！　りょーかい！」

　ボスの声はターニャへの命令ですが、それだけで四人の仲間達たちは作戦を理解しました。

　命令などないのに、それぞれの武器を手に、東へと進み始めました。







　それから──、

　ＳＨＩＮＣは、迫せまってくる敵チームを、ことごとく全ぜん滅めつさせ続けました。

　奪うばった信号弾だんを打ち上げて、〝よし、あそこのチームと合流してＳＨＩＮＣを叩たたこう！〟とやってきたチームを、待まち伏ぶせして攻こう撃げきしたからです。

　信号弾だんが奪うばわれていることなど知らず、同志と合流できると思ってやってきたチームは、

「あれ？　ナンデ？」

　そこに敵であるターニャしかいないことに驚おどろき、

「追え！　仕留めろ！」

　そして素す早ばやく逃にげ出だした彼かの女じよの後を追って、

「うぎゃー」

　待まち伏ぶせしていた残りの四人に、瞬しゆん殺さつとも言えるほどあっけなく、蜂はちの巣すにされていきました。

　その後、12時20分と30分のスキャンでは、ＳＨＩＮＣはボスだけを数百メートル離はなれた位置に配置しました。

　残りの五人が、やはり信号弾だんを打ち上げた場所に網あみを張って、そこへノコノコと現れたチームは奇き襲しゆうされ、これまた一方的に勝負がつきました。

　ＳＨＩＮＣが屠ほふった敵チームの中に、同志と合流ができたチームは、一つもありませんでした。

　そんな全ぜん滅めつチームの一つに、ＳＪ２にも参加した、ゲーム実じつ況きようを楽しんでいるプレイヤーがいました。

　仲間達たちが全員戦死して、最後に残った彼かれは体中に弾たまを食らいながらも、

「撃うたれた右手！　今左！　おっと足なう！　転ぶ俺おれ！　痺しびれたショック！　弾たまはビッグ！」

　などと怪あやしくラップ調で吠ほえていたので、ＳＨＩＮＣの皆みなさんは気になって射しや撃げきを止やめるという一コマもありました。

　愛あい銃じゆうの８９式小しよう銃じゆうも手からもぎ取られ、ヒットポイントも残りわずか。もう死ぬしかなくなった彼かれは仰あお向むけで横たわり、

「ああ、例の実じつ況きようプレイヤーか。前回の映像、研究用にみんなで見たよ」

「これも今、録画されているってこと？　見るときは、私わたし達たちが優勝してるといいね」

　トーマとアンナという、二人の美人スナイパーに見下ろされながら、

「ご視し聴ちようありがとうございます！　今回もよろしくお願いしまーす！」

　爽さわやかにお礼を言いました。

　他のメンバーの死亡を確かく認にんしていたターニャが近づいてきて、ストリージ拳けん銃じゆうを男の顔に向けて、

「勇ゆう敢かんな君の戦いは、残念ながらここまでだ。武士の情けとしてボクがトドメを刺さしてあげるけど、最後に言い残すことはあるかな？」

「はい！」

　そして彼かれは、三人の女達たちに、そして実じつ況きよう映像を見る全すべての人達たちに向けて、心の底から叫さけんだのです。

「死ぬ前に！　一度でいいから！　誰だれかのおっぱいを触さわらせてください！」

　ずどんばこんどかんどかどかどかどか。

　強そうな女達たちが恥はずかしそうに顔を赤らめながら容よう赦しやなく銃じゆう弾だんを撃うち込こんでくるこの映像は、のちにかなりのヒット数を稼かせぐことになるのですが、それはＳＪ３が終わってからの話です。
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　第九章　「それまでのＭＭＴＭとＺＥＭＡＬ」







　チーム《メメント・モリ》──、略りやく称しようＭＭＴＭがＳＪ３を開始したのは、フィールド北東の森の中でした。

　島の東側と北東側は、平へい坦たんな森に覆おおわれています。

　木々は枝葉の広がる広葉樹が多く、人の腰こし程ほどまでの高さの下草がたくさん生えているので、とても視界の利きかない場所でした。

　ひどい場所ではわずか３メートル前しか、最大でも30メートルくらいしか見えません。前回のジャングルを思い出させます。

　基本的に平へい坦たんとはいえ、土には凹おう凸とつがかなりありました。倒とう木ぼくや草の濃こい場所なども相あい俟まって、とても走りづらいフィールドでした。

　茂しげった枝葉で空はほとんど見えず、暗いことこの上ありません。〝鬱うつ蒼そう〟という言葉の見本のような場所でした。

　北側と東側は明るいのですが、森が切れたと思ったらすぐに海です。そして、その海はどんどんと水位を上げています。

　状じよう況きようを確かく認にんしたＭＭＴＭのリーダーは、

「なるほど、そういうことか」

　ほくそ笑えんでいました。近づいてくる海を眺ながめながら。

「面おも白しろい！　やるぞ野や郎ろう共ども、これを存分に利用させてもらうぞ！」







　12時10分。

　戦せん闘とうがなかったので、ＭＭＴＭの行動は一いつ切さい中ちゆう継けいされていませんでした。彼かれ等らが最初の10分間に何をやっていたか、酒場の観客達たちにはまったく分かりません。

　そして、一回目のサテライト・スキャンが始まり、その結果は酒場にも表示されました。

「右上がＭＭＴＭか」

　強きよう豪ごうを四よ隅すみに散らしたことを再さい確かく認にんした観客達たちは、

「さあて、どう出るかな？」

　彼かれ等らの戦せん闘とうを期待して待ちました。

　地図の上に表示されたのは、島の北東の端はしにＭＭＴＭ、その周囲に、１～２キロの間かん隔かくを持って他のチーム達たちが複数。

　今、中ちゆう継けい画面が一つのチームへと切きり替かわりました。暗い森の中なので、間ま違ちがいなく、ＭＭＴＭに近いチームでしょう。

　六人の男達たちが、森の中、茂しげった草に身を隠かくすようにして、周囲を警けい戒かいしつつしゃがんでいました。

　六人全員、黒と濃のう灰かい色しよくを組み合わせた迷めい彩さい服ふくを着ています。頭には黒いニット帽ぼう。顔には目が見えないゴーグルと、灰はい色いろで髑どく髏ろを描えがいたフェイスマスク。

　耳には、マイクアームつきの軍用ヘッドセットをつけています。リアルでは、無線機を繫つないで通話ができる装置ですが、補ほ聴ちよう器きみたいに小さな通信アイテムがあるＧＧＯ内では、雰ふん囲い気きを盛り上げるためのアイテムでしょう。

　彼かれ等らは、使っている銃じゆうまで《ＨＫ４１６Ｄ》５．５６ミリアサルト・ライフルで統一されていました。

　ヘッケラー＆コッホ社製のＭ１６とも言えるＨＫ４１６シリーズは、この種の中では基本性能がとても高く、ＧＧＯ内でもかなり高価なアサルト・ライフルの一つです。銃じゆう身しんの長さがいろいろとありますが、彼かれ等らのは取り回しを良くするために短くしてある10インチタイプ。

　こうして、何から何までお揃そろいの装備の六人ですが、偶ぐう然ぜんでしょうがアバターの体格も中肉中背で似ているので、誰だれが誰だれなんだか、サッパリ分かりません。

　Ｔ─Ｓの皆みなさんみたいに番号が書いてあるわけでもなく、まるで六つ子がいるようです。せめてどこかで色分けしてくれていると、とても助かるのですが。

　もちろん彼かれ等らは、わざとそうしています。

　同じように見せることで、戦せん闘とう中ちゆうに敵の目を欺あざむくのが目的です。とはいえここまでそっくりだと、彼かれ等ら自身がお互たがいを本当に分かっているのか、余計な心配をしたくなります。

　今、スキャンを確かく認にんして端たん末まつをポケットにしまった一人の男が、装備ベストのポケットから信号弾だんを取り出して、色をしっかりと確かく認にんしたあと、真上に打ち上げました。

　青い光が、空へと駆かけ上のぼって──、

　いきませんでした。

　あれ？

　骸がい骨こつマスクで表情は分かりませんが、多分そんな気持ちだっただろう男の脇わきに落ちた信号弾だんは、六人の脇わきで青々と輝かがやき続けて、

「なあ、何がやりたかったの？　アイツら」

「俺おれが知るか」

　酒場の観客達たちからは、そんな声が洩もれました。







　信号弾だんで合図する結けつ託たくの談合がなされていたが、この森の中ではマトモに打ち上がらない。

　よしんば打ち上がったとしても、下からはほとんど見ることができない。

　そのことを観客達たちが知るのは、もう少し時間が経たってからですが、

「くそったれ！　使えねえ！」

　フィールドの中にいる髑どく髏ろマスクの人達たちにとっては、まさに今、問題でした。大問題でした。

　彼かれ等らのチーム（スコードロン）名は──、《微笑ほほえみタヤサーズ》。

　そのフォークソンググループのような名前を誰だれがつけたのか分かりませんし、チーム名に喧けん嘩かを売っているような不気味な髑どく髏ろマスクがなんのためなのか分かりませんが──、

　ＧＧＯを楽しんでいることだけは確かです。

　ＳＪ内の略りやく称しようは《ＨＴＳ》。今回が初参戦です。




　彼かれ等らは、サバイバルゲーマーでした。

　銃じゆう刀とう法ほうの許可がいらない低圧ガス・空気銃じゆうのエアソフトガンを使って、被ひ弾だんは自己申しん告こくで撃うち合う銃じゆう撃げき戦せんゲームが、サバイバルゲーム。略りやく称しようサバゲー、またはサバゲ。

　アメリカ合衆国で、ペイントボール銃じゆうで撃うち合あうところから始まり、日本人がエアソフトガンでの撃うち合あいへと変化させ、やがて世界中に広がった遊びです。英語なら、〝エアソフト・ウォー〟などで通じます。

　２０２６年の今でも、エアソフトガンは日本で、そして世界でたくさん作られていました。

　実じつ銃じゆうメーカーが新型銃じゆうを発表すると、そのエアソフトガン版を公式商品として出すなんてことは、まったく珍めずらしくなくなりました。

　実じつ銃じゆうよりずっと安全に銃じゆうの取とり扱あつかいが学べて、近きん距きよ離りの戦せん闘とう訓練にもなるということから、自衛隊をはじめとした世界各国の軍隊で、正式な訓練用品として取り入れられています。

　そんなサバイバルゲームの地位ですが、ＧＧＯのようなフルダイブ・ヴァーチャル・リアリティ・ゲームがごっそり奪うばい去さったかというと──、そんなことはありませんでした。

　まず、フルダイブＶＲゲームが怖こわいという人は、今でもたくさんいます。

　四千人近くの人間が亡なくなった、《ソードアート・オンライン事件》が一番大きな原因なのは、論を俟まちません。

　そして、たとえフルダイブＶＲゲームに嫌けん悪お感かんがなくても、自分の生身の肉体を使って、エアソフトガンとは言え実在する銃じゆうを使って行うリアルのゲームの方が好きという人も多いのです。

　もちろん、どっちがいいとか悪いとかではありません。両方とも好きで楽しんでいるガンマニアの人達たちは、たくさんいます。サバイバルゲームからＧＧＯに来る人もいれば、ＧＧＯからサバイバルゲームを始める人もいます。

　ＨＴＳの皆みなさんは、まさにそんな、リアルもヴァーチャルもたしなむプレイヤー達たち。

　彼かれ等らのスタートポイントは、サバイバルゲームです。もう、10年以上遊んでいます。

　全員一いつ緒しよにＧＧＯを始めたのは、５ヶ月前。

　プレイ歴は浅いのですが、それまでのサバイバルゲームで培つちかったチーム力でモンスターを狩かりまくり、時々対人戦せん闘とうを挑いどみ、メキメキとキャラクターを成長させてきました。







　今、深い暗い森の中で、

「どうする？　ＭＭＴＭは近いぜ？」

「どうするつっても……、こりゃ信号弾だん、無理だよなあ」

　ＨＴＳの髑どく髏ろマスクがモゴモゴと動いて、会話が交かわされました。

　先ほどの、初回のスキャンで見たＭＭＴＭは、ここから東に約９００メートルの位置。森と海の境目にいました。

　そしてそこに一番近いのは、間ま違ちがいなく自分達たち。周囲３キロ以内には、４チーム。

　信号弾だんさえマトモに使えれば、同志がワラワラと集まってくるのを、ＭＭＴＭの進しん撃げきを警けい戒かいしつつここで待てばよかったのに、

「ああもう、御ご破は算さんだ！　信号弾だん作戦は諦あきらめた！」

「分かった。しゃーねーな」

「じゃ、どうすっかね？」

「そんなの簡単だ！」

　今、五人の視線を集めているのがチームのリーダーに間ま違ちがいないのですが、動き出したらすぐに分からなくなるでしょう。そしてその彼かれは、

「元々俺おれは、こんな弱気な作戦は嫌きらいだった！　誰だれよりも先に、連中にぶち当たっていこうぜ！」

　かなり投げやりにも聞こえる作戦を立てました。仲間達たちは、

「よっしゃあ！　やったるか！」

「相手に不足はないしな！」

「もし負けても、少しでも強きよう豪ごうにダメージを与あたえれば、俺おれ達たちの名も通るだろう！」

「乗った！　派手に行こうぜ！」

「異議なーし！」

　潔いさぎよく決断しました。

　こうして六人のサバイバルゲーマー──、ではなく、ＧＧＯプレイヤー達たちは、森の中を走り出しました。

　視界が悪く、草が茂しげり、足あし下もとも豪ごう快かいに凸凹でこぼこの森の中です。

　ほぼ脚きやく力りよくの限界まで頑がん張ばったＨＴＳの皆みなさんですが、８００メートルの移動に５分ほどかかりました。途と中ちゆうで何度か転びました。

　突とつ発ぱつ的てきに戦せん闘とうが始まる可能性が高い移動なので、酒場には、その様子がずっと中ちゆう継けいされていました。

　お互たがいに５メートルほどの間かん隔かくを取って、腰こしにＨＫ４１６Ｄを保持したまま、六人は進んでいきます。それは、矢や尻じりのような逆Ｖの字のフォーメーション。

　ポイントマンを先せん端たんに、右に二人、左に二人、中央後方に一人、の配置です。




　信号弾だんの話は伝わってきたので、観客達たちは彼かれ等らの行動を評します。

「なるほど、ＭＭＴＭとのサシでの勝負を挑いどむ腹づもりか」

「一気に飛とび込こんで乱戦に持っていくんだろ？　全ぜん滅めつ覚かく悟ごのアタックは嫌きらいじゃないな」

「うむ。これで、幸運が味方して、ＭＭＴＭを一人でも減らせたら殊しゆ勲くん賞しようものだ」

　観客だってＧＧＯのプレイヤー達たちですから、その作戦を理解していました。

　つまりは、ＭＭＴＭへの総そう攻こう撃げき。視界の悪い森の中なので、上手うまくすれば近きん距きよ離りの戦せん闘とうにできるかもしれません。乱戦になればなおさら素す晴ばらしい。

　さて、強きよう豪ごうＭＭＴＭがそれにどう立ち向かうか。

　観客達たちが、固かた唾ずをのんで──、いえ、お酒を飲みながら見守る先で、

　ばこん。

　破は裂れつ音おんが一つして、戦せん闘とうが始まりました。




　ＨＴＳの先頭の一人が、一いち撃げきで死にました。

　全力疾しつ走そう中ちゆうの彼かれの目の前で爆ばく発はつが起きて、彼かれの体が、数え切れないほどのポリゴン片へんになって、文字通り木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛とんだのです。彼かれはその直前に何かに気付いて、ＨＫ４１６Ｄの銃じゆう口こうを向けていたのですが間に合わなかったようです。

「30メートル先！　グレネーダー！」

　矢や尻じりのようなフォーメーションの右側にいた男が、足を止め、そして叫さけびながら発はつ砲ぽうを開始しました。引き金を引く度たびに一発飛び出すセミオート射しや撃げきですが、間かん隔かくの短い連射です。

　彼かれの目には、仲間を撃うった敵が見えていました。森の向こうで、太い木の裏に身を隠かくした、スウェーデン軍迷めい彩さいの男の姿が。

　前回の映像は見ていますから、ＭＭＴＭの服装は、そして武装も分かっています。

　ダンディでハンサムなアバターのＭＭＴＭのリーダー、彼かれの武器は、オーストリアのシュタイヤー（ステアー）社製アサルト・ライフル、《ＳＴＭ─５５６》。銃じゆう身しんの下に、単発式のグレネード・ランチャーつき。

　彼かれが撃うったグレネード・ランチャーが、運悪く直ちよく撃げきを食らった仲間を戦死させましたが、おかげで位置も分かりました。かなり近いです。森の中だから視界が利きかず、この距きよ離りまで撃うてなかったのでしょう。

　ＭＭＴＭの他のメンバーは、まだどこにいるか分かりません。分かりませんが──、

「一人でもいい！　やっちまえ！」

「おう！」

　ＨＴＳの五人は、突とつ撃げきを続けました。セミオートでパスンパスンと発はつ砲ぽうしながら、突つっ込こんでいきます。

　撃うちながらの突とつ撃げきは、相手に少しでもプレッシャーを与あたえるため。

　グレネード・ランチャーの再さい装そう塡てんをするにしても、ライフルを撃うち込こんでくるにしても、バレット・ラインが煌きらめく中で冷静に行える人は少ないのです。

　ボクシングでも銃じゆう撃げき戦せんでも、〝手数〟の多い方が押おしていけることを、彼かれ等らはサバイバルゲームで十分学びました。

「押おせ押おせ！」




　五人の男達たちが、さっきＭＭＴＭのリーダーがいた場所へと迫せまり、

「おっ！　これ、このままいけちゃうんじゃね？」

　観客の一人がそう言った、次の瞬しゆん間かんでした。

　画面の中で、〝緑の塊かたまり〟がゆらりと盛り上がったと思うと、そのまま髑どく髏ろマスクの男達たちへと、背後から体当たりをかけていきました。




　それはまるで、森が男達たちを襲おそったかのように見えました。

　鬱うつ蒼そうとした森の草が盛り上がって、人間に嚙かみついたかのよう。

　実際は、違ちがいました。

　その緑の塊かたまりは、人間でした。ギリースーツ──、偽ぎ装そう用に、体中に緑色の細い布と糸を巻き付けた服を着き込こんだ、人間。

　さらに男達たちは、そのへんに生えている草をこれでもかと切り取っていて、体中に、まるで生えているように角度を調整して装着していました。

　こうしてできあがったのが、すぐ近くで見ても森の一部にしか見えない、緑のモコモコの男達たち。

　前が見えないと困るので顔の前に草はありませんが、その皮ひ膚ふには緑色の化け粧しようまでされていました。




「ぎゃふっ！」

　体当たりをされた男達たちは、予想外の攻こう撃げきに完全に虚きよを突つかれて、そのまま前に、あるいは横に転てん倒とうしました。

　倒たおれて射しや撃げきを止やめた男達たちへと、緑の塊かたまりは折り重なるように襲おそいかかり、

　ぎらり。

　両手に持った黒い刃はを煌きらめかせて、喉のどや胸を、ザクザクと、容よう赦しやなく刺さしていきました。

「げほっ！」

「ぐげっ！」

「ぎゃあ！」

　一人、また一人と刺さされ、ヒットポイントを失い、死体へと変わっていきます。

「え？　え？」

　運良く襲おそわれなかった男も、急に静かになった森の中でうろたえて、ＨＫ４１６Ｄの銃じゆう口こうを右う往おう左さ往おうしたあげく──、

　ぱすん！

　額ひたいに一発、狙ねらい澄すました銃じゆう弾だんを受けて即そく死しコースへと入りました。

　20メートルほど離はなれた位置で、ＳＴＭ─５５６を放ったＭＭＴＭのリーダーが、

「そのままやれ」

　仲間達たちへと指示を出しました。




　ＨＴＳの一人は、自分に覆おおい被かぶさってくる緑の塊かたまりを、ようやく敵、そして〝人間〟だと認にん識しきして、

「えっ？　ちょ、ちょっとタンマタンマ──」

　そんなことを話しかけましたが、

「…………」

　顔を毒々しい迷めい彩さいに塗ぬった男は、振ふり上あげたコンバットナイフの切っ先を、そのゴーグルへと突つき下ろしてきました。

　ゴーグルのレンズをぬるりと切きり裂さいたナイフは、すぐさまアバターの目を貫つらぬいて、そして脳にまで達しました。

　サバイバルゲームでは絶対にあり得ない、肉体への直接攻こう撃げき。

「いや、これ、ちょ、ひど」

　さすがに、これは、対応しきれないわー。

　男はしみじみと思いながら、ＳＪ３から退場していきました。




　20秒後、ＭＭＴＭのリーダーは、

「報告」

　ＳＴＭ─５５６を構えて周囲を警けい戒かいしながら、仲間に指示を出しました。

　五人から次々に、敵を仕留めたとの報告が返ってきて、

「よし。次もこの作戦で行く」

　リーダーは、淡たん々たんと答えました。







　リーダーを一人だけ囮おとりにして、スキャンで位置を見せる。

　その場合、迫せまってくる海をあえて背後の近い場所において、後方から攻こう撃げきされないようにする。

　そこにやってきた敵チームを待まち伏ぶせするのは、ギリースーツと草で完かん璧ぺきに偽ぎ装そうした五人。彼かれ等らは森の中に溶とけ込こむように身を潜ひそめて、敵チームが目の前を通過するのを静かに待つ。

　そして、各自の判断で、近い場所にいる敵に襲おそいかかる。音を立てないためにできるだけ銃じゆうを使わず、体当たりや格かく闘とうで組くみ伏ふせ、コンバットナイフで仕留める。

　そんな、まるで蜘く蛛ものような待まち伏ぶせ作戦で、ＭＭＴＭは敵チームを屠ほふり続けました。

　同じ時間に、派手に信号弾だんを打ち上げておびき寄せては撃うち抜ぬいていくＳＨＩＮＣとは実に対照的に、静かな殺さつ戮りくでした。

　12時20分のスキャンのあとも、30分のスキャンのあとも、森の中には死体ばかりが増えていきました。

　合流もできないまま、各チームは森へと入っていき──、

　そして二度と出てくることはありませんでした。

　まるで、昔のおとぎ話に良く出てくる、〝呪のろわれた森〟のように。

　リーダー以外は一発も発はつ砲ぽうすることがなく、ＭＭＴＭは静かに戦果を上げていき、その様子が淡たん々たんと中ちゆう継けいされ、

「やっぱりコイツらもコエエわ……」

　観客からは、そんな感想をもらいました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　少し時間が戻もどって、12時18分──、

　マップ北部の都市部のど真ん中で、やかましく賑にぎやかに暴れているチームが、一つありました。

　どかどかどかどかどかどかどかどかどかどかどかっ！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　容よう赦しやのない連射と、銃じゆう声せいに負けない暑苦しい叫さけび声ごえ。

　これだけで、彼かれ等らが誰だれか、もう分かりますね。そうです、略りやく称しようＺＥＭＡＬこと、《全日本マシンガンラバーズ》です。

　ＳＪ１ではレンに容よう赦しやのない銃じゆう弾だんを浴びせかけて苦しめ、ＳＪ２では善戦するも城じよう壁へきの上からの攻こう撃げきに敗れたチーム。

　男が五人。武装は全員マシンガンだけという、男気溢あふれまくる連中です。

　ＺＥＭＡＬの皆みなさんは、今日も撃うちまくっていました。

　それも、道の真ん中で。




「なんだありゃあ！」

　酒場の観客が叫さけぶのも、無理はありません。

　中ちゆう継けい映像には、およそ予想もつかないようなモノが映っていました。

　ソレを一言で言えば──、

〝ショッピングカート製マシンガン銃じゆう座ざ〟とでも称しようしましょうか。

　アメリカ合衆国などでよく見られる、ソファーでも入れられそうな、または大人でも乗れそうな、巨きよ大だいなショッピングカート。

　色は銀色で、くすんであちこちが錆さびています。

　その上に、普ふ通つうだったら子供を座すわらせるハンドルに近い場所に、《Ｍ２４０Ｂ》７．６２ミリマシンガンが据すえ付つけられています。

　全長１２０センチ、重量12キログラムの大型マシンガンは、太い針金でしっかりと縛しばり付つけられています。

　銃じゆうの左側に垂れ下がっている弾だん薬やくベルトは、そのままカートの中に繫つながっていて、そこにはバックパックが。バックパックの中に充じゆう塡てんされている数百発の弾だん薬やくを、ベルト交こう換かんナシで撃うちまくれるという構造です。

　さらに異様なのが、カートの縁ふちに立てられている金属パイプの束です。

　水道管でしょうか？　直径３センチほどの金属パイプが十本くらいに束ねられて一つの太い筒つつになり、その筒つつがいくつも、カートのカゴをぐるりと囲んでいるのです。まるで、パイプオルガンのようです。

　こうして、カートを土台にして、筒つつを楯たてとして、移動式銃じゆう座ざができあがっていました。




　どかどかどかどか！　どかどかどかどかどかどか！

　今、ＺＥＭＡＬの男が気持ちよさそうに撃うっているのは、米国風の町の中。二車線の通りの向こうには、身を隠かくす敵チームの姿があります。

　道のど真ん中で撃うちまくっているＺＥＭＡＬに、敵チームは顔を出すことができません。ひっきりなしに飛んでくる銃じゆう弾だんは、偶ぐう然ぜんであろうとそうでなかろうと、頭に当たれば一発即そく死しです。

　撃うつ度たびにカートが反動で揺ゆれるので、銃じゆう弾だんはかなり散らばりながらやってきますが、逆にそれが偶ぐう然ぜんの一発を呼よび込こみやすいので、怖こわいことこの上ありません。

　それでも、一人の男が勇ゆう敢かんにも、ビルの陰かげの低い位置から、壁かべを左側にしつつ、銃じゆうと顔を出しました。ジーンズにＴシャツに革かわジャンという、民兵スタイルの男です。

　わずか１００メートルほど向こうにあるカートに向けて、ＡＫ７４アサルト・ライフルをセミオートで３発連射しましたが、

　カンカンカン。

　鉄パイプの束に当たって、弾たまは弾はじかれていきました。

　そして、撃うってきた方向へと向けられる、カートの舳へ先さきとマシンガンの銃じゆう口こう。

「やべっ！」

　バレット・ラインが束になって襲おそいかかってきて、革かわジャン男は、慌あわてて身を引ひっ込こめました。

　一いつ瞬しゆん前まえまで彼かれがいたコンクリートを、銃じゆう弾だんの嵐あらしがガリガリと削けずっていきました。その銃じゆう撃げきが収まらないので、再び顔を出すこともできません。

「ダメだこりゃ！　一度撤てつ退たいして、裏をつくしかないな」

　革かわジャン男が、仲間達たちにそう告げます。

　今、チームの六人がいるのは、小型の四階建て雑居ビルの陰かげ。

　このビルに登れると上から攻こう撃げきができていいのですが、残念ながらこの周囲の建物はどれもこれも天てん井じようが抜ぬけた半はん壊かい状態で、中に入ることができません。

「よしっ！　全力で一ブロック戻もどって、ぐるりと回ろう。いくらカートでも、追いつかれることはないだろ」

「オッケー！」

　男達たちは、走り出しました。マシンガン・カートが狂くるったように撃うちまくっている大通りを外れ、一本隣となりで平行して走る道へ向けて。

　50メートルほど走ってビルの脇わきを通とおり抜ぬけ、角が近づきます。さすがに飛び出すことはしません。注意深く前を窺うかがおうと足を緩ゆるめたその瞬しゆん間かん、

「いたああああああ！」

「めっっけたああ！」

　まさにその角から、ガラガラと飛び出してきた二台のカート。そして、それぞれに載のっている、マシンガン。

　お互たがいの距きよ離り、10メートル未満の不幸な遭そう遇ぐうは、

　どかどかどかどかどかどかどかどかどかどかどか！

　火力に勝まさる方に、軍配が上がりました。

　わずか２丁とはいえ、そこはマシンガンの底力。

《Ｍ６０Ｅ３》と、《ＦＮ・ＭＡＧ》の銃じゆう口こうが光って、強力な７．６２ミリ弾だんの雨あめ霰あられを、哀あわれな六人へと降らせまくりました。

　もちろん六人も、できるだけの反はん撃げきはしました。虚きよを突つかれたとはいえ、愛あい銃じゆうを撃うちまくりました。

[image: ]

　しかし、放った弾たまは、カートをカバーする鉄パイプの防ぼう楯じゆんに弾はじかれていきました。

　六人が蜂はちの巣すになって全ぜん滅めつするまで、マシンガンは火を噴ふき続けました。







　全日本マシンガンラバーズの五人が、三回目のスクワッド・ジャムを始めたとき、彼かれ等らは町の中にいました。

　島の北側、ほぼ中央付近です。海からは南へ１キロほど離はなれた場所。

　周囲に見えるのは、割れたコンクリートの道路と、ぼろぼろになった建物と、ひっくり返った車と、傾かたむいた電柱と、鈍にぶい鉛なまり色いろの空。

「おおー、今回は市街戦か！」

　強い風の中で楽しそうに吠ほえたのは、五人の中で一番背の高い男です。手にしているマシンガンは、米軍が採用しているＭ２４０Ｂ。

　彼かれの名前は、ヒューイ。

　オールバックにした茶ちや髪ぱつと、鶏冠とさかのように跳はねた前まえ髪がみが特とく徴ちようのナイスガイです。エムほどではありませんが、胸むな板いたの厚いマッチョ男です。

　着ているのは、下は黒いコンバットパンツ──、要するに長ズボンです。

　上は、Ｔシャツの上にフリースのジャケット。色は緑。装備ベストやポーチなどはなく、大きなバックパックを一つ背負っています。

　今回から、彼かれ等らは服装を揃そろえてきました。

　せっかくのチームだし、そこそこ名前も知られてきたし、チームとしての色を出してみようと思い、〝マシンガン以外にお金を使う〟という英断を下したのです。

　だから、

「風が強い！　マシンガン有利！」

　そう楽しそうに叫さけんだ仲間の男も、同じ服装をしています。同じバックパックを背負っています。

　彼かれの名前は、ピーター。

　五人の中では一番身長が低く、やや広いおでこの後ろに、短くぼさぼさの黒くろ髪かみを持っています。いつも鼻の頭に横に貼はっているテープが、特とく徴ちようです。

　得え物ものはイスラエル製の５．５６ミリマシンガン、《ネゲヴ》。

「おお、マシンガンの神様！」

　怪あやしい祈いのりを捧ささげたのは、頭にスッポリとバンダナを巻いた男。もちろん鍛きたえられたいい体をしています。

　ＦＮ・ＭＡＧマシンガンを持っている彼かれの名前は、トムトム。本当はシンプルに〝トム〟にしたかったのに、すでにたくさんいたので、二つ重ねて名付けたという過去を持つ男。

「吹ふいてるぜ、風！　俺おれ達たちに向かって！」

「いや、俺おれ達たちに向かっちゃだめだろ？　背中からだろ？」

　そんなやりとりをしたのが、残りの二人。

　風向きを間ま違ちがえたのが、ＧＧＯに多い逞たくましい黒人アバターで、綺き麗れいに脇わきを刈かり上あげた男。

　名前はマックス。使うマシンガンは、５．５６ミリ機関銃じゆうとしてはもっとも有名な《ミニミ》です。ミニミにはたくさん種類があるのですが、彼かれのはマーク２と呼ばれるタイプ。固定式で長めのストックが特とく徴ちよう。

　マックスにツッコミを入れた最後の一人が、黒くろ髪かみを襟えり首くびまで伸のばし、額ひたいにはバンドを巻いた男です。使うマシンガンは、７．６２ミリ口径の《Ｍ６０Ｅ３》。

　名前はシノハラ。アバターの名前を考えるときに面めん倒どうくさくて、本名の苗みよう字じをそのまま使っています。もちろん、篠しの原はら美み優ゆと血のつながりはありません。







　ＳＪ３開始直後、お揃そろいの服装で決めたＺＥＭＡＬの五人は、あたりをキョロキョロと見み渡わたしました。それから地図を確かく認にんして、この都市部を含ふくむフィールドが島であることを理解しました。

　それから、どうやって戦っていくかを考え始めます。

　このチームのリーダーは、一応はＭ２４０Ｂ使いのヒューイです。

　とはいえ、ＳＪ参加のために仕方なく決めた地位ですので、皆みなさんとても仲が良く、上下関係は厳しくありません。

　ＳＪ２では、彼かれ等らは見晴らしのいい丘きゆう陵りよう地ち帯たいで待まち伏ぶせをして、かなりの戦果を上げました。

　今回も、同じように上から攻こう撃げきできる建物の屋上に立てこもろうとか、死角が多く戦せん闘とう距きよ離りが短くなりがちな都市部を避さけて移動しようとか、いろいろとアイデアが出ましたが、

「なあ、どっかに乗り物がないかな？」

　シノハラがそんなことを言ったので、まずは探してみました。

　もし車が一台でもあれば、それに全員乗のり込こんで、四方八方に撃うちまくりながら高速移動ができます。道がある市街地では、かなり有効な作戦です。

　しかし、５分ほど探し回ってみましたが、ありませんでした。町で見つけることができる車は、すでにボロボロに朽くちたものばかり。

　そんな中で、バンダナ男のトムトムが、歩いている通りの脇わきにある建物を指さしました。

「車は無理でも、中に、何か使えそうなモノがあるんじゃね？」

　町全体がぼろぼろの廃はい墟きよですが、この周囲は、割と綺き麗れいな状態で建物が残っています。

　それは広い駐ちゆう車しや場じようを携たずさえた平屋の大きな建物で、店であることは分かりますが、看板が全部落ちているので、何屋さんかまでは分かりません。

「うむ、そういうときは、入ってみよう」

「そうしよう」

　男達たちは、

「ちわーっす！　全日本マシンガンラバーズでーす！」

　マシンガンと共に入店しました。







　そこは、ＤＩＹストア──、日本語で言うところのホームセンターでした。材料や工具やその他た諸もろ々もろを広く売っているお店です。

　日本よりスケールが大きいので、ありとあらゆる物が揃そろいます。その気と技術があれば、ここで買い物をするだけで家が一いつ軒けん建てられるでしょう。

　屋根があちこち抜ぬけ落おちているので明るい店内では、当たり前ですが木材は全すべて腐くさっていて、電動工具などは軒のき並なみ故障していました。

　しかし──、

「これ、ちょっと使えないかな？」

　黒人アバターのマックスが押おしてきたのが、まだ転がすことができるショッピングカート。

　きらりーん。

　男達たちの目が、怪あやしく光りました。




　店内に、カートはいくつも転がっています。

　中には潰つぶれているのもありますが、元々大量にあったものですから、ちゃんと転がせるものはすぐに五台見つかりました。

　針金もたくさんあります。ペンチもあります。ダクトテープ（強力な粘ねん着ちやくテープ）もあります。鉄パイプも何本もあります。鉄パイプを切るためのノコギリも、錆さびかけていますが、あります。

　男達たちの工作タイムが、始まりました。

　カートの上にマシンガンをバランス良く据すえ付つけて、太い針金でしっかりと固定。

　ほどよい長さに揃そろえた鉄パイプを束ねてダクトテープで巻いて作った楯たてを、カートの縁ふちにずらりと装着すれば──、




「わははははははは！　これすげーぜ！」

　嵐あらしのように町中を駆かけ抜ぬける、五台の武装ショッピングカートがありました。

　連結した弾だん薬やくベルトによって容よう赦しやなく火を噴ふき続け、そして相手の銃じゆう撃げきは鉄パイプの楯たてで簡単に跳はね返かえし、さらには車輪による機動力も保持。

　それはまるで、《テクニカル》（注・民間ピックアップトラックなどの荷台に銃じゆう砲ほうを据すえ付つけた即そく席せきの戦せん闘とう車両）のよう。ただし人力。エンジンは足。

　わずかな工く夫ふうだけでかなり強力になってしまったＺＥＭＡＬの五人は──、

　思う存分に暴れ回りました。町中で遭そう遇ぐうしたチームを、次々に倒たおしていきました。

　信号弾だんを打ち上げて共きよう闘とうを試みたチームもあったのですが、残念ですが赤いベレー帽ぼうの男、彼かれ等らまで情報を回せていませんでした。

「なんだ？　あの信号弾だん？」

「知らん。だから撃うつ」

〝過去から転生してきた〟という脳内設定でＧＧＯを楽しんでいる、歴史大好きコスプレ野や郎ろうチーム、ＮＳＳの面々は、

「くそうっ！　あんな戦い方をするやつらは、俺おれの生きた時代にはいなかった！」

「奇き遇ぐうだな俺おれもだ！　ソビエトめ！　あんなものを作りやがって！」

「ナチスドイツの新型戦車か！　早くロンドンに情報を伝えねば……」

「あれが米軍の新兵器か！　くそう、我わが国くににもあれがあれば！」

　などと、己おのれの時代背景に即そくした台詞せりふを吐はきながら、ＳＪ３から退場していきました。




　特別ルール発動前、ＺＥＭＡＬが最後に倒たおしたのは、ＫＫＨＣのリーダーです。

　都市部の外れ、大きなゴミ収集箱の中に隠かくれていた彼かれでしたが、12時40分のスキャンで位置が判明して、

「ほらほら待て待てー！」

　男達たちが押おすショッピングカート五台に追いかけられて撃うたれて死ぬという、リアルでは、そしてＧＧＯでもあんまりできない経験をしました。







　こうして、ＳＨＩＮＣ、ＭＭＴＭ、ＺＥＭＡＬのメンバー全員が生き残った状態で、特別ルール発表と発動の時間、12時52分を迎むかえたのです。
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　第十章　「ビトレイヤーズ・チョイス」







『特別ルール、発表。並びに、発動。

　この通知の最後に、残存各チームに一人ずつ、こちらから指名を行う。

　指名された者の端たん末まつには、その旨むねを表示する。

　この指名はランダムではなく、中ちゆう継けいを見ている運営とスポンサーによる、ゲームバランスを考えての選せん択たくである。

　指名された者は、勝利条件が変へん更こうされる。

　指名された者は、〝裏切り者ビトレイヤー〟としてそのチームを離り脱だつ。指名された者達たちで結成された新チームに入り、今後を戦うこととする。

　たった今から、全員の武器を一定時間ロックする。裏切り者をチームに合流させるために、迎むかえの移動物体を向かわせる。それに乗れば、〝ＵＮＫＮＯＷＮ〟エリアまで移動が可能になる。

　さあ、存分に殺し合え。かつての仲間は、今は敵だ』




　12時52分。

　それぞれの持つサテライト・スキャン端たん末まつに流れた文字を、ここまで生き残ったプレイヤーの全員が読みました。

　そして、自分が〝裏切り者ビトレイヤー〟に指定されたプレイヤーは、その表示を見ました。







　ＳＨＩＮＣのボスは、自分のサテライト・スキャン端たん末まつに浮うかんだ『おめでとう。あなたが裏切り者です』の文字を見て、

「……くそったれ！」

　思うところを素す直なおに吐はき出だすと、仲間達たち全員にその画面を見せました。

「がー！　ボスかー！」

　ターニャが銀ぎん髪ぱつの頭を抱かかえて、

「なんと……」「そんな……」「ああ……」「むう……」

　残りの四人、トーマ、アンナ、ソフィー、ローザの怨えん嗟さの声が同時に洩もれました。

　特に怒おこったのは、女ドワーフのソフィーです。

　リアルでは新体操部の副部長である藤ふじ澤さわカナが動かす、このチームのナンバー２は、

「ふざけたルールだ！　こんなの無視すればいい！　誰だれだ！　考えついたのは！」

　アバターの顔を悪あつ鬼きのように歪ゆがませて、本気で怒おこっていました。考えついたのは、スポンサーになったあの作家です。

「ぶっ殺してやりたい！」

　怖こわいです。

　しかしボスは、山のように構えたまま、

「これはゲームだ。そして、ルールは、ルールだ」

　渋しぶく返しました。

「もちろん納なつ得とくなどせぬが、ゲームである以上、〝抜ぬけ道みち〟はさておき、あからさまな〝ズル〟はしたくない。もしここで私がズルをしたら、観客全員に知られ、ずっと語られることだろう」

「…………」

　ボスの一いつ本ぽん気ぎな性格を知っているソフィーは、表情を少し落ち着かせて黙だまりました。

「まあさ！　誰だれが選ばれてもムカッとしてたと思うよ！」

「うむ、ターニャの言うとおりだ。むしろ、私が選ばれたのは僥ぎよう倖こう。皆みなと戦うことになるが、それも楽しもうではないか！」

「ひゃふー！　ボス、男らしい！」

　場を必死に盛り上げるターニャの脇わきで、

「でも、ボスは……」

　金きん髪ぱつのアンナが控ひかえめに話しかけます。

「香か[image: 蓮]れんさん──、じゃなくて、レンとあんなに戦いたがっていたのに……」

「確かにそうだが、裏切り兵チームとしても、レン達たちとは戦えるだろう。レンが選ばれていなければ、の話だが」

「そりゃあ、そうだけど……」

「嘆なげくな！　胸を張れ！　私はお前達たちとも一度戦ってみたかった！　私を倒たおしてみせろ！　私も全力でいくからな！」

　ボスの活かつが、五人の耳じ朶だを打ち、その目を険しくしました。

　そして荒こう野やに聞こえてきたのは、ブーン、という虫の羽音。

　空から聞こえたそれは、すぐに大きくなって──、

　六人のすぐ脇わきに、〝お迎むかえ〟がやってきました。







　その飛行機械の登場は、当然ですが酒場の中ちゆう継けい画面にも映っていて、

「うほっ！　〝フライングプラットホーム〟！」

　メカ好きの観客から、黄色い歓かん声せいがあがりました。

　それは、厚み数十センチ、直径２メートル弱の円形のボディに、着地用の四本のパイプ、そして中央上部には人間が一人乗るための柵さくを設けた、奇き妙みよう奇き天て烈れつな機械でした。

　これが空を飛ぶ原理は、ヘリコプターと一いつ緒しよです。

　円形のボディの中には二機のガソリンエンジンと、反対の向きに回転する二つのプロペラが内蔵されています。

　エンジンがプロペラを高速回転させて、下に風を吹ふき付つけます。二つのプロペラが、胴どう体たいを反対方向に回そうとする反動を打ち消し合います。

　これぞ、フライングプラットホーム。まさに──、〝空飛ぶ演えん壇だん〟。

　１９５０年代に、米軍が本気で開発していた飛行機械です。実際に作って、飛ぶには飛びましたが馬力不足で結局実用化にはほど遠く、時代の彼方かなたにひっそりと消えていました。

　個人を簡単に飛ばせる機械の需じゆ要ようは常にあるので、ドローン技術が進んでいる今、いつかは復活するのではないかといわれています。

　リアルでは使い物にならなかったフライングプラットホームですが、さすがはヴァーチャルＳＦ世界のＧＧＯ。とても快適に飛ぶようで、いろいろなモニターの中で、それぞれのチームの脇わきにするりと飛んできては、〝裏切り者ビトレイヤー〟という主あるじを乗せるために地上に降り立ちました。







　鬱うつ蒼そうとした森の中で、

「なんというルールだ！　しかも俺おれだと！」

　ＭＭＴＭのリーダーは、緑の迷めい彩さいに塗ぬりたくった顔の中で両目を見開いて、その白目をことさらに際きわ立だたせました。

　選ばれたことを表示している端たん末まつを仲間に見せて、

「あちゃー」「…………」「クソ」「ありえん」「あー」

　偽ぎ装そうでモコモコした五人からは当然ですが、驚おどろきと嘆なげきの反応が返ってきました。

　リーダーは、白目の次は白い歯を見せました。ギリギリと嚙かみしめたその歯は、これ以上力をかけると割れそうです。

　ワナワナと、彼かれの肩かたが震ふるえています。寒いわけはないので、怒いかりに決まっています。

　チームの優勝を目指してここまで必死にやってきたというのに、この期ごに及およんで仲間を分けて戦わせるなど、最低最悪のルールです。

「ざけんな！」

　彼かれは突とつ然ぜん叫さけぶと、端たん末まつを放ほうり投げて右みぎ脇わき腹ばらにあるホルスターに、つまりは拳けん銃じゆうに手を伸のばしました。ライフルと同じシュタイヤー社製《Ｍ９─Ａ１》、９ミリ口径自動拳けん銃じゆうを抜ぬくと、そのまま自分のこめかみへと押おしつけようとして、

「だあ！　ちょっと！」

　すぐ脇わきにいた、六人の中で一番体格のいいサモンが、その腕うでを押おさえつけました。その際、愛あい銃じゆうのＦＮ社製アサルト・ライフル《ＳＣＡＲ─Ｌ》を放ほうり出して、銃じゆうは森の茂しげみの中に落ちました。

「止めるな！　死なせろ！」

　抵てい抗こうする男の腕うでから、

「リーダー！　殿でん中ちゆうでござる！　殿でん中ちゆうでござるよ！」

　サモンは巨きよ体たいにものをいわせて、自殺志願者の手から拳けん銃じゆうを奪うばい取とりました。

「そうだよリーダー！　死ぬこたーないじゃん！　あと、殿でん中ちゆうってなんだよサモン？」

　そう飄ひよう々ひようと言ったのはケンタ。小こ柄がらで黒くろ髪かみの短たん髪ぱつで、アサルト・ライフルの《Ｇ３６Ｋ》使いのメンバーです。迷めい彩さいだらけの顔を向けて、

「ふざけたルールに怒おこるのは分かるけど、諦あきらめたらそこで、戦せん闘とう終しゆう了りようだしさ」

　分かるような分からないような理論で、リーダーを慰なぐさめました。

「そうそう。状じよう況きようが変わっても、最後まで楽しもうぜ！　あと、武器はロックされるって書いてあったから、どのみち自殺は無理っしょ？」

《ＨＫ２１》機関銃じゆうを操あやつる細身のマシンガナー、ジェイクと、

「リーダーと、戦ってみたかったんだ！」

《ＭＳＧ９０》狙そ撃げき銃じゆうに得え物ものを変えた、サングラス男のラックス、

「思いっきり戦って、最後はリーダーをどうにか倒たおして俺おれ達たちが優勝とか、かなりよくね？」

　黒くろ髪かみドレッドヘアの、《ＡＲＸ─１６０》アサルト・ライフル使いのボルドが、立て続けに言いました。全員、いつもの明るい雰ふん囲い気きと、笑え顔がおでした。

「…………」

　自殺を止められて、敵になるしかなくなった男は、

「分かった……。もう馬ば鹿かなことはしない」

　そう言ってサモンに腕うでを解放してもらうと、Ｍ９─Ａ１をホルスターに納めました。

　静かに目を閉じた迷めい彩さい塗と装そうの男の顔は、その表情がとても分かりにくく──、

　そんな彼かれの脇わきに、枝を器用に避さけつつ、周囲の草を豪ごう快かいに吹ふき飛とばしながら、フライングプラットホームが降りてきました。

「…………」

　グレネード・ランチャー付きＳＴＭ─５５６を背負ったリーダーが、何も言わずにヘンテコなその機械に乗のり込こむと、エンジン音が再び甲かん高だかくなって空に舞まいました。

　木々の枝葉を器用に縫ぬって高度が上がると、リーダーの目に映る仲間が小さくなっていきます。

　森の緑に紛まぎれていきますが、それでも彼かれ等らの笑え顔がおは、ハッキリと見えていました。







「うひゃー、裏切りチームだってさ！」

　ＺＥＭＡＬのリーダーことヒューイは、サテライト・スキャン端たん末まつを見て歓かん声せいを上げました。彼かれの周りには四人の仲間の姿と、自分のも含ふくめて五台の武装ショッピングカートがありました。

「つーことは、俺おれ達たちの中の一人が、敵になるってことか！　何それ──、楽しそう！」

　同じく笑え顔がおを作ったのは、鼻にテープのピーター。

「そうだよな。つまりは──、マシンガン対マシンガンの、世界で一番美しい銃じゆう撃げき戦せんが味わえるってことだよな！」

　刈かり上あげ黒人のマックスも声を弾はずませて、

「うほっ！　燃える！　バーニン！」

　最後はＭ６０Ｅ３使いのシノハラが、背せ筋すじを震ふるわせました。

「早く戦いたい！　で、誰だれだよ裏切り者は！　ほら、今すぐ名乗り出なさい！　先生怒おこらないから」

　ヒューイの言葉に、

「あ、俺おれだわ」

　そう言って手を上げたのは、バンダナ男のトムトム。

「ほれほれ！　この文字が目に入らぬかー？」

　サテライト・スキャン端たん末まつをみんなに自じ慢まんげに見せて、

「くそー、いいなー！」

「外れた！」

「ちっくしょー」

「羨うらやましい！　替かわってくれ！」

　四人の仲間達たちからは、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られました。

「嫌いやだよ！　俺おれが暴れるぜ！」

「そこをなんとか！　端たん末まつを取とり替かえればいけるんじゃね？　クレクレ！」

「いや、ココは俺おれが！」

「ダメダメ！　俺おれのだ！」

　トムトムは、手を伸のばしてきた仲間達たちに端たん末まつを奪うばわれそうになって、本気で防ぎました。

　そして聞こえてくる、鈍にぶいプロペラの音。

「あ、飛行物体って、あれじゃね？」

　男達たちが見上げる空に、空飛ぶお立ち台──、フライングプラットホームが飛んでいました。すぐに彼かれ等らのもとへと向かってきて、ひび割れたコンクリートの上に、ゆっくりと降り立ちました。

「来た来た。よっしゃ、みんなー、覚かく悟ごしろよ？」

　トムトムは、店から持ってきていたペンチで、愛あい銃じゆうＦＮ・ＭＡＧとカートを繫つないでいた針金をバチンバチンと切りました。

　次いで、弾だん薬やくベルトをたっぷり入れているバックパックをカートから持ち上げると背負って、銃じゆうをスリングで右みぎ肩かたに提さげ、フライングプラットホームにひょいと乗りました。

　そして、

「行ってきまーす！　みんな、戦場で会おうぜ！」

　まるでコンビニに行くような気軽な挨あい拶さつをしました。すぐにふわりと浮うかび上あがった機械に向けて、

「こっちが蜂はちの巣すにしてやるからなー！」

「俺おれ達たちに会うまで頑がん張ばれよー！」

「達者でなー！　簡単に死ぬなよー！」

「撃うち落おとしたいけどやめとくー！」

　残りの男達たちは、笑え顔がおで手を振ふりました。







　ビルの屋上では、

「えー、裏切り者とか、何それ……」

　全身プロテクターにフルフェイスのヘルメットで皮ひ膚ふが１ミリも見えない六人、つまりはチームＴ─Ｓの皆みなさんが、それぞれの端たん末まつを見ていました。

　そこは元は町があった場所。海水面はぐいぐいと上がって、二十五階建てのビルが半分以下になっています。周囲に、顔を出している建物はもうありません。遠くが霧きりで見えないこともあって、まるっきり孤こ島とうです。

　屋上のくすんだタイルの上で、ＳＦ兵士の六人は、体育座ずわりをしていたり、足を前に投げ出して座すわっていたりしながら、黄昏たそがれていました。

「ないわー。ここまで一いつ緒しよに戦ってきた仲間同士の仲を切きり裂さくような特別ルール、ないわー」

　彼かれ等らは全員、ヘルメットの後ろや利きき腕うでの逆に取り付けた楯たてに、００１から００６までの認にん識しき番号を描えがいています。今言ったのは、００５の男。

「あ、裏切り者、俺おれだ……」

　００２の男が、切なそうに洩もらしました。

　膝ひざに置いた彼かれの武器は、まるで潰つぶした魚のようなシルエットの銃じゆうです。ヘッケラー＆コッホ社製、《ＸＭ８》アサルト・ライフル。〝ベースラインカービン〟と呼ばれる、もっとも一いつ般ぱん的てきな長さのタイプ。

〝Ｘ〟がついている兵器は、試作であることを示しています。この銃じゆうは米軍に制式採用されたという話題が駆かけ巡めぐりましたが、その後撤てつ回かいされ、結局採用されずに消えていきました。

　その独特のシルエットと、反動も少なく命中率も高いという性能から、ＧＧＯでは結構人気がある銃じゆうです。口径は５．５６ミリ。使用するマガジンは、Ｇ３６アサルト・ライフルと一いつ緒しよ。

　彼かれのＸＭ８には、今回から、銃じゆう口こうにサプレッサーが装着されていました。

　買うと高いアイテムの代表格のサプレッサーですが、なにせＴ─Ｓは前回の優勝チーム。ピトフーイが私財を投じた優勝賞品はかなり豪ごう華かでしたので、それらを売って儲もうけることができました。

　ちなみにこのＸＭ８、ＳＪ３ではまだ一発も発はつ砲ぽうされていません。

「あー、そっかー、お前かー」

　００２が見せた端たん末まつ画面を眺ながめながら、一応リーダーである００１の男が、力なく言いました。〝こうなったらもう誰だれだっていいや〟というみんなの気持ちを代弁しているような、覇は気きのなさでした。

　続いて、楯たてを右みぎ腕うでにつけた左ひだり利ききの、そして００４の番号をつけた男が、ハタと何かに気付いたようで、うつむいていた顔を上げました。

「なあ！　〝飛行物体が迎むかえに来る〟っていってたよな！」

「ん？　うん」

　それに乗るために立ち上がっていた００２が答えました。

「すると、そいつに全員乗って、途と中ちゆうで降りればいいんじゃないか？」

「えっ──、ああっ！」

　００２も、

「それだ！」

「いける！」

「ナイス気付き！」

　他のメンバー達たちも、声を弾はずませました。

「そうだよ！　ヘリコプターみたいなのが来るんだよ！」

　００２が、嬉うれしそうに言います。ヘルメットのおかげで表情は分かりませんが、多分笑え顔がおでしょう。

「みんなを陸地まで乗せていってあげられる！」

「うひょー！」「やった！」「まだ遊べる！」「ブラボー！」「よっしゃー！」

　全員で大喜び。

　まるで無人島に漂ひよう流りゆうしていた人が、救助船を見つけたかのような喜びよう。実際、シチュエーション的にはそうなのですが。

　そして、彼かれ等らの耳に聞こえてくるプロペラ音。

　そして、彼かれ等らの視界に飛とび込こんでくる飛行物体。

「何あれ……」

　そして、彼かれ等らの脇わきに着陸する、どう見ても一人しか乗れない小さな飛行機械、フライングプラットホーム。

「…………」

　そして、黙だまる六人。

「いや、やってみよう！」

　そして、諦あきらめない００２。

　彼かれは愛あい銃じゆうをスリングで背負うと、全員にも立ち上がるように促うながします。それぞれの武器を持った五人の仲間達たちを待ってから、００２はその機械に近づきました。

　直径２メートルもない円形の機械ですが、手すりに囲まれた中央にまず一人、その周囲──、つまりは円えん盤ばん状じようのボディの縁ふちに足を置けば、残りの五人も乗れそうに見えます。

　胴どう体たいの中ではプロペラが回っているので、足を滑すべらしたら巻まき込こまれてちょん切られてしまうかもしれませんが。

「よし！　みんな縁ふちに乗るんだ！　落ちないように手すりに摑つかまって！　俺おれが最後に真ん中に乗る！」

「了りよう解かい！」

　言うとおりにして、五人が慎しん重ちように周囲に乗りました。手すりに、しっかりと摑つかまりました。それを確かく認にんして、

「いくぞ……」

　００２が真ん中に乗のり込こんで──、

　ぶーん！

　エンジン音が急激に高まり、プロペラが高速回転を始めて、

「飛べーっ！」

　飛びませんでした。エンジン音がさらに高まります。

「飛べーっ！」

　飛びませんでした。エンジン音が、限界まで高まりました。壊こわれそうなほどに。

「飛べーっ！」

　やっぱり飛びませんでした。

「あれー……？」

　フライングプラットホームは、とにかく甲かん高だかく唸うなるだけで、１センチも浮うかび上あがりません。数秒後、エンジン回転が急に下がって、アイドリング状態に戻もどりました。

　誰だれがどう考えても重量オーバーなので、

「くそーっ！」

　中央に乗っていた００２が天を仰あおいで吠ほえました。

「しゃーないな……」

　００１が、そう言いながらひょいと、フライングプラットホームの胴どう体たいから飛び降りました。再びエンジン音が高まりましたが、浮うかびません。

　続いて、

「じゃあ、頑がん張ばれよ！」

　００３が飛び降りました。飛びません。

「お前が最後まで生き残れば、俺おれ達たちの優勝だ！」

　００６が下りました。飛びません。

「お前ならできる！」

　００５が、下りました。やっぱり飛びません。

　最後に、

「じゃあ、な！」

　００４が飛び降りました。

　結局、乗っているのは、００２ただ一人になりました。

　次の瞬しゆん間かん、フライングプラットホームは軽かろやかに空に舞まい、ぐんぐんと高度を上げていきました。

「みんな……、みんな……、ごめん！　ごめん！　ごめん！」

　００２が、力の限り叫さけびました。

　ヘルメットのおかげで表情は分かりませんが、多分泣き顔だったのでしょう。







「なんだよふざけんなよー！」

「いったい誰だれだよ！　こんなルール作ったのは！」

「あのクソ作家だろうよ！　ちょっとスポンサーだからって！」

「あー、ヤツのアバターが目の前にいたら、ぶっ殺してやったのに！」

　草原の上で、怒おこりまくっている四人の男達たちがいました。

　彼かれ等らのチーム表示名は、《ＴＯＭＳ》。

　このチームの特色は、全員がアジリティ──、つまりは敏びん捷しよう性せい重視のキャラクターばかりということです。

　レンやターニャのように、ひたすらに速く動くことで相手の弾たまを当てさせないことを狙ねらった鍛きたえ方。

　去年までは〝アジリティ万ばん能のう論ろん〟としてＧＧＯ世界では主流だった考え方で、実際に結構強いのですが、重量制限のおかげで火力が弱いという弱点もあります。

　チームで揃そろえた服装も、とにかく動きやすさ重視です。

　踝くるぶしまでしかない軽量なアウトドアブーツの上は、ぴっちりしたタイツで足を包み、膝ひざ上うえの丈たけのショートパンツを穿はいています。

　上半身はタイトなシルエットの長なが袖そでのシャツに、とてもコンパクトにまとまった防ぼう弾だんプレート入りの装備ベスト。

　上下とも、色はくすんだ濃こい目めの茶色。〝フラットダークアース〟と呼ばれる、周囲が土でも、森の中でも、都市部でも、広い範はん囲いで目立たない色です。

　軽量軽快な服装は、山や森の中の小道を走る〝トレイルランニング〟という競技の選手を思わせます。装備ベストのお腹なかの部分にあるマガジンポーチも、必要最低限の数でいいということで、四つしか装備しません。それ以上必要になったら、一度戦場から離り脱だつして、ストレージから出して使うスタイル。

　ストレージまで含ふくめての重量制限なので、格納していようが体に装備していようが重さは同じなのですが、物理的な大きさ、つまり体積は変わってきます。狭せまい場所を高速でするりと通とおり抜ぬけるには、体からはみ出ている部分が少ない方が有利です。

　また、視覚的にも〝機き敏びんそうに見える〟というのは重要なことです。信じる者は救われるのです。

　重い武器は体力値が必要になりますし速度も落ちますので、ＴＯＭＳのメンバーが使うのは軽量で取り回しのいい銃じゆう。つまりはサブマシンガンや、アサルト・ライフルの中でも短縮化されているもの。

　今生き残っている四人の得え物ものの内訳は──、

　まず、ヘッケラー＆コッホ社製小型サブマシンガン《ＭＰ７Ａ１》が１丁。

　この銃じゆうは、〝小型の銃じゆうから、拳けん銃じゆう弾だんより速く強力な弾たまを撃うち出す〟という、レンのＰ９０と同じコンセプトで設計されたもの。通常のサブマシンガンが拳けん銃じゆう弾だんを撃うつのに比べて、より小口径の、しかし高速の専用弾だんを使います。

　他の三人は、アサルト・ライフルの短縮版を持っています。カービンとも呼ばれているタイプ。

　一人は同じくＨＫ社製の《ＨＫ５３》、一人は韓かん国こく製《Ｋ１》、最後の一人はロシア製の《ＡＫＳ─７４Ｕ》という案配でした。







　彼かれ等らＴＯＭＳがＳＪ３開始時にいたのは、マップ東部の草原の上でした。アンノウンの近くでしたが、それを見ることはできませんでした。

　そして最初のスキャンの後に打ち上がった信号弾だんを見て、この際、ＬＰＦＭの方へ行くか、Ｔ─Ｓの方へ行くか悩なやんだのですが、

「前回優勝者を倒たおしてこその殊しゆ勲くんである」

「うむ、異議無し」

　という戦国武将のような決断で、町へと北上しました。

　しかし、海面上じよう昇しようでＴ─Ｓは、文字通り手の届かないところに行ってしまいました。仕方なく、集まったチームでのバトルを選びました。

　楽しくも激しい市街戦で、敏びん捷しよう性せいをフルに生かして周囲のチームを倒たおして、見事に生き残り六チームの中の一つになったのです。

　しかし、激戦で二人のメンバーを失い、自分達たちもあちこち負傷しました。

　救急治ち療りようキットは全すべて使い切って、どうにかヒットポイントの残りは六割くらいという、かなりのダメージを受けています。

　そんな中で発動された、さらに一人がいなくなってしまう特別ルール。

「ざっけんなー！」

　それは、怒おこるのも無理はありません。

「で、誰だれよ裏切り者は？」

　Ｋ１を体の前に提さげている男が聞いて、ＭＰ７Ａ１を持つ男が、端たん末まつ画面を仲間に見せながら答えます。

「オレだわ……」

「コールかあ……。よりによってウチで一番速いヤツを……」

　嘆なげき節ぶしが聞こえました。

　コールは、チームの中では一番若く見えるアバターでした。外見は白人系。髪かみは茶色で目はグレー。

　その彼かれはニヤリと笑うと、

「いや！　どうせなら、コレを逆手に取ってやろうぜ！」

「ん？　どゆこと？」

「オレは裏切り者チームに入るけど、そのチームでの勝利にこだわらない！　だから、喜び勇んで参加するフリをして、〝ここぞ！〟というところで裏切ってやるんだよ！」

「そいつあ……、いいね！」

「〝裏切り者チームからの裏切り〟か！　ナイス！」

「そんなのは誰だれも予想してないだろうな！」

　コールは、別に必要ないのに声を潜ひそめて喋しやべります。

「いいか、作戦はこうだ──。オレは向こうでも、とにかく逃にげて逃にげて、とことん生き残ってみせる。お前まえ等らもできる限り逃にげ回まわれ。オレ達たちのスピードならできる。でだ、強敵には潰つぶし合ってもらう。オレはチャンスを見て、裏切りチームのメンツを背中から撃うってぶっ殺す。油断しているだろうからな！　見事壊かい滅めつさせたら最後は自殺だ。これで、〝オレ達たちＴＯＭＳ〟が勝つ！」

「コール……、お前ってヤツは……」

「チームの鑑かがみだよ……」

「今度なんかオゴらせてくれ……」

　仲間達たちが半べそをかいたとき、空からフライングプラットホームが降りてきました。

「おっ！　コレに乗ればいいんだな。よっしゃみんな、行ってくる！」

　コールは笑え顔がおで言い残すと、その場で大きくジャンプ。

　軽々と手すりの上を飛とび越こえて、乗のり込こみました。







　こうして、六チームの中の五チームまで、裏切り者が決まり、それぞれの葛かつ藤とうと別れがありました。喜びや陰いん謀ぼうもあったみたいですが。

　最後の一チームはというと──、




「おほっ！　やった！　私だあああ！　これで、またレンちゃんと戦えるぜぇ！」

　草地の窪くぼ地ちの中で、自分のサテライト・スキャン端たん末まつの画面と、その向こうで最高に凶きよう悪あくな笑え顔がおを見せるピトフーイを見たレンは、

「はい？」

　何もかもが信じられない顔をしながら、力なく声を洩もらしながら、小さく首を傾かしげました。

　レンの目の前で、紺こん色いろつなぎの女性が、

「やったああああ！　ひゃっほううう！」

　実に嬉うれしそうに吠ほえています。子供か。

「わっ、たっ、しっ、は、裏切り者～！　イエス！　裏切り者～！　英語で言えば～、〝ビトレイヤー〟！」

　即そつ興きようで作った歌まで歌っています。

「るるる～！　ららら～！　ああ～、げに美しき～、裏切り者人生～！」

　さすが中身はプロ歌手の神かん崎ざきエルザ。変な歌なのに上手すぎて困ります。

「えー、いいなあ、ピトさん。替かわってよー！　空を飛ぶのなら私が得意だよ？　ＡＬＯでは毎日飛んでいたし！　端たん末まつ取とり替かえてよ！」

　その左ひだり脇わきにいるフカ次じ郎ろうが、小さな唇くちびるを尖とがらせてそんなことを言って、

「だーめ！　コレは運営の選んだ重要な決定事じ項こうです。従いなさい！　オベーイ！」

　ピトフーイは端たん末まつをさっさとポーチにしまいながら答えました。

「え……？」

　レンは、まだ、目の前で起こっている状じよう況きようが理解できていませんでした。

　ポカンとした顔で、

「よりによってお前か……。まあ、せいぜい向こうで楽しんでこい」

　エムがつぶやくのを聞いていました。

「言われなくても！　エムー、私にぶっ殺されるまでは死んじゃだめよー？」

「ああ、頑がん張ばるよ」

　そして、

「ピトさーん、しょうがないから私が殺してあげる！　プラズマ・グレネードと拳けん銃じゆうと、どっちに殺されたい？」

　嬉うれしそうなフカ次じ郎ろうの声も。

「えー、フカちゃん拳けん銃じゆうド下手へたじゃん？」

「だから、拳けん銃じゆうでアタマぶん殴なぐって殺すの！　百回殴なぐれば死ぬよね？」

「うわ痛そー。でも、その前に脳のう震しん盪とうでパーになりそうね」

「その方法があったか」

「でも、近づかせないから平気だけどね。悔くやしかったらかかってきなー！」

　フカ次じ郎ろうとピトフーイが楽しそうにはしゃぐ中、ブーンと羽音を響ひびかせて飛んできたのは、変な飛行物体。

　それは、四人のいる窪くぼ地ちから10メートルほど離はなれた平らな場所を選んで、草を散らしながら着陸しました。

「おほ！　アレに乗ればいいのか！」

　ピトフーイはＫＴＲ─０９を片手に立ち上がると、弾はずむようにスキップをして、フライングプラットホームに近づきました。

「…………」

　レンは、黙だまって見守ることしかできませんでした。

「さあて、本当に乗れるかなー？」

　ピトフーイにしては気弱なことを言って、ゆっくりと足を上げて、その空飛ぶ演えん壇だんの中央に乗のり込こむと、すぐにエンジン音が高まって、フライングプラットホームはふわりと浮うかびました。

「あはっ！　乗れた！　やったっ！　じゃあね！　みんな！　あと、レンちゃーん！　おーい！　レンちゃーん！」

　ずっと魂たましいを抜ぬかれたように惚ほうけていたレンが、

「はっ！」

　ようやく我に返って、空の高い場所へと移動していくピトフーイを見上げました。

「レンちゃーん！　私はレンちゃんをいの一番に狙ねらうからねー！　覚かく悟ごしてねー！　楽には死なせないよー！　ＳＨＩＮＣを倒たおす前に、私を倒たおしなさーい！　あはははははは！」

　爽さわやかすぎる笑え顔がおで物ぶつ騒そうなことを叫さけぶピトフーイを乗せて、フライングプラットホームは曇どん天てんへと飛び去っていきました。
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　やがて、

「あはははは──」

　通信アイテムを介かいして聞こえていたピトフーイの高笑いが、突とつ然ぜん途と切ぎれました。

　彼かの女じよがスイッチを切ったのか、それとも仲間ではなくなったので機能しなくなったのか、理由は分かりません。

　草原には、

「だああああああああああああああああああっ！」

　ほとんど悲鳴な叫さけび声ごえを上げるレンと、

「うっひょー！　これでピトさんとまた戦える！　やっりー！」

　ゲーマー魂だましいを刺し激げきされまくって滾たぎっているフカ次じ郎ろうと、

「コイツは新たな強敵の出現だ……。さて、今後この三人で、どう作戦を立てるか……」

　いつも冷静かつ真ま面じ目めなエムが残されました。







「わはは！　こりゃ楽しい！　アイム・フラーイング！」

　ヴァーチャル世界での飛行を楽しみながら、そしておそらくはこの先に待っているレンとの勝負に胸を躍おどらせながら、ピトフーイは空を行きます。ＫＴＲ─０９を背負って、両手を真横に広げて飛んでいるポーズ。

　フライングプラットホームは、完全に自動操縦です。乗っている人が何をしようとバランスを崩くずすこともなく、軽快に飛んでいきます。乗った人間は、何もすることはありません。

　もちろん１９５０年代の当機にはそんな機能はありませんでしたが、そこはそれ、ＧＧＯマジックです。

　上空５００メートルくらいまでは上がったでしょうか？　上は雲だらけですが、下は良く見えます。遠くには海と海岸線が見えるので、自分の向かっている方向もよく分かります。島の中央、アンノウンのエリアです。

　やがて、進む先右みぎ斜ななめ前方の遠くに小さな点が見えて、それが形を作りました。

　人が乗っている円形の機械、つまりは同じフライングプラットホームです。

「おや、〝仲間〟か。よし、撃うってやろうかなー」

　ピトフーイは筋の通っていないことをつぶやきながらＫＴＲ─０９を構えましたが、引き金に指を触ふれてもバレット・サークルが視界に現れません。まだロックされているようです。

「ま、あとでいっか。殺すチャンスはいつでもあるもんね」

　物ぶつ騒そうなことを言いながら、銃じゆうを下ろしたピトフーイは運ばれていきました。







　酒場の中ちゆう継けい画面には、六台のフライングプラットホームの飛行シーンがアップで映っています。当然、誰だれが乗っているかも分かります。

　ヴィントレス消音狙そ撃げき銃じゆうを背負ったＳＨＩＮＣのボス。

　ＳＴＭ─５５６にグレネード・ランチャーをつけたＭＭＴＭのリーダー。

　ＦＮ・ＭＡＧマシンガン装備のＺＥＭＡＬのバンダナ男。

　Ｔ─Ｓから、アサルト・ライフルのＸＭ８使いの００２。

　ＴＯＭＳは有名チームではないのでよく分かりませんが、ＭＰ７Ａ１使い。

　そして、

「あのネーチャンだ！」

　ＫＴＲ─０９アサルト・ライフル以下、沢たく山さんの武器を持つピトフーイ。

「おいおい、凄すごいな！　パーティー編成、最高じゃん」

「コイツ等らが一つのチームになるのか……」

「なんか、すげえ強くないか？　仲間を取られたチームとのバランス、悪くね？」

「でも、運営とスポンサーが試合展開を見て決めたんだろ？」

「性格悪いスポンサーのことだ。裏切り者チームをいっそ勝たせちまおうってハラじゃないか？」

「コイツ等らｖｓ全他チームだったら燃えるなあ」

「それは見てみたい！」

　観客達たちが盛り上がる中、六台のフライングプラットホームは、島の中央を目指して飛んで行きます。

　地図上では黒く塗ぬられてアンノウンと書かれて、霧きりに包まれて何があるのか分からない場所へ。







　ＳＪ３の世界に、不自然に風が吹ふきました。

　今までにないほどの強い風です。

　飛んでいたフライングプラットホームがかなり揺ゆすられて、

「うっひゃあ！」

　ＺＥＭＡＬのトムトムなどは、悲鳴を上げて柵さくにしがみつきました。




　その強風が、不自然に澱よどんでいた霧きりを不自然に吹ふき飛とばしていきます。

　２キロ以上先を見えなくしていた霧きりが、現実ではあり得ない速度で晴れていきます。それはまさに、覆おおっていたベールを剝はいだかのよう。

　フライングプラットホームに乗っている六人は、眼下に──、

　観客達たちは、モニターの中に──、

　レンなどの草原に残されたプレイヤー達たちは、丘おかの上の遠くに──、




　それを見ました。

　その船を見ました。




　アンノウンのエリアに隠かくされていたものは、船でした。

　一いつ隻せきの豪ごう華か客船が、島の中央、なだらかな草原の丘おかの頂上に鎮ちん座ざしています。

　恐おそろしいほどの巨きよ船せんでした。

　その全長、５００メートル。

　その幅はば、90メートル。

　そして船体構造物の高さは、同じく90メートル。

　船の下の部分は土にめり込こんでいますから、その分を足すと１００メートルはあるでしょう。マストやアンテナを含ふくめるともっと高いです。

　船の先せん端たん下部には、波の抵てい抗こうを抑おさえるためのバルバス・バウ──、日本語だと〝球状船首〟がありますが、それが丁度草地の下に潜もぐっていて見えません。

　船体はバランス良くめり込こんでいるようで、上下にも左右にも、ほとんど水平を保っていました。丁度喫きつ水すい線せんの位置に地面があるので、それはまるで、緑の海に普ふ通つうに浮うかんでいるかのよう。
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　船体の色は白ですが、だいぶくすんでいて、クリーム色や灰色に見える部分もあります。あちこちに汚よごれの茶色や、サビでしょうか、縦に見える赤茶色が目立ちます。

　側面には、細かく区分けされた客室のバルコニーが、数え切れないほど並んでいます。

　横に並ぶ窓やバルコニーの階数を数えるとそれがフロア──、船でいうところの〝デッキ〟の数になるのですが、二十ありました。




「うっひゃー！　デカい！」

　ピトフーイや、

「なんとまあ、巨きよ船せんだな」

　ボスや、

「ここで戦えというワケか……」

　ＭＭＴＭのリーダーなどが、上空から見たその威い容ように、言葉を洩もらしました。




「ファイナルステージ！」

「おお！　でかい！」

「なるほど！　船か！」

「ま、俺おれは分かっていたぜ？　島の中央といえば、船だってな！」

「うんお前、さっきまで〝空母に違ちがいない。それ以外あり得ない〟ってドヤ顔してたよな？」

　観客達たちもまた、モニターに映る巨きよ大だい豪ごう華か客船に歓かん声せいを上げていました。ようやく見えた、アンノウンエリア。

　斜ななめ上空からの空くう撮さつモニターはさらにアップで船体を捉とらえているので、豪ごう華か客船の詳しよう細さいがよく分かります。

　船首には、広く平らなスペースが設けられていて、緑に塗ぬられた円の真ん中に、あちこちが消えかけていますが大きな〝Ｈ〟の文字があります。ヘリポートです。

　その後ろから始まる、山のような上部構造物。

　綺き麗れいな斜しや面めんに、ガラス窓が並んでいます。それは船ですから、一番高い場所にブリッジ──、つまり操縦室があります。ガラス張りの出っ張った部分がそうです。

　船体後部に向けて幾いく層そうにも重なるデッキにも、たくさんのバルコニーと窓が見えます。こちらは、かなりの部分が割れています。どこかに激しくぶつけたのでしょうか？　大きく凹へこんでいるバルコニーもあります。

「客室は結構ボロボロだな」

「まー、最終戦争の前の船だもんな」

「それ考えると、むしろ綺き麗れいな方だよ」

　船体側面下層のプロムナード──、つまり客室がなくずっと通路になっているデッキには、目立つように屋根を黄色く塗ぬった救命ボートが並んでいました。

　大量の乗客を全員乗せるためですから、救命ボートの数も多いです。船の側面に、隙すき間まなくびっしりと備え付けられていました。たとえは悪いですが、草木についた虫のよう。

　こちらも塗と装そうなどはだいぶ傷いたんでいますが、どれも形は保っています。まだ使えそうです。

　空くう撮さつが、船の真上からのアングルに切きり替かわりました。船首部分から、後ろへとカメラが流れていきます。

　そしてモニターに映ったのは、船体中央に走る幅はば広ひろい空間。

　この船は、船体の左右に客室を建てて、中央は太陽の光が入る〝中庭〟のようになっていたのです。長さは、船の全長の三分の二ほどあるので３３０メートル以上。その幅はばも、50メートルはあるでしょう。

　これだけ広い空間ですから、いろいろな施し設せつがあるようです。上からの映像では細部までは分かりませんが、公園のような場所や、散歩道のような通路、そして屋台のようなものが見えます。

　左右に分かれた客きやく室しつ棟とうの上には、濁にごった水が溜たまっているプールやジャグジーが見えます。汚よごれたバスケットコートが見えます。突つき出だした煙えん突とつが見えます。

　客きやく室しつ棟とうの間にはいくつもの橋が渡わたされていて、お互たがいを行き来できるようになっています。その上にある見張り台付きの展望デッキが、船の一番高い場所になっています。

　空くう撮さつ映像はスクロールしていますが、まだ船は続きます。延々続きます。

「それにしても、巨きよ大だいだな」

「まるでマンションだ」

「俺おれの地元の町よりでけーわ」

　始まってから数十秒後、カメラがようやく船せん尾びを捉とらえました。

　そこには中央の中庭から繫つながった広く平らなスペースがあって、さらには落おち込こむように設けられた半円形状の雛ひな壇だんがありました。ベンチに座すわった観客達たちが見るために、船せん尾び部分は大きなステージになっています。

　ステージの向こうには、延びる航こう跡せきと展望を楽しむための広々としたデッキがあります。

　そこから落ちたら海へダイブすることになるので、背の高い頑がん丈じようそうな手すりが囲んでいました。







　実に巨きよ大だいで、実に立派な船でした。

　かつては、透すき通とおるような蒼あおい海で、純白の波を蹴け立たてて進んでいたのでしょう。

　数千人の乗客を乗せて──、それは友人だったり、家族だったり、カップルだったりして、彼かれ等らの心に一生残るような、素す敵てきな思い出を与あたえていたのでしょう。

　また、陸地から白い巨きよ体たいを眺ながめた人達たちには、いつかあれに乗って世界を旅したいという情熱を抱いだかせたことでしょう。

　それがなんで、こんな場所で地面にめり込こんでいるのでしょうか？

　カメラは観客達たちのそんな疑問に答えるように、船首の側面へと切きり替かわりました。

　そこには英語で、そして優ゆう麗れいなフォントを使って、大きく船名が書かれています。

《コンカラー・オブ・ザ・セブン・シーズ》──、日本語にすれば〝七つの海の征せい服ふく者しや〟がその名前ですが、上から×印が描えがかれていました。

　そして、その船体上部には、新しい名前が描えがきこまれていたのです。どう見ても、誰だれかが手書きで上から塗と料りようを塗ぬったことが分かる、乱暴な文字で。

　新しい船名は《ゼア・イズ・スティル・タイム》──、〝まだ時間はある〟。

「ああ、分かったぜ。最終戦争後の、ＧＧＯならではの演出だな」

「相変わらず、どぎついな」

　観客達たちは気付きました。その船がなんだったのか。




　ＧＧＯの地球は──、

　住んでいた人類が最終戦争をしでかし、核かく兵へい器きとか、多分それ以上の兵器とかでお互たがいを思う存分に殺し合い、地球環かん境きようをぶちこわし、わずかに生き残った人達たちも、やがて絶ぜつ滅めつした世界です。

　今いる人間、つまりＧＧＯプレイヤー達たちは、《スペＳース・バトＢル・クルーザーＣ・グロッケン》に乗って、誰だれもいなかった地球に戻もどってきた連中です。

　ＧＧＯのプレイヤーの中には、

「滅ほろんだ地球が大好きでたまらない。正直銃じゆうなんて一発も撃うたなくても楽しい」

　という人が結構います。人工物が使われなくなって、ひっそりと朽くちていく様子にいろいろな感情を抱いだく人達たち。リアルで言うところの、廃はい墟きよマニアや廃はい都と市しマニアです。

　彼かれ等らは同じ趣しゆ味みの仲間でスコードロンを組んで、〝単にこの世界を探たん索さくすること〟を楽しみにしていました。

　彼かれ等らは探検に出て、その場所を楽しみ、発見したアイテム──、大たい抵ていは銃じゆうやその設計図ですが、それらを町で売ってお金に換かえて、次の冒ぼう険けんの軍資金にします。

　もちろん彼かれ等らとて銃じゆうを持ち運びますが、それはモンスターや他のプレイヤーを積極的に倒たおすのが目的ではなく、〝それらに倒たおされないように自衛する〟ため。そもそもの考え方が〝戦士〟ではなく、〝探たん索さく者しや〟なのでした。

　２０２６年の現在、多種多様なＶＲゲームがありますが、最終戦争後、しかもかなりの年月が経たった後の地球というフィールドは今のところＧＧＯしかなく──、

　その豪ごう快かいな廃はい墟きよっぷりは、米国でも日本でも、その筋の人達たちを惹ひき付つけて止やみません。

　そしてそんなディープな連中に負けないように、つまりは遊び続けたいと思わせるために、ＧＧＯのゲーム・デザイナーは、いろいろな演出を盛もり込こんでいます。以前ピトフーイがレンに話した、廃はい教きよう会かいで輝かがやいていたウェディングドレスもその一つ。




　この船にも、重い歴史がありました。

　最終戦争の後にどうにか生き残った人々を乗せて、ここではないどこかに、安全な新天地へと逃にげるために使われたのです。

　豪ごう華か客船だった頃ころにつけられた《七つの海の征せい服ふく者しや》という尊大な船名は──、

《まだ時間はある》という希望に満ちた名前に塗ぬり替かえられました。

　おそらくは何千人、またはギリギリまで詰つめ込こんで何万人という避ひ難なん民みんを乗せて、大おお海うな原ばらの旅を始めたのでしょう。きっとどこかに、人類が存続できる約束の地があると信じて。

　そして、地ち殻かく変動でもあったのでしょうか？　または巨きよ大だいな津つ波なみに翻ほん弄ろうされたのか、この巨きよ船せんは陸地に乗り上げて、もう二度と動けなくなってしまったのです。

　いや、ひょっとしたら──、

　動けなくなったこの場所が、彼かれ等らの見つけた新天地だったのかもしれません。

　その人達たちがその後どうなったかは分かりませんが、全員死んだことだけは確実です。




「なんとも、切ない舞ぶ台たい背景だこと……」

「そんな場所で、宇宙から戻もどってきた俺おれ達たちは、飽あきもせずに戦うのか！」

「おお、人の悲しい性さがよのう……」

「死んだ人間に、そしてこれから死ぬ人間に、祈いのりと乾かん杯ぱいを！」

　戦うのが大好きな連中が、酒場で杯さかずきを掲かかげました。




　観客席が偽ぎ善ぜん的てき追つい悼とうムードに包まれた頃ころ、

「お？　あー、アレが船名かあ」

　乗っていたフライングプラットホームが船のすぐ近くまで来たピトフーイも、それを読むことができました。船は舳へ先さきを真南に向けているので、ちょうど船名がある角度からの接近になったからです。

「《まだ時間はある》？　ああ！　なるほどね！」

　巨きよ大だいな船に近づきながら、ピトフーイは全すべてを理解して、

「ぷっ！　わはは！　全員、無む駄だな努力をして全ぜん滅めつしてやがるの！　あっはははは！　どうせ死ぬのなら、敵と戦ってから死ねよ！　あはははははは！」

　それから楽しそうに大笑いしました。

「さーて、ココで、もっとぶっ殺してやるか！」

　邪じや神しんのごとき素す直なおな性格の女性を乗せたフライングプラットホームが、そして残りの五機が、船首のヘリポートへと舞まい降おりていきます。

　サード・スクワッド・ジャム、最後の戦いの舞ぶ台たいへと。
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　第十一章　「まだ時間はある攻こう防ぼう戦せん・その１」







「のんびりしているヒマは、まったくないようだ」

　12時56分。

　ピトフーイが飛び去った草原でエムがそれに気付いて、残った二人の仲間、つまりはレンとフカ次じ郎ろうに指示を出しました。

「島の中央に向けて走るぞ。全力だ」

「ん？　──うおおおい！」

　フカ次じ郎ろうもそれに気付いて、素すっ頓とん狂きような声を上げました。

　海です。

　海面の上じよう昇しよう速度が、先ほどよりさらに上がっていました。気付けばもう、50メートルほどまで海岸線が近づいてきているではありませんか。草地がどんどん、水にのみ込こまれていきます。まるで、巨きよ大だいな生き物が音もなく迫せまってくるかのよう。

「ほらレン！　行くぞレン！」

　フカ次じ郎ろうは、

「…………」

　気が抜ぬけたようにボケッとしていたレンの腕うでを摑つかむと、無理矢理立たせました。

「あ？　ああ……。分かった。分かった」

　レンは立ち上がると、

「続け」

　走り出したエムの後ろを、数メートルの距きよ離りを取って続きました。

　先頭がエムで、右後ろにフカ次じ郎ろう。左後ろにレン。

　これは、一番頑がん丈じようなエムを先に置いて、万が一撃うたれても、残りの二人の被ひ害がいを少なくさせるフォーメーション。

　うう……。みんなが、わたしのことを気き遣づかってくれている……。

　レンの心が、チクチクと痛みました。

　痛みましたが、今は悩なやんでいるヒマはありません。

　今すべきことは、海にのみ込こまれないように走ること。

　そして、遠くに見える船までたどり着いて乗のり込こんで、ピトフーイと会うこと。







「急ごう！　全員ダーッシュ！」

　ボスを失ったＳＨＩＮＣも、同じように走り出しました。ここにいては、ほどなく海にのまれてしまいます。

　最初の指示を出したのはターニャでしたが、彼かの女じよは走り出してすぐに、

「ボスがいなくなっちゃったから、次はソフィーだね！　よろしく！」

　次のチーム・リーダーの名前を呼びました。

　ＳＨＩＮＣでは、部長のボス、副部長のソフィーの順にリーダーが下りてきます。その次は、三年生ということでローザ。その先は、じゃんけんで決めた、アンナ、トーマ、ターニャの順番です。

　ＰＴＲＤ１９４１をストレージにしまったソフィーが、遅おそい足で必死になってドカドカと草地を走り、

「頑がん張ばれ！」

　後ろから、やっぱり足は速くないローザが、ＰＫＭマシンガンを抱だいたまま続きます。

　アンナとトーマのスナイパー組は身が軽いので、時々足を止めては、ドラグノフのスコープで周囲を警けい戒かいしました。この時点で、自分達たちへちょっかいを出すほど余よ裕ゆうのある、または状じよう況きようがまるで見えていないチームがいるとは思えませんが、念には念を入れて。

　先頭を走っては、速すぎて時々止まっているターニャが、

「このまま船に近づいて、どうする？　多分そのとき、右側にはＭＭＴＭが、左側にはレン達たちがいるはずだよ？　──レンが裏切り者に選ばれていなければ、だけど」

　そんな質問を、チームにぶつけました。

　ソフィーは必死に走りながら答えます。

「戦っている余よ裕ゆうはない。交戦はできるだけ禁じる。船があるということは、乗のり込こまなければ溺おぼれるということだ。真っ先に乗ることを考えなければ」

「そりゃそっか！　他のチームもそう考えるか！」

「ああ。だが……」

「だが？」







　顔を迷めい彩さい柄がらに塗ぬった五人の男達たちが、つまりはＭＭＴＭのメンバーが、走っていました。

　広がっていた森を抜ぬけて草原に出て、丘おかの頂上を目指します。

　ギリー・スーツはストレージに戻もどし、体中につけていた枝葉の偽ぎ装そうは、走りながら落としていきました。この先に必要になるとは、到とう底てい思えません。

　走る先に見えるのは、豪ごう華か客船の左さ舷げん後部。とはいえまだまだ遠く、２キロは距きよ離りがあるでしょう。

　ＭＭＴＭでリーダーマークが下りてきたのは、ＨＫ２１使いのマシンガナー、細身のジェイクです。

「みんな急げ！　一刻も早く、たどり着かねば！」

「わーってるよ！　こりゃキツイ……」

「走るの疲つかれるぜ。心理的に」

　彼かれも、他のメンバー達たちも、気付いていました。分かっていました。

　一刻も早くあの船に乗のり込こまないと、命を失うことが。

　そして、船に乗っている人間は、それを徹てつ底てい的てきに阻そ止ししてくることが。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　全員が疾しつ走そうを始めた頃ころ──、

　元豪ごう華か客船の《まだ時間はある》に、一人、また一人と、何年ぶりか分からない〝乗客〟が増えていきました。

　酒場のモニターに、大きく映っています。フライングプラットホームに乗せられて、船首ヘリポートに立て続けに降り立っていく、〝裏切り者チーム〟の六人です。

　わずか20秒ほどの間に着陸した六機のフライングプラットホームから、一人ずつ、降りました。すぐにエンジンから白はく煙えんが噴ふき出だして、〝もうこの機械は永久に使えません〟ということを演出しました。

　その白はく煙えんが真上に立ち上っていることで、

「ああ、風は完全に止やんだんだな」

　観客達たちは理解しました。

　六人が、ヘリポートの上で、Ｈの文字を囲んで円を組みました。

　巨きよ大だいな船のほんの先せん端たんですので、カメラがズームアウトしていくと、人間の姿は、とてもとても小さく見えました。




「やあみんな！　新たな〝仲間〟達たちよ！　ご機き嫌げんいかがかな？」

　ヘリポートの上で最初に声を出したのは、ピトフーイでした。彼かの女じよ自身はご機き嫌げん最高といった調子で、とことん楽しそうな笑え顔がおでした。

「私は有名人かもしれないけれど、一応全員で自己紹しよう介かいしようか！　ついでに得え物ものと、得意な戦い方もね！　──私はピトフーイ！　武器はＫＴＲ─０９とかいろいろ！　まあ、ＳＪ２の映像見たでしょ？　そんときと一いつ緒しよよ！　バレットとかはないけどね！　まあ、オールマイティに戦えるよ！　よろしく！　今日は楽しんでいこう！　いえーい！」

　飲み会の幹事みたいな挨あい拶さつが終わって、

「ほんじゃ、隣となりのゴツい君！」

「あ、ども……。こんちは……」

　すぐ左ひだり隣どなりにいて指名された、Ｔ─Ｓの００２が、フルプロテクターで囲んだ大きな体で、ヘルメットの頭を軽く下げました。

　それから、どこか腰こしの引けた口調で、自己紹しよう介かいを続けます。

「俺おれは、名前は《エルビン》です。武器はコイツ、ＸＭ８にサプレッサー。拳けん銃じゆうはナシ。他にはグレネードを少し」

「はい、エルビンね！　よろしく！　あと、敬語いらない！　それに、あなた前回優勝チームでしょ？　胸を張れ胸を！　どんな方法でも、勝てば優勝なんだから！」

　ピトフーイが、彼かれの心境を察しました。

　ＳＪ２後に、散々〝ズル〟だの〝卑ひ怯きよう者もの〟だとネット掲けい示じ板ばんで叩たたかれたＴ─Ｓのことは、誰だれもが知っています。

「あ、ども……。そう言ってもらえると、助かりま──、す」

　素す直なおにお礼を言ったエルビンでしたが、敬語は抜ぬけませんでした。

「次はじゃあ、俺おれでいいのかな？」

　エルビンの左ひだり脇わきにいた、バンダナ頭のトムトムが、軽く手を上げました。

「俺おれの名はトムトム。マシンガン大好きだ！　マシンガン愛してる！　まだ弾たまはたくさんあるぜ！　サポートでもアタックでも、バリバリ撃うちまくるぜ！　よろしく皆みなさん！」

　彼かれはブレない男でした。明るく脳天気な雰ふん囲い気きは、チームがどこでも何も変わりません。

「うっし、頼たのもしい！　ほい次」

　自然と、ピトフーイが進行役になっていました。

　指を差された、動きやすそうな軽装備に、軽量コンパクトな武器であるＭＰ７Ａ１を持った男が、

「こんちは！　皆みなさん。オレはコール。アジリティ全ぜん振ふり。多分この中じゃ一番速いぜ！　まあ、一番撃うたれ弱いけどな！」

　自信たっぷりに、なおかつ笑え顔がおで言いました。

　彼かれは分かっていました。

　最大の効果を発揮しつつ裏切るためには、まずは信しん頼らいを得なければならないことが。今はそのときです。

「武器はコイツ！　ＭＰ７Ａ１！　船の中で、狭せまい場所での戦いになれば、思いっきり頼たよってくれていい！　ポイントマン、アタッカーとして頑がん張ばるぜ！」

　前向きでハツラツとした発言は、まるで就職面接を思い起こさせました。

「おっけー。さあて、残りの二人に、いよいよ移ろうか？」

　ピトフーイの口調に、含ふくみが混ざりました。

　エルビンが、トムトムが、そしてコールが、まだ名乗っていない二人を横目で見ました。

　彼かれ等らだって、分かっています。

　この二人が、ピトフーイに並んで、ただ者ではないことが。




「エヴァだ。武器や戦い方については、まあ……、みんな知ってくれていると、自うぬ惚ぼれておこう」

　ＳＨＩＮＣのボスこと、キャラクター名エヴァが、ゴツい体を一歩前に出しながら言いました。筋肉なのかバストなのか分からない、分厚い胸を張りました。

　彼かの女じよの言葉を否定する者は、誰だれもいませんでした。

　ＳＪ１で準優勝、ＳＪ２で四位の彼かの女じよ達たちを知らずして、この三回目に参加した者など誰だれもいるはずがありませんから。

　武器は、背負っているヴィントレス消音狙そ撃げき銃じゆうと、腰こしのホルスターに収まる９ミリ口径の自動式拳けん銃じゆう、ストリージ。

　ストリージはロシアで採用トライアルのときに付けられた愛あい称しようなので、国際商品としての名前《ストライクワン》の方が通りがいいかもしれません。

　ＳＪ１の最終決戦、レンとのタイマンバトルで存分に見せてくれましたが、エヴァはこの巨きよ体たいにして、かなり素す早ばやいです。リアルである咲さきの、鍛きたえ上あげられた運動神経のたまものです。そして体力値もかなり高く、撃うたれ強い。

　敵にしたら怖こわいですが、味方に彼かの女じよがいることは、頼たのもしいことこの上ありません。

「それだけ？　まあ、分かってるけどねー。よろしくエヴァ。一いつ緒しよに戦えて嬉うれしいわ」

　ピトフーイが屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けて、

「うむ」

　エヴァは、岩のようにゴツく険しい顔で、それだけ返しました。

「じゃ、ラストの一人──、ダビド君の紹しよう介かいでーす！　彼かれは、私と同じくらいＧＧＯ歴が長いわよん！」

　軽い調子のピトフーイの言葉に、

「なにいっ！」

　叫さけびながら驚おどろいたのは、自己紹しよう介かいがまだだった最後の一人、すなわちＭＭＴＭのリーダーです。迷めい彩さいに塗ぬった顔の中で見開かれた目と口が、やや間ま抜ぬけに見えました。

「ぴ、ピトフーイ……、お前……、俺おれのことを……」

「ああ、覚えてるわよん。一いつ緒しよのスコードロンにいたのはずいぶんと前だけど、私は、今まで会った人のことは忘れないの」

「…………。そいつは、どーも」

　本名──、キャラクターネームですが、を言われたＭＭＴＭのリーダーこと《デヴィッド》は気を取り直し、

「メメント・モリのリーダー、デヴィッドだ。デイヴでもいい。ただ、〝ダビド〟とは呼ぶな！」

　まずはそんな言葉。過去に、呼び名に関して何かがあったようです。

「銃じゆうはＳＴＭ─５５６、４０ミリグレラン付き。ロングバレルも持っているので、中ちゆう距きよ離りまでなら狙そ撃げきもいける。９ミリ拳けん銃じゆうもある」

　残りの四人に向けて自己紹しよう介かいをしました。もちろん、前回と前々回の戦せん闘とう映像を見ているので、みんな知っていることなのですが。

　さらにデヴィッドは、

「正直この〝裏切り者チーム〟という特別ルールは憤ふん慨がいものだ。考え出したヤツの襟えり首くびにグレネードを落としてやりたい。しかし、快く送り出してくれた仲間のためにも、最後まで手は抜ぬかないことを誓ちかおう」

　思うところを付け足しました。

「いいね！　それって多分、みんな同じ気持ちよ！」

　ピトフーイの言葉に──、

　へへっ、オレは違ちがうけどなー。このメンツの寝ね首くびをかけるって、ラッキー！

　コールは顔色を変えないようにするのに、かなり努力しました。

「よっしゃ、みんなよろしく！」

　ピトフーイがそう言って自己紹しよう介かいタイムを締しめたあと、疑問を口にします。

「ところでこれ、新たにチーム登録ってできるのかしら？　仲間のヒットポイントゲージが見られないと不便だし、通信アイテムが使えないとウチらだけが不利だし！」

　エヴァが、ピトフーイに同意します。

「確かにな。チームメイトとは、ヘンテコな機械に乗った直後に通じなくなった」

「パーティー申しん請せいと登録、やり直したらいけるんじゃない？」

　トムトムが提案。

「ナイス！　バンダナ！　じゃあ──、みんなちょっと待って」

　ピトフーイがそう言いながら、左ひだり腕うでを動かしました。他のメンバーには見えませんが、彼かの女じよの目にはコマンド・ウィンドウが見えているはず。

　ピトフーイがしばらく、そこにあるはずの仮想キーボードに手早く何かを打うち込こんで、最後は左手を大きく横に振ふりました。

　五人へと『パーティーへの誘さそい』というサブウィンドウが飛ばされてきました。そこに見えたのは、

『チーム《ビトレイヤーズ》に招待が来ています。受じゆ諾だくしますか？　Ｙｅｓ　Ｎｏ』

　そんな文字です。

　ピトフーイが決めたチーム名は、そのものズバリ〝裏切り者達たち〟でした。

　各おの々おのが次々にＹｅｓを選せん択たくして、今ここに、新しいＳＪ３参加チームが誕生しました。省略表示名は自動的に、《ＢＴＲＹ》となりました。

「うっしゃ！　できた！　やったー！　オッケー！　やってみるもんね！　ＳＪ３のシステム、凄すごい！」

　ピトフーイが、子供のように喜んでいました。飛とび跳はねていました。あまりの喜びように、

「そりゃあできるだろうに……」

　デヴィッドは口に出して呆あきれました。

　次にピトフーイは左耳の通信アイテムのスイッチを入れて、後ろを向いて小声で話します。

「みんな、聞こえるでしょ？　私のこの、セクシー・ウィスパー・ヴォイス」

「大だい丈じよう夫ぶです」

「バッチリ！」

「良好！」

「ああ」

「問題ない」

　時計回りに答えが戻もどってきて、こちらも機能していることが確かく認にんできました。

　エヴァが、左手首外側につけた腕うで時ど計けいを見ました。

　12時59分。

　間もなく１時間が過ぎますし、六回目のサテライト・スキャンが始まります。

「スキャンはどうなると思う？」

　エヴァは質問して、ピトフーイが答えます。

「多分やるでしょ。見ましょ。同時に作戦会議。と、その前に、みんなのチームは、特別ルール発動時にどの辺にいた？　ウチは、まだ２キロ以上離はなれていたけど」

　四人からの返答は、だいたい同じくらい、でした。

　エルビンだけが無言でしたが、Ｔ─Ｓの位置と状じよう況きようはみんな分かっているので、そこは優やさしくスルーしてあげました。

「じゃあ、まだ時間はあるわね」

　ピトフーイが、ポーチからサテライト・スキャン端たん末まつを取り出しました。







　13時00分。

　予想どおり始まった六回目のスキャンですが、島はいよいよ小さく、もはや、一辺が２キロ強ほどしかありません。

　素す早ばやいスキャンが、次々に光点を表示していきます。

　小島の南西の端はしで動いているのがＬＰＦＭ。ピトフーイが抜ぬけても、名前は変わらないようです。

　南東の端はしで、同じく船を目指しているのがＳＨＩＮＣ。ここから反時計回りに見ていくと、北東からＭＭＴＭ。北からＺＥＭＡＬ。北西から、ＴＯＭＳ。

　最後に、完全に海になってしまった場所で今も動かずに光ひかり輝かがやく、Ｔ─Ｓ。

　中央にある船の上にあるのは、もちろん自分達たち、ＢＴＲＹ。

「うん、分かってた」

　ピトフーイはそう言うと、さっさと端たん末まつをポーチにしまい込こみました。

「次からもう、これはいらないかもね」

　その言葉には、皆みなが賛同します。

　次のスキャンは10分後ですが、その頃ころにはもう、この船は五チームに取り囲まれているでしょう。見るまでもありません。

「あの、このチーム、リーダーはどうしますか？」

　唯ゆい一いつ敬語を使い続ける、ＳＦ兵士のエルビンが訊たずねて、

「さっき、招待を出したのがピトフーイさんだから、そうなってるけど？」

　そう付け足したのはコールです。彼かれは敬語こそ使いませんが、ピトフーイには〝さん〟付けでした。

「それでいい」

「構わん」

　デヴィッドとエヴァの言葉が続きました。最強クラスの二人がそう言うのならと、もう反対する人はいませんでした。

　トムトムは、そもそも誰だれがリーダーか、気にしている素そ振ぶりもありませんでした。マシンガンを撃うちたくてうずうずしている様子は、よく分かりました。

「さて、どんな作戦を立ててくれるのかな？　リーダーよ」

　デヴィッドの、ややトゲのある言い方に、

「もうある」

　ピトフーイは即そく答とうしました。







　13時03分。

　スキャン中も画面を見ながら移動を続けたレン達たちは、ようやく、船から９００メートルほどの位置までやってきました。

　そこで一度止まって、草地の中で窪くぼみを見つけてしゃがみました。船からの狙そ撃げきを警けい戒かいしての行動です。

　ここまでだいぶ時間がかかりましたし、海は今も背後に迫せまっています。レンだけだったらもっと早く到とう着ちやくできたはずですが、エムを連れてですから仕方がありません。

　自分達たちのほとんど真東にいるＳＨＩＮＣも、念のために警けい戒かいしていました。エヴァがチームにもし残っているとしても、今の自分達たちに攻こう撃げきしてくるほどバカとは思えませんが。

「大きい……」

　レンはつぶやきました。

　船は、まだ９００メートル先にあるというのに、もう山のような威い容ようです。恐おそるべき大きさです。

　いえ、もし山だったら、ここまで大きく感じなかったかもしれません。

　船という人工物だから、そして本来は丘おかの上にあるものではないからこそ、不気味に大きく感じられるのです。

　まるで、魔ま王おうの城です。

　あの上に、魔ま王おうピトフーイがいることを考えて、彼かの女じよが黒マントを纏まとって高笑いしている幻げん覚かくまで見えてしまって、

「はあ……」

　レンは溜ため息いきを洩もらしました。

「溜ため息いきは幸せが逃にげるぜー？」

　後ろからのフカ次じ郎ろうの言葉に、

「うん、もう、逃にげてる。ああもう、ピトさん、なんてことをしてくれやがるかなあ……」

　レンは振ふり向むきもせず、そう力なく返すのでした。

「いや、ピトさんの裏切りはシステム上しょーがないし」

　フカ次じ郎ろう、少し肩かたをすくめて返しました。

　Ｍえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるのスコープで船を見ながら、エムはフカ次じ郎ろうに指示を出します。

「フカ。今のうちに、バックパックの残りのプラズマ弾だん頭とう、全すべてをどちらかに装そう塡てんしておくんだ」

「およ？　ナンデ？」

「知ってるピトは、絶対にバックパックを狙ねらってくる。金属製のグレラン本体に入っていた方が、まだ弾だん丸がんを防げる」

「そいつぁー、道理だねっ！」

　フカ次じ郎ろうは素す直なおに従って、左手に持っている方、つまり左ひだり子このグレネード弾だんを、プラズマ弾だん頭とうに取とり替かえ始めました。とても強力なこの弾だん頭とう、残りは５発です。

　レンは草地に伏ふせて、自分の単眼鏡で豪ごう華か客船を覗のぞきました。船体の右う舷げん側を、斜ななめ前方から見るかたちになります。

　レンは、地面から一番下のデッキまで、絶ぜつ壁ぺきのようにそびえる船体側面を見て、

「あれ……？」

　そこにあるべきものがないことに、気がつきました。

　通常、客船の入口は途と中ちゆうのデッキにあって、直接乗り付けることができるボーディング・ブリッジ、または階段状のタラップがあるはずですが、それらが見えません。

「エムさん……。あれ、ハシゴも階段もないけど、どうやって乗のり込こめばいいの？　まさか、あの側そく壁へきを登るの？」

「それは、よほどの登とう攀はんスキルと道具がないと無理だ」

「だよね」

　船の側そく壁へきはオーバーハング、つまりは頭の上に被かぶさるような逆ぎやく傾けい斜しやですから、普ふ通つうの人間が登れるような場所ではありません。

「じゃあ、見えない反対側に、あるのかな？」

「多分、ない」

　エムは否定しました。そして、

「でも、心配はしていない。近づけば、小さいだろうが入口はあるはずだ。絶対に」

「おんやー、どうしてそう言い切れるの？」

　弾だん頭とう交こう換かんを終えたフカ次じ郎ろうが質問しました。

「あの船は、〝最終戦争後に避ひ難なん船せんだった〟という設定のはずだ。それが陸に打ち上げられたのなら、中に乗っている人達たちが降りる方法が絶対に必要になる。タラップがないのなら、人間だけが通れる穴を地面ギリギリに開けたはずなんだ」

「なるほど」

「おお！」

　レンとフカ次じ郎ろうが、エムの推理に素す直なおに感心しました。

　もちろん、〝一度下ろしたタラップを上に引き上げて、この船内に閉じこもる方法を選んだ〟という過去も想像はできますが、それでは、レン達たちにとってあまりに無理ゲーというもの。ＧＧＯだってゲームですから、攻こう略りやくが絶対に不可能なようにはなっていないのです。

「ただ、〝長い年月で船体が沈ちん下かしている〟という設定になっていれば、入口が埋うまっていたり、かなり狭せまくなっている可能性はある」

　それは、確かに言われる通りです。レンは、単眼鏡の倍率を最大にして、船の側面、草地との境目あたりを注視しました。すると、

「あ！　ある！　エムさんの言うとおり、穴がある！　側面に……、だいたい、30メートルおき、くらい？」

　確かにありました。とても分かりにくいですが、側そく壁へきの鉄板を爆ばく破はしたか、または熱で切きり抜ぬいたか、とにかく普ふ通つうの船には絶対にあり得ない穴がありました。

　大きさは、対比するものがないのでよく分かりませんが──、決して大きくはありません。それでもまあ、人間一人なら、どうにかなるでしょう。

　エムが、

「よし。そこへたどり着いて船内に入るまでが、次の勝負だ」

「なるほどなるほど、がってんしょうち。でもさ、当然だけど──」

　フカ次じ郎ろうの言葉を、レンが引ひき継つぎます。

「船にいるチームは、わたし達たちが近づいたら、上からバリバリ撃うってくるよね？」

　エムは一度後ろを見て、迫せまる海にまだ捕つかまらないことを再さい確かく認にんしました。

　そして、

「当然だろう。この島は絶対に沈しずむ。船に入れなければ、それは死を意味する。裏切りチームもそれを重々承知している。だから──」




「だから、私わたし達たちは、囲んでいる敵チームを船に乗せないことを第一に考えればいいのよ！　最初の防衛ライン。守り切れれば、勝ちよ」

　ピトフーイの言葉に、異論を唱える人はいませんでした。

　六人はヘリポートを後にして、右う舷げんのデッキを小走りで進んでいました。そこにある通路は決して綺き麗れいではありませんが、穴などがあって進めないということはないようです。

　グレネード・ランチャー付きのＳＴＭ─５５６を体の前に持ったデヴィッドは、後に続きながら、

「具体的にはどう守る？　船せん舷げんから撃うつとしても、距きよ離りが取れるのはトムトムだけだ」

　的確に指し摘てきしました。

　そうなのです。このチームで、有効射程が８００メートルある７．６２ミリ口径弾だんを撃うてるのは、トムトムのＦＮ・ＭＡＧだけ。

　連射も可能で弾たま数かずも多く、彼かれのマシンガンの攻こう撃げき力りよくはかなり心強いのですが──、

　いかんせん一丁だけでは、このばかでかい船の周囲全すべてをカバーすることなど、できるわけがありません。

　もちろん、射程は短くなりますが、全員で手分けをして全方位を警けい戒かいし、近づくものを片かたっ端ぱしから撃うっていく方法もあります。

　しかし、当然ですが向こうからも撃うたれます。

　攻せめ手の方が人数がずっと多いわけで、銃じゆう弾だんで頭を引ひっ込こめなければならないこともあるでしょう。マガジン交こう換かん時じには、どうしようもない隙すきも生まれます。

　さらにいえば、軽量コンパクトさの代だい償しようとして有効射程が２００メートルしかないコールには、そうとう辛つらい戦いになるでしょう。

「さすがに大きすぎるな……」

　エヴァもまた、巨きよ船せん故ゆえの守りにくさに、苦々しく言葉を洩もらしました。

「そこで！」

　先頭を走るピトフーイが、躍おどるような口調で言います。

「まずは守るべきエリアを減らすために、相手の接近路を規制するのよ。地面ギリギリの側面に空いた穴は見た？」

「ああ」「ああ」

　エヴァとデヴィッドの返事。この二人は、フライングプラットホームの上でも、しっかりと状じよう況きよう把は握あくに努めていました。あれが接近チームにとっての唯ゆい一いつの進入口だと、分かっていました。

　他の三人は、作戦会議には参加せずに黙だまって後ろに続きます。この強力な三人に任せておけばいいという、安心感が理由でしょう。

「側面の穴はたくさんあった。全部にトラップを仕し掛かける時間など、ない」

　デヴィッドの言うとおりです。

　この巨きよ大だい船せんの下まで、多分中にある階段で降りていって、大量にある穴にグレネードを仕し掛かける──、今から六人がどんなに手分けをして頑がん張ばっても、そんなことは不可能でしょう。

「そりゃ無理よ。しかも、トラップは近づいてこなければ分からないでしょ？　私が潰つぶしたいのは進入口だけど、制せい御ぎよしたいのは接近路でありエリアなのよ。それは、遠くからも見えなきゃだめよ」

「言いたいことは分かったが、そんな都合のいい方法が、あるのか？」

　エヴァが聞いて、

「あるわよー。これを使う！」

　質問に答えながら走る足を止めて、ピトフーイが片手でばんっ！　と叩たたいたのは、黄色い屋根の小型艇てい──、

　ここから船せん尾び付近まで、びっしりと並ぶ救命ボートでした。







「できるだけ、多くのチームが一いつ斉せいに船に、バラバラの方向から突とつ撃げきした方がいいんだね？　エムさん」

「そうだ。だから、どこかのチームの突とつ撃げきで銃じゆう声せいが聞こえたら、それに合わせる」

「全チームがそう思っていて、どこも動かなかったりして？」

「可能性はある。ただ、背後に海が迫せまるのだから、どこかでタイムリミットはある」

「なるほど。接近中に、接近中のチーム同士が戦せん闘とうを始める可能性は？」

「ゼロではないが、普ふ通つうは考えないだろう」

「まあ、そっか。とにかく乗船第一か」

「そしてその際は、レンには囮おとりになってもらえると助かる。なるべく多くの銃じゆう口こうを引きつけるんだ」

「ああ、いいよ命令して。囮おとりやるよ」

　レンとエムは、草原に潜ひそみながら作戦会議を続けていました。もし遠くで銃じゆう声せいが聞こえたら、即そく座ざに飛び出せる体勢は取っています。

　フカ次じ郎ろうは、

「まだー？」

　両手にＭＧＬ─１４０を持っての全力ダッシュを待まち焦こがれています。

「４００メートルまで近づいたら、バカバカ食らわせてやるぜー。スモークがないのが残念だがな！」

　今回、フカ次じ郎ろうはスモーク弾だんを用意してきませんでした。なにせ準備する時間がなかったので。もしあれば、船までの突とつ撃げきルート上で煙えん幕まくを張れたのですが、今後こう悔かいしても仕方がないこと。

　その代わりのプラズマ弾だん頭とうです。射程に入ったら、フカ次じ郎ろうの攻こう撃げき力りよくは強力無比です。船に向かって容よう赦しやなく撃うって、上部構造物を破は壊かいしまくることもできるでしょう。




「まだかな……？」

　ターニャがつぶやきました。

　レン達たちと船を挟はさんだ反対の、すなわち南東の位置で、同じく突とつ撃げき準備を完かん了りようしているＳＨＩＮＣがいました。

　彼かの女じよ達たちも戦法は一いつ緒しよです。どこかで戦せん闘とう音おんが聞こえたら、一気に草原を走はしり抜ぬけて船へと取り付いて、双そう眼がん鏡きようで見つけた穴から、中に入はいり込こむ。

「海は、まだ１００メートルほど、余よ裕ゆうがある」

　後方警けい戒かいのアンナが報告しました。しかしこれも、いつ海面上じよう昇しよう速度が上がるか分かりません。

「まだか……」

　ソフィーが険しい顔で、左手をいつでも振ふるえるように準備しながら洩もらしました。




　このとき、ＭＭＴＭの五人も、ＺＥＭＡＬの四人も、まったく同じことを考えていました。

　そして、

「どこだ？　どこが先に飛び出す？」

　酒場の観客も。

　モニターには、それぞれのチームの潜せん伏ぷく状態が映っています。迫せまる海も見えています。

「まさかこのまま、全員水すい没ぼつで裏切り者チームの勝ち、なんてことは……」

「そんなのやめてくれよー！　俺おれはもっとバトルが見たいんだよ！　せっかくだから船内バトルも見たいんだよ！」

「まあ待て。また前回優勝の強きよう豪ごう、Ｔ─Ｓがいるじゃないか。俺おれの見立てだと、船まで海水面が上じよう昇しようしても、彼かれ等らのいる屋上までは届かないぞ」

「だーっ！　そっちの方がやめてくれ！　どーすんだよ、遠く離はなれた船と屋上で！」

「いや、俺おれに聞かれてもなあ……。マップを作った連中、そこまで考えていたかなあ……」

　観客達たちもＳＪ３の先行きを心配した、13時08分。

　動きがありました。

　それも、船の方で。







　最初にそれに気付いたのはレンで、

「あ……、れ？　なんか、船から落ちたよ。黄色い何か」

　その言葉に、側面と後ろを警けい戒かいしていたエムとフカ次じ郎ろうが、視線を前に向けました。

　そして見ました。

　巨きよ大だいな豪ごう華か客船の右う舷げんから、落ちていきます。屋根の黄色い、救命ボートが。

　救命ボートとはいえ、数千人の乗客を運ぶ巨きよ船せんのそれは、決して小さくはありません。

　全長はゆうに20メートル以上。よく見るクルーザーや漁船よりずっと大きな船になります。避ひ難なん時じには乗客をこれでもかと詰つめ込こみますので、定員は三百人以上になります。

　そんな船が、クレーンと太いワイヤーで吊つるされた船せん舷げんから、一いつ艘そう、また一いつ艘そうと、地面に落ちていくのです。

　その落下距きよ離りは、15メートルほど。草地に落ちた救命ボートは、そこに留とどまりました。

　繊せん維い強化プラスチックの強度が、経年劣れつ化かで弱まっていたのでしょう。船体下部は、大きくヒビ割れてしまいました。これを船として使うのは、もう不可能でしょう。

「なっ！　やられた……」

　エムが珍めずらしく感情を露あらわにして、

「んんー？　何をやってるんだい？　ありゃあ」

　フカ次じ郎ろうがのほほんと聞きました。




　レン達たちが見ているのは船の右う舷げんですが、巨きよ体たいの反対側、左さ舷げんでもまったく同じことが起きていました。

　横にずらりと並んだ巨きよ大だい救命ボートが、船首側から次々に落ちていくのです。

　それを双そう眼がん鏡きようで見ていた、

「だっ！　マズい！」

　ＭＭＴＭの現リーダー、ジェイクと、

「あー！　ヤバい！」

　ＳＨＩＮＣのソフィーが、違ちがう場所で、同じように声を上げました。




　レンは、エムよりワンテンポ遅おくれて、それをやっている人間の意図に気付きました。

　次々と落ちて割れた救命ボートが、船の側面の穴を覆おおい隠かくしたからです。

　すなわち──、

「あああっ！　ピトさん達たち！　進入用の穴を塞ふさいでるーっ！」
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　第十二章　「まだ時間はある攻こう防ぼう戦せん・その２」







「ほいっ！」

　ピトフーイが、光こう剣けんを振ふり回まわしていました。

　光こう剣けんは、銃じゆうの世界に〝なぜか〟存在する剣けん。一メートルほどの光を延ばして、ほとんどなんでも切ってしまう、〝近きん距きよ離り格かく闘とう戦せんだったら〟最強の武器。

　ピトフーイの青白い剣けんは、救命ボートを吊つるす幾いく本ほんもの太いワイヤーを、なんの抵てい抗こうもなく切断しました。まるで、空気を切っているかのような容易たやすさです。

　前のワイヤーを切ると、救命ボートはバランスを失って前に傾かたむきます。そして後部の数本を切ると、そのまま落ちていきます。

「ほうらほらほら！　入口を閉じちゃうぞー！」

　ピトフーイは長いデッキを走っては切り、切っては走り、救命ボートを次々に落としていきました。

　その反対側、左さ舷げん側では、

「よっ」

　デヴィッドが、やはり切っていました。ワイヤーを。光こう剣けんで。

　三さん艘そう目めを地面に落としスクラップにしてから、迷めい彩さいで緑になった顔を複雑そうに歪ゆがませて、

「次だ！」

　その隣となりの救命ボートへと駆かけて、

「おらあっ！」

　もうワイヤーをチマチマと切るのが面めん倒どうになったのか、ワイヤーを支えている太いクレーンを、根元から一刀両断にしました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　その少し前のこと。

「もちろん。だから、これを使う！」

　質問に答えながらピトフーイが片手でばんっ！　と叩たたいたのは、黄色い屋根の小型艇てい──、デッキの外にびっしりと並ぶ救命ボートでした。

「は？」

「何？」

　エヴァとデヴィッドが、揃そろって首を傾かしげました。

　残りの三人も、お前の言っている意味が分からんと言いたげに、ピトフーイを冷めた目で見ていました。

「なにー、分からないの？　超ちよう簡単じゃん！　これを船ふな縁べりに落とすのよ！　落として進入口を塞ふさぐの！　ずらっと並んでいるのを全部落としたら、入れる穴は相当少なくなるよね？　前と後ろだけを守ればよくなるでしょ？」

「確かに、そうだが……」

　エヴァが、

「なるほど。まあ、そこまでは分かった」

　デヴィッドが頷うなずきました。そして、

「こんなの、一いつ艘そう一いつ艘そう下ろしているヒマがあるか？　電源が来ていなければ、ハンドウィンチで下ろす必要があるぞ？」

「ダメねー、デヴィッド。あなた、真ま面じ目めすぎる性格は直ってないねえ。普ふ通つうに下ろす必要がどこにあるっていうのかしら？」

「ほっとけ！　で、何か策があるのか？」

　ここで、ずっと黙だまっていたコールが質問します。

「手持ちのグレネードで吹ふっ飛とばすとか？」

「ぶっぶー！　外れ」

　次はエルビン。

「吊つっているワイヤーを、銃じゆう撃げきで切る、んですか？」

「むりむりー！　惜おしいけど」

　最後にトムトムが、

「分かった！　マシンガンでクレーンを撃うって折るんだな！　任せろ！」

　そう言いながらＦＮ・ＭＡＧをぐいと持ち上げたので、

「やめれ！」

　ピトフーイは慌あわてて銃じゆう口こうを押おし下さげました。

「だー！　あんた達たちは本当に鉄てつ砲ぽう脳のうね！　前回の映像見なかったの？　私の華か麗れいな戦いっぷりを？　ログハウスの！」

　ピトフーイは、顎あごを落として呆あきれていました。滅めつ多たに見せない表情をしていました。

　そして腰こしの後ろのポーチから取り出したのが、一ひと振ふりの光こう剣けん。その名も《ムラマサＦ９》。

　もっとも作動させていない状態では、単なる銀色のパイプでしかありません。

「なるほど。それでぶった切ればいいのか」

　エヴァが納なつ得とくして、

「一人では大変だろうが、任せた」

　そして付け足しました。丸投げでした。

「ノンノンノン！　時間がないから二人でやるのよ。私は右う舷げん、デヴィッドが左さ舷げん」

「なっ！」

　指名されたデヴィッドは、本気で驚おどろいていました。彼かれの中で、今日一番の驚おどろきでした。

「何を言ってやがる？　ピト──」

「はいはい、ごまかしてもダメダメ。あなたも持ってるでしょ？　こ、う、け、ん！」

「…………」

「前回私にメザシにされて、悔くやしくて悔くやしくて、毎夜毎夜、枕まくらをべったり濡ぬらしまくったんでしょ？　当然、今回復ふく讐しゆうに燃えたあなたは、高い金を払はらって一ひと振ふり買ってあるワケよねえ。機会があれば、それで私をぶっ刺さし殺ころしてやりたくて！」

「…………」

　黙だまり込こんだデヴィッドに、

「そうなんすか？」

　エルビンが思わず聞いてしまいました。

「…………」

　５秒ほどぷるぷると震ふるえていたデヴィッドは、やがて腰こしに巻いたポーチから、ガンメタリックに光る光こう剣けんの柄つかをスパッと取り出すと、赤く光る光の刃はを延ばして叫さけぶのです。

「左さ舷げんだな！」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　次々に落ちていく救命ボートを見ながら、

「レン、フカ、行くぞ。俺おれの射しや撃げきで飛び出せ。３秒おきのランダムジグザグ走りだ。ある程度近づいたら、フカは発はつ砲ぽう。船に当たって相手の頭を下げさせればいい。レンは、先に入はいり込こんでしまってもいい」

　もうのんびりしていられなくなったエムが、即そく断だんを下しました。せめて救命ボートを落としている人間が忙いそがしい間に、船にアタックをかける作戦。

「りょ、了りよう解かい！」

「らじゃー！」

　エムはしゃがんだままＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるを構えると、有効射程外にある船に向けて、

　だん、だん、だん、だん、だん。

　５発をセミオートでリズミカルに発はつ砲ぽうしました。

「たっ！」

「行くぜえ！」

　二人のチビッコが、潜ひそんでいた草地から飛び出していきました。




「聞こえたな？　多分レン達たちだ！　行くぞ！」

　遠くで鳴った銃じゆう声せいを聞いて、

「おう！」

「突とつ撃げきい！」

「やっとかあ！」

　ＳＨＩＮＣが動きました。

　念のために他のチームへの合図とするため、ローザがＰＫＭマシンガンを３秒ほど連射しました。




「動いたぜ。俺おれ達たちも行くか！」

「ま、行くしかないもんな！」

「吶とつ喊かん！」

「よっしゃ！」

　ＭＭＴＭの五人が、動きました。




　もちろんＺＥＭＡＬも、そしてＴＯＭＳも──、

　それぞれの場所から船へめがけて突とつ進しんを開始します。

　仲間の裏切りを待っていたＴＯＭＳの三人は、本当は攻せめ込こみたくなどなかったのですが、

「くそー！」

　ここにいても溺おぼれるだけですから、もう突つっ込こむしかありませんでした。







「来たあ！」

　皮肉にも、そのＴＯＭＳからきたコールが、突とつ撃げきしてきたチームを最初に視し認にんしました。

　彼かれはピトフーイの指示で、周囲の監かん視し役やくを務めています。

　俊しゆん敏びん性せいにものをいわせて階段とハシゴを駆かけ上のぼり、最上部にあるマストのてっぺんまで移動していたのです。

　地上からの高さでいえば１００メートル以上ある、とんでもない高所です。手すりに囲まれた広さ三畳じようほどの見張り台があって、そこから距きよ離り計けい付きの双そう眼がん鏡きようで、周囲３６０度の警けい戒かいに当たっていました。

「位置と特とく徴ちようを報告しなさい」

　まだ残っている救命ボートを切り落としながら、ピトフーイが命じました。

「右う舷げん前、ピンクのチビ。左さ舷げん前、あれはアマゾネス！　──左さ舷げん後ろが、恐おそらくＭＭＴＭ。ほぼ真後ろからＺＥＭＡＬ、右う舷げん後ろから、オレの古巣チーム！」

　仲間をピンチにするのはとても嫌いやですが、ここで噓うそを言って今信用をなくすわけにはいきません。コールは、双そう眼がん鏡きようで見えたとおりに報告しました。

「どうも！　スキャンどおりね！」

　ピトフーイのお礼を聞いて、コールは思いました。

　スキャンどおりなら、位置とか分かっていたんじゃね？　オレが報告する意味、なくね？

　そんな彼かれの心を読んだのかは分かりませんが、

「これで、各チームの結けつ託たくは今のところないと知れたわ」

　ピトフーイから、そんな言葉が続きました。

　あ、なるほど……。

　コールは、自分の温ぬるい判断を恥はじました。

　確かに、複数チームが一いつ緒しよに攻せめてきた方が、同方向から撃うち込こめる銃じゆう弾だんは増えますから、船内突とつ入にゆうはやりやすくなります。スキャンからここまでの時間に、彼かれ等らが乗船まで休戦して結けつ託たくしている可能性も考えるべきでした。

　やっぱりあの顔に刺青いれずみねーちゃん、すげえなあ。

　コールは素す直なおに称たたえてから、そんな強きようプレイヤーをやがて背中から撃うてることにゾクゾクしました。




「こっちはほとんど終わり！　そっちは？　ダビド」

「早すぎるぞテメエ！　まだ半分だ！　あと、その名で呼ぶな！」

「はいはいゴメンねえ。でも早くしないと、かつてのチームメイトに殺されるわよ？　室内戦、得意な連中なんでしょ？」

「分かってる！」

　巨きよ大だい船せんの右と左で、ピトフーイとデヴィッドは光こう剣けんを振ふり続けました。

　船を撃うっている発はつ砲ぽう音おんは聞こえますが、バレット・ラインも弾たまも、二人の周囲にはまだ届きません。

　代わりに、

「おらおらおらおらおらああ！」

　どかどかどかどかどかどかどかどかどかどかどか。

　トムトムのＦＮ・ＭＡＧが、吠ほえ始めました。

　船せん尾びデッキに伏ふせた彼かれが、バイポッドで据すえ付つけた愛あい銃じゆうで撃うっているのは、真北から近づいてくる敵チーム。つまりはＺＥＭＡＬ。古巣。

「みんなあ、俺おれのマシンガン愛を受けてみろおおおお！　お前のマシンガン愛がそれより強ければ、俺おれを撃うち倒たおしてみせろおおおおおお！」

　暑苦しいトムトムの叫さけび声ごえが、ＢＴＲＹの五人の耳に否応いやおうなしに飛とび込こんできました。




　その雄お叫たけびを通信アイテム越ごしに聞きながら──、

　うーん、あの人は頭がおかしい。

　いや、あの人も、頭がおかしい。

　この裏切り者チームには、変な人しかいないのか。

　エルビンはそんなことを心の底から思いつつ、デッキの上にどっかりと腰こしを下ろし、手すりにＸＭ８をしっかりと依い託たくして構えていました。

　今彼かれがいるのは、船の右う舷げん前方。ヘリポート手前の位置。

　サプレッサーを外したＸＭ８の銃じゆう口こうが向けられているのは、ＬＰＦＭが突とつ撃げきしてくるあたり。

　Ｔ─Ｓの使うフルフェイスのヘルメットには、望遠装置が内蔵されています。視界を拡大できるので、ヘルメットを持ち上げて双そう眼がん鏡きようを使わなくても遠くが見えます。

　一見とても便利そうですが、代だい償しようとして普ふ段だんの視界がやや狭せばまるので、絶対に有利というわけではありません。

　ズームされた視界の中、眼下に広がる草原の上で、小さいピンクの点が素す早ばやく動いているのが見えました。距きよ離りを測ると、まだ愛あい銃じゆうの有効射程外です。せめて４００メートルまでは引きつけたいところ。

　そう思った次の瞬しゆん間かん──、

　一発の弾だん丸がんが、バレット・ラインもないまま飛んできました。

　エルビンの頭へと命中し、

　がりっ！

　火花と鈍にぶい音を散らして、左ひだり斜ななめ後ろに飛んで船の外がい壁へきにめり込こみました。銃じゆう声せいは、後から聞こえました。

　エルビンは驚おどろいてバランスを崩くずし、

「うわっと！」

　どてんと後ろへと倒たおれましたが──、

　ヒットポイントの減りは、まったくありませんでした。




　エムは、船まで残り７００メートルまで接近したところで一度足を止めて、尻しり餅もちをつくように座すわりました。

　大きなバックパックを背中の支えにして、前に投げ出した右みぎ膝ひざにＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるを載のせて構え、慎しん重ちように狙ねらいをつけて撃うちました。標的は、ＳＦフルプロテクター男。

　風が完全に収まっているので、弾だん丸がんは狙ねらいどおりに飛びました。そして相手の頭に当たりましたが──、

　すぐに起き上がってきたのを見て、エムは弾はじかれたことを知りました。この距きよ離りで撃うっても、あの全身プロテクターを貫つらぬくことはできないことも。

「思ったより硬かたいな」

　前回の映像は研究用に見ていますが、彼かれ等らが実際に撃うたれたシーンがまったくないので、その防ぼう御ぎよ力りよくまでは分かりませんでした。今分かりました。

　肘ひじや膝ひざの裏など、〝可動部の装そう甲こうの切れ目〟に当たればなんとかなるかもしれませんが、この距きよ離りでそこまで狙ねらい込こむのは、さすがのエムといえども不可能です。

　というか、どんなキャラでも不可能です。７００メートル狙そ撃げきをサークルのアシストなしで一発目から当てるエムがすでに凄すごいというのに。

　潔いさぎよくそれ以上撃うつのは止やめて、エムは巨きよ体たいを立ち上げると、再び走り出しました。

　目の前では、レンとフカ次じ郎ろうが、さらに船へと近づいています。




「今一番近いのはピンクのチビです！　４５０メートル！」

「了りよう解かい！　まっかせてー！」

　ピトフーイはコールからの報告を聞いて、光こう剣けんの刃はを一度納めました。そして、背負っていたＫＴＲ─０９を体の前に持ってくると構えて、右う舷げん前方にピンクを捜さがしました。

　そして見つけるやいなや──、発はつ砲ぽう。

　容よう赦しやのない、全力全開のフルオート射しや撃げきでした。

　ボルトが往復して、空から薬やつ莢きようが躍おどり出ます。銃じゆう声せいが船の窓ガラスを振しん動どうさせます。

　強きよう烈れつな反動は、ピトフーイの馬ば鹿か力ぢからが押おさえ込こみました。




　行ける！　このまま！　それにしてもでかいなあ……。

　ぐいぐいと近づいてくる豪ごう華か客船の大きさに驚おどろきながらも、レンは手て応ごたえを感じていました。

　残りの距きよ離り、４００メートルほど。

　ここまでジグザグに走っていたのでもっと長い距きよ離りを走っていますが、この先はもう、直線で走はしり抜ぬけても行けるのではないかと、レンは思いました。

　救命ボートが落ちているので、入れそうな穴は船首近くにあるものしかありませんが、そもそも斜ななめ前から近づいている自分達たちにとっては、最も寄よりの穴がそこなので問題なし。

「行ける！　エムさん、今から一気に突つっ込こむよ！」

　レンはそう報告して、直後に、

「止まれ！　ピトが狙ねらってる！」

　後ろで見張っているエムの叫さけび声ごえを聞きました。

　それがなければ、レンは真まっ直すぐ突つっ込こんでいったでしょう。

　そしてその場所に雨のように降ってくるバレット・ラインと弾だん丸がんのどれかが、体を射い貫ぬいていたことでしょう。

　目の前に降り注いで草を舞まい立たせた数十発の銃じゆう弾だんに、

「うひゃあああ！」

　走っていたレンは強い相手を見た犬のようにくるりと向きを変えて、その場でぐるぐると三周もしてしまいました。

　それを後ろから見ていたフカ次じ郎ろうが、

「お、かわいい」







「ピンクのチビ、ぐるぐる回ってます」

　コールの報告を聞いて、

「オッケー！　この先はエルビンに任せたわよ。決して当てなくてもいい。いるあたりにフルオートでばらまきなさい。ライン牽けん制せいでいいのよ」

「わ、分かりました！　それくらいならなんとか！」

「よっしゃ頑がん張ばれ！」

　ピトフーイはＫＴＲ─０９を背負い直して、再び光こう剣けんの刃はを出して、救命ボートの落下作業に戻もどりました。

　励はげまされたエルビンは再びＸＭ８を構えると、ピンク色の点に向けて、弾たまをばらまき始めました。




「くっそー！　近づけないよ！」

　レンは、その場に足止めされてしまいました。

　船までは残り４００メートル強。ひっきりなしに赤いバレット・ラインが、そしてそれを消しながら銃じゆう弾だんが近くに来るので、それらを避さけるのが精せい一いつ杯ぱい。

　船の舳へ先さき付近から撃うってくる相手の武器は、軽い音と弾だん道どう特性から、どうやら５．５６ミリクラスのアサルト・ライフル。低く山の緩ゆるやかな弾だん道どうで速く飛んできて、最後はすうっと落ちていきます。

　これ以上船に近づいては、被ひ弾だんする可能性が高くなります。操そう車しや場じようではどっちに逃にげてもよかったので躱かわすことは容易でしたが、進む先が分かっている今は厳しいです。

　有効射程ギリギリですから威い力りよくはだいぶ落ちているので、ヒットポイントがフルに戻もどっている今では一いち撃げき即そく死しはないかもしれませんが──、転んだところにスナイパーから狙ねらい撃うちとかされたら洒落しやれになりません。

「フカは？　あの船の上に、一発ぶち込こめない？」

　レンは、50メートルほど後ろにいるフカ次じ郎ろうへ砲ほう撃げき支し援えんを要求しましたが、

「うーん、まだちと遠いなあ。手前に落ちちゃうね。私って、無む駄だ弾だまが似合わない女なのよね」

「そんじゃ、もちっと前に出てこない？　フカって、ステージの最前列でこそ輝かがやく女だと思うの！　わたしは！」

「倒とう置ち法ほうまで使って褒ほめてくれても、イヤなもんはイヤよん。おいらはレンほど素す早ばやくないんだから、ヘタしたら輝かがやく前に撃うたれちまうよ」

「ぐう……」

　レンは弾だん丸がんを避さけながら、今度はエムに頼たのみます。

「エムさん、そこからでもいい。あの相手、狙そ撃げきできない？」

「もうしている」

「お？　──で？」

「相手は全身プロテクターだ。当てているのだが、弾はじかれている」

　あー、アイツらか！　いや、アイツらの一人か！

　レンが思うのと、

「あー、アイツらか！　いや、アイツらの一人か！」

　フカ次じ郎ろうが言うのが同時でした。見事なシンクロでした。

　それなりに、以前の恨うらみは、あるようです。




　船まで５５０メートル。

　エムは再び、腰こしを落として狙そ撃げき体勢を取りました。最大倍率にしているスコープには、さっきよりずっと大きく、ＳＦプロテクター男が映って、

　だん、だん。

　エムはリズミカルに２発発はつ砲ぽう。

　相手の右みぎ肘ひじと、左ひだり腕うでの楯たてで火花が散りました。

「支し援えん狙そ撃げきをした。これで相手は怯ひるむか？」

　エムがレンとフカ次じ郎ろうに言いました。これで向こうがビビって伏ふせてでもくれたら、レン達たちはその間に接近できて、かなり楽になるはずでしたが──、

　船からは相変わらずの銃じゆう撃げき。どっかりと船ふな縁べりに座すわって構えた男は、もう被ひ弾だんを気にせずに、ひたすらに撃うちまくってきます。

「ダメか」




　銃じゆうさえ壊こわされなければいい！

　心臓を早はや鐘がねのように鼓こ動どうさせながらも、エルビンは、それだけを頭の中に置いておくことにしました。

　船ふな縁べりに胡座あぐらで座すわり、手すりの上にＸＭ８のボディ先せん端たんを載のせて、敵になるべく銃じゆうの正面を見せ続けます。もちろん、銃じゆうが撃うたれる可能性を少しでも減らすため。さらに、左手につけた楯たてで、脇わきからの攻こう撃げきをガードします。

　全身にプロテクターをつけているとはいえ、エムの７．６２ミリで体や頭をガンガン撃うたれるのは、恐きよう怖ふ以外の何物でもありません。当たった弾たまは防いでも衝しよう撃げきは伝わりますし、場所によっては殴なぐられたことになってダメージも食らいます。

　でも、ここで自分が、文字通り〝体を張って〟粘ねばっていれば、強敵ＬＰＦＭの船への接近を阻そ止しできるのです。

　そして、今は別チームになってしまったとはいえ、チームＴ─Ｓの戦せん闘とうなのです。

　俺おれは、前回優勝チームなんだ！　漁夫の利だったけど！

　エルビンは、撃うちすぎて過熱し、銃じゆう身しんから煙けむりの立つＸＭ８を、さらに撃うち続けました。







「よっし、右う舷げんは全部落ちた！」

　最後の一いつ艘そうを切り落としたピトフーイは、刃はを消した光こう剣けんを背中のポーチにしまいながら、全力で走り出しました。

「左側、アマゾネス来てます！　５００メートル！」

　コールの声を聞いて、

「あいよ！　支し援えんに行くよ！」

　右う舷げんデッキを、船首方向に向けての疾しつ走そうです。

　３００メートルほどを駆かけ抜ぬけると、最後は船内通路を横切って左さ舷げんへ。再びヘリポートの手前のスペースに戻もどってきました。

　そこにはエヴァがいますが、有効射程が４００メートルの彼かの女じよのヴィントレスでは、まだ無む駄だ弾だまになってしまう距きよ離り。

　アンナやトーマのドラグノフの狙そ撃げきを警けい戒かいして、エヴァは時々、分厚い鉄板の船ふな縁べりからちょっとだけ頭を出しては、様子を窺うかがっていました。

「はあい！　仲間を撃うつのはイヤ？」

「そんなことはない」

　ピトフーイはエヴァの脇わきをすり抜ぬけて左さ舷げんの縁へりへとたどり着くと、ＫＴＲ─０９を載のせて構えて、容よう赦しやのない全力射しや撃げきを開始します。

　ジワリジワリと、４５０メートルほどまで迫せまってきたＳＨＩＮＣへと、シャワーのように弾たまを降らせました。




　偶ぐう然ぜんもあったのでしょうが、ピトフーイが放った弾たまの一発は──、

　必死になって走っていたローザの腿ももに命中し、

「ぐはっ！」

　彼かの女じよを、ＰＫＭマシンガンごと転ばせました。

「くっそ！」

　バレット・ラインを避さけつつ、アンナはお尻しりを落として座すわりました。

　船の左さ舷げんで光る発はつ砲ぽう炎えん、そこにドラグノフの照準を持っていきますが、その前に相手は身を隠かくしていました。

　そして３秒後、少しズレた場所から再びの射しや撃げき。

　落ち着いて狙そ撃げきをする余よ裕ゆうをなくして、体をゴロゴロ転がして逃にげたアンナは、

「アイツ、手て強ごわい。──誰だれだ？」

　思わず叫さけんでいて、

「まー、ボスじゃないよねー。銃じゆう声せい聞こえたからねー」

　撃うたれないように右う往おう左さ往おうと走り回りながら、ターニャが答えました。




「うらあっ！　──よっしゃ、全部落とした！」

　左さ舷げん側でも、デヴィッドが全すべての救命ボートを落下させました。これで、船首と船せん尾び部分以外、乗のり込こめる場所はなくなったはずです。そして、使える救命ボートもなくなりました。

「左後ろ！　迷めい彩さい集団来てるよ！　残り４００切った！」

　コールからの報告を聞いて、

「それは俺おれが受け持つ！」

　デヴィッドは、背負っていた愛あい銃じゆう、長い銃じゆう身しんに付つけ替かえてあるＳＴＭ─５５６を体の前に持ってきながら答えました。

　ピトフーイのクソ野や郎ろうめ！　古巣を攻こう撃げきするように俺おれ達たちを配置しやがって！

　心の中で悪態をつきつつ、数十メートルを疾しつ風ぷうのように走はしり抜ぬけたデヴィッドは、走ったまま、銃じゆうの下についているグレネード・ランチャーをぶっ放しました。




「グレラーン！」

　太い山なりのバレット・ラインは、グレネード・ランチャーからの攻こう撃げきの証しよう拠こ。

　先頭を走っていたケンタの警報に、全員が一度空を見て、そしてその場に伏ふせました。

　空を見たのはラインを確かく認にんするため。ラインが当たっていなくても、着ちやく弾だん地点に近いと、爆ばく発はつするグレネードの破は片へん殺傷範はん囲いかもしれません。それを防ぐには、とにかく伏ふせるしかありません。

　ばごん！

　グレネードは、走る四人のほぼ中央で爆ばく発はつしました。

「あっぶねえ！」

　舞まい上あがった土や草が、一番近くだったサモンの上にバラバラと降ふってきました。立って走っていたら、横よこ殴なぐりの破は片へんの雨に打たれていたでしょう。

「グレラーン！」

　わずか３秒後に、もう一発、飛んできました。

　今度はあわや、ボルドを直ちよく撃げきするところで、

「どはやあ！」

　起き上がって全速力で逃にげていなければ、アバターが粉みじんでした。

　即そく死しは防ぎましたが、ボルドの背中に破は片へんのいくつかが食くい込こみました。同時に、次々に狙そ撃げきの銃じゆう弾だんが飛んできていて、

「てっ！」

　脇わき腹ばらに一発命中して彼かれを転てん倒とうさせて、ヒットポイントを合計で四割ほど削けずりました。

　武器にダメージを食らいたくないと、ＨＫ２１マシンガンを抱だきながら伏ふせていたジェイクが、

「グレランと狙そ撃げきのコンボ！」

　悲痛な叫さけび声ごえを上げました。

　ランチャーで放ったグレネードの着ちやく弾だん、そのわずかの間に安定した射しや撃げき体勢を取って、退たい避ひする相手を精密狙そ撃げきする技わざは、デヴィッドの十八番おはこです。

「ありゃあリーダーだぜ！　なんてこった！　くそったれ！」

　ジェイクの泣き言を、

「いや違ちがう。今はリーダーはお前だぜー。あはははは」

　ケンタが茶ちや化かしました。

「だあ！　これが笑ってる場合か！」

「これが笑わずにやってられるか！」

　仲間の言い合いを聞きながら、サングラス姿のラックスは、

「…………」

　伏ふせた草の中でゆっくりと、とてもゆっくりと動きました。

　一団の中で一番後ろにいたラックスは、まだグレネード・ランチャーの射程外です。そして、相手は愛あい銃じゆうＭＳＧ９０の射程内。

　ラックスは肩かたに構えると、動きを気け取どられないようにゆっくりと、そしてゆっくりと、船の船せん尾びに狙ねらいをつけます。

　スコープの視界の中で、巨きよ大だい船せんを舐なめるように捜さがして、捜さがして──、

「くそっ……」

　潜ひそんでいるはずの敵を見つけることができませんでした。

　その船はあまりにも大きすぎて、あまりにも隠かくれる場所が多すぎました。







「左後方、ＭＭＴＭの動きも止まりました！　海も、残り６００メートルくらいまで迫せまってますよ！　いい感じです！」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞきながら嬉うれしそうに叫さけぶコールの腰こしで、ＭＰ７Ａ１が揺ゆれています。

　コールは船に乗ってからまだ一発も撃うっていませんが、一番重要な役割をこなしていました。

「グッジョブ！　コール」

　ピトフーイからも褒ほめられて、

「ども！」

　コールは反射的に答えつつも、思っていました。

　いや、〝ども！〟じゃないだろダメだろ。これでもしこのままオレ達たちが勝っちゃったら、アカンだろ……。どこかでさっさと裏切らないと……。

　思うと同時に、心の底から願っていました。

　仲間達たちよ、それまで、絶対に死ぬなよ。

　３６０度の警けい戒かいが必要なコールですが、どうしても、仲間がいる船せん尾び方向を何度も見てしまうのでした。




　船せん尾び方向、あるいは北側に５００メートルほど離はなれた草原では、二つのチームの邂かい逅こうが起きていました。

　軽量装備に韋い駄だ天てんの三人チーム、つまりはＴＯＭＳが、近くにいたＺＥＭＡＬに駆かけ寄よっていたのです。

「おおい！　撃うつな！　撃うつな！」

　銃じゆうを持ち上げて手を振ふりながら近づいてきた男達たちに、

「はへ？」

　元仲間からの銃じゆう撃げきを避さけながら草地を進んでいたＺＥＭＡＬの四人は、一応足を止めました。

　彼かれ等らはその接近にまったく気付いていなかったので、ＴＯＭＳの三人がその気になっていれば撃うてたことでしょう。ＺＥＭＡＬの四人全員は無理でも、二人くらいは殺せたかもしれません。ただし残りの二人と撃うち合あいになれば、負けていたでしょう。

　20メートルほどの距きよ離りを挟はさんで、草の中にしゃがんで身を隠かくしながら、彼かれ等らは撃うち合あいではなく話し合いをします。

　ＨＫ５３を持つＴＯＭＳのリーダーが、

「一いつ緒しよに船せん尾びを攻せめようぜ！」

　そう、大声で話しかけました。

　Ｍ２４０Ｂ使いで、一応リーダーのヒューイが答えます。

「ん？　どういうことだ？」

「分かってんだろ？　あの船に乗のり込こまなければ、俺おれ達たちは絶対に溺おぼれ死ぬんだよ！　ここまで生き残ってきて、そんな戦士らしくない死に方は嫌いやだろ？　だから、乗のり込こむまでの一時休戦だ！」

　その言葉の間にも、彼かれ等らの後ろからは海が迫せまっていました。

　今一番船から遠いのは、この二チームです。それはとりもなおさず、一番海に近いという意味です。じわじわと向かってくる海岸線までは、数十メートルといったところでしょう。

　もちろん、彼かれ等らの進みが遅おそいのはトムトムのせい。

　彼かれが船せん尾びデッキの高い場所から容よう赦しやなく銃じゆう弾だんをばらまいてくるので、うかつに進めないのです。さすがはマシンガン。面を制圧できる銃じゆう器きの面めん目もく躍やく如じよといったところ。

　もちろんＺＥＭＡＬも、かつての仲間だったことは重々承知の上で、撃うてるときは遠えん慮りよなく撃うち返してはいましたが──、トムトムはサッとバレット・ラインを避さけては位置を変えて、またバリバリと撃うち返してきます。

　ヒューイが、ＴＯＭＳのリーダーに言います。

「うーん、なるほど、なるほど。言わんとすることは分かった。ところであんたら、機関銃じゆうは好きか？」

「はあ？　──いいや、俺おれ達たちは速度こそが命だよ。残念ながら、重い銃じゆうは好きになれないな」

「じゃあ、一いつ緒しよには戦えない。仲間にはできない。仲間ではない以上、敵だ。死んでもらいたい。そう囁ささやいている。俺おれのマシンガンが」

「はああああ？」

　ＴＯＭＳのリーダーが上げた素すっ頓とん狂きような声は、

　どかどかどかどかどかどかどかどかどか。

　すぐ近くからのマシンガンの銃じゆう声せいにかき消されました。

　立ち上がったＺＥＭＡＬの四人による、４丁の機関銃じゆうによる、全力全開のフルオート射しや撃げき。

　掩えん蔽ぺい物ぶつのない草原で、このシャワーから逃のがれられる人はいませんでした。

　どんなに速く走れても、無理なものは、無理でした。




「うひゃひゃ！　ここで撃うっちゃうか！」

「うむ！　それでこそバトルロイヤルよ！」

「いいぞマシンガン野や郎ろう共ども！」

　ＴＯＭＳが体中を撃うたれて、戦士として戦死していく様子は、酒場に大だい喝かつ采さいをもたらしました。




「なっ！　なっ！　なんでだああああああああああああ！」

　ＴＯＭＳが全ぜん滅めつして消える様子は、コールの大だい絶ぜつ叫きようを引き起こしました。

　双そう眼がん鏡きようの丸い視界の中で、コールは見ました。三人の〝仲間達たち〟が、体中から赤い被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、文字通り蜂はちの巣すになって、ボロ雑ぞう巾きんのように草原に崩くずれ落おちていく様子を。

　撃うったのはすぐ脇わきにいる、直前まで話をしていたマシンガン連中。

　つまりは交こう渉しよう途と中ちゆうの謀ぼう殺さつです。卑ひ怯きような騙だまし討うちです。コールにとっては。

「あいつらあああああああああああああ！」

　これが叫さけばずにいられるでしょうか？　いや、無理。

「なーに？」

　通信アイテム越ごしにピトフーイの冷静な声が耳に入ってきても、コールはすぐに答えられませんでした。

「くそう……。あいつらあ……」

　船せん尾び方向を睨にらみ声を洩もらしたコールに、

「ああ、古巣がやられたのね。ご愁しゆう傷しよう様さまだけど、船せん尾び方向ばかり見てると死ぬわよ？　ちゃんと全周でラインを警けい戒かいしなさい」

　ピトフーイからは、そんな声が戻もどってきました。

　コールは──、

　ああん？　ラインだあ？

　オレがいるのは、船体中央の最上部だぞ？

　ここまで狙ねらい撃うてるワケないだろうが、あのバカ女め！

　もういい、ここから降りてみんなを殺しまくってやる！

　船内戦せん闘とうなら、敏びん捷しよう性せいに長たけて武器も小さいオレが一番有利だ！

　やってやる！　残り全員を殺しまくってやる！

　口に出すと通信アイテムに拾われてしまうので、心の中で叫さけびました。

　すっかりやさぐれてしまったコールですが──、

　もし言いつけどおりに周囲をくまなく警けい戒かいしていれば、脇わき腹ばらに刺ささっていた、そのバレット・ラインに容易たやすく気付けたでしょう。

　直径１４．９ミリ、長さ５１ミリの巨きよ大だいな弾だん丸がんは、唸うなりを上げながら長い長い距きよ離りを飛んできて、最後はコールの右みぎ脇わき腹ばらに吸すい込こまれていきました。

　着ちやく弾だんと同時にその運動エネルギーは体内に広がって、体を膨ふくらませます。体が圧力に耐たえきれなければ、破は裂れつします。

　見張り台の上にいた男の上半身が、内側から弾はじけました。

　彼かれの両手と首とＭＰ７Ａ１が、それぞれ別の場所へと落ちていきます。

　チームＢＴＲＹ初の戦死者は、何も言うことができずに即そく死ししました。




　ＳＨＩＮＣ必殺の大たい砲ほう──、対戦車ライフルＰＴＲＤ１９４１の咆ほう哮こうは、雷らい鳴めいのように強く轟とどろきました。船のどこにいても、聞くことができました。

　視界左ひだり端はしの仲間のヒットポイントを見たピトフーイが、

「ああもう！　だから言ったのに！　コール、戦死。みんな、〝目〟をやられたわよ」

　忌いま々いましそうに言いました。




「よっしゃ！　お見事！　やっと撃うてたな」

　胡座あぐら座ざの肩かたを貸して銃じゆう座ざになっていたソフィーが、

「ふう……」

　その後ろにいる、遠えん距きよ離り狙そ撃げきを見事一発で成功させた射手のトーマに、ねぎらいの言葉をかけました。

　二人がいるのは、船の左さ舷げん中央の真横。距きよ離りは４００メートル。

　その前から、二人はＳＨＩＮＣのメンバー達たちと離はなれて、ひたすらに北上していました。

　理由はもちろん、船の中央最上部で監かん視しを続ける一人を倒たおすため。あの見張りの報告がなければ、もっと船への接近が容易になるはずだからです。自分達たちも、そして別のチームも。

　しかし、それには目標に近づく必要があります。斜ななめからでは、全長５００メートルある船の最上部には届きません。なんとしても、真横に位置しなければならなかったのです。

　派手に撃うったり移動したりして陽動してくれる仲間達たちから離はなれて、二人はここまでどうにか見つからずに移動してきました。

　ソフィーが、ＰＴＲＤ１９４１をストレージから出して実体化。トーマが構えましたが、引き金に指を触ふれることはできません。バレット・ラインが発生したら、絶対に避さけられてしまうから。

　男は、隙すきなく周囲を見回していました。撃うてるチャンスはないのかと思いました。背中に、海が迫せまってきました。

　そして突とつ然ぜん、最初で最後の機会がやってきました。

　男が、船せん尾びを凝ぎよう視しして固まったのです。

　トーマは落ち着いて狙ねらいを完かん了りようし、ぶっ放しました。

　そして、男を殺しました。




　今二人がいる５メートル後ろに、海がありました。近づいてきます。

「残ざん弾だん５。──どうする？」

　トーマの問いに、ソフィーは、

「なあに、的は大きい。撃うつだけなら私にもできる」

　そう笑え顔がおで答えました。

「じゃあ……、行くね。またね」

　トーマは笑え顔がおで言い残すと、愛あい銃じゆうドラグノフを片手に、全速力で走り出しました。

　その背中を１秒だけ見送ってから──、

　ソフィーは草原に残された、残ざん弾だん５発が入ったショルダーバッグを摑つかみながら立ち上がりました。そして肩かたにかけました。続いて、ＰＴＲＤ１９４１も、右手で持ち上げます。

　一いつ瞬しゆん前まえまでバッグがあった場所が、今は海になりました。

　ソフィーは長い銃じゆう身しんの先を草地につけて、左手で次の弾たまを銃じゆうに入れて、大きく重いボルトハンドルを前進させました。

　両足から海にのまれつつある女ドワーフの巨きよ体たいが、長く重い銃じゆうを腰こしの位置で保持しました。まるで、槍やりを構えているようでした。

　狙ねらうは、船。ソフィーの視界に、大きく揺ゆれるバレット・サークルが入りました。船と重なりました。

　どがん。

　発はつ砲ぽうと同時に、反動で下がるボルトと、落ちる空から薬やつ莢きよう。船の縁へりで、大きな火花が散りました。

　再さい装そう塡てん。

　どがん。

　再さい装そう塡てん。

　どがん。

　再さい装そう塡てん──。

「ここまでかな……。みんな、がんばれ。ボスも」

　ソフィーの体が腰こしまで海水に浸つかり、もう撃うてなくなりました。

　体中が濡ぬれて、ヒットポイントが減る速度が、ぐいぐいと増していきます。

　最後は頭の上まで海水が来て、銃じゆうを手放さなかった体は、音もなく沈しずんでいきました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　ほんの少し時間は戻もどって、コールが撃うたれる何十秒か、前──、

「見つけた！」

　必死にデヴィッドを捜さがしていたスナイパーのラックスが叫さけびました。

　船せん尾び近くの客きやく室しつ棟とう、プロムナードデッキから三つ目の階層にあるバルコニー。そこにある割れた窓の陰かげで、かすかに銃じゆう口こうが見えます。

　ラックスは、迷いませんでした。

「みんな、俺おれが撃うち出したら行け！　全力疾しつ走そうだ！　取り付け！」

「ああ？　お前はドーすんの？」

　ケンタの問いに、ラックスは即そく答とうします。

「ここでリーダーの頭を押おさえておく。さもなきゃ溺でき死しか爆ばく死しで全ぜん滅めつだ」

「いや待て！　お前溺おぼれるぞ？　後ろ見えてる？」

「ああ」

「〝ああ〟じゃねーよ！」

「だが、リーダーがもしここにいたら、そう命じるはずだろ？」

「…………。そうだな……、分かったよ」




　ＭＳＧ９０が、甲かん高だかく吠ほえました。

　放たれた７．６２ミリ弾だんは、船内に飛とび込こんでいって──、

「がっ！」

　ラインを避さけたデヴィッドの右みぎ腕うでを、５センチほどえぐりました。ヒットポイントを、７パーセント奪うばいました。

　くるりと身を捻ひねって、ほとんど同じ場所に飛んできた２発目と３発目を躱かわしたデヴィッドは、

「いい腕うでだぜ！　ラックス！」

　まずは敵を称たたえた後、

「トムトム、船せん尾び左さ舷げんを掃そう射しやしてくれ！　スナイパーに気をつけろ！」

　もう一人、この方向を撃うてる頼たのもしい仲間へと、火力支し援えんを要求しました。

　返事は、ありませんでした。

「トムトム？」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　ほんの少し時間は戻もどって、コールが撃うたれる何十秒か、前──、

　どかどかどかどかどかどかどかどかどかどかどか、どかん。

　かつての仲間を近づけさせないためにＦＮ・ＭＡＧを撃うっていたトムトムは、

　どかどかどかどか──、カチン。

　弾たま切ぎれを起こしました。

　マシンガンの左下から垂れ下がっていた、長い弾だん薬やくベルトが尽つきたのです。

「おっとー。リロードターイム」

　トムトムは楽しそうに、背中からバックパックを下ろして、しゃがんで中を覗のぞきました。

　飛んできた一発の銃じゆう弾だんが、彼かれのバンダナを射い貫ぬきました。

「が？」

　力の抜ぬけたトムトムの頭は、大きく開いたバックパックの中にすとんと落ちて、二度と動かなくなりました。




「おひょ？　俺おれの弾たまかな？」

　バリバリ撃うちまくっていたシノハラが、肩かたからＭ６０Ｅ３をおろしながら言って、

「うん、今ので命中だ！　やったな！」

　双そう眼がん鏡きようで見ていたミニミ使いの黒人、マックスが嬉うれしそうに報告をして、

「〝敵チーム〟のマシンガナーを倒たおしたぞー！」

「やったあああああああああああ！」

「最強の敵を倒たおしたああああああ！」

　体中のあちこちに被ひ弾だんエフェクトをキラキラさせている四人の男達たちは、大喜びの大だい喝かつ采さい。

　鼻にテープのピーターは、祝しゆく砲ほうとしてネゲヴを空に撃うちまくりました。

　そして、

「でも、これからどーする？」

　一応リーダーで、マッチョのヒューイが答えます。

「最さい強きようを倒たおしちゃうと、つまらんな。じゃあ、もう、船の攻こう略りやくは、いいか？」

「うん、なんか、無理しなくてもいいな。この先、どうする？」

「いっそ、俺おれ達たちだけで遊ぶか？」

「うん、そうだな」

「賛成」




　酒場の観客達たちは、

「…………」

　自分達たちの目が信じられない様子で、その光景を眺ながめました。

　ＺＥＭＡＬの男達たちが、草原の上ではしゃいでいます。走りながら、お互たがいを追いかけています。お互たがいを撃うち合っています。

　船の後方で、四方八方に銃じゆう弾だんが飛びまくっています。曳えい光こう弾だんが、光の線を縦じゆう横おう無む尽じんに描えがきます。

　一人が倒たおれました。二人目が倒たおれました。その笑え顔がおが眩まぶしいです。子供のようです。生き残った男の足を、海水が洗いました。それでもまだ撃うちまくっています。三人目が倒たおれて、最後の一人は、マシンガン片手に万ばん歳ざいをして、空を撃うちまくりました。

　その格好のまま、静かに、海にのみ込こまれていきました。

　酒場の観客達たちは、

「…………」

　自分達たちの目が信じられない様子で、その光景を眺ながめていました。
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　第十三章　「クロース・クオーターズ・バトル」







　トムトムのヒットポイントが全部消えたのを、視界の左ひだり隅すみの表示で見たピトフーイは、

「あちゃー！　防ぼう御ぎよはここまでかしらね」

　そう言って、10メートルほど離はなれた場所で同じように伏ふせているエヴァへと、目配せをしました。

　二人が伏ふせているヘリポートの上を、ローザが撃うつＰＫＭマシンガンの銃じゆう弾だんが、バレット・ラインを消しながら飛びまくっています。

「船内に敵を入れるのか？」

　エヴァの質問に、

「そうよ」

　ピトフーイは即そく答とう。

「これ以上チームの数を減らされる前に、一度集まって撤てつ退たいしましょ。だいぶ戦果はあったわよ」

　左さ舷げん後部で、ラックスに睨にらまれて顔と銃じゆうを出せずにいるデヴィッドが、

「そしてバトルロイヤルに戻もどすってことか。まあ、いいだろう」

　そう言って賛同しました。

　ＭＭＴＭはもうすぐ側そばまで来ているはずで、今から顔を出せて撃うてたとしても、全員倒たおすのは無理でしょう。

　今も粘ねばっているラックスだけは、間に合わずに海にのみ込こまれて戦死だと思いますが──、

　やりやがったな。

　デヴィッドは、かつての仲間達たちを称たたえました。

　この先に待ち構えている船内戦せん闘とうでは交戦距きよ離りがとても短くなるはずで、スナイパーの有利は減ります。

　彼かれ一人の犠ぎ牲せいで、マシンガンとアサルト・ライフル使いの残りの四人が乗船できるのだとしたら、悪くない作戦です。自分でも採用したでしょう。

「集合場所はどうする？」

　デヴィッドの問いに、

「じゃ、ブリッジで。エルビン、聞こえた？」

「あ、はい！」

「一度左さ舷げんに来なくていいから、最後にワンマガジンばらまいたら、中に入りなさい。階段を上って、最上部デッキの最前方ね」

「わ、分かりました」

　右う舷げんでレン達たちに目を光らせていたエルビンは、最後にピンクの点が動いているあたりに30発を乱射すると、立ち上がって逃にげ出だしました。

　そこにエムの銃じゆう弾だんが飛んできましたが、肩かたのプロテクターに弾はじかれました。




「敵が退ひいたぞ！　二人とも走れ！　攻こう撃げきはいらない」

「了りよう解かい！」

「あいよ」

　レンとフカ次じ郎ろうは、草原を走り始めました。

　残り４００メートルとちょっと。攻こう撃げきがないのなら問答無用の一直線です。

「俺おれもすぐに行く」

　エムはＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるを体の前に抱かかえて、二人の背中を追い始めました。このときエムの足は、踝くるぶしまで海水に浸つかっていました。




　エムの走る速度と、海が進む速度が同じでした。

　酒場の映像では、エムは巨きよ体たいを揺ゆらしながら一いつ生しよう懸けん命めい走っているのに、後ろにある海岸線の位置はまったく変わらないという、まるでだまし絵のような構図になっていて、

「おいおい、間に合うのかよ！」

「急げ！　急げー！」

「エム！　お前はここで死ぬようなプレイヤーじゃない！」

　観客達たちの鼓こ動どうを上げました。

　別のモニターが、ＢＴＲＹの今を映しています。

　まずはマストの上で死んでいる、バラバラになった体は元に戻もどって、健すこやかな寝ね顔がおの死体になっているコール。

　そして、船せん尾びデッキで、大きなバックパックに頭を突つっ込こんで、変な形の置物のようになって動かないトムトム。

　残りの四人の内、ピトフーイとエヴァは、船内の階段を上っています。観客達たちが船内を見るのは初めてです。そこは汚よごれていますが電気は普ふ通つうについていて、明るくなっています。

　デヴィッドは、船の中央にある縦に長い巨きよ大だいな中庭を全力疾しつ走そう中ちゆう。

　エルビンは、プロテクターで膨ふくれた体を、狭せまい通路のあちこちにぶつけながら通とおり抜ぬけていました。







　最初に船内に入ることができたのは、ＭＭＴＭの〝四人〟でした。

　Ｇ３６Ｋ使いのケンタが穴の前に真っ先にたどり着いて、内部を警けい戒かいします。彼かれは走りながらストレージを操作して、強力なフラッシュライトを銃じゆうの左側に装着していました。

　船内が暗い場合に備えてですが、穴の中は、数メートル奥おくからＬＥＤの電灯がぶら下げられていました。船外脱だつ出しゆつする際に、側そく壁へきをぶち抜ぬいた後に吊つるしたのでしょう。

「中は明るい。どんどん入ってけ！」

「了りよう解かい！」

　ボルドが、

「ほいよ」

　そしてサモンがやってきて、

「ふう……。間に合った」

　最後にマシンガンを抱かかえたジェイク。

　四人揃そろったＭＭＴＭは、穴の中へと突とつ入にゆうしていきました。




　10秒ほど遅おくれて、ＳＨＩＮＣの四人が船に入っていきます。

　先頭は、当然ポイントマンのターニャ。サプレッサー付きのビゾンを肩かたに構えて、そしてほとんど揺ゆらすことなく、入っていきます。

　さっきまで数十メートル上のデッキで撃うっていた敵が今ここにいる可能性は低いですが、それでも周囲を警けい戒かいします。

　アンナが、足の遅おそいローザを押おしながらやってきて、

「トーマいそげー！」

　振ふり向むいて叫さけびました。ＰＴＲＤ１９４１の狙そ撃げきのために一番遠くにいたトーマは、まだこっちに向けて走っている途と中ちゆう。その後ろに、海が迫せまります。

　それでも足がそこそこ速いトーマでしたので、濡ぬれることなくたどり着いて、

「ふう！　お待たせ！　じゃあ、ローザ、指揮を！」




　レンの足は、今生き残っているプレイヤーの中で最速です。

　高速で走るにつれてぐいぐいと迫せまってきた白い巨きよ体たいは、やがて頭の上へのしかかってきました。

「でかい……」

　レンは、いえ、香か[image: 蓮]れんは小学生だった頃ころ、地元北ほつ海かい道どうの小お樽たる港から、京都府の舞まい鶴づる港までフェリーで旅をしたことがあります。家族旅行で、京都に行ったときのこと。

　乗った船の名前は《はまなす》。

　全長はカタログによると２２５メートル弱。小お樽たる港できょうだいと一いつ緒しよに見上げた船体は、それはそれは巨きよ大だいでした。乗船しても、中の広さに呆あきれました。探たん索さくしても全然終わりません。疲つかれました。

　その記き憶おくがとても強きよう烈れつだったのですが、今見上げている巨きよ体たいはその倍以上。見上げ続けるとひっくり返りそうです。横を見ても、船首に近い場所にいるので、船せん尾びがとにかく遠く、どこで終わっているのか分かりません。

「でかすぎる……」

　この中がどうなっているのか、そしてそこで敵チームと闘たたかわなければならないのか、同時にピトフーイを見つけなければならないのか──、待ち受ける困難を考えただけで、頭がクラクラします。

　山のような船の脇わきにたどり着いて、レンはＰ９０の銃じゆう口こうを目の前にある穴に向けました。少し地面にめり込こんでいますが、人が通るには十分です。エムでもくぐれるでしょう。

　鉄板を強ごう引いんに、かつ乱暴に焼き切ったような穴で、覗のぞくと中には別の鉄板とその穴がありました。奥おくには後から吊つるされたＬＥＤの照明が見えます。人の気配はありません。

　レンは振ふり向むきました。

　フカ次じ郎ろうはスタート地点も近かったので、もう顔が分かる場所にいます。両手に持ったＭＧＬ─１４０を両りよう肩かたに載のせて、

「えいほっ！　えいほっ！」

　江え戸ど時代の籠かご屋やのような掛かけ声ごえで走っていました。

　その後ろに広がる、緑の草原と灰色の海。そして、小さく見えるエム。

「エムさん！　頑がん張ばって！」

「おいおい、オイラの応おう援えんはナシかよ？　さみしーなー。拗すねるぞ？」

「フカはもう間に合うよ！　エムさんが危ない！」

　走りながら振ふり向むいたフカ次じ郎ろうは、まだ遠いエムを見て、

「確かに……。エムさんや、トドメが欲ほしいかい？　撃うってやるぜ？　水死よりは爆ばく死しの方が、まだ格好いいだろう？」

「フカー！」

「場を和なごますためのジョークだぜ？　撃うたないよ。えいほっ！　えいほっ！」

　数秒後、フカ次じ郎ろうがレンの脇わきにやってきて、

「ふーっ！　疲つかれた！　精神的に」

　レンは、そしてフカ次じ郎ろうは、船内に入らずエムを待ちました。それが遠くに見えたのか、

「入れ！」

　エムからの命令。

「でもっ！」

「全ぜん滅めつしてどうする！」

「ほらほら、エムさんの言うとおりだよ」

　クールなフカ次じ郎ろうがそう言って、一人先に中に入ろうとします。レンはその手をがしっと摑つかむと、

「待って！」

「おいおい、心しん中じゆうはイヤだぜ？　この上には、倒たおすべきピトさんがニコニコ笑え顔がおで待っているっていうのに。もう、この場で私わたし達たちにできることはないよ。おいら達たちは、銃じゆうを撃うつことしかできない能なしなのさ」

「それだ！　──フカ！　左ひだり子この発はつ砲ぽう準備！」

「はあ？」




「あー、こりゃ、間に合わねえや……」

「だな……。エム、ここで消えたか？」

　酒場の観客は、上空からの映像で見ているのでよく分かりました。

　頂上が比ひ較かく的てき平らだった島の形の関係でしょうか、海水の接近が急に速くなったのです。先ほどより速く、つまりはエムの必死の全力疾しつ走そうより速く、海は船へと迫せまります。

「レンちゃん達たちも、もう船に入らないと危ないぞこれ？　穴の奥おくにすぐに階段があるとは限らないだろ？」

「だよな。船の中は当然水が入ってくるわけで……」

　観客達たちは、レンとフカ次じ郎ろうをとても心配しました。つまり、エムはもう諦あきらめています。

　さらに海が加速したように見えます。エムと船までは残り80メートルほど。しかし、もう絶対に間に合わないでしょう。

　あと５秒もすれば、エムの巨きよ体たいは、這はい寄よる灰色巨きよ大だいスライムのような海に、のみ込こまれてしまうでしょう。

「さようなら、エム……。お前の雄ゆう姿しは忘れない……。アーメン……」

　誰だれかが追つい悼とうの言葉まで述べてしまったそのとき、海が吹ふっ飛とびました。

「は？」

　巨きよ大だいスライムだった海が、エムの真後ろで爆ばく発はつしたのです。

　いえ、爆ばく発はつしたのは海ではなく、

「プラズマ・グレネード！」

　青白い奔ほん流りゆうを産み出す爆ばく弾だんでした。

　プラズマ・グレネードの大だい爆ばく発はつは、直径20メートル。そこにあるものを、全すべて打うち壊こわし、さらには吹ふき飛とばします。

　敵だろうと、水だろうと。




「フカ！　もう一発！」

[image: ]

「ほいよ！」

　ポン。

　フカ次じ郎ろうが左手に持つＭＧＬ─１４０が、青い弾だん頭とうを撃うち出しました。

　距きよ離りが近いので低い弾だん道どうで飛んで、エムの巨きよ体たい、その頭の上ギリギリを通とおり抜ぬけて、真後ろ25メートルの位置で爆ばく発はつしたのです。

　青い球体は再び、迫せまる海水を吹ふき飛とばしました。爆ばく風ふうが、走るエムを背中から押おしました。

「よくまあ、こんなこと思いつくよ……」

　フカ次じ郎ろうが呆あきれながら言って、

「できること、あったでしょ？」

　レンはニッカリと笑いながら答えました。




　酒場の観客達たちは、見ました。

　２発のプラズマ・グレネードの大だい爆ばく発はつで、エムの真後ろだけ、海水が停てい滞たいしました。

　爆ばく発はつの奔ほん流りゆうが消えた直後、後ろから左右から入はいり込こんでくるのですが、地面にも大きく窪くぼみができているので、エムを攫さらうまでの勢いはありません。

　エムが船にたどり着く直前に、レンとフカ次じ郎ろうは穴の中に消えて、そしてエムも、全速力のまま突とつ入にゆうしていきました。

　三人目が見えなくなってから、わずか３秒後──

《まだ時間はある》の船せん舷げんに、水がぶつかりました。




　レン達たちのピンチは続きます。

　船に入ったとはいえ、今いる場所は海面と同じ高さ。

　幸運なのか、あるいは設定なのか、船の外がい壁へきに開けられた穴を数メートルくぐり抜ぬけると、そこは船内廊ろう下かで、細長く延びる階段がありました。

「二人とも、急いで登れ！」

「うひゃああ」

「ホレホレ急げレン！　踏ふんでくぞー！」

　ＬＥＤ照明で明るいそこを、レンが猛もうダッシュで、フカ次じ郎ろうが左右の壁かべにＭＧＬ─１４０をガコンガコンぶつけながら、そして最後にエムが、巨きよ体たいをすくめるようにして上って行きました。

　全力の全速力で五階分ほど上り切ったレンは、大きな鏡とドアの前にたどり着きました。鏡に人ひと影かげが映って、

「うひっ！」

　レンは一いつ瞬しゆんビビりました。Ｐ９０の銃じゆう口こうを向けました。

「わたしかよ！」

　それからレンは、英語で《この先客室フロア・もう一度身だしなみをチェックを》と書かれたドアを、躊ちゆう躇ちよなく開けました。

　誰だれかいたらそれは敵なので遠えん慮りよなくぶっ放すつもりでいましたが、誰だれもいませんでした。少し幅はばが広くなった廊ろう下かが、そこにはありました。

　幅はばは１・５メートルほど。高さは、２・３メートルくらい。お世辞にも広いとは言えません。巨きよ大だい豪ごう華か客船とはいえ、船内スペースはどうしても無む駄だをなくすのでしょう。

　足あし下もとは厚手の絨じゆう毯たんです。もちろん色はくすんで、毛はだいぶ寝ねていました。壁かべ紙がみは、元々はオフホワイトだったのでしょうが、今はくすんでいるか、剝はがれているか。

　廊ろう下かは、真まっ直すぐどこまでも続いています。途と中ちゆうに、物は何もありません。

　あまりに長いので、端はしが遠くて見えません。天てん井じようの灯あかりが、一直線に延びています。

　背中側は20メートルほどで行き止まり。廊ろう下かの左右には、等とう間かん隔かくでドアが見えます。つまりここは、客室デッキの最下層、船首部分の右側でしょう。

　フカ次じ郎ろうが廊ろう下かに到とう着ちやくして、やがてエムがたどり着いて、ドアをしっかりと締しめました。

「助かった。二人とも」

　エムが礼を言って、そして精神的な疲つかれを癒いやすように、フーッと大きく息を吐はきました。

「ここで大だい丈じよう夫ぶ？　水、来ない？」

　レンが訊たずねて、

「しばらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。水はまず穴より下の区画に広く流ながれ込こむ。しかしその前に──」

　エムの言葉を遮さえぎるように、音がしました。

　ぐごごごごごごごごごごごごごごご。

　巨きよ大だいな生物が唸うなるような音が、周囲から包つつみ込こむように聞こえました。それは途と切ぎれることなく続いて、フカ次じ郎ろうが、

「なんだい？　ここは生き物の腹の中かい？」

「違ちがうが、この船が呻うめいているのは確かだ」

「なんで？」

「嬉うれしいんだろうよ」

「はい？　これ以上の擬ぎ人じん化か禁止。でもなんで？」

　フカ次じ郎ろうの再びの問いに、エムはどこか楽しそうに答えます。

「再び船になれるからさ」







　状じよう況きようを一番よく分かっていたのは──、

　毎度のことですが酒場の観客達たちです。まさに岡おか目め八はち目もく。

　エムが船内に消えてすぐに、大量の海水が船を包みました。

　灰色の水は穴の中にも入っていきますが、すぐに水位がそれ以上になって、穴そのものがまったく見えなくなりました。

　ピトフーイとデヴィッドによって地面に落とされた救命ボートが、哀あわれにも次々に沈しずんでいきます。船底がバキバキに割れているのですから、当然といえば当然です。

　救命ボートの装備品──、赤と白に塗ぬられた浮うき輪わや、オレンジに塗ぬられた箱などが、ゴミのように水面に漂ただよいました。

　船の側面を、水位がどんどんと登っていきます。

「おいおい、こんなペースで水かさが増したら、あっちゅーまに全部海の底だぞ？　みんな死んじまうぞ？」

　誰だれかの悲鳴に似た言葉を、

「んなワケがあるか」

　呆あきれた様子で否定する一人がいました。

「なんで言い切れるんだよ？」

「穴が開いているとはいえ、コイツは船だぞ？　船の周りに水が来たら、どうなる？」

　観客の気持ちに応こたえるように、巨きよ船せんが身じろぎしました。

　そして、水位の上じよう昇しようが緩ゆるやかになりました。止まりました。そして、下がり始めました。

「おお！」

　斜ななめ横からの空くう撮さつ画面で、よく分かりました。

　巨きよ大だいな船が、ゆっくりとですが確実に浮うかび上あがっているのが。

　草地に埋うまっていた部分が、船体の浮ふ力りよくによって引っぺがされているのです。周囲の海に土が混ざって色を濃こくして、大量の草も漂ただよいました。

　そして、巨きよ体たいは一度飛び上がるように水の上で持ち上がると、じんわりと下がって、そこで安定しました。

　船が、船としての姿を取とり戻もどしたのです。

「浮ういた！」

「ひゃほう！」

「発進！」

　自分達たちが乗ってもいないのに、観客達たちは大喜び。

　13時15分。

　戦せん闘とう開始から１時間15分が経過したこのとき、10キロ四方の島は完全に沈しずみました。

　同時に、全長５００メートル、幅はば90メートルの新たなフィールドが生まれました。

　第三回スクワッド・ジャムの、最終決戦場が。







　最終決戦に参加できたプレイヤー一覧を、つまりは各チームの戦力を知っているのは、現時点では酒場の観客だけです。

　乗船できたのは四チーム。

　まずは、裏切り者の寄せ集めチーム、ビトレイヤーズ（ＢＴＲＹ）。

　ピトフーイ、デヴィッド、エルビン、エヴァ。

　アサルト・ライフル使いが三人。内一人はグレネード・ランチャー装備。そして消音スナイパーが一人。とはいえヴィントレスはフルオートでも撃うてるので、アサルト・ライフル四人でもいいかもしれません。

　メメント・モリ（ＭＭＴＭ）から、ケンタ、ボルド、サモン、ジェイク。

　アサルト・ライフル使いが三人に、マシンガナーが一人。

　ＳＨＩＮＣは、アンナ、トーマ、ローザ、ターニャ。

　スナイパーが二人と、マシンガナーが一人。サブマシンガン装備のアタッカーが一人。

　そしてＬＰＦＭだけは、メンバーが一人少なくて三人。レンとエムと、フカ次じ郎ろう。

　アタッカーとスナイパー、そして連射可能なグレネーダーが一人ずつ。

「おい、ここから賭かけるとしたら、どこに張る？」

　酒場の勝手な優勝予想が始まりました。

「当然裏切り者チームだわ。能力のクソ高い三人に、今現在一番高い場所を押おさえてる！」

「僕ぼくはＭＭＴＭだな。前々回の宇宙船内の戦せん闘とう見たろ？　狭せまいところなら敵なしっしょ！」

「ＳＨＩＮＣもワンチャンあるぜ？　外に出て広いところで闘たたかえば、マシンガナーとスナイパー二人のコンビネーションには近づけない。そのくせアタッカーも残ってるしな」

　依え怙こ贔ひい屓きと希望的観測も入っているのでしょうが、それなりに理論的な意見が並びました。

「で、誰だれかレンちゃん達たちの優勝に賭かけるヤツは？」

　そして、酒場が静かになりました。

「おいおい、いないの？　初回優勝に前回準優勝だぜ？」

　さらにせっつかれると、

「いやー、ピンクのチビはさておき、狭せまい場所だと速さが生かし切れないよな？」

「あのグレネーダー、威い力りよくが高すぎて船内じゃまったく撃うてないだろ。接近戦ではほとんど意味がない。いるだけ邪じや魔ま」

「エムは巨きよ体たいがどうしても不利になるな。廊ろう下かを歩いたら、ほとんど的じゃないか。かといって、鉄てつ壁ぺき防ぼう御ぎよの楯たてを使えるような余よ裕ゆうもないだろうし」

　ぽつりぽつりと出てくる辛しん辣らつな意見。

　結局、誰だれもレン達たちの優勝に張る人はいませんでした。







　その船のブリッジは、船体構造物の一番上、そして出で目め金きんの目のように大きく迫せり出だした一番前にありました。

　広さは、学校の教室くらいでしょうか。巨きよ船せんのわりに、とてもコンパクトです。床ゆかには滑すべりにくいように毛足の短い絨じゆう毯たんが敷しかれ、その片面に、広々とした窓が、弧こを描えがいて広がります。

　ブリッジとはいえ、実際に操そう舵だに使われるのはコの字形に組まれたコンソール（制せい御ぎよ台だい）の中だけ。一辺５メートルほどとこちらも決して大きくなく、その上にモニターがいくつも並びます。

　イスはたったの六脚きやく。現代の船はオートメーションのおかげで乗員は驚おどろくほど少なくてすむので、これくらいで十分なのです。ブリッジの他のスペースは、乗客が見学に来た際に使うためにあります。

　コンソール中央後部には、少し高い位置に置かれた、豪ごう華かな船長席がありました。

　その前方、窓側ギリギリには、転輪をつけた操そう舵だ席せきがあります。

　船というと巨きよ大だいな転輪が連想されますが、最近の船のそれは、比べるとオモチャのように小さくなっています。トラックのハンドルより小さいかもしれません。

　廃はい船せんになってから長いので室内は経年変化でサビが浮ういていたり汚よごれていたりしますが、破損箇か所しよは見えません。窓ガラスも、割れずにしっかりと残っています。

　ただし、天てん井じようの照明はどこにもついていません。数々のモニターも、沈ちん黙もくしていました。当然ですが、ここには誰だれもいません。

　そのブリッジに、足音が近づいてきました。

　観かん音のん開びらきのドアが、外側から乱暴に蹴けり開けられました。

　ドカドカと無ぶ粋すいに足音を響ひびかせて入ってきたのは、チームＢＴＲＹの四人。ピトフーイ、エヴァ、デヴィッド、そしてエルビン。

　その瞬しゆん間かん、ブリッジのＬＥＤ照明が一いつ斉せいに点灯しました。エルビンが、敵からの攻こう撃げきかと思って一いつ瞬しゆん身構えました。

　そして、コンソールのモニターが点灯し始めました。なんとこの船、まだ動くようです。

『ブリッジに、人間の反応を確かく認にんいたしました』

　声が聞こえました。

　落ち着いた感じの女性の声ですが、四人は、それが人間だとは思いません。コンソールの前に立ったピトフーイが、

「はーい！　私はピトフーイ」

　とてもフランクに挨あい拶さつ。

『ピトフーイ様、そして皆みな様さま、初めまして。こちらは《まだ時間はある》のメイン・コンピューターです。愛あい称しようを頂いております。以後《クララ》とお呼びください。乗船を歓かん迎げいいたします。どうか、ご指示を』

　残りの三人は、静かに驚おどろいていました。

　彼かれ等らＧＧＯのプレイヤーは、自分達たちを襲おそってくる狂くるった地球産の機械をよく見てきましたし、戦ってぶっ壊こわしたりぶっ殺されたりしてきました。

　こうして人間の言うことを聞く機械を見るのは、間ま違ちがいなく初めてです。もちろん、スクワッド・ジャムという特とく殊しゆな状じよう況きよう下かだから許された設定でしょう。

「ハーイ、《クララ》。航行できる？」

『可能です。機関は全すべて正常稼か働どうしています。現在、船体左右各部より大量の浸しん水すいが認められますが、防水隔かく壁へきの閉へい鎖さで防ぐことができています』

「そ。じゃあそれ、もう一度上げて。我われピトフーイが汝なんじ《クララ》に命ずる──、〝防水隔かく壁へき、全部上げ。今後何があっても、船内への浸しん水すいを一いつ切さい防ぐな〟」

　はあ？　と驚おどろいたのは人間だけで、

『承知しました。防水隔かく壁へき、全すべて開きます。以後、指示があるまで閉へい鎖さはいたしません』

《クララ》は、素す直なおに従いました。

　操そう舵だ室しつのモニターの一部には船の形が映っていますが、画面がチカチカと動いて、緑色で表示されていた扉とびらが赤くなりました。

　そして、青いエリアが、船の外側からじわじわと増えていきます。間ま違ちがいなく、この船の浸水エリア表示です。

「じっ、自分が沈しずむかも知れないのに……？　どんな命令にも従うんだ……」

　エルビンの驚おどろき声と、

「自己保存よりも人間の命令が優先ってことか。忠犬すぎるぜ」

　デヴィッドの呆あきれ声。

「おい正気か？　せっかくの船を沈しずめてなんとする？」

　エヴァが驚おどろき慌あわてましたが、ピトフーイはそれには答えず、

「《クララ》、どれくらい保もつ？」

『海かい況きようによって予想は大きく変わってきますが、現状ですと、復元力を保てる限界まで、２時間から２時間20分です』

　そしてピトフーイは、エヴァに顔を向けてウィンク。

「私わたし達たちは殺し合うのよ。そこまではかからないでしょ？」




　エヴァが黙だまったあと、

「ピトフーイさん！　お願いがあります！」

　かつてないほどの大声を出したのは、エルビンでした。

　彼かれのフルフェイスヘルメットが、かすかなモーター音と共に、こめかみのあたりを軸じくにして、顎あごから上へと開いていきました。初めて、キャラクターの顔が露あらわになりました。

　そこにあったのは、薄うす褐かつ色しよくの肌はだに細ほそ面おもての若い男の顔。愛の告白でもするような、真しん剣けんな表情でした。

「なーにー？」

「この船、まだ走るんですよね？　どうか、北西に走らせてください！」

「あー、なるほど。ビルの屋上に取り残されているチームの仲間を助けたいんでしょ？」

「はい！」

　ぬう、とエヴァは唸うなりました。

　デヴィッドも、少し苦い顔をします。

　二人は分かっています。もちろん、ピトフーイが分かっていることも含ふくめて。

　もしそこにＴ─Ｓの五人が無傷でいて、都合よく船を着けて飛び移ることができたら、それはかなりの戦力になります。

　Ｔ─Ｓというチームの総合力が高くないことは知っていますが、なにせ全身プロテクターなので、防ぼう御ぎよ力りよくだけは飛とび抜ぬけています。しかもエムの楯たてと違ちがって、そのまま移動や戦せん闘とうが可能です。船内戦せん闘とうでは、それはかなりの脅きよう威いになります。

　そしてＢＴＲＹのリーダーは、

「じゃっ、そうしましょうか」

　いとも簡単に承しよう諾だくしました。そして、

「《クララ》に命令。３１５度に進路を取って全速力。ノッポビルが海面に出ているはずだから、近づいたらまた教えて」

『可能です。承知しました』

「あっ！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　エルビンが頭を下げると同時に、船が少し揺ゆれました。

　後ろへの加速度を軽く感じて、それがずっと続きます。

　さらに、一度かすかに右に傾かたむいてから、次に反対方向左側への大きな傾けい斜しやが始まりました。右みぎ急きゆう旋せん回かいを始めた証しよう拠こです。

　いいのか？　と言いたげに黙だまる二人に、

「祭りは、人が多い方がいいでしょ？」

　ピトフーイは言いました。さっきまで、一人でも少なくしようと闘たたかっていたのに。

　そして、そんなことはもう意識の外に追いやったかのように、

「さーて、この船の中、スキャンはどうなるのかしらね？　再びコイツの出番があるのかも」

　ポーチから、サテライト・スキャン端たん末まつを取り出しました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




『船内各所に、大きく〝ｉ〟マークが描えがかれた箇か所しよがある。そこに当とう端たん末まつをかざすことで、一時的に船内システムにアクセスが可能となる』

　たどり着いた廊ろう下かで、まずはうかつに動かずにチェックをしたレンですが、サテライト・スキャン端たん末まつにはそんな画面が出ていました。

「どういうこと？」

「やりゃーすぐに分かるって。ほらそこ」

　フカ次じ郎ろうが、５メートルほど先の壁かべの横にある、〝ｉ〟マークを指さしました。

　別の廊ろう下かが繫つながっている角の少し手前、点灯していないモニターや壊こわれかけている受話器がある壁かべに、大きく〝ｉ〟が描えがいてあります。

　三人が移動し、レンがかざすと、画面が点灯しました。

　それを見たレンが、全員で見られるように、空中立体画像に切きり替かえました。




　三人が見たものを、ＳＨＩＮＣのメンバーも、ＭＭＴＭのメンバーも、そして酒場の観客達たちも見ていました。それは、船内図です。

　客が入れる最下層のデッキ１から、最上部のデッキ20まで、トマトの輪切りのようにスライスして見せる地図。

　デッキ１から５までが、下部客室のあるフロアでした。

　細かな客室が並ぶ場所や、船内に二本ある長い廊ろう下かがよく分かります。船首部分には大きな劇場があります。

　デッキ６から９までが、客室以外のフロアです。広々と取ったエントランスホールや、巨きよ大だいなレストランなどが見えます。小分けされたスペースは、それ以外の店でしょう。プロムナードデッキがあったのもここ。

　デッキ10が、中庭のあるフロアになります。ここから上、デッキ10から16までは、客室構造は左右に分かれます。海が見える部屋と中庭が見える部屋に分かれたマンションが、二に棟とう平行して船に載のっているようなものです。

　デッキ17は、大きな部屋に区分けされた多目的スペースのようです。その最前方には、船の頭脳であるブリッジがあります。

　その上、18から20は、二に棟とうを結ぶ橋や屋上として、プールやバスケットコートなどの広いスペースや、展望デッキなどになっていました。

　もう島は沈しずんだので、さっきまでのフィールドマップはいりません。

　これが、新しいフィールドマップです。
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「なるほど。これなら迷わない。そして──」

　レンが、一いつ箇か所しよだけ光っている点を指さしました。

　船の最下層、右側最前部。つまりは、

「今、わたし達たちがいるのはここかあ」




「このローソク印のある場所が案内板代わりだな」

　ローザが言って、

「ローソクじゃないよ、インフォメーションの〝ｉ〟だよ」

　アンナに指し摘てきされました。

「違ちがいがよく分からんぞ」

「まあいいじゃん。でも、ボクは今ので船内図は覚えたよん！　地下迷めい宮きゆうに比べれば、簡単簡単！」

　ポイントマンとして地理感があるターニャが、自信たっぷりに言いました。




「船内では、今までのようなサテライト・スキャンは使えないよな。敵の位置判別は、どうなるんだろうな？」

　ケンタの質問に答えられる仲間はいませんでしたが、まるで見み透すかしているように、端たん末まつの画面が答えます。

『５で割れる分ごとにスキャンを行い、全すべてのプレイヤーの位置と名前を60秒間表示する』

「なるほど。──今が13時18分」

　ボルドが、端たん末まつに表示されている時間を読みました。

「いや、19分になった」

　そして、船が動き始めました。




　１秒ずつゆっくりと、しかし確実に、時間は流れていきます。

「なにこれ、動いてるの？　どこに行くの？」

　船の振しん動どうを感じ取ったレンの問いに、フカ次じ郎ろうが答えます。

「さあねえ。どこでも一いつ緒しよじゃね？　そしてレンは、どこに行きたいのかえ？」

　レンは即そく答とうします。

「ピトさんの、いるところ」

　残り40秒。




「判明直後は、最も寄よりのチームにアタックかけるぞ！　次のスキャンなど、見せなくしてやれ」

「おうよ」

「がってん！」

　廊ろう下かの中で、ＭＭＴＭの四人が、必殺の突とつ撃げき体勢を取っていました。

　先頭はＧ３６Ｋを構えたケンタ。すぐ右後ろに少し位置をずらして、ＳＣＡＲ─Ｌ使いのサモン。

　サモンも同時に発はつ砲ぽうするコンビネーションですので、ケンタがうかつに上半身を動かしたら、背中や頭を撃うたれます。とはいえ二人は、これを何度も行っています。

　その後ろに、１００発入った箱を取り付けたＨＫ２１マシンガンを腰こしに構えた、現リーダーのジェイク。

　殿しんがりは、ＡＲＸ─１６０と共にボルド。後方警けい戒かいと共に、弾たま切ぎれ時などのバックアップ。

　残り20秒。




「ふーん、そーゆーことかー。なーるほーどねー」

　ブリッジでピトフーイが端たん末まつを見ながら言って、

「なんか残念ねー」

　そう付け足しました。

「残念？　どういうことだ？」

　エヴァの問いに、ピトフーイは端たん末まつをヒラヒラと振ふりながら答えます。

「次の５分じゃ、多分ここまで来られるチームはないでしょ？　戦せん闘とうができなくてヒマだわー」

　残り、10秒。







　初の船内スキャンが開始されました。

　それは上から始まりました。

　デッキ20、最上階のグラフィックに船首側から走査線が走り、わずか１秒ほどで船せん尾び側へと駆かけ抜ぬけていきました。

　そうやってデッキごとスキャンされ、階を下がっていきます。やがて、ブリッジがあるデッキ17で、初めて反応がありました。

　ピトフーイ達たち四人の表示です。白く光る点に、触ふれずともキャラクター名が出ました。ほとんど同じ場所にいるので、光点は重なって見えました。スキャンが下のデッキに移っても、表示は消えません。

「おやおや、特等席だねえ」

　フカ次じ郎ろうがのんきにそんな感想を洩もらして、

「ピトさん！　こんなとこに！　エヴァまで！」

　レンは叫さけんでしまいました。

　ボスことエヴァが裏切りチームにいることを、レンは初めて知りました。

　どうすりゃいいんだ……。これ……。

　レンの頭の中に、疑ぎ問もん符ふが乱れ飛びます。

　ＳＪ３で倒たおすべき相手だったとはいえ、今はどうすればいいのか分かりません。ＳＨＩＮＣにいなくても倒たおしてしまえば、約束は果たしたことになるのでしょうか？

　それよりも！

　レンは気を取り直して、再びスキャン画面を注視します。今この船にどれくらいのキャラクターが乗っているのか、まったく分からないからです。

　自分達たちのように、全チームが全員無事に乗のり込こめたのでしょうか？

　それとも、一人二人が死んだのでしょうか？

　または全員、海にのまれて沈しずんでしまったのでしょうか？

　最後のだといいのに。

　そう思っていたレンの希望を打うち砕くだく、デッキ８のスキャン。

　そこには、ＭＭＴＭの面々がいらっしゃいました。船体後部左側です。

　しかし四人だけでした。さっきデヴィッドというリーダーが裏切りチームにいるのは分かっていたので、一人はＳＪ３から退場したようです。

　そこから先のスキャンは、空から振ぶりばかりでした。誰だれも映しません。船に接近できたチームは六つあったというのに、まだ一つだけとはどういうことなのか。

　そして、スキャンはとうとうデッキ１、最下層まで到とう達たつしました。




　レン達たちＬＰＦＭが、その表示を見ました。

　ローザ達たちＳＨＩＮＣが、その表示を見ました。

「あれ？」

「あれ？」

　そして、同時に間の抜ぬけた声を出しました。

　ＬＰＦＭの三人がいたのが、船の右みぎ縦たて廊ろう下かの船首部分。

　ＳＨＩＮＣの四人がいたのが、船の左ひだり縦たて廊ろう下かの船首部分。

　そして、二チームのすぐ目の前にある、二つの縦たて廊ろう下かを最さい短たん距きよ離りで繫つなぐ横よこ廊ろう下か。

　彼かれ等らの距きよ離りは、50メートルしか離はなれていませんでした。




「走れ！　その角の向こうへ出ろ！」

　エムが叫さけんで、

「ひゃ！」「おう！」

　レンとフカ次じ郎ろうは弾はじかれたように駆かけ出だしました。

　同時に船の反対側では、

「どりゃあ！」

　ローザが叫さけび声ごえを上げながら横よこ廊ろう下かの前へと飛び出し、

　どどどどどどどどどどどどどどどどど。

　ＰＫＭマシンガンを撃うちまくりました。

　レンとフカ次じ郎ろうのダッシュがあと一歩でも遅おそければ、ローザの放った弾だん丸がんの雨に撃うたれていたでしょう。

　特にレンより瞬しゆん発ぱつ力りよくに劣おとるフカ次じ郎ろうは本当にギリギリで、背中のバックパックには２発ほど被ひ弾だんしてバランスを崩くずし、廊ろう下かの上で派手に転びました。

　もしプラズマ・グレネード弾だん頭とうがまだそこに入っていたら──、誘ゆう爆ばくでチーム全員爆ばく死しがあったかもしれません。

「いってえ！」

　豪ごう快かいに転んだフカ次じ郎ろうの両手から、２丁のＭＧＬ─１４０が落ちて離はなれました。

　しかしおかげで、二人はこのまま船せん尾び方向へ逃にげることができます。ただ一人、それを命じたエムが、船首側に取り残されました。
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　50メートルという近きん距きよ離りで放たれた弾たまは、廊ろう下かの壁かべに猛もう烈れつな勢いで、そしてひっきりなしに着ちやく弾だんしています。赤いバレット・ラインと銃じゆう弾だんの群れが、ガリガリと壁かべを削けずっています。これを無傷でくぐり抜ぬけることなど、まず不可能でしょう。

　ローザは、腰こしで抱かかえて撃うっていたＰＫＭを廊ろう下かの床ゆかに落として、二に脚きやくで低い位置に据すえ付つけ、自分は伏ふせて構えました。

「よし行け！」

　再び発はつ砲ぽうしながらの声に、

「おうっ！」

　躊ちゆう躇ちよなく答えたのはターニャ。

　マシンガンの銃じゆう弾だんが横よこ廊ろう下かの中央をマッハ２以上で飛ぶ中を、その20センチほど脇わきを、全力で走り出したのです。敵に向けて。

　ほんの一いつ瞬しゆんですがマシンガンの銃じゆう撃げきが途と切ぎれたことで、

「アタッカーが来るぞ！」

　エムはＳＨＩＮＣの作戦を理解しました。

　彼かれの目の前には、右から弾だん丸がんが飛んでくる横よこ廊ろう下かがあり、その向こうにはレンとフカ次じ郎ろうがいます。フカ次じ郎ろうの方が廊ろう下かの角に近いです。ならば、

「フカ！　廊ろう下かへ一発撃うて！」

「うっしゃあ！」

　転んでいたフカ次じ郎ろうは目の前に転ころがるＭＧＬ─１４０を１丁ひっつかむと、廊ろう下かを這はって銃じゆう弾だんが飛んでくる曲がり角の一番低いところへ、その巨きよ大だいな銃じゆう口こうだけを突つき出だして、

「おら！」

　ポン。

　とにかく一発、撃うちました。

　ランチャーで撃うち出すグレネード弾だんは、20メートル以内では着ちやく弾だんしても爆ばく発はつしません。

　爆ばく発はつから射手を守るための安全装置です。弾だん頭とうは銃じゆう弾だんのように回転しながら飛んでいくのですが、その回転が一定数を超こえないと信管が作動しない、シンプルかつ確実な仕組みです。

　それでも直径４０ミリの金属の塊かたまりが飛んでくるわけですから、人間に当たれば当然大ダメージ。

　突つっ込こんでくるアタッカー、見えていませんが間ま違ちがいなくターニャに運良く当たれば、彼かの女じよを昏こん倒とうさせることくらいはできるでしょう。

　そして、放たれたグレネード弾だんは、

「うひゃ！」

　走るターニャの頭の脇わき、わずか２センチほどを掠かすめていきました。

　ターニャには当たりませんでしたが──、

「あ、コレ、ヤバい……」

　彼かの女じよは走りながらつぶやきました。

　その弾たまは、適当に撃うったにしては見事な飛ひ翔しよう線せんを描えがき、横よこ廊ろう下かの壁かべに当たらずに、そのままほとんど真まっ直すぐに飛んでいき──、

　そこでＰＫＭを撃うちまくっているローザの頭の上を通り過ぎて──、

　左ひだり廊ろう下かの壁かべにぶつかりました。

　飛ひ距きよ離り、50メートル。

　当然、信管が作動しました。




　青い爆ばく発はつが生まれました。

　横よこ廊ろう下かの中で伏ふせていたローザと、彼かの女じよの弾たま切ぎれ時にすぐにサポートしようと控ひかえていたアンナとトーマは、何もできないまま青い世界にのみ込こまれていきました。

　ヒットポイントもアバターボディも、蒸発して消えていきました。

　爆ばく発はつの奔ほん流りゆうは直径20メートル。

　このときそれ以上進んでいたターニャには襲おそいかかりませんでしたが、狭せまい場所で爆ばく発はつが起きれば、周囲がどうなるかは自明の理。

　そう、外で爆ばく発はつするより強きよう烈れつな爆ばく風ふうが発生します。

　背中から生まれた爆ばく風ふうは、逃にげようがない狭せまい廊ろう下かを突つき抜ぬけて、そこを走っていたターニャを空気銃じゆうの弾たまのように押おし出だしました。

「ぶひゃー！」

　ターニャは、残り18メートルほどの距きよ離りを空中移動しました。




　爆ばく風ふうは横よこ廊ろう下かを伝わって右みぎ縦たて廊ろう下かへと到とう達たつし、そこで二手に分かれて暴風となって、

「ひゃあ！」

　体重の軽いレンを10メートル以上後ろまで吹ふっ飛とばして、それより重かったフカ次じ郎ろうすらも、

「ぼふう！」

　床ゆかから引っぺがして後方に転がしました。

　普ふ通つうのグレネードで十分に威い力りよくがあったのに、プラズマ・グレネードをぶっ放してしまったフカ次じ郎ろうが、

「しまった左ひだり子こ撃うっちまったあああああ！」

　ゴロゴロ転がりながら叫さけんで、

「ばかああああああああああああああっ！」

　レンは廊ろう下かの壁かべでピンポン球のように跳はねながら、相棒のミスをなじりました。




「ぶべっ！」

　爆ばく風ふうで吹ふっ飛とんできたターニャは、銃じゆう弾だんで穴だらけの右みぎ廊ろう下かの壁かべに激げき突とつしました。顔面や腹からです。踏ふみつぶされた蛙かえるのような恰かつ好こうになりました。

　廊ろう下かの角が近づいたら手しゆ榴りゆう弾だんを投げて、爆ばく発はつと同時に飛とび込こんで左右に銃じゆう弾だんをばらまく予定が、とんでもないショートカットをさせられました。

　激げき突とつの衝しよう撃げきでヒットポイントがガツンと減りましたが、まだ五割は残っています。

　背中から廊ろう下かに落ちたターニャが見たのは、すぐ近くで、爆ばく風ふうに耐たえるために巨きよ体たいをかがめていたエムの姿。

　後ろにいた三人の仲間達たちの即そく死しはもう間ま違ちがいなく、その敵を取るために、

「こんにゃろー！」

　ターニャは吹ふっ飛とばされても手放さなかったビゾンの銃じゆう口こうを向けて、容よう赦しやなく引き金を引きました。

　しゅぱん！

　サプレッサーで制せい御ぎよされた音が一発だけ響ひびいて、エムの右足に着ちやく弾だん。

　それを見ながら、ターニャは思いました。

　あれ？　セミオートにしていたっけ？

　セレクターは常にフルオートにしておいて、引き金を引く加減で３～４発のバースト・ショットにするのがターニャの撃うち方です。

　どうやら、壁かべにぶつかったときにセレクターがセミオートの位置にズレたようです。

　ま、気にしない！　死ねエム！　前回のリベンジ！

　ターニャが、目の前に見えるバレット・サークルを、エムの額ひたいに重ねました。

　相手までは３メートル。外す方が奇き跡せきの距きよ離りです。頑がん丈じようそうなエムですが、そして９ミリ口径拳けん銃じゆう弾だんですが、顔や体に30発ほどぶち込こんでやればさすがに死ぬでしょう。

　もらった。

　そしてターニャは引き金を引いて、ハンマーがカチンと落ちて、ビゾンから弾たまは出ませんでした。

「へ？」

　ターニャが愛あい銃じゆうへと視線を落として、あるべき物が付いていないことにようやく気付きました。

　マガジンです。

　ビゾンの前方下部に付いているはずの円えん筒とう形けいのマガジンが、銃じゆうからスッポリ抜ぬけ落おちていました。激げき突とつ時じに外れてしまったのです。銃じゆうの薬室に入っていた一発だけは撃うてたので、それに気付けなかったのです。

「ぬう」

　右足を撃うたれただけのエムが唸うなりながら顔を上げるのと、

「エムさん！」

　レンが叫さけぶのが同時でした。

　後ろにレンがまだ生きていることを知ったターニャは、躊ちゆう躇ちよなく動きました。

　敏びん捷しよう性せいをフルに発揮してジャンプすると、立ち上がろうとしたエムの頭の上ギリギリを、頭から飛とび抜ぬけました。エムが足を摑つかもうと太い腕うでを伸のばしてきましたが、間に合いませんでした。

「エムさん、どいて！」

　撃うてなくなってしまったレンの叫さけび声ごえが廊ろう下かに響ひびくのと、

「しゃあ！」

　ネコのように身を捻ひねりながら着地したターニャがくるりと振ふり向むいて、〝攻こう撃げき〟するのが同時でした。

　ターニャはストリージ拳けん銃じゆうを腰こしに提さげていますが、今回は使いませんでした。それよりもずっと早く使えて有用なものが、手の中にあったからです。

　ジャンプしてエムのバックパックに飛びついたターニャは、ビゾンのスリング──、ナイロン製の背負い革がわを、エムの太い首に引っかけました。

　そして、ビゾンをくるりと一回転してスリングを交差させると、そのまま全体重をかけて後ろにぶら下がったのです。

「げふ！」

　エムの首に、幅はば数センチのナイロンが引っかかり、ＳＨＩＮＣの中では一番小こ柄がらとはいえ、身長１６５センチの体重が後ろへとかかりました。

「ちょっ！　エムさん！」

　Ｐ９０を構えたレンが見たのは、15メートルほど先で首を絞しめられて苦しむエムだけでした。エムが大きすぎて、後ろにいるはずのターニャがまったく見えません。つまり、撃うてません。

「ぐが……」

　エムが、苦しんでいます。巨きよ体たいをよじってあえぎますが、後ろでぶら下がるターニャは、

「死んでも手を放すかあ！」

　愛あい銃じゆうにブランコのようにぶら下がって、エムのバックパックの後ろにへばり付きます。

　Ｍえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるを放したエムの両手が首のスリングへと伸のびましたが、交差されて絞しまったスリングに彼かれのゴツい指は入りませんでした。それでも必死になって首筋をひっかいたので、皮ひ膚ふを破ったと認にん定ていされて、ダメージまで生まれました。

　10秒後、

「ごが……」

　暴れて酸素を使ってしまったエムのヒットポイントが、ジワリジワリと減り始めました。窒ちつ息そく認にん定ていです。このままでは、数十秒で死んでしまうでしょう。

「ど、どうすればっ！」

　レンの悲痛な声に、

「いいから撃うて！　──って言いたいに違ちがいないよ」

　その前にいるフカ次じ郎ろうがサラリと答えました。

「ばかあ。エムさんに当たっちゃうだけだよ！」

「ん？　その弾たま、体を貫かん通つうしないの？」

「するかもだけど、エムさんの後ろは、楯たてが入ったバックパックだよ！」

「あー、そりゃアカンわー。エムさんの守り神が逆に仇あだになったなあ。守ってくれるものに殺される──、人の悲しい性さがを体現しているかのような、皮肉な結果よのう」

「冷静に言うなあ！」

「どうせなら、私が一いち撃げきでトドメを刺さしておくか？　アマゾネスの生き残りはどーせアイツだけだろう？　二人して後退して、数十メートル離はなれたら私がグレネードを６発ぶっ放す。二人は死ぬ」

「ば──」

　ばかぁ、と言おうとして、レンは思いとどまりました。

　フカ次じ郎ろうの冷れい酷こく非情な作戦、ひょっとしたら理にかなっているのかもしれません。

　このままエムが殺されて、そのあとに、狭せまい船内ではとにかく厄やつ介かいなターニャにまんまと逃にげられるよりは、いっそのこと……、今ここで……。

「いや、ダメだダメだ！」

　レンが頭をブンブンと横に振ふりました。敏びん捷しよう性せいの高いレンがこれをやると、残像すら見える超ちよう高速首くび振ふりです。世界首くび振ふり回数選手権があったら優勝間ま違ちがいなし。

　代わりに、レンは叫さけびます。

「エムさん頑がん張ばれ！」




「頑がん張ばれ銀ぎん髪ぱつ！　エムをくびり殺せ！」

「やれるぞ！」

「粘ねばれえええ！」

　酒場の観客は、ＳＨＩＮＣの唯ゆい一いつの生き残りの奮ふん闘とうに、大だい喝かつ采さいを送っていました。銃じゆうの世界での絞こう殺さつ狙ねらいに、大フィーバーです。

　狭せまい通路なのでカメラも近く、エムの苦く悶もんの表情と、楽しそうに犬けん歯しを剝むき出だしにしているターニャのキツネ顔がドアップで映っていました。




「………」

　声すら出せなくなった状態で、エムはあがきました。

　巨きよ体たいを左右に振ふってみますが、ターニャは振ふりほどけません。

　左右の壁かべにターニャを押おしつけようとしましたが、

「だあ！」

　そうはさせじと、ターニャは器用に身をよじって逃にげます。

　ああ、エムさんが危ない……。本当に危ない……。

　黙だまって見つめるしかないレンの視界の中で、エムという巨きよ人じんが苦しんでいます。視界の左ひだり端はしで、彼かれのヒットポイントがどんどん減っていきます。減る速度が速まって、三分の一を切ってしまいました。

　そして、エムが膝ひざをつきました。巨きよ体たいが、がくんと身を落としました。

　ダメか……。

　レンが思った次の瞬しゆん間かんに、エムは跳とび上あがりました。全すべての力を両足に込こめた、渾こん身しんの大ジャンプ。

　背中を上に跳とび上あがったエムは、天てん井じようへとぶつかっていき、

「げふっ！」

　そこにいたターニャを、天てん井じようとバックパックでサンドイッチにしました。天てん井じようの板が歪ゆがむほどの威い力りよくでした。

「おおっ！」

　レンが歓かん声せいを上げました。

　エムは着地すると、再びジャンプ。

「がほっ！」

　ジャンプ。

「ぐげっ！」

　ジャンプ。

「ぶほっ！」

　天てん井じように打うち据すえられたターニャの体から、とうとうダメージ認にん定ていのエフェクトが生まれました。それでも手を離はなさず首を締しめ付つけ続け、エムは苦しみながらもジャンプを続けます。

　その様子を、

「…………」

　レンはただ、見つめていました。

　何回目のジャンプか、もう数えるのも止やめたとき──、

「きゃあ！」

　ターニャの悲鳴が甲かん高だかくなって、そして、とうとう手が離はなれました。

　緩ゆるんだスリングを、エムはすぐさまはぎ取って、

「ぶはああ！」

　大きく息を吸ったとき、ヒットポイントの減りが止まりました。残り二割ほどでした。

　廊ろう下かの絨じゆう毯たんの上で、うつぶせで半死半生のターニャが、

「くそう……」

　腰こしに左手を伸のばして、そこにある手しゆ榴りゆう弾だんを摑つかんで、安全ピンを口で抜ぬいて──、

「ふんっ！」

　直後に、エムの馬のように太い足が、ターニャを後ろ蹴げりで吹ふっ飛とばしました。

　廊ろう下かを数メートル飛ばされたターニャは、左手の手しゆ榴りゆう弾だんを握にぎったままでした。投げようとしましたが、それは力なく目の前に落ちました。

「ああくそー、だめかあ……」

　最後につぶやきながら、ターニャは大量のポリゴンの欠片かけらになって、ＳＪ３から退場していきました。




　手しゆ榴りゆう弾だんの破は片へんのいくつかはエムの足に食くい込こんで、さらにヒットポイントを減らしましたが、

「エムさん！　無事！」

「ああ……、なんとかな」

　残り一割で死亡を防いだエムは、すぐさま救急治ち療りようキットを手に打ちました。

　一いつ瞬しゆんですが、エムの巨きよ体たいが装備ごと光に包まれて輝かがやきました。１８０秒でどうにか三割分を取とり戻もどすヒットポイントの回復が、のんびりと始まります。

　スキャンで位置が判明してからここまで、２分にも満たない戦せん闘とうでした。

「やるじゃんかエムさん！　私は信じていたよ！」

　一いつ緒しよにぶっ殺そうとさっき提案したフカ次じ郎ろうがそんなことを言って、

「あはは……」

　レンの乾かわいた笑いを誘さそいました。

　それでも、ひとまず、生き残った……。

　レンが心底ホッとしていると、

「でもさ、さっきからずっと思ってたんだけど──」

　フカ次じ郎ろうが、少し首を傾かしげながら言います。

「エムさんはどうして振ふり向むかなかったの？　背中側からなら、レンが撃うてたでしょ？」

「…………」

　エムの巌いわおのような顔が、少し引きつりました。

　レンは、エムの代わりに叫さけばずにはいられませんでした。

「それを早く言ええええええええーっ！」

　レンの絶ぜつ叫きようと、船が音もなく左に傾かたむくのが同時でした。
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　第十四章　「ピトフーイの罠わな」







　フカ次じ郎ろうが間ま違ちがえてぶっ放してしまったプラズマ・グレネードは──、

　船の左さ舷げん、船首近くで炸さく裂れつし、そこにあった船内構造物を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしました。

　廊ろう下かでの炸さく裂れつは、海側の客室を吹ふき飛とばし、天てん井じようを吹ふき飛とばし、階下を吹ふき飛とばし、そして外板まで達しました。

　外から見ている人がいれば──、

　まずは青い球体が浮うかび上あがるのが見えて、次いで破は片へんが吹ふき飛とんで海へ落ちていくのが見えて、その後は大きく穴が開いた船せん舷げんが見えたことでしょう。

　そして、そこに入はいり込こむ、膨ぼう大だいな海水の量も。

　喫きつ水すい線せんの上に大穴が開いて、そこからどんどん、海水が流ながれ込こみ始めました。




　全長５００メートルの巨きよ船せんとはいえ、ブリッジの数十メートル下での大だい爆ばく発はつです。そこにいた人間に、振しん動どうと音が伝わりました。

「ああ、ＳＨＩＮＣとレンちゃん達たちがやらかしたわね」

　ピトフーイが、端たん末まつをポーチにしまいながら言いました。

　１分前に最下層に二チームがいて、わずかの距きよ離りしか離はなれていなかったことは、もちろん分かっています。

「今のはなんだ？　プラズマ・グレネードか？」

　エヴァが聞きました。ピトフーイが、肩かたをすくめながら答えます。

「なんかいろいろゴメンねえ。今回、チビッコグレネーダーにプラズマ弾だん頭とう持たせたから、多分それだわー」

「…………」

　エヴァが黙だまりました。

　スキャン直後に近きん距きよ離りからそんなものを撃うたれたら、そして爆ばく発はつすれば、そこにいた四人がどうなったかなど簡単です。

「全ぜん滅めつ……」

　エルビンのつぶやきがエヴァの耳に入って、お下さげ髪がみの女は、静かに目を閉じました。

　実際には今まさに爆ばく発はつをくぐり抜ぬけたターニャが、エムを仕留める寸前まで奮戦しているのですが、エヴァは知りようもありませんでした。

「どれくらい生き残ったかは、次のスキャンでどのみち判明するけどね。それよりも──」

　ピトフーイは、喋しやべる相手を人間から《クララ》に変えました。

「《クララ》。側面に大きな穴が開いたでしょ？　浸しん水すいはどれくらい？」

『はい。現在大量の水が左さ舷げんデッキ１付近から入はいり込こんでいます。左への傾けい斜しやが始まりますと、なお一層の浸しん水すいが見み込こまれます。先ほどの予想より、沈ちん没ぼつが早まるかもしれません』

「まあ、それは怖こわい」

　ピトフーイがまったく怖こわそうに思えない口調で言って、

『ああ、どうか、恐おそれないでください』

　感情など理解できない《クララ》が、杓しやく子し定じよう規ぎに言い返しました。

　直後、船が左に傾かたむき始めました。

　回頭している時より、さらに角度を増しました。明らかに、船に異常が発生しているのが分かるレベルです。

『傾けい斜しやの復元のために、右う舷げんに注水しますか？　全体の浸しん水すいは増しますが』

《クララ》の問いに、

「…………」

　ピトフーイはすぐに答えませんでした。自分の腕うで時ど計けいを見ました。13時23分。次のスキャンまで２分。

　そのまま、静かに20秒が過ぎました。

　後ろからデヴィッドが、

「おいおい──、何を悩なやむ？」

　そう言ってせっついた５秒後に、

「《クララ》、ひとまず水平にして。そして、13時30分になったらそれを止めなさい」

『了りよう解かいしました。13時30分まで水平に努めます』

　変な命令に、機械は唯い々い諾だく々だくとして従い、デヴィッドとエヴァとエルビンの三人は怪け訝げんそうな顔をしました。

「何を考えているんだ？」

　ボスの問いに、ピトフーイは手の平を見せて、〝後で答える〟との意思表示をしました。

　そして、

「《クララ》。この船の配電図を見せて。それと、スプリンクラーの位置も」

　ますます訳が分からなくなった三人の目の前で、モニターの一つが船内図を映しました。







「なんだあ？」

　爆ばく発はつと浸しん水すいを知りようもなかったＭＭＴＭの面々は、

「さっきからじんわり傾かたむいているが……、回頭、ではないよな？」

　先頭を進むケンタとサモンが、足を止めました。

　当然ですが後ろに続くジェイクと、殿しんがりのボルドもです。

　四人がいるのは、デッキ10の左通路。つまりは中庭のあるフロアです。今でこそ客室のある廊ろう下かを歩いていますが、いざとなれば即そく座ざに中庭側の部屋を突つっ切きって、窓から中庭に出られる態勢。

　もちろん目指すのはブリッジであり、倒たおすべき相手は、裏切り者チーム。

　バトル意欲に燃えている四人ですが、

「その前に船が沈しずんだら意味ねえぞコレ……」

　ケンタの発言はごもっとも。

　数十秒間、足を止めて成り行きを見守っていたＭＭＴＭですが、やがて、

「お、戻もどってる」

　ケンタの言うとおり、船はゆっくりと右に傾かたむき、やがて水平を取とり戻もどしました。

　ボルドが、

「焦あせったぜ……。せっかく乗った船が沈ちん没ぼつとか、シャレになんねえよ」

「まさかこの船、沈しずめようと思えばできるのか？　俺おれは、浮うかんだ以上はもう大会が終わるまでは安定すると思っていたんだが、違ちがうのか？」

　サモンの問いに、苦々しく答えるのは現在リーダーのジェイク。

「可能性はある……。ＧＧＯでは、かなりのものが壊こわせるからな……。中でも動かせる乗り物は全部壊こわせる。この船だって例外じゃないだろう。しかも、ブリッジにはあのイカレ女がいるんだ。何をやってきても不思議じゃない……」

　前回メザシにされた記き憶おくがよみがえったのか、ジェイクはぶるりと体を震ふるわせました。そして、

「船内廊ろう下かと広い場所、傾けい斜しやに対応しやすいのは、どっちだ……？」

　不安げに口にしました。

「分からないよ。そりゃ室内戦せん闘とうは嫌きらいじゃないけど、足場が揺ゆれるのはイヤだ」

「狭せまいところなら壁かべに寄りかかれる利点はあるが……、まあ、あんまりよくはないな」

「火力を発揮できるのは広いところか」

　ケンタ、サモン、ボルドの順番に、思うところを答えました。

　現リーダーのジェイクは、

「…………」

　５秒ほど考えました。そして腕うで時ど計けいを見ました。示された時間は、13時24分ちょうど。次のスキャンまで、１分。いや、60秒。59秒。58秒。57秒……。

「中庭に出る！　そして次のスキャンを待つ」

　それは、ここまで突とつ入にゆうしてきたＭＭＴＭにとっては、どこか弱気な作戦でした。もし、デヴィッドがまだリーダーだったら、まず取らなかったであろう作戦でした。

　しかし、

「分かった」

「了りよう解かい」

「ま、ムリは禁物だな」

　残りの三人は異を唱えることなく了りよう承しようして、向かう先を変えました。







　13時25分を待ちながら、ＭＭＴＭのメンバーは、中庭直前の廊ろう下かの端はしまで進んできました。〝ｉ〟マークがある壁かべの脇わきにジェイクがしゃがみ、数メートルずつ離はなれて、三人が囲みます。

「広いな……、船の中にいることを忘れそうだ……」

　角から目だけを出しているケンタが、その光景に呆あきれていました。

　中庭は、二つの巨きよ大だいな建物に挟はさまれた、長さで３３０メートル、幅はばは50メートルある空間です。

　そこは、〝巨きよ大だいなショッピングストリート〟といった趣おもむきでした。

　左右には、普ふ通つうの商店街のように、多くの店が並んでいます。買い物ができるような店もあれば、レストランや喫きつ茶さ店てんもあります。

　もちろん今は全すべてが廃はい墟きよですが、一目で過去が分かるほど、比ひ較かく的てききれいに形が残っています。どうやら、〝避ひ難なん民みんがここで生活した〟という設定らしく、店の中や前にはマットレスや毛布、脱ぬぎ散らかされた服などが転がっています。

　中庭の中央と左右には車でも通れそうな太い通路があって、石いし畳だたみが敷しかれていました。実際には本当の石ではなく、より軽量に作られたタイルでしょう。

　中央通路の両りよう脇わきには、散歩をする人の目を楽しませるために、公園のような生いけ垣がきや樹木があったようです。今は草花は全すべて枯かれていますし、生いけ垣がきは掘ほり起おこされて畑に転用されたような様子が見えます。芋いもでも植えたのでしょうか。所々にあるベンチは、錆さびて佇たたずんでいました。

　中庭の中央付近、つまり船の中央付近は遊園地になっていました。メリーゴーランド、ティーカップ、回転式ブランコなどの遊具がいくつも見えます。船の中なのに、船が縦に揺ゆれるバイキングまであります。

　中庭は見上げると空が見えるので、当然雨が降ります。店も遊園地も、設備は錆さびが進んでぼろぼろです。

　中庭には、電気が一つもついていませんでした。電源が完全に死んでいるか、大元から切られているか。しかし赤みがかった鉛なまり色いろの空からの光で、暗くて困る場所はないようです。

　次の敵、つまりは裏切り者チームがいるブリッジは、この中庭を船首側に抜ぬけきった上にあります。

　ＭＭＴＭがこの先どう動くべきかは、その敵チームの位置によって大きく変わってきます。

　もしＢＴＲＹの全員がまだブリッジに立てこもっているのなら──、

　それは自分達たちにとっては僥ぎよう倖こう。銃じゆう撃げきの恐おそれのない中庭を一気に通とおり抜ぬけて、そして船首側にある階段で上へと駆かけ上あがって、ブリッジ周辺での得意な室内戦せん闘とうに持もち込こめるでしょう。もちろん待まち伏ぶせやトラップには注意が必要ですが。

　もし、ＢＴＲＹの四人がバラバラになっていて、船内のあちこちに潜ひそんで自分達たちを迎むかえ撃うとうとしていたら、それもまた歓かん迎げいすべき展開です。

　その場所に迅じん速そくに突とつ入にゆうして攻こう撃げき、火力の優位を保ちながら、一人ずつ屠ほふっていけばいいのです。ちょうど、ＳＪ１のときの宇宙船立てこもりチームへの対処と似ています。

　もちろん、元リーダーことデヴィッドがいるＢＴＲＹの連中が、それらに気付いていないことはないでしょう。

　何をしてくるか分からないイカレ女のピトフーイと一いつ緒しよになって、何か有用な、またはこちらの予想もつかない作戦を立てているに違ちがいありません。〝室内戦せん闘とうが得意であり、チームワークに長たけている〟という自分達たちの強みを封ふうじるために。

「さて、どう出てくるかな……」

　ジェイクが不安八割、期待二割ほどの気持ちでつぶやいたとき、スキャンが始まりました。







　さっきは上の階層からだったのに、今度は一番下から始まりました。これは、毎回切きり替かわるようです。

　仲間達たちに廊ろう下かの前後を警けい戒かいさせつつ、ジェイクが代表してスキャンを見ます。

　デッキ１から２までは、誰だれもいませんでした。

　そしてデッキ３、船首付近にいるのは、ＬＰＦＭの三人です。

　先ほどのスキャンと、階以外はほとんど同じ場所でした。どうやら、単に階段を上ってきただけのよう。積極的な行動を控ひかえているということは、ヒットポイントの回復時間がほしい可能性が高いです。

「ピンクのチビ達たちはまだ三階の船首。回復中か。ただ、ピンクのチビだけは速度が人間じゃないので要警けい戒かい。同デッキに女達たちの姿がない。全ぜん滅めつした可能性が高い」

　手早く要点の報告をしながら、ジェイクはスキャンが上がってくるのを待ちました。

　１秒ワンフロアなのに、やけに遅おそく感じました。早くデッキ10に来いと願いながら待つこと数秒──、

　船の中庭の船せん尾びに近い左ひだり端はしという、間ま違ちがいなく今自分達たちがいる場所が、正しく表示されました。

　ここまでＳＨＩＮＣがいなかったことで、全ぜん滅めつの可能性は確証に変わりました。

　そして、同じフロアにＢＴＲＹは誰だれもいないことが分かりました。同時に、彼かれ等らに自分達たちの位置がバレたことも。

　すぐさま高い階層からデヴィッドのグレネード弾だんが飛んでくることも覚かく悟ごしましたが、攻こう撃げきはありませんでした。

　すると、近くにいないのでしょうか？

「アマゾネス全ぜん滅めつ確定。同フロアに裏切り者チームはナシ。階上のスキャンを待つ」

　ジェイクの言葉が、ぴりぴりと神経を張はり詰つめながら待つ仲間達たちに伝わりました。それぞれのアサルト・ライフルを肩かたで構えた三人は、人差し指をいつでも引き金にかけられる態勢です。

　スキャンが、上がっていきます。デッキ11、12、13、14と何も表示せずに通とおり抜ぬけて──、

「14までに、いないぞ……」

　デッキ15、16とそのまま上がっていって、

「16。まだいない……」

　まさか、まだブリッジでのんびりしているのか？　デヴィッドやピトフーイを含ふくむチームが、のんびりと？

　ジェイクの頭に疑ぎ問もん符ふがいくつも浮うかびました。

　そして、デッキ17。

「なんと！　全員まだブリッジにいる！」

　ジェイクが、驚おどろきながら報告しました。

　端たん末まつ画面は、ＢＴＲＹの四人がブリッジの端はしに固まっている様子を映しました。つまり、自分達たちに今すぐ攻こう撃げきできる人間はゼロということ。

「よし！　中庭はクリアだ！　全員走れ！」

「了りよう解かい！」「うっしゃ！」「オッケー！」

　緊きん張ちようを強しいられていた三人から喜びの声が返ってきて、ＭＭＴＭの四人が中庭に飛び出していきました。




　その階のスキャンを終えても、60秒はプレイヤーの位置を表示します。

　ピトフーイの見ている端たん末まつの中で、ジェイク、ボルド、ケンタ、サモンの名前を付けた光点が、中庭へと飛び出しました。

　自信の表れか、それとも今から行くぞという意思表示か、こちらに行動を隠かくすつもりは、一いつ切さいないようです。

　そのまま船首へと速く動き出して──、

「作動」

　ピトフーイは命じました。




「動いた！」

「よし！　仕留めろ！」

　ＭＭＴＭの突とつ撃げきを見ていた酒場の観客達たちが、

「お？」

　誰だれよりも先に気付きました。

「雨かな？」

　画面の中に斜ななめに走る水すい滴てきに。

　それは最初こそわずか数すう滴てきでしたが、すぐに数を増して、猛もう烈れつなシャワーとなっていきました。




　豪ごう雨うのような水みず粒つぶに、

「ああ？　降ってきたぞ？」

　先頭を走っていたケンタが気付いて、空を見上げました。二に棟とうに挟はさまれた空間から水が降ってきて、やがてケンタの顔はびしょ濡ぬれになりました。

　走る彼かれの顔には大雨が降り注ぎ、自然に口の中に入ってきて、

「うわっ！　しょっぱ！」

　ケンタは顔をしかめました。

「なんだあ？　雨かと思ったら海水か？」

　後ろを走るサモンも、同じことを口にします。ＧＧＯ内で降る雨は、何が溶とけているのかまったく分からない雨ですが、それでもここまであからさまに塩しおっ辛からいことなどなかったはず。どう見ても、いえ味わっても、海水です。

　突とつ撃げきを続けながら、

「なんで、海水が空から降ってくるんだ……？」

　ジェイクが目を丸くして、

「まさか、この左右の建物のぎりぎりまで海面が？」

　ボルドが素すっ頓とん狂きような答えを返しました。もしそうなら、船せん尾び部分はとっくに沈しずんでいるはずです。

「あ、これ、雨じゃないわ。スプリンクラーだ」

　ケンタが走りながらも、天てん井じようの一点を指さしました。

　客室のあるバルコニーの下から小さなホースが突つき出でていて、そこから大量の水が噴ふき出だして、いや、噴ふき出だされているのです。

　噴ふき出だし口が合計でいくつあるかは、ここからでは分かりません。各フロアにあるようなので、十や二十では利きかないでしょう。

　大量の散水栓せんから降り注ぐ、大量の海水。〝人工豪ごう雨う〟によって中庭の石いし畳だたみは一いつ瞬しゆんで濡ぬれて、さらには水たまりを作り始めました。

　水みず粒つぶと水みず煙けむりで視界も悪化して、さっきまで見えていたゴール、つまり中庭の船首側の行き止まりが見えなくなりました。

　残りは１５０メートルほどでしょうか。半分を少し過ぎた頃ころです。

「ひでえ状じよう況きようだ……」

　海水の豪ごう雨うの中を走りながらケンタがぼやいて、

「でもよ、ダメージ認にん定ていもないみたいだし、これで向こうからも見えにくくなるし、よくね？」

　後ろに続くサモンはポジティブ発言。

　確かに、これならば、仮にＢＴＲＹの面々が迎げい撃げきに来ていても、遠くから狙ねらい撃うたれる心配は減るでしょう。

　ＭＭＴＭはバケツをひっくり返したような豪ごう雨うの中を軽快に駆かけ抜ぬけて、遊園地のエリアに近づいてきました。目指すゴールまで、残りは１００メートルほど。

　降り始めからわずか数十秒で、もう中庭は水みず浸びたしです。中庭の排はい水すい力りよくがもともと低いのか、それとも排はい水すいポンプがまったく作動していないのか、降った雨が全然流れずに、どんどん溜たまっていきます。

　四人は、ブーツの上まで水に浸つかりながら、バシャバシャと水を蹴け立たてて走り続けます。

　すでに全身もびしょ濡ぬれですが、それを気にするものはいません。

　銃じゆうもびしょ濡ぬれですが、これくらいで作動不良を起こす軍用銃じゆうなどありません。

　薬やつ莢きようを使う弾だん薬やくは、しばらく水すい没ぼつしていても発火しますし、その気になれば水中でだって撃うてます。この場合は、弾たまはほとんど前に進みませんが。

　強しいて言えば、雨や水みず煙けむりの中では光学銃じゆうの威い力りよくが大きく落ちます。もちろん誰だれも持っていませんので関係ありません。

「行けるぜ！　室内戦せん闘とうなら勝機はある！」

　現リーダーのジェイクが、走りながらほくそ笑えんで、口に海水が入りました。

「しょっぱ！」




　そのとき──、

　先頭を走るケンタが、メリーゴーランドの隣となりを通り過ぎました。

　次に続くサモンが、ちょうどその脇わきにいました。ジェイクが、ティーカップの脇わきにいました。最さい後こう尾びのボルドは、バイキングの脇わきにいました。




「いいの。入れて」

　ピトフーイがブリッジで命じた次の瞬しゆん間かん──、

　ＭＭＴＭの四人は死にました。




　走っていた四人が、全員一いつ斉せいに体を硬こう直ちよくさせました。

　動いていた手足が、縛しばり付つけられたかのように動かなくなったのです。手から銃じゆうが離はなれて、スリングで体にぶら下がりました。

　棒のようになった男達たちの体は、ダメージ認にん定ていで全身が鮮あざやかに赤く光りました。

　そして走っていた勢いのまま顔から水たまりに突つっ込こんでいって、うつぶせに横たわって、頭の上まで水すい没ぼつしました。

　誰だれもピクリとも動かず──、

　数秒後、その体の上に【Ｄｅａｄ】のマーカーがぴこんと立ち上がりました。




　モニターの中で四人が急に赤く光り、そして倒たおれて即そく死し認にん定ていされ、脇わきに出た４という死者数の数字を見て、

「な、何が起きたあっ？」

「ワッザファ？」

「あはあ…？」

　状じよう況きようをのみ込こめた観客は、一人もいませんでした。

　雨で視界が悪かったとはいえ、中ちゆう継けい映像では走っている男達たちの姿はよく見えていました。撃うたれた訳ではないことや、グレネードの爆ばく発はつに巻まき込こまれた訳ではないことも、分かっていました。

　そもそも、攻こう撃げきしたであろうピトフーイ達たち裏切り者チームは、さっきからずっとブリッジにいました。

　別のモニターの映像で、ブリッジのコンソール前にピトフーイが立ち、入口ではエルビンやエヴァ、デヴィッドなどが敵の侵しん入にゆうに備えて銃じゆう口こうを向けている様子が映っています。もちろんここから中庭までは、壁かべをいくつも隔へだてた先です。

　じゃあもう一つの生き残りチームであるレン達たちがやったのかというと、それも無理。三人はまだデッキ３の廊ろう下かに潜ひそんでいて、深手を負ったエムの回復待ちです。

　では、いったい誰だれがどうやって、ＭＭＴＭの四人を殺したのか──。




「多分うまくいったはず。《クララ》、もう止めていいわよ」

　四人をどうやって殺したか知っている、というか自分で殺したピトフーイはそう言うと、

「でも、確実じゃないから確かめてきてくれる？　念のために三人で。次のスキャンは、三人でまとまって見て。まだ上がってこないとは思うけれど、レンの突とつ入にゆうだけは本当に注意して」

　ブリッジ入口にいる仲間達たちに告げました。

　実に複雑そうな顔をしているデヴィッドと、いつも通りのクールに厳いかつい顔のエヴァと、そして顔の見えないエルビンが、

「分かった」

「あいよ」

「じゃあ……」

　ブリッジから並んで出て行きました。このとき、13時27分。

　仲間達たちとカメラマークが出て行き、一人になったブリッジで、ピトフーイは、

「はあ……」

　へなへなと、その場に崩くずれ落おちました。

　立派な船長席の脇わきで仰あお向むけに倒たおれたピトフーイに、

『どうしましたか？　ご気分でも？』

《クララ》が訊たずねました。ピトフーイは、左耳から通信アイテムを一時的に外して、

「あー、うー、だるい」

『それはよろしくありません。病気ですか？』

「いや、単に脳がしこたま疲つかれてるだけ。だから精神伝達もうまくいってない。こりゃー、アミュスフィアだったら強制ログアウトだったなあ……。ナーヴギア、ばんざーい……。お前を取っておいて、本当によかった……」

『どうして、そこまで疲つかれましたか？　そして、何かできることがありますか？　船医を呼びましょうか？』

「理由は簡単。昨日仕事しすぎ。いつもライブの翌日はね、使い物にならないのよこの体。だから《クララ》にできることはナシ。まあ、まだまだやってもらいたいことがあるから、そっちで協力してね」

『分かりました。どんなことでもおっしゃってください』







　13時29分。

「うむ……。全員死んでるな……」

　エヴァが、デッキ15の中庭を見下ろす位置で、ヴィントレスのスコープを覗のぞきながら言いました。

　その数メートル脇わきではデヴィッドが同じように、ＳＴＭ─５５６のスコープを覗のぞいていて、かつての仲間達たちの背中に見える、【Ｄｅａｄ】のタグを四つまで数えました。

　スプリンクラーは止まっています。中庭に薄うすく溜たまった海水の上で、死体はうつぶせで倒たおれていました。

「本当に、ブリッジから倒たおしちゃった……。凄すごい……。──ピトフーイさん、やりましたよ！　お見事でした！」

　素す直なおに感心して報告しているのは、顔が見えないエルビン。

　彼かれはピトフーイがやったことを、目の前で見ていました。聞いていました。




　数分前に、ＭＭＴＭが中庭の突とつ撃げきを開始したのを知ったピトフーイは、《クララ》に命じました。

　それは、たった二つだけ。

　まずは、船内全すべてのスプリンクラーを最大の放出量で作動させること。

　火事など一いつ切さい起きていないのに、《クララ》は愚ぐ直ちよくにも命令を守って、何万ヶ所あるか分からない船内の放水栓せんを全力で作動させました。

　通常、船のスプリンクラーはタンクに備び蓄ちくしてある普ふ通つうの水を使用しますが、たいした量ではありません。元々少なかったのかそれはすぐに空になって、周囲にいくらでも存在する水を使い出しました。この場合は海水です。

　そして、ピトフーイは、続いて《クララ》に命令したのです。

　中庭にある電気を、全すべて通電させろ、と。

　中庭には遊園地があります。そこには、電気モーターで動く遊具がいくつもあります。重いものを早く動かしますから、そこにかかる電圧と電流はかなりのもの。

『いいのですか？　そこにいる人間が感電死する可能性がありますが』

《クララ》が念のために確かく認にんしてきて、ピトフーイは短く答えました。

「いいの。入れて」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　13時30分のスキャンは、上から始まりました。

　それを見たエヴァは、

「残るは、レン達たち、だけか……」

　険しい顔でつぶやきました。

　10秒後、自分のいるデッキ３まで降りてきたそれを見たずぶ濡ぬれのレンは、

「残るは、わたし達たち、だけか……」

　険しい顔でつぶやきました。







「ＬＰＦＭはまだ下にいますから、しばらくは大だい丈じよう夫ぶですよね？　外を見てきます！」

　エルビンがそう言って、踵きびすを返しました。

　彼かれはＸＭ８を背負って走りました。走って走って、誰だれもいない船内を通とおり抜ぬけていきます。

　一人のＳＦ兵士が走る廊ろう下かの壁かべには──、

　英語で〝希望を捨てない！〟、〝私わたし達たちは生き残る！〟、〝新世界のアダムとイブになろう！〟、〝地球は美しい〟、〝私わたし達たちは過あやまちを繰くり返かえさない〟などの文字が描えがかれていました。

　そしてエルビンは、階段を二階分駆かけ上のぼり、ブリッジと同じデッキ17へ来ました。右う舷げんにある重いドアを跳はね開けて、ブリッジ右みぎ脇わきにある広々とした展望デッキに出ました。

　手すりの向こうに、灰色の大おお海うな原ばらが見えて、

「…………」

　エルビンは手すりをへし曲げるほどの勢いで握にぎりながら、周囲を見み渡わたしました。

　海は、ずいぶんと様変わりしていました。穏おだやかだったのが噓うそのように荒あれて、大きな波があちこちに見えます。巨きよ船せんだからか、船内では揺ゆれをほとんど感じませんでした。

　ビルに向かっているとはいえ、どこにあるかが分かりません。エルビンは水平線の右みぎ端はしから左ひだり端はしまで見み渡わたして、

「あ……」

　見つけました。四角いビルの最上部三階分くらいが、灰色の砂さ漠ばくのような海にちょこんと顔を出しています。それはまさに船が向かう方向で、船首の陰かげから右へと見えてきました。

　残りの距きよ離りは、８００メートルくらい。ヘルメットの望遠機能を使って、

「ああっ！」

　見えました。仲間です。五人の仲間達たちがまだ屋上にいて、接近してくる巨きよ大だいな船を見ています。手を振ふっているものもいます。

「ピトフーイさん！　みんなが見えました！　全員無事です！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　エルビンが声を弾はずませて、仲間達たちの命の恩人へと、感謝の気持ちを伝えました。

　この先、彼かれ等らが船に乗り移る方法をどうにか考えなければなりませんし、乗り移ったら乗り移ったで、勝負をする前にどうやって仕切り直せばいいかも分かりません。

　それでも、今はただ、もうダメだと思っていた仲間達たちがこうして生き残っていて、ＳＪ３に復帰できることが嬉うれしく、

「やった！　やった！　やったあ！」

　エルビンはデッキの上で何度も飛とび跳はねました。

　そうしている間にも、船はぐいぐいとビルに近づいていきます。どれくらい出ているのか分かりませんが、かなりの速度です。全力全開です。

　わずか数十秒の間に、ビルがかなり近づいてきました。

　エルビンは船についてまったく詳くわしくありませんが、そろそろブレーキをかけて速度を落とさないと、通とおり越こしてしまいそうです。

「ピトフーイさん、船を止めてください」

　エルビンが言って、返事がありませんでした。

「ピトフーイさん？」

　数秒待ちました。またも返事がなく、

「どうした？」

　心配そうなデヴィッドの声が、通信アイテム越ごしにエルビンの耳に戻もどってきました。

「いや、ピトフーイさんの返事が──」

　エルビンの声が、途と中ちゆうで止まりました。

　船が、少し左に傾かたむいたからです。つまり、右に回頭を始めたからで、

「え………？」

　ぐいぐいと迫せまってくるビルの屋上へと、舳へ先さきをピタリと向けたところで、進路変へん更こうは終わりました。







　Ｔ─Ｓの生き残り五人が、自分達たちへと向かってくる巨きよ大だい豪ごう華か客船を見たときの喜びっぷりは、それはそれは賑にぎやかでした。

「やったああああ！」

「こっちに来る！」

「助かる！」

「島の中央にあったのはあれかあ！」

「エルビンがやってくれた！」

　００１から００６まで、００２以外の番号をつけたプロテクター男達たちは、やはり飛とび跳はねて大はしゃぎしました。

　それまでの、誰だれも何も言わない葬そう式しきのような雰ふん囲い気きは吹ふっ飛とびました。

　静かに登ってくる海水は、どんなモンスターよりも恐おそろしい存在でした。四階下まで迫せまったときは、もうダメかと思いました。このまま溺おぼれ死ぬより、降参してＳＪ３から退場しようとすら思いました。

　そして海面上じよう昇しようが残り三階でピタリと止まってからは、ひとまず溺でき死しはなくなりました。

　五人はぼんやりと空を見上げながら、どこかで行われているはずのバトルを羨うらやましく思いつつも、ひょっとして残りの二チームが相打ちで決着がついて、自分達たちが〝また〟優勝してしまうのではあるまいかと、可能性の薄うすい仮定の話を、しんみりとしていました。

　もう、船は山のように見えます。

　巨きよ大だいな船が、巨きよ体たいに似合わぬ高速で、こちらへと向かってきます。

　向かってきます。

　向かってきます。

「あれ？」

「おお？」

「え？」

　突つっこんできます。

　突つっこんできます。

「あ、あれええ？」

「みんな逃にげろ！」

「え？　どこへ？」

　突つっこんできました。




　船の上からエルビンが──、

　空の上から酒場の観客達たちが──、

　そして実際にその現場でＴ─Ｓの五人が、見ました。




　巨きよ大だい豪ごう華か客船は、全速力でビルに体当たりしました。

　まず、船首の下に付いているバルバス・バウが、水中にあるビルの側面にめり込こみ始めました。

　次いで、波を蹴け立たてていた舳へ先さきが、そのままビルの側そく壁へきにぶつかりました。

　巨きよ船せんの持つ運動エネルギーは細いビルなどで止められるものではなく、舳へ先さきは少し潰つぶれながらも、バリバリとコンクリートを割りながら食くい込こんでいきます。

「うひゃあ！」

「どひー！」

「なんでだー！」

「ぶひゃ！」

　逃にげ惑まどうＴ─Ｓの面々の足あし下もと、つまりはビルの屋上がボロボロに崩くずれて、舳へ先さきによって左右に分かれていきました。

　そこまで生き残った五人が、鉄筋コンクリートの瓦が礫れきと共に、荒あれる灰色の海へと落ちて、そして沈しずんでいきました。




　モニター画面で見ていた酒場の観客達たちには、割れたビルから小さなゴミが放ほうり出されて海に落ちたように見えましたが、それが人であることは重々分かっていて、

「うひい……」

「ひどい……」

「こうやって殺す方法もあったのか……」

「なにがどうなった？」

「どうしてこうなったかは、分かる。ピトフーイのせいだ」

　そんな感想が聞こえました。




　エルビンは、

「ピトフーイさん！　船を止めてください！　船を止めてください！」

　叫さけびながらも、ずっと見ていました。

　自分が先ほどまでいた、そして仲間達たちが今もいるビルが──、まるで踏ふみつぶされた煎せん餅べいのように砕くだけていくのを。

　巨きよ船せんの速度は一いつ切さい緩ゆるまずに、そのビルの海面上の構造物を、そして海中にある構造物までを容よう赦しやなくぶち壊こわしていきます。そのかすかな振しん動どうが、手足に伝わってきます。

「あー！　あー！　あー！　あー！　あー！　あー！」

　エルビンには、叫さけぶことしかできませんでした。

　わずか数秒の出来事でした。

　さっきまでビルがあった場所が自分の足あし下もとまで来ましたが、もうそこには何もありません。何も浮ういているものはありません。ただ、灰色の海と波があるだけでした。

「…………」

　エルビンは、走り出しました。

　すぐ近くにあるブリッジに向けて。







「ピトフーイさんっ！」

　叫さけびながらブリッジに飛とび込こんできたエルビンが見たのは、先ほどまでと変わらないブリッジの様子と、

「え？」

　船長席の脇わきにうつぶせで倒たおれている、ピトフーイでした。

　彼かの女じよの愛あい銃じゆうのＫＴＲ─０９が、体の脇わきに転がっていました。右手はそれに手を伸のばそうとしていましたが届いておらず、左手は腹の下です。

「え？」

　一いつ瞬しゆん思考と足が止まったエルビンが、ゆっくりと近づいて、ピトフーイの脇わきにしゃがむと、

「え？　あの……、ちょっと？」

　おそるおそる、紺こん色いろのつなぎの肩かたを揺ゆすりました。

　反応がありません。より強く揺ゆすりましたが、まるで反応がありません。

　ただし、【Ｄｅａｄ】マーカーが付いていないので、絶対に生きているはずです。視線左上のヒットポイントゲージを見ると、ピトフーイのそれはフルで残っています。

「どうした？　何があった？　さっきの変な振しん動どうはなんだ？」

　エヴァの声が、エルビンの耳に届いて、

「船が……、ビルにぶつかって……。みんな死んで……。ピトフーイさんが、ブリッジで倒たおれていて……、反応がなくて……、でも、死んでなくて……」

「ハア？」

　エヴァの間の抜ぬけた声が聞こえました。

「これ、なんですか？　何が起きてるんですか？　どうなってるんですか？」

　小さくパニックを起こしたエルビンの耳に、飛とび込こんできたのはデヴィッドの鋭するどい声。

「エルビン！　今すぐそのアマから離はなれろ！」




　エルビンは、デヴィッドに答えることができませんでした。

　彼かれのヘルメットの顎あごから後頭部まで、青白く光る棒が貫つらぬいていたからです。

　青白く光る棒は、銀色の筒つつに繫つながっていました。

　銀色の筒つつは、紺こん色いろの袖そでの中にある左ひだり腕うでに握にぎられていました。

　伏ふせたままのピトフーイによる、光こう剣けんでの刺し突とつ。

「…………」

　表情も分からないまま固まっていたエルビンは、やがてぐったりと両りよう肩かたを落として、静かに戦死していきました。




「よっと！」

　光こう剣けんの刃はをしまいながら、ピトフーイは後ろへと飛とび跳はねながら起き上がりました。

　エルビンのプロテクターをまとった体が、胸からドシンと倒たおれました。【Ｄｅａｄ】のマーカーが、ぴこんと点灯しました。

　ピトフーイは左耳に手を当てて通信アイテムを切ると、

「やれやれ。ダビドの奴やつ、勘かんがいいんだから。もちっと遊んでいたかったのに」

　そう独り言を洩もらしてから、くるりと振ふり返かえってコンソールの前に。

「《クララ》、なかなか素す敵てきな体当たりだったわ！　グッジョブ！」

『お褒ほめにあずかり光栄です。ただ、ご命令を実行したまでです』

《クララ》が答えたとき、時計の針が13時35分を指しました。







　デッキ15で端たん末まつを見たデヴィッドが、

「ピトフーイ……、テメエ……、エルビンを殺やりやがったな……」

　自分の予想を確信に変えました。

　視界左上の仲間のヒットポイントで、エルビンが死んだのは判明しています。

　どこでどうやって死んだかまでは分からずにいましたが──、

　最上階から始まったスキャンが、ブリッジにはピトフーイしかいないことを表示したことで、レンがコッソリとそこにやってきていて、音もなくピトフーイを動けなくして、やってきたエルビンを殺したという、ごくわずかな可能性を捨てました。

　レン達たち三人はまだ、ずっと下、デッキ７にいました。現在、生き残りは自分、ピトフーイ、エヴァを含ふくめて六人。

　そしてピトフーイから、通信アイテムで返事が来ます。

「なーに、海に沈しずんだ仲間達たちのところに送ってあげただけよ」

　それはまるで、〝感謝してね〟と言いたげな口調でした。デヴィッドは嫌けん悪お感かんを剝むき出だしにして、

「けっ！　ビルに船をぶつけさせたのも、テメエの命令だろうが！」

「証しよう拠こもないのに犯人扱あつかいは、とても心外だわ。ま、そうだけど。私は敵を倒たおしたのよ。それを非難される筋合いはないわね。エルビンちゃんには、〝仲間を救えるかも！〟っていい夢を見させてあげたんだもの。感謝してもらっていいわよね。なんて優やさしいのかしら、私って！」

「ピトフーイ……、テメエがどうしようもないクソ女だと重々知っていたが、ゲームにはそれなりに真しん剣けんだとは思っていた。敵を倒たおしたのはまあいいが、無理矢理集められたとはいえ、同じチームの仲間を謀たばかって殺すとはな。心底見み損そこなったよ」

「あらやだ。誉ほめても何も出ないわよ？　というか、前回の映像全部見てないの？」

「最後にこれだけは言っておく」

「何？　愛の告白？」

「今やお前は、俺おれらの敵だ」

　デヴィッドは言い終えると同時に左耳に手を当てて、もはや話すことはないと言わんばかりに、通信アイテムのスイッチを切りました。

　緑の迷めい彩さいに塗ぬった顔に、怒いかりと闘とう志しが滾たぎっていました。それをエヴァに向けると、

「お前も付き合え。まずはピトフーイを屠ほふる」

　エヴァも、左耳を一度触さわりました。そして、

「気持ちは分かるが、遠えん慮りよする」

「何？」

「私が戦いたいのは、レンだ。全力でぶつかっていきたい」

「…………」

「ただ、仲間を殺そうとしているお前を背中から撃うつことはしない。さあ、遠えん慮りよなくやってこい」

「…………。こいつは、感謝するべきか否いなか、悩なやむところだな……」

　そう言い残して、デヴィッドは振ふり向むいて、エヴァに背中をさらしながら、駆かけ出だしました。

　ＳＴＭ─５５６を体の前に構えて、デッキから船内へと消えていきます。目指すはブリッジ。

　エヴァは、黙だまってそれを見送りました。
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　第十五章　「ターン・オーバー」







　デッキ５の船右側の縦たて廊ろう下か、その階段の脇わきで13時35分のスキャンを見たずぶ濡ぬれのレンが、

「なんでどうして？　上でいったいぜんたい何があったの？　裏切り者チームが一人消えてるんだけど！」

　心底理解できずに、かなりの大声で叫さけびました。

　やはりずぶ濡ぬれで両手にＭＧＬ─１４０を持ったフカ次じ郎ろうが、

「ピトさんが殺したんじゃない？」

「そんなバカな」

　思わずツッコんでしまったレンですが、フカ次じ郎ろうの脇わきでヒットポイントの回復を終えたエムまでも、

「いや、あいつならあり得るな」

　さらりと同意しました。なにせエムは、ＳＪ２のラスト付近で、レンに微び妙みように荷か担たんしたことで怒おこったピトフーイに撃うち殺ころされていますから。

「むしろこのまま放ほうっておけば、ピト一人の手で裏切り者チームの壊かい滅めつすらあり得る」

「そりゃいいやエムさん。もう少しここでのんびりしようか？」

　フカ次じ郎ろうが、たぶん冗じよう談だん半分、本気半分で言って、

「悪くないアイデアだが、そうも言っていられなくなったな。また水が上がってきた」

　エムが階段の下を覗のぞきながら答えました。

「もう？」

　レンも見ると、さっき自分達たちが上ってきた階段を、海水がじわりじわりと上ってきます。船内への浸しん水すいがますます進んでいる証しよう拠こです。没ぼつしても光り続ける灯あかりが、薄うすく濁にごった水の中で不気味に揺ゆらいでいます。

　レン達たちはここまで、〝上の階層に行くのをできる限り遅おそくする。もし敵チームが迫せまってきたら戦せん闘とうを避さけてひたすらに逃にげて隠かくれる〟という作戦を取っていました。

　その理由は二つ。

　一つは、エムのヒットポイント回復を待つため。

　ターニャとのバトルでほとんどなくなっていたそれをフル回復させるには、救急治ち療りようキットが持てる最大の三本に、９分という時間が必要でした。ＳＪにおける９分はとてつもなく長く、その間に一いつ切さい戦せん闘とうをしないというのは難しいことです。

　もう一つは、強敵ＭＭＴＭと裏切り者チームに殺し合ってもらいたかったため。

　ＭＭＴＭがこちらに向かってきていたら──、かなりピンチでした。

　正直、もし全員で逃にげ切きれないと判断した場合、楯たてを広げたエム一人を通路に残して犠ぎ牲せいにする。その際に可能ならフカ次じ郎ろうがプラズマ・グレネードをぶっ放して、エムごと相手を殺す、などという計画すら立てていました。

　ありがたいことに、ＭＭＴＭは裏切り者チームとの対決を選んでくれました。そして何がどうなったか分かりませんが、彼かれ等ら四人は５分前に忽こつ然ぜんと消えていました。

　ただし、穴だらけのこの船は、ぐいぐいと浸しん水すいが続いています。もっとも、そのうちの一つは、そして最大の穴は自分達たちが開けたのですが。

　デッキ３にいたらじんわりと海水が登ってきて、慌あわててデッキ４へ。そこも浸しん水すいしてきてデッキ５へと、三人は仕方なく登ってきているのです。

　Ｐ９０を構えたレンを先頭にまた階段を上りながら、

「こんなにたっぷり水を含ふくんじゃって、この船、本当に大だい丈じよう夫ぶなの……？　沈しずまないの？」

　レンがおそるおそる訊たずね、

「分からん」

　エムは即そく答とうしました。







「あのクソ女め！」

　通信アイテムが切れているのでデヴィッドは遠えん慮りよなく叫さけびながら、階段を駆かけ上のぼっていきました。

　豪ごう華か客船だった頃ころは、沢たく山さんの乗客達たちが笑え顔がおですれ違ちがったであろう、幅はばの広い折り返しの階段です。今はくすんで汚よごれて、手すりに数え切れないほどのボロ雑ぞう巾きんが──、ひょっとしたら誰だれかの服がかかっています。

　これを上り切ると、デッキ17の広いスペースが見えて、その先にはブリッジに繫つながるドアがあります。

　グレネード・ランチャー付きのＳＴＭ─５５６を肩かたで構えての、すぐに撃うてる状じよう況きようでの疾しつ走そうでした。何か動くものが見えたら、それはもう敵としてすぐに引き金を引くつもりでした。

　ただ、不思議とデヴィッドは、確信していました。

　ピトフーイが、途と中ちゆうで仕し掛かけてくることはないと。

　あの女は、ブリッジという彼かの女じよの城で自分を待っていると。

「待ってろよ！　魔ま王おう！」







　ピトフーイが最初に入るときにやったように、デヴィッドもブリッジに繫つながるドアを蹴けり開けました。手しゆ榴りゆう弾だんのブービートラップが仕し掛かけられている可能性を微み塵じんも考えない開け方でした。実際、ありませんでした。

「来てやったぞ！」

　そして堂々と名乗りました。

　もちろん、ＳＴＭ─５５６は隙すきなく構えています。少しでも動きがあった箇か所しよには容よう赦しやなく弾だん丸がんをぶち込こむ気持ちです。

　そして、ブリッジに、

「…………」

　動くものの姿は、皆かい無むでした。

　デヴィッドは、教室ほどの広さの空間の全すべてを視界に納めていますが、誰だれもいません。

　３メートルほど前の右側に、プロテクターにフルフェイスヘルメットのＳＦ兵士が一人、うつぶせに倒たおれていて、ピクリともしません。脇わきには、ＸＭ８アサルト・ライフルが転がっています。

　ブリッジ中央にはコンソールがありますが、その裏に、人一人が隠かくれるほどの大きさはありません。

　デヴィッドの視線が素す早ばやく動いて、それを見つけました。

　さっきまで全部残っていた窓ガラスが、一いつ箇か所しよ割れていました。

　ブリッジ左側の一番隅すみ。分厚い窓ガラスが割れて、人がくぐれるほどの大きさの穴が開いています。そこから吹ふき込こむ風が、小さく唸うなり音を上げていました。

　デヴィッドが突とつ入にゆうしてから、ここまで、わずか２秒。

「クソッ」

　ピトフーイに逃にげられ、悪態をついたデヴィッドが、その違い和わ感かんに気付きました。

　あるべきはずのものが、なかったことに。




　デヴィッドが〝それ〟に銃じゆうを向けたのと、〝それ〟が起き上がってきて銃じゆうを摑つかむのがほとんど同時でした。

　起き上がってきた〝エルビン〟が、ＳＴＭ─５５６の銃じゆう身しんを両手で摑つかむと、体重をかけて強ごう引いんに引っ張りました。もちろん、撃うたれないように銃じゆう口こうからは身を逸そらしています。

　デヴィッドは、無理に堪こらえて引っ張られて転てん倒とうするよりも、潔いさぎよく諦あきらめる方を選びました。

　両手を銃じゆうから離はなすと、空いた右手で腰こしのホルスターへと手を伸のばし、そこにあったＭ９─Ａ１拳けん銃じゆうを握にぎり、抜ぬいて、

「死ねや！　ピトフーイ！」

　自分のアサルト・ライフルを後ろに放ほうり投げている全身プロテクター人間へと、容よう赦しやなく発はつ砲ぽうしました。

　ブリッジに発はつ砲ぽう音おんが連続して届き、14発の空から薬やつ莢きようが宙を舞まって──、

　そして、プロテクター人間は倒たおれませんでした。

　至近距きよ離りから放たれた９ミリ口径拳けん銃じゆう弾だんを、胸当てやヘルメットが全すべて弾はじき返かえしたのです。

「クソッ！」

　スライドが下がりきって止まったＭ９─Ａ１に、大きく一歩近づいたプロテクター人間の平手打ちが飛んできて、それをブリッジの端はしまで弾はじき飛とばしました。




　三歩後ろに跳とんだデヴィッドと、プロテクター人間が睨にらみ合あいました。

「殺した上に装備まで奪うばうとはな！　とうとう〝追おい剝はぎ〟にまで落ちぶれたか！」

　デヴィッドが侮ぶ蔑べつの表情を見せつけながら叫さけぶと、プロテクター人間が小さく左ひだり腕うでを振ふって、直後にプロテクターが外れていきました。

　手足から、胸から背中から、装着していた鎧よろいが外れてバラバラになっていきます。フルフェイスヘルメットは顔の部分が後ろに開いた後に、まとまって後ろへと落ちていきました。

　ブリッジの床ゆかでプロテクターが鈍にぶい音を立てて、中の人間が姿を現しました。

　体にピッタリの紺こん色いろのつなぎを着て、装備品を一いつ切さい身につけていない、顔に幾き何か学がく模も様ようのタトゥーを刻んだ女が。

　女は笑っていました。

「なるほどね。死人の装備を奪うばうということは、確かに悪いことよね。でも、ここで闘たたかうプレイヤーなんて、そうされてもおかしくない連中でしょ？　エルビンだって、大目に見てくれるわよ」

　楽しそうに言ったピトフーイに、デヴィッドはニヤリと笑いました。

「では、俺おれがお前をぶっ殺しても恨うらむなよ？　俺おれもそうしなければ、仲間達たちに顔向けできない体なのだ」

「ちょっとー、そこは〝餓が死し〟でしょ？　やれやれ、困るなあキミ。台本どおりに言ってくれないと」

「これ……、いつまで続けるつもりだ？」

「ダビド、ノリわるーい。この先は私の服を全部はぎ取って〝ひゃっはー！〟って逃にげ出だすまでやってよね？」

「誰だれがやるか！　観客に変態だと思われるわ！」




　酒場の観客達たちは──、

　デヴィッドがブリッジに駆かけ込こんでくる直前から見ていましたので、【Ｄｅａｄ】マーカーがついていない〝エルビン〟の死体に、そしてその正体に気付いていました。

　デヴィッドが殺やる気満々でブリッジに向かっている様子が中ちゆう継けいされていて、

「なんであの男、ピトフーイを殺そうとするんだ？」

「そりゃあ、あの女が仲間のプロテクター君を殺したからだろ？」

「それも理由が分からんけどな……。Ｔ─Ｓをぶちかまして殺したのは分かるが……」

　そして彼かれ等らは、デヴィッドのブリッジ乱入から、エルビンに化けていたピトフーイがアサルト・ライフルを取り上げて拳けん銃じゆう弾だんを防ぎ、対たい峙じするまでを固かた唾ずをのんで見守りました。

　会話する二人を見ながら、

「嵐あらしの前の静かな睨にらみ合あいだぜ……」

「何を喋しやべってるんだろうな？　こういうときくらい、マイクで拾えよ」

「きっと、さぞかしクールなやりとりに違ちがいない……」

　誰だれも予想もつきませんでした。

　二人が、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『羅ら生しよう門もん』をネタにやりとりしていることなど。




「さて、殺させてもらおうか、追おい剝はぎ女」

　ブリッジで、デヴィッドがゆっくりと右みぎ腕うでを動かしました。

　腰こしのポーチから、先ほど救命ボートのワイヤーを切りまくっていた武器を──、太刀たちならぬ一ひと振ふりの光こう剣けんを取り出しました。

　店では《ノサダＮ２》の名前で売っている、黒くろ塗ぬりの柄つかのフォトンソード。

　光こう剣けんの命名にはルールがあって、最初が日本刀から持ってこられた名前で、デザインや機能の違ちがいを表しています。続くアルファベットは刀身の長さで、Ａ（短）からＺ（長）まで小刻みに設定。最後の数字が、光る刃はの色。

「あれ？　理由は聞かないの？　なんでエルビンを殺したのか」

　ピトフーイが言葉を返しながら、彼かの女じよの体に唯ゆい一いつ装着されて残っていた、背中の大きなポーチに右手を差さし込こみます。取り出したのは、こちらも光こう剣けん。その名も《ムラマサＦ９》。

「どうせまともな答えは返ってこないんだろ？　『太陽が眩まぶしかったから』とか言われてもな」

「そんな文学的な理由じゃないわよ。ああもう、しょうがないわねえ。特別に、冥めい土どの土産みやげに教えてあげる」

　そしてピトフーイは、親指でダイヤルを回転させ、青白く光る刃はを空中に伸のばしながら、

「私はね──」




　酒場の観客達たちは、一いつ瞬しゆんきょとんとしたデヴィッドが、次の瞬しゆん間かんに子供のように楽しそうに笑い、手元から赤く光る刃はを伸のばしたのを見ました。

「あの女、何を言ったんだろうな？」




「最後に最高のことを聞けたぜ！　遠えん慮りよなく死ね！」

　デヴィッドが先に動きました。間合いを詰つめながら、右みぎ脇わきからの薙なぎ払はらい。赤い刃はが歪ゆがんで見えるほどの高速の振ふりを、

「ひゃっ！」

　ピトフーイは右みぎ腕うでを体の左に出しつつ、さらに左ひだり腕うでを添そえて、楯たてにした刃はで受けました。

　ばしっ！　と破は裂れつ音おんがして、光こう剣けんの刃はどうしが光の粒つぶを飛ばしました。

　元々この光こう剣けん──、ゲーム内の正式名《フォトンソード》は、ＧＧＯ開発者の一人の遊び心から採用された武器です。

　その開発者は思いました。どうせＳＦ世界なら、某ぼう有名星戦争映画の〝アレ〟がとても欲ほしいと。銃じゆうの世界に剣けんはヘン？　そんなん知ったコトかと。

　だから名前やデザインは違ちがいますが──、というより訴うつたえられたくないので意図的に違ちがえてありますが、その使い勝手はほとんど一いつ緒しよになっています。

　その結果、実際の剣けんのように、または映画の中のように、光こう剣けんどうしがぶつかり合い切り結んだり、鍔つば迫ぜり合あいをしたりすることが可能です。

　デヴィッドの剣けんを受けたピトフーイは、両手の筋力をフルに使ってそのまま押おし込こまれるのを防ぎながら、その圧力も上手うまく使いつつ、身を引きました。

　ブリッジの広いスペースへと素す早ばやく下がって、持ち上げた光こう剣けんをスッと正せい眼がんに構えて、

「ひゅう！　なかなか速いわね。剣けん筋すじも綺き麗れいに走ってる。さぞかし練習したでしょ？」

　素す直なおに敵を称たたえました。

　光こう剣けんには柄つかの重さしかなく、刃はが１メートルあることが実感できない武器です。

　そのためうかつに振ふり回まわすと、周囲のものや自分自身を斬きってしまう危険があります。

　軽いものを意のままに振ふり回まわして、真まっ直すぐ、そして速く走らせるには、銃じゆう以上の鍛たん錬れんが必要です。剣けんがメイン武器のゲームとは違ちがって、システム・アシストは一いつ切さいありませんし。

　右みぎ腕うでを自然に下ろし、剣けん先さきで絨じゆう毯たんの床ゆかを赤く照らしながら、デヴィッドは笑いました。迷めい彩さいに塗ぬられたハンサムな笑え顔がおが歪ゆがんで、右目が大きく見開かれました。

「ああ……。何せお前の予想どおりだからな。前回メザシにされた恨うらみを、メザシで返してやるぜ……」

　獰どう猛もうな笑え顔がおに、ピトフーイは凶きよう悪あくな笑え顔がおで応こたえました。

「いいわねえ。じゃあ今回は、〝三枚〟に下ろしてあげる」

「ぬかせぇ！」

　再び、デヴィッドから動きました。駆かけ寄よりながら、右からの同じような斬きり付つけ──、と見せて、あと一歩という位置で体を急激に右回転させ、

「しゃあ！」

　ピトフーイの右みぎ肩かたへの、回転を乗せた袈け裟さ斬ぎり。

　ばしっ！

　ピトフーイがフェイントに引っかからず、両りよう腕うでで光こう剣けんを振ふり上あげて、体が真っ二つになることを防ぎました。

　今度はピトフーイの筋力が勝まさりました。上へと高く弾はじかれたデヴィッドの剣けんを見て、ピトフーイはすぐさま刺し突とつの構えを見せて、

「おっと」

　踏ふみ込こみませんでした。

　デヴィッドは高い位置にあった右手の柄つかをくるりと１８０度回転させていて、逆手で突つき下ろしていました。

　もしピトフーイが一歩でも踏ふみ込こんでいたら──、

　頭の上からその刃はが真まっ直すぐ降ってきたことでしょう。

　宣言どおり、メザシになっていたことでしょう。




　二度の剣けん撃げきでは決着がつかず、再び距きよ離りを取ったデヴィッドとピトフーイは、

「ふう……」

「ひゅう……」

　ほぼ同時に息を吐はきました。

　デヴィッドがゆっくりと右みぎ腕うでを持ち上げて、再びくるりと回転させて、順手に持もち替かえました。その際にちらりと、手の中に収まる銀色の筒つつを見ました。

「あはあ！　気付いてるのね」

　ピトフーイが、ニヤリと笑います。

「てめーのも、だろうが」

　デヴィッドの白い歯を見て、ピトフーイはこれ見よがしに自分の右手を開きました。中にある銀色の筒つつの脇わきにある、本当に小さな表示パネルを相手に見せました。

　そこにバーグラフで表示されているのは、光こう剣けんのエネルギー残量。

　プレイヤー視界の右下にもそれは表示されますが、それよりも手元を直接見た方が早いですし、何より敵から目をそらさなくてすみます。

　二人の光こう剣けんのエネルギー残量は、ほとんど同じにして、ほとんど残っていませんでした。共に表示は赤くなっていて、残りはわずか数パーセント。

「どうせ、予備のエネルギーパックなんて持ってないんでしょ？　持っていても、取とり替かえるのが面めん倒どうくさいけどね」

「ふんっ」

「フォトンソードのエネルギーの減り方って、刃はを出していた時間なのよね。そしてコレ同士で切り結ぶと、猛もう烈れつな勢いで減るのよね。知ってた？」

「テメエ……、それもあって、俺おれに救命ボートのワイヤーを斬きらせたな？」

「そうかもねー」

「だが、それはテメエも一いつ緒しよだよ──、なっ！」

　デヴィッドの三回目の踏ふみ込こみは、それまで以上の速さでした。

　上段に構えての踏ふみ込こみと、

「てやあ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと打うち込こみ。この一いち撃げきで決めようと、全すべての殺意を乗せた攻こう撃げきでした。赤い刃はが、ピトフーイの頭を真っ二つにせんと襲おそいかかって、

「せっ！」

　ピトフーイは両りよう腕うでで握にぎった光こう剣けんを、真横にして受けました。

「だらあ！」

　デヴィッドの斬ざん撃げきは、一度で終わりませんでした。二度、三度と同じ所へと、素す早ばやく連続して打うち込こまれ、

「ぐっ！」

　そのたびに破は裂れつ音おんがして、そのたびにピトフーイの体が後ろに押おされて、受ける光こう剣けんの角度が傾かたむいていき、

「だあ！」

　四度目の打うち込こみで、とうとうピトフーイの光こう剣けんは打だ撃げきに負け、剣けん先さきがブリッジの床ゆかへと向きました。

「もらったあああ！」

　デヴィッドの五度目の打うち込こみは、防ぐ剣けんのないピトフーイの顔面へと襲おそいかかり──、

　ばしっ！

　再びの破は裂れつ音おんで、二つの光こう剣けんは切り結びました。

「なっ！」

「ほうら！　熱くなりすぎて、前のことを忘れてる」

　ピトフーイの手の中にある光こう剣けんの柄つか、先ほどまで刃はが出ていたのとは反対側から、青白い光が延びていました。

　ダイヤル操作で上下どちらでも刃はを伸のばせるのが、彼かの女じよの愛あい剣けん《ムラマサＦ９》の特とく徴ちよう。前回それで脳内を焼かれたデヴィッドが、

「クソッ！」

　犬けん歯しを剝むき出だしにして悪態をつきました。

　順手で上から押おさえ込こむデヴィッドと、逆手で下から支えるピトフーイが、再び繫つながりました。

　それはＳＪ２の二人の最終決戦を思い起こさせますが、そのときは光こう剣けんは一本だけでした。

　二人の力は拮きつ抗こうし、鍔つば迫ぜり合あいになりました。

　交わった刃はがジリジリと音を立て続けます。そして、ぐいぐいと減っていくエネルギー残量。

　とうとう、光の刃はが短くなっていきました。二人の光こう剣けんが、ほぼ同時に、同じ速度で短くなっていきます。残りは、長くても十数秒。

「最後は殴なぐり合あいか！　いいだろう！」

「女を殴なぐる趣しゆ味みがあるの？　暴力的な男って、イヤねえ」

　刻一刻と短くなっていく光こう剣けんで鍔つば迫ぜり合あいをしながら、二人は会話を交かわしました。

「て……、テメエが言うかあ！」

「でも、私は遠えん慮りよしておくわ。殴なぐり合あい」

「降参する時間など、決して与あたえぬ！」

　お互たがいの刃はの長さ、残り20センチ。もやは短刀です。目の前で光っていた部分がなくなって、お互たがいの顔がとてもよく見えるようになりました。

　そしてデヴィッドは、ピトフーイの笑え顔がおを見ました。

　爽さわやかな、どす黒い笑え顔がおを。

「光こう剣けんの最大のデメリットはバカみたいに高いってことだけど、最大のメリットは、なんでも切れるということと並んでもう一つ──」

　双そう方ほうの刃はが消える直前に、二人は後方に飛び去りました。

　その際に、二人とも柄つかから手を離はなしていました。筒つつでしかなくなった二本の光こう剣けんが、床ゆかに落ちて乾かわいた音を立てました。

「だあああ！」

　両手の拳こぶしを軽く握にぎり、掌しよう底ていで殴なぐりかからんと突つっ込こんできたデヴィッドに、

「〝軽い〟ってことよ！」

　ピトフーイは背中に回した両りよう腕うでを広げながら叫さけびました。

　その右手には、光こう剣けん。

　その左手には、フォトンソード。

　つまりは、二刀流。背中のポーチに入っていた、二つの予備。そして隠かくし球。

「っ！」

　それに気付いても、もう勢いは止められません。

　自分めがけて突つっ込こんできたデヴィッドの体へと、ピトフーイは後ずさりしながら両りよう腕うでを振ふるいました。右みぎ腕うでを左に、左ひだり腕うでを右に。そしてすぐさま折り返して、さらに折り返して、合計三往復。

　頭、顔、首、胸、腹、腰こし、腿もも──、

　アバターボディをいくつものパーツに横断されて、

「このブルジョワがあぁぁ──」

　怨えん嗟さの叫さけび声ごえを残しながら、デヴィッドは、ＳＪ３から退場していきました。




[image: ]

　赤いエフェクトを切断面に光らせながら、失敗した〝だるまおとし〟のように輪切りになって床ゆかに散らばったデヴィッドの前で、

「あっ！　しまった！」

　ピトフーイは、両手に光こう剣けんを持ったまま、ひどく悔くやしそうな顔をしました。

「〝三枚〟にするはずだったのに！　縦に斬きればよかったああああああっ！　私のバカバカバカ！」




　死体が生々しく残らないのがＳＪの特とく徴ちようなので、デヴィッドのバラバラ死体は光ひかり輝かがやきながら音もなく集まって、仰あお向むけで安らかな〝ご遺体〟へと変化しました。【Ｄｅａｄ】のマーカーを上につけて。

　ピトフーイはブリッジで一人、左手を空中で動かし、ストレージに収納した武装を一いつ括かつ選せん択たく、フル装備を取とり戻もどしました。

　頭にはヘッドギアがついて、体には防ぼう弾だんプレート入りベストが、両りよう腿ももにはＸＤＭ拳けん銃じゆうが、左ひだり腰こしにはＭ８７０・ブリーチャーが、そして手にはＫＴＲ─０９が戻もどってきました。

　それらを身につけたあとに、

「おおっと……」

　ピトフーイはよろけると、そのまま尻しり餅もちをつきました。

「ふひー、キツイ……。なんか気持ち悪い……。吐はきたいわー」

　大きく息を吐はいたピトフーイに、

『あなたには休きゆう憩けいが必要だと思います。どうか、無理をなさらないでください』

《クララ》が、労いたわりの言葉をかけてきました。

「なあに、大だい丈じよう夫ぶよ……」

　ピトフーイはＫＴＲ─０９を杖つえ代わりに立ち上がると、それをスリングで背負いました。足を進め、途と中ちゆうに落ちていたデヴィッドのＳＴＭ─５５６を拾いながら、コンソールの前に来ました。

『現在、目的地の設定がありません。どちらへ向かいますか？』

　ピトフーイが答えます。

「そうね《クララ》。三さん途ずの川かわを渡わたって、地じ獄ごくの三丁目よ」

『そのような名前の港は、登録されていません』

「ここよ」

　ピトフーイは、ＳＴＭ─５５６を肩かたに構えました。セミオートで、５発ほどをコンソールに撃うち込こみました。

『おやめください。機能を保てなくなります』

《クララ》が、今まで通りの口調で言って、

「知ってる」

　ピトフーイは撃うち続けました。光っているモニターには銃じゆう弾だんが撃うち込こまれ、次々に消えていきます。

『おやめください。機能を保てなくなります。おやめください。機能を保てなくなります。おやめください。機能を保てなくなります』

「いいから──、もう寝ねなさい」

　マガジンの30発を全すべて撃うちきったとき、

『はい。おやすみなさい』

《クララ》が最後の一言を残して、永遠に沈ちん黙もくしました。

　13時39分のことでした。







「のひょ？」

　40分のスキャンを見るためにデッキ６の廊ろう下かでこそこそ隠かくれていたレンは、船が突とつ然ぜん揺ゆれ出したことで、素すっ頓とん狂きような声を上げました。

　先ほどまで、〝浸しん水すいから逃のがれるためにデッキを逃にげるように上がる〟以外は快適な船の旅を続けていたのに、急に足あし下もとが揺ゆれ始めました。

　バランスボールの上に置いた板に立たされているような、全周囲にゆったりと傾かたむいてはうねる、イヤな揺ゆれ方です。

「なんだなんだ？」

　ずっと戦せん闘とうがなかったので、体育座ずわりでぼんやりしていたフカ次じ郎ろうも顔を上げて、

「まるで船にでも乗っているかのようだぜ！」

　いや船だけど。

　レンは心の中だけでツッコみました。エムが、

「良くないな。安定を失ってるように思える」

「何それ……。やっぱり沈しずむの？」

　レンが聞いて、

「可能性が出てきた」

　エムが答えた瞬しゆん間かん、がくんっ、とひときわ大きく、船内が傾かたむきました。

　今度は前です。船全体が前のめりに、まるで急ブレーキでもかけたかのように傾かたむいて、

「うひょ！」

　先ほどまではまだ階段の下だったのに、ざばあ、と水が廊ろう下かに入ってきました。

　スプリンクラーですでにずぶ濡ぬれのレン達たちは、濡ぬれることはどうでもいいのですが、溺おぼれてしまってはかないません。水位は、ぐいぐいと増していきます。

「走れ！　上がれ！」

　エムの命令に、

「でもスキャンが──」

　レンは言いかけて止めました。すでにブーツが完全に水すい没ぼつして、ダメージ認にん定ていすら始まっています。ここにいたら、溺でき死しかダメージ死です。

　階段を上り始めた三人の後ろで、数秒前までいたフロアが濁だく流りゆうの渦うずにのみ込こまれていきます。流ながれ込こんだ水が押おし出だした空気が、濡ぬれた体に風を感じさせます。

「エムさんこれ、どこまで上るの！」

「なるべく上までだ！」

「今スキャンを見ているピトさんが、待ち構えているんじゃ？」

「だろうな」

「じゃあ──」

「話がしたかったんだろ？」

「そうだよちょーどいいね！」

　エムとフカ次じ郎ろうの声を聞いて、

「そうだけど！　──えいくそ！」

　レンは汚きたない言葉で腹をくくると、後ろ二人を置いていかんばかりの速度で、実際置いていきながら、揺ゆれる階段を駆かけ上のぼり続けました。




　時刻は13時40分。

　端たん末まつ画面の中でレン達たちが階層を移動する様子を、揺ゆれる足あし下もとにバランスを取りながら、ピトフーイはブリッジで見ていました。

　そして、

「迎むかえにいかなくちゃ。どこがいいかな？」







　戦せん闘とうシーンがないので、酒場の中ちゆう継けい画面は灰色の海を疾しつ走そうする豪ごう華か客船を久しぶりに映しているのですが、

「おい！　なんか前に傾かたむいてないか？」

　さすがに観客が、異変に気付きました。

「確かに……。激げき突とつしたときの浸しん水すいか？」

「いやあ、浸しん水すいなんてその前からバリバリだったろ？」

　誰だれかの言ったとおり、それ以前から喫きつ水すい線せんはぐいぐいと下がっていたのですが、《クララ》がバランスを取っていたので違い和わ感かんに気付きにくかったのです。

　船の前後のバランスを〝トリム〟と言いますが、この場合は前トリム。

　舳へ先さきを大きく凹へこませた豪ごう華か客船は、それでも全速力で波を蹴け立たてていますが、その前まえ屈かがみっぷりは視覚でも分かるほど。明らかに普ふ通つうではありません。

「最終決戦前に沈ちん没ぼつで全員死亡で同時優勝とか、イヤだぞ……」

「そうだ！　俺おれ達たちは殺し合いが見たいんだ！」

「残り二チーム、ピトフーイとエヴァ、レン、フカ次じ郎ろう、エム」

「二対三か……」

　別のモニターが、階段を駆かけ上のぼるレン達たちを映しました。

　そして今、レンは十階分以上の階段を駆かけ上のぼり、デッキ17にたどり着きました。大きなスペースと、ブリッジがある階層です。




　中にいるレンは、誰だれよりもよくその状態に気付いていました。

　船は今も前のめりになっていて、かつ不規則に揺ゆれ続けています。しかも、先ほどからほぼ全速力で疾しつ走そうしているのが恐おそろしいです。

　側面に開いた穴、フカ次じ郎ろうが開けちゃった穴、そしてビルの激げき突とつで相当なダメージを受けたであろう船首──、どれほどの水が今も入はいり込こんでいるのやら。

　それでも、今は進むしかありません。

　フカ次じ郎ろうとエムを置き去りにして、階段をとうとう上り切りました。デッキ17。階段はここまでです。

　そして、広い空間に勢いよく飛び出したレンを、

「や！　おひさ！」

　ピトフーイの笑え顔がおと声が迎むかえました。

「ひっ！」

　反射的にＰ９０を腰こしで構えたレンでしたが、

「…………」

　撃うちませんでした。

　そこには、広々としたホールがありました。

　縦横数十メートルはある、広く平らな場所です。ところどころに、構造上支えるための柱がありました。

　そこにあったものは避ひ難なん民みんが運び出したのでしょうか。今は、何もありませんでした。

　広い床ゆかにびっしりと敷しかれている赤い絨じゆう毯たんは、あちこちに縦横数十センチのどす黒いシミがありました。誰だれかが汚よごしたのか、それとも──、〝誰だれかだった〟のか。

　かなり薄うす暗ぐらい空間でした。まず、船の内部に位置するここには、一つも窓がありません。

　天てん井じようにたくさんあるはずの灯あかりは、三割ほどしか点灯していませんでした。残りは外されています。別の箇か所しよに使われたのでしょう。

　ピトフーイはそこで、柱の一つに背をもたれていました。ＫＴＲ─０９は背負ったままで、手には何も武器を持っていませんでした。その距きよ離りは、30メートルほど。

　Ｐ９０を構えたレンと、両りよう腕うでをだらんと下げたピトフーイ。

　静かな対たい峙じは５秒ほど続いて、

「おっとー？　撃うたないの？　レンちゃんやっさしー」

　ピトフーイの緊きん張ちよう感かんゼロの声が、それを終わらせました。

「ピトさんっ！」

　険しい顔のレンが、ホール中に響ひびくほどの大声で叫さけんだとき、

「おっとー！　いたいた。やふー！　ひさしぶりー！」

　後ろからドカドカと階段を上る足音と、緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声が聞こえて、

「フカちゃんおひさ！」

　ピトフーイもまた、手を振ふって答えました。

　最後にエムがやってくる足音が聞こえて、彼かれは何も言いませんでしたが、

「よっす。よく生き残ったね。頑がん張ばった頑がん張ばった」

　ピトフーイは労ねぎらいました。

　そして、ゆっくりと柱から身を離はなすと、今も増している傾けい斜しやの中を数歩進んで、大きく両りよう腕うでを開いて見せました。

「さーて、コレで、ＬＰＦＭ対裏切り者チームの戦力比が三対一になっちゃったけど、勝負する？　レンちゃん」




　レンは、ピトフーイに、どうしても聞いておかねばならないことがありました。

　そのために、ひたすらに生き残り、ここまで来ました。

　そして、もう聞く必要がなくなりました。




「三対一……、やっぱり！　やっぱり！　──やっぱりかあっ！」

　レンは、天てん井じようを見上げて叫さけびました。

「やっぱり？」

「やっぱり？」

　フカ次じ郎ろうとエムが、目の前にいる仲間の発言に首を傾かしげて、

「あー、そっか！　レンちゃん、ずっとこう思っていたんだ」

　ピトフーイはニヤニヤと笑いながら、そしてゆっくりと近づきながら言うのです。

「〝裏切り者は、本当はウチのチームから二人出たのではないか？〟って」

「…………」

　押おし黙だまったレンの前を、赤い絨じゆう毯たんをブーツで踏ふみしめながら、ピトフーイが横切っていきます。

「なるほどなるほど、なるほどねえ、レンちゃん。確かに、可能性としてはゼロじゃないよねえ」

「…………」

　ピトフーイはレンの脇わきを通とおり抜ぬけ、後ろにいたフカ次じ郎ろうとエムへと近づき、

「でも、こっちの可能性の方が高いよね。つまり──、〝私が大おお噓うそつきだった〟」

「…………」

　そこまで聞いたフカ次じ郎ろうが、ＭＧＬ─１４０から手を離はなして、スリングで両りよう肩かたに吊つりました。

　そして、ポン、と手を拳こぶしで叩たたきました。どうやらフカ次じ郎ろう、これがやりたいから、わざわざ武器を下ろしたようです。

「なるほど！　それで〝三対一〟か！　つまり、私と、ピトさんと、エムさんがＬＰＦＭで、レンが裏切り者チーム！」

「するとピト、お前は、実は選ばれてなかったのか？」

　エムが訊たずね、

「証しよう拠こを見た？」

「む？」

「私の端たん末まつに表示された〝あなたが裏切り者だよ〟って表示を、誰だれか、しっかりと、見た？」

　エムがゆっくりと首を横に振ふって、フカ次じ郎ろうは、

「そーいや、見てないね。うん」

　ピトフーイは、とうとうフカ次じ郎ろうとエムの脇わきに立ちました。

　振ふり返かえったレンは、数メートルの距きよ離りを置いて、三人と対たい峙じしました。

「最初はね、半分以上冗じよう談だんだったのよ。だってそうでしょう？　システムで選ばれていない私が、あのヘンテコな機械に乗れるか分からなかったし。乗れなかったらそのときに、『おっと間ま違ちがえちゃったごめーん！　てへっ！』って舌を出そうかなって！」

「でも、乗れちゃったわけだ」

「そうなのよ、フカちゃん。この裏切り者チーム、〝裏切り者ビトレイヤー〟が堂々と入はいり込こむ余地があったのよ。システムの穴？　それとも、さすがは仲間すら殺せるＧＧＯ──、意図的にそうしてあるのかしら？　私は他の裏切り者達たちと合流して、そこでチーム編成もできた。ここまで、闘たたかってもこられた」

「ＢＴＲＹのメンバーが船内で死んでいたが、お前がやったのか？　ピト」

　今も冷静なエムと、

「そうよ、エム。さっきも一人、ちょっと輪切りにしておいた！」

　今日も楽しそうなピトフーイと、

「すっごーい！　ピトさん！　なにそれ大戦果！」

　いつも吞のん気きなフカ次じ郎ろうを見ながら、レンは思っていました。

　わたしは、一体、何をしていたんだろう……。

　ここまでの戦いが、走そう馬ま燈とうのように、頭を駆かけ巡めぐります。

　もともと、あまり出たくなかったＳＪ３──、ボスとの女の約束を守る、ただそれだけの為ために出場したというのに、それはまったく叶かなわず。

　ピトフーイとは闘たたかわなくていいように、同じチームで出たというのに、いつの間にか敵に。

　性しよう悪わるスポンサーの考えた〝裏切り者チーム〟などという特別ルールで、ずっと気苦労を背せ負おい込こむことに。

　これ──、誰だれが悪いんでしょう？

　自分でしょうか？

　いえ、違ちがいます。

　かつてのレンだったら、〝そうよね自分が悪いのよね〟との短たん絡らく的てき結論に至って、〝どうせわたしなんか、こんな星の下に生まれたのよ〟とふてくされていたでしょうが──、

　幾いく多たの戦いをくぐり抜ぬけて、いい意味でも悪い意味でもタフになってきたレンは、そうは思いませんでした。

　スポンサーの作家も半殺しにしてやりたいですが、今回の一番の元げん凶きようは、ピから名前が始まって、イで終わる、

「いやー、私大だい活かつ躍やく？　もっと褒ほめて褒ほめて！」

　目の前で、頰ほおのタトゥーを歪ゆがませながら吞のん気きに笑っているコイツです。

　このアホたれめ。

「こ、この……、アホたれええ……」

　想おもいが、とうとう口に出ました。

「ほい？　レンちゃん、なんか言った？」

「うん、言ったよ」

「なんて？」

「ピトさんの、アホたれええええ！　なんてコトをしてくれるかな！」

「いやー、それは──」

　ピトフーイは、まずは大げさに肩かたをすくめて、にっこり笑え顔がおで、爽さわやかに答えました。

「あっさり騙だまされるレンちゃんが悪いんじゃないかしら？」




　ぶちん。




　レンの脳内で、何かが千ち切ぎれる音がしました。

　いわゆるひとつの、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おというやつです。

　レンの小さな体が、ワナワナと震ふるえ出しました。

　敏びん捷しよう性せいが高いキャラなので、震ふるえる動きまでが、やたらに素す早ばやく細かいです。残像が見えて、輪りん郭かくが霞かすんで見えました。

　およそ２・５８秒間震ふるえたレンは、大きく息を吸すい込こむと、

「ピトさああああああん──、ぶっころす！　ちょうどいい！　敵だから容よう赦しやなく！　遠えん慮りよなく！　倒たおす！」

「おお怖こわい！　超ちよう怖こわい！　──そしてかかってきなさい！　私はこれがしたくてレンちゃんを謀たばかったのよ！　そうよ！」

「本当に倒たおす！　マジで倒たおす！　今から倒たおす！　泣いても倒たおす！」

「やれるもんならやってみんしゃい！　ウェルカムエニタイム！」

　二人の女が、闘とう志しを剝むき出だしにして叫さけび合いました。銃じゆうを持つ二人の、口くち喧げん嘩かでした。

　それから、ピトフーイはトーンをぐっと落として、困ったように言うのです。

「でもさー、三対一だと、イジメにしかならないわよね？　どーする？」

「ぐっ……」

　困ったレンが、歯をかみ砕くだかんばかりに軋きしませたとき、
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「いや、三対二だな」

　誰だれかの声がしました。




　薄うす暗ぐらい空間に黄色く眩まぶしい光が生まれ、レンと三人の間を通とおり抜ぬけました。

　四人の目が、ものを見る能力を一時的に失って、

「真後ろに走れ！」

　その声に従って、レンは振ふり向むいて走り出しました。両目は見えていませんが、躊ちゆう躇ちよなどしません。全力全開のダッシュです。

「なっ！　しまった──」

　ピトフーイが肩かたからＫＴＲ─０９を外したのと、２発目の信号弾だんが、目の前を横切るのが同時でした。

　曇くもり空ぞらであれほど目立つ信号弾だんを、目の前３メートルで見せられたらどうなるか。

　視界には、その残像しか残りません。

「くそーっ！」

　ピトフーイは叫さけび、そしてＫＴＲ─０９を構えるのを止やめました。

「うううう……、目がー！　メガー！」

　フカ次じ郎ろうはその場でジタバタと右う往おう左さ往おうしつつ、

「レンが逃にげてるの？　撃うっていい？　ねえ撃うっていい？」

「ダメだ！　みんなを殺す気か？」

　同じく見えなくなっていても冷静なエムが、鋭するどい言葉で制しました。

　ここは絶対に止めねばなりません。ヘタをしたらフカ次じ郎ろう、またプラズマ弾だん頭とうをぶちかましかねません。

「くっそ！　レンに夢中でエヴァを忘れてたああああああ！」

　どうやら本当に失念していたらしいピトフーイが、その場に伏ふせながら悪態をついて、

「やっぱり本調子じゃないなあ……。私のバカバカバカ！」

　喚わめくその頭の上を、３発目の、そして４発目の信号弾だんが通過していきました。
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　第十六章　「ラストバトルは私わたし達たちに」







　まったく目が見えないままホールを全力疾しつ走そうしたレンは──、

　その実力を遺い憾かんなく発揮し、誰だれにも真ま似ねのできない神速で広いフロアを駆かけ抜ぬけて、そこにあった柱の一つに激げき突とつしました。

「ぶげぎゃ！」

　運良く正面衝しよう突とつではなかったので、左側に弾はじかれて、

「がー！」

　そのままゴロゴロと転がって、

「ぐべっ！」

　フロアの端はしまでたどり着いて、そこにある壁かべに衝しよう突とつして止まりました。

「来い！　摑つかまれ！」

　そしてすぐ近くから聞こえた、馴な染じみのある声。

「おっけ……」

　目が回って体中が痛いですが、レンはそれに従って、ぼんやり見えてきた視界で見つけた、巨きよ大だいな手を握にぎりました。




「見えてる？」

「なんとか。ピトさんは？」

「大だい丈じよう夫ぶ。よっし。さあて、あの二人をぶち殺しに行くわよ。私わたし達たち、ＬＰＦＭの二人で！」

「がってん！」

　傾かたむきが増していくホールで、視力を取とり戻もどした女二人が、険しくも楽しそうな顔で言葉を交かわして、

「俺おれは？」

　一人の男が脇わきで訊たずねました。

　そしてピトフーイは、即そく答とうします。

「邪じや魔ましたら殺す！」







「バッチリ見えてきたよ。もう大だい丈じよう夫ぶ。ありがとうボス……」

「よっし」

　レンと、エヴァことボスは、デッキ17の廊ろう下かを、船せん尾びに向けて走っていました。

　ずっとレンの手を引いていたボスが、今離はなしました。

　そこは、二に棟とうある客室の左さ舷げん側、その中央を真まっ直すぐに貫つらぬく長い廊ろう下かです。窓がないので分かりにくいですが、緩ゆるい傾けい斜しやの上り坂になっていました。

「できるだけ距きよ離りを取る。その後はスキャンを待つ。今は13時──、44分になるところか。次のスキャンを見るのは無理かもしれないな」

　ボスの足は決して遅おそくはありませんが、当然レンほど速くはありません。レンはボスの後ろに続きながら、

「なんか、いろいろ、ゴメン」

　半べそで謝あやまりました。

　その手には、サテライト・スキャン端たん末まつ。画面をスクロールすると、

『あなたが裏切り者です』

　そう書かれた画面がハッキリと映っていました。

　この裏切り者通知のとき、ピトフーイの冗じよう談だんにのみ込こまれて自分がハッキリしなかったせいで、ピトフーイの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こを許してしまったこと。そしてそのせいで、ＳＨＩＮＣとの真っ向勝負ができなかったこと。

　これは、どうしても謝あやまっておかねばなりません。

「本当に……、ゴメン……」

　言葉を重ねたレンに、ボスは振ふり向むかずに答えます。

「なあに、いいってことよ」

「でもっ！」

　今度は走りながら振ふり向むいて、ゴツい顔に似合わない、可か愛わいらしい笑え顔がおを見せました。

「同じチームの仲間だろう？」







　13時45分。

　今も移動を続けるレンとエヴァを、ピトフーイとフカ次じ郎ろうのコンビは、端たん末まつの情報として見ていました。

「逃にげてるぜアイツら！　どうした向かってこいよ！」

　フカ次じ郎ろうはご立腹。

「ま、そりゃそうよね」

　ピトフーイは冷静でした。







　全長５００メートルの船は、逃にげても逃にげてもなかなか終わりません。

　左右に客室へのドアを設けた廊ろう下か──、という坂をひたすらに駆かけ上のぼり続ける二人のうち、足が遅おそくて体のデカい方が言います。

「ゆっくりだが確実に、坂道がキツくなっている。コイツは前のめりになって、船せん尾びが持ち上がって、やがては強度を支えきれずにポッキリと折れて、前から引きずられるようにして、沈しずむ」

　実に冷静な分ぶん析せきでした。リアルが女子高生にしては、やたらと船に詳くわしいですが、

「つい最近、懐なつかしの名画サイトで、ディカプリオの『タイタニック』を見たから分かる」

　謎なぞはすぐに解けました。

「どうする？　レン。このままひたすらに船せん尾びに向かって、逃にげて隠かくれ通したら──、あるいは接近を許さずに船せん尾びを守り通したら、相手は溺でき死ししてくれるぞ」

　小さい方が答えます。

「うん。殺して勝つよ？」

「言うと思った」

　そして二人は──、

〝私わたし達たちは生きて、生き残って、今度こそ争いのない世界を創つくるんだ！〟

　そう書かれた壁かべの前を、通とおり抜ぬけていきました。




「──だ、そうだ」

　まだ通信アイテムのスイッチを切っていなかったエムが、一度それを耳から離はなして、レンの言葉を二人に伝えました。

「これは、寝ねてた子を起こしちゃったかな？」

「何を今さらピトさん。そこは笑うところかね？　それに、この船の上で永えい眠みんさせればいいさ」

　ホールの床ゆかに腰こし掛かけていたピトフーイとフカ次じ郎ろうは、楽しそうに答えました。

　二人は、身み支じ度たくを終えました。

　ピトフーイは、身につけられるマガジンは、全すべて身につけていました。ＫＴＲ─０９には、75発を撃うちまくれるドラムマガジンが装着されていました。二ふた振ふりの光こう剣けんは、ポーチの抜ぬきやすい場所に差してありました。ただ、左ひだり腰こしのＭ８７０・ブリーチャーは、鞘さやごと床ゆかに放置されています。

　フカ次じ郎ろうの２丁のＭＧＬ─１４０には、バックパックから出したグレネード弾だんがフル装そう塡てんされています。うち、左ひだり子この最初の２発は、船ごと破は壊かいしてしまうプラズマ弾だん頭とう。

　そして彼かの女じよは、もう重いバックパックを背負っていませんでした。予備の弾たまを数発、防ぼう弾だんプレート入りの装備ベストにあるグレネード・ポーチに詰つめ込こんでいます。Ｍ＆Ｐ拳けん銃じゆうは、撃うっても当たりませんがまだ右みぎ腿ももに装着されていました。

「レンの声がまったく聞こえなくなった。気付いて、向こうでチームを組み直したのだろう」

　エムが報告して、そして問います。

「俺おれは、本当に参加しなくていいのか？」

「くどいよエム。誰だれが、三対二で勝って嬉うれしいかな？　それともここで死んどく？」

　ピトフーイが、ＫＴＲ─０９の銃じゆう口こうをエムに向けるフリをしました。これが〝フリ〟でなかったら、多分本当に撃うっていたでしょう。ピトフーイは、撃うたない人に銃じゆう口こうは向けません。

「レンに手を出したら殺すよ？　これは厳命しておく」

　そして、

「エムに残っているのは、最後に〝真の勝者〟を持ち上げる役目だよ。──じゃあ、それを貸して」







　船内客室の一つで──、

　チーム〝ビトレイヤーズ〟としての登録を終えて、通信アイテムをボスと繫つなぎ直したレンは、

「わたしはコレとナイフだけ。今回手しゆ榴りゆう弾だんはナシ。ボスは？」

　Ｐ９０を見せながら訊たずねました。ボスが答えます。

「ヴィントレスとストリージ。あとは、レンを真ま似ねてコンバットナイフを一ひと振ふり。使う腕うでを磨みがくヒマはなかったがな。そして、手しゆ榴りゆう弾だんがいくつも」

「ほう……」

　レンの目が、怪あやしく光りました。

「その中に、プラズマ・グレネードは、ある？」

「ある。チームの分を運んでいたので、12発持ってる。被ひ弾だん暴発が怖こわいので、ずっとストレージにしまってあるが」

「デカネードは？」

「同じく。６発」

　デカネードはプレイヤーがつけた愛あい称しようで、フカ次じ郎ろうのグレネード弾だんと同じくらい、威い力りよくが凶きよう悪あくな大型プラズマ・グレネードのこと。直径20メートル以内のものを、全すべてぶちこわせます。

　ただし、

「だが、船の中ではとても使えん」

　ボスの言うとおりです。

　デカネードは、ＧＧＯにおける〝威い力りよくが高いぶん勝手が悪い〟武器の代名詞のようなもの。

　フカ次じ郎ろうのランチャー形式なら、自分にダメージを食らわずに撃うてるのでかなり有効なのですが。敵に回した今、残り２発のグレネード弾だんはかなりの脅きよう威いです。合図と海を押おしとどめるためと、３発も使わせておいて、かなり助かったかもしれません。

　レンは考えます。

「この火力で……、あの二人に確実に勝つためには……。あんまり時間がない……。どうすれば勝てるどうすれば勝てるどうすれば──」

　呪じゆ文もんのようにつぶやくレンに、ボスは余計な口を挟はさむのを止やめて待ちました。

「どうすれば──、ここで勝つには──」

　泳いでいたレンの目が、ピタリと止まりました。ボスへと向けられました。

　そして、

「デカネード──、いや、全すべてのプラズマ・グレネードを、わたしにちょうだい」







　すでに死んで戻もどってきた者達たちを含ふくめて、大勢の酒場の観客達たちは──、

　まさにこれから、ＳＪ３最後の戦いを見ようとしていました。

　モニターの中で、制せい御ぎよを失った船は、今も狂くるったように疾しつ走そうしています。

　船首の半分以上が海面下に突つっ込こんでいて、そこで大きく波を蹴け立たてています。

　５００メートルの巨きよ船せんは大きく前のめりになっていて、船せん尾び部分がだいぶ持ち上がっていました。暴走を続けるスクリューが作る泡あわが、それまでよりずっと賑にぎやかに見えました。

　とはいえ、見たところこの傾けい斜しやの様子では、この先５分や10分で沈しずむようなことはないでしょう。

　中ちゆう継けいが切きり替かわりました。

「おほっ！」

「来たあ！」

　その船のデッキ10、広い広い中庭を、二人の女プレイヤーが歩いていました。

　周囲に店の廃はい墟きよや、錆さびた遊園地の遊具が広がる空間。彼かの女じよ達たちはそれぞれの銃じゆうを手に、ど真ん中の一番広い場所を、堂々と進んでいきます。

　ピトフーイは、右手にＫＴＲ─０９を持って。

　フカ次じ郎ろうは、右手に右みぎ太たと名付けたＭＧＬ─１４０を持って。さらには、左ひだり子こと名付けたもう一丁を肩かたから提さげて。

　そして二人とも、左手に楯たてを持っていました。それを、体の前で保持していました。

　エムの楯たてです。

　一枚の高さが50センチ、横よこ幅はばが30センチ──、本来は八枚を扇おうぎ状じように組んで使うそれを、４枚の組み合わせで〝個人防ぼう楯じゆん〟として装備したのです。裏側には、持ち手があるはず。

　高さ１２０センチ、幅はば50センチの楯たてとなれば、小こ柄がらなフカ次じ郎ろうはもちろん、ピトフーイですら体のかなりの部分を防ぐことができます。

　これなら、敵に堂々と身をさらしても、致ち命めい傷しようになる場所をいきなり撃うたれることはないでしょう。

「レンのＰ９０はもちろん、エヴァのヴィントレス狙そ撃げきも防げそうだな」

「俺おれには分かる！　楯たて兵士！　これは流行はやる！」

「二人とも体力値が高いからできるんだ！　おいそれと真ま似ねできるかっつーの！」

　画面の中で、ピトフーイとフカ次じ郎ろうの二人は、楽しそうに会話をしながら、並んで坂道を登っていきます。船上の戦場に向けて。

「まるでデートだ。おっと、笑ったぞ？」

「何を話しているんだろうな？」

「きっと、どうやってレン達たちをフルボッコにするか、その作戦だよ」







　どんなに綺き麗れいな映像でも、中ちゆう継けいでは伝えきれないことがあります。

　例えば、歩いている人の楯たてを持った拳こぶしが、小刻みに震ふるえていることなど。

　左ひだり隣どなりにいるフカ次じ郎ろうだけがそれに気付いて、そして考えて、一つしかない結論を出しました。

「ピトさん」

「なあに、フカちゃん」

「私には分かったよ」

「何が？」

「ピトさんは、レンが、怖こわいんだね」

　ニヤリと笑った顔を、真横にいて、そして警けい戒かいのために前を向いているフカ次じ郎ろうは、見ることができませんでした。

　二人は、歩きながら、視線ではなく言葉を交かわします。

「私が今まで、ＶＲゲームにおいて、〝コイツは私より強い。腕うでだけではなく、意志も〟──そう思ったのは、二回だけ」

「たった？　私なんて二十回以上はあるよ。ごめん、二百回だった。それで、ピトさんの最初の一回は、いつ？」

「ゲームを始めた直後よ。ベータテスト時代の《ソードアート・オンライン》。世界初のＶＲゲームで同時スタートだったんだから、誰だれもが条件は一いつ緒しよよね。でも、そこには私より腕うでっ節ぷしが強い人は結構いた。そのうちの一人と、レアアイテムを落とす獲え物ものの挑ちよう戦せん権けんを巡めぐって、一いつ騎き打うちの果たし合いになったことがある。やけに格好かつこつけた、イケメン優やさ男おとこだった」

「で、殺されて負けた、と」

「いや。私のヒットポイントが残りわずかになったとき、その相手が、『俺よりレベルが二つも低いのに、そこまでやれば立派なもんだ。ここのボスは譲るよ、いつかタメになったらまたやろうぜ（キラッ）』って言って、剣けんを納めちゃったのよ」

「なんとまあ」

「自じ慢まんだけど、そいつだって結構ダメージ食らっていたのよ？　それなのに、殺し合いの中で、冷静にそんなことを言えるなんてね。当時ガムシャラに強くなることしか考えていなかった私は、なんて弱い存在かと、己おのれを恥はじた。余よ裕ゆうがなさ過ぎると、反省した」

「うむ。反省は人を強くする」

「だから、そいつとは本サービスが始まったらまた剣けんを交えて、可能ならＰＫでぶっ殺してやろうと思っていたんだけどねえ……」

「本番にはすんでのところで参加できなかったんだよね、ピトさん。そいつ──、命が助かったね」

「あるいは……、私かもね」

　二人は歩き続けて、ＭＭＴＭの四人が感電死させられた場所を通り過ぎました。石いし畳だたみを模したタイル張りの中庭は、まだ濡ぬれています。船せん尾びまでは、残り２５０メートルほど。斜しや度どは、今もじんわりと増しています。

　時間は13時48分。敵チームの動きは、ありません。

「もう一人は──、もちろんレン。最初に見たときから、まったくブレのない体幹の動きと、驚きよう異い的てきなバランス感覚には驚おどろいていたんだけどね」

「なるほど。ピトさん、こんなときだから言うけど──、コヒーはノッポになる前は、超ちよう運動神経がいい子だったんだってさ。上のお姉さんから聞いた。きょうだいがやっていた運動をなんでも真ま似ねたがって、すぐにできるようになったんだって」

「分かるわ。長身がコンプレックスでなく、優すぐれた指導者の下で本気でスポーツをやっていたら……、今いま頃ごろ日本代表になっていたかもね」

「私も、コヒーがＶＲゲームやるって聞いたときは、どんなキャラに成長するのか、かなり楽しみだったけど──、こっちの世界でも、ちょっと〝育ち過ぎちゃった〟みたいだねえ」

「あはは。そして私は、いつかレンと本気で闘たたかいたいとずっとずっと思っていたし、前回、その願いが叶かなって本当に嬉うれしかった」

「そんで負けちゃった、と」

「誰だれかさんの的確な加勢もあってね」

「おんやあ？　だれだろうなー？」

「喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎられながら、私は死ぬと思った。本当に死ぬと思った。これで何もかもが終わりだと思った。そして、納なつ得とくできる終わりだと思った。あにはからんや──、死ねなかった」

「覚かく悟ごを決めて列車に飛とび込こんだら頭の上を通り過ぎちゃいました的な？」

「そんな感じ。それから、いろいろあったけど、まあ、もらった命を、私なりに大事にしようと思っているけど──」

　ピトフーイの左手の震ふるえが、ピタリと止やみました。

「今でも、あのピンクのチビを見ると、怖こわい」







　中庭の中央、大きな花か壇だんの脇わきにモニターを設けたインフォメーション端たん末まつの板があって、そこには〝ｉ〟もついています。

　13時49分が近づいて、二人はそこで足を止めました。枯かれた花か壇だんの脇わきにサッと屈かがむと、楯たての後ろに身を隠かくして、フカ次じ郎ろうだけが端たん末まつを出しました。

「なるほど。ピトさんにとっては、ぶっ倒たおして、乗のり越こえるべきトラウマってことかあ」

「そんな立派なものじゃないわよ。単なる恨うらみ。私し怨えん。けちょんけちょんに伸のしてやりたい相手、ってだけ」

「うほー。おつきあいしますよ。ピト様エルザ様」

「あんがと。でもいいの？　大切な友達なんでしょ？　この後にリアルでケンカとかしたら、おねーさん悲しむわよ？」

「これくらいで仲なか違たがいするくらいなら、とっくに北の大地を血に染めて殺し合ってるって。本当は、レンに銃じゆうなんて向けたくないくらい、私わたし達たちは固い友情で繫つながっているのさ。私わたし達たちが女子校時代に、どんだけケンカしたとお思いで？」

「その話は面おも白しろそう。今度聞かせてね」

「聞いたら、多分一曲できるね」

「そいつぁー、楽しみ」

「当然、曲の元ネタ提供者として、ライブにご招待か。飛行機代含ふくめて」

「リアルレンちゃん連れてきてくれるなら、エニタイウェルカムよ」

「あいつ、身が固いからなあ……」

「あらやだ。食っちゃうこと、前提？」




　13時49分40秒。

　通信アイテム越ごしに、言葉を交かわす二人がいました。

「行くぞ！　ボス！」

「おう！　レン！」




　13時49分49秒。

「さて、二人はどこにいるかな──」

　フカ次じ郎ろうが、つぶやきながらサテライト・スキャン端たん末まつを〝ｉ〟にかざしました。ピトフーイは、船せん尾びを重点的に、かつ全周を警けい戒かいします。

　そして上の階から始まったスキャンが、１秒ごとにフロアを駆かけて、

「なぬ？」

　そこには、敵の二人の位置が映っていました。

「エヴァは、デッキ10。この階層の、２００メートル先にある船せん尾び近く左さ舷げん。レンは、同じデッキの、２００メートル後ろ。中庭の先っちょ！」

　フカ次じ郎ろうの報告を聞いて、

「二人が、ばらけた……？」

　ピトフーイも、疑念を口にしました。

　いろいろな意味で、あり得ない作戦です。

　まず、今となっては貴重な戦力を分けるとはどうしたことか。どっちか一人に向けて攻こう撃げきされたら、二対一の戦いになります。圧あつ倒とう的てきに不利です。

　そして、レンが船首方向、つまり後ろにいるというのも、意味が分かりません。おそらくは客室の廊ろう下かを通とおり抜ぬけて回り込こんだのでしょうが、せっかく一度逃にげたというのに、駆かけ戻もどるとは。

　さらにいえば、その途と中ちゆう、中庭を歩く自分達たちを攻こう撃げきするチャンスは、いくらでもあったでしょうに、なぜしなかったのか。

　もちろん、レンの狙そ撃げき能力は低いので、それで二人が同時に殺された可能性もまた低かったのですが、ピトフーイ一人くらいならやれたかもしれないのに。

　すると、レンが恐きよう怖ふのあまり狂くるってしまったのでなければ、可能性は一つ。

「フカちゃん気をつけて。敵は、何か大おお技わざを狙ねらってくるよ」

「おうよ。あと、ピトさん楽しそう」

「あ、分かる？」




　ピトフーイとフカ次じ郎ろうの会話を通信アイテム越ごしに聞きながら、エムは見ていました。

　エムは、デッキ19、右う舷げん側の客きやく室しつ棟とうの屋上、船の中央付近にいました。バックパックは、もう背中にありません。

　デッキから見下ろしている彼かれには、先ほどから、中庭の先せん端たん部分で素す早ばやく動く、ピンクのチビが見えていました。

　その距きよ離りは、高低差を入れても２００メートル。手に持つＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるで、楽に狙そ撃げきできました。いつでも殺せました。

「…………」

　そして、何も言わず、何もせず、レンがやったことをしかと見届けると──、

　これは、マズい。

　船せん尾びに向けて、あらん限りの全力で走り出しました。







　背後で爆ばく発はつが起きて、その音と振しん動どうが頭と体を揺ゆらしました。

「ぬ？」「およ？」

　ピトフーイとフカ次じ郎ろうは、まずは体をかがめて伏ふせました。

　どこでどんな爆ばく発はつであろうと、まずは身を低くして、飛んでくる破は片へんなどに当たらないようにする。戦せん闘とう慣れした人間の対応です。

　そして、二人は見ました。

　なだらかな斜しや面めんを下った、中庭の先──、先ほどまでレンがいたであろう場所で、青白い炎ほのおが蠢うごめいているのを。

　それはまるで、船を真下から飲のみ込こもうとしている巨きよ大だいな生き物のように見えました。青白い生き物は膨ふくらんで、消えそうになってまた膨ふくらんで、歪いびつに形を変えました。

「あれは、まさかー！」

　フカ次じ郎ろうが気付きました。あの青白い奔ほん流りゆうは、見覚えがあります。

「そう、そのまさかよ……。やりやがったなこんちくしょう！」

　金属を砕くだく音と空気を震ふるわせる音が、左右の客きやく室しつ棟とうで幾いく重えにも反はん響きようしながら、中庭を駆かけ抜ぬけていきます。

　爆ばく音おんと振しん動どうは15秒以上続いて、大地を──、いえ、巨きよ船せんを揺ゆるがしました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　観客達たちは、その前から見ていました。レンが何をやったか。

　いや、何をやらかしやがったか。

　数分前──、

　船せん尾びに一番近い客室に隠かくれていたレンは、なんと自分の武器をエヴァに預けたのです。彼かの女じよがもつ唯ゆい一いつの銃じゆう、Ｐ９０を。そして、腰こしのポーチとストレージから出した、全すべてのマガジンを。

　その代わりに、レンはボスから手に入れました。

　小ぶりのスイカほどの大きさの物体、デカネードを６発と、通常の円形手しゆ榴りゆう弾だん、プラズマ・グレネードを12発です。

　それらをストレージに収納すると、レンは躊ちゆう躇ちよなく、全速力で駆かけ出だしました。

　左さ舷げん客きやく室しつ棟とうの廊ろう下かを、時速40キロ近い速度で駆かけ抜ぬけていきます。背中から追いかけるカメラの中ちゆう継けいが、まるでＳＦ映画のワープシーンのようでした。

　レンは一気に、中庭が終わる場所まで移動しました。

　船首側は、だいぶ浸しん水すいが進んでいます。デッキ10はまだ洗われていませんが、船の角度を見るに、その下、デッキ７か８くらいまでは、たっぷりと海水が入っていることでしょう。

　レンはそこで、船の所有者が見たら卒そつ倒とうしそうなことをやりました。

　ストレージから再び出したデカネードを、作動させたのです。起き爆ばくタイマーを調整して、13時50分30秒から、３秒おきに炸さく裂れつするようにしました。

　デカネードを、レンは中庭に転がしていきました。

　爆ばく発はつがちょうど中庭の幅はば一いつ杯ぱいに広がるように、綺き麗れいに等とう間かん隔かくに。さらに、誘ゆう爆ばくする通常型プラズマ・グレネードも、その周囲に散らばせました。

　細工は流りゆう々りゆう。あとは、逃にげるだけ。

　文字通り脱だつ莵とのごとく走ったレンは、すぐに来た廊ろう下かを戻もどり始めました。

「えっと、これ、どうなるの？」

　一人の観客の声に、

「もうすぐ爆ばく発はつする」

　別の誰だれかが答えました。

「見てれば分かるわ！　俺おれが聞きたいのは、今ここであんだけの大だい爆ばく発はつがあったら、船がどうなるかってことだよ！」

「見てれば分かる」







　青い爆ばく発はつは、巨きよ大だいな生き物となって暴あばれ狂くるいました。

　それなりに頑がん丈じようなはずの船の鉄板を、まるでティッシュペーパーのように引きちぎって、軽々と空に舞まい上げました。

　爆ばく発はつの度たびに巨きよ船せんを揺ゆらし、振しん動どうは波となって船の外側にまで伝わっていきました。

　全すべての爆ばく発はつがようやく収まったとき、そこには大きな穴がぽっかりと開いていました。中庭の床ゆかがごっそりとえぐられて、船内構造がよく見えました。

　その穴に、横から下から、大量の海水が流ながれ込こんできたのです。まるで滝たきのようでした。

　前のめりになっていた船は、その場所で歪ゆがみました。

　金属が軋きしむ大きな音が、悲鳴のように聞こえました。船の側そく壁へきに、大きな亀き裂れつが縦に走っていき、それが一周して──、

　べきん。

　５００メートルの巨きよ船せんが今、二つに折れました。

　前方部分、長さにして１５０メートルほどと、後部の３５０メートルほどに、永遠に分ぶん離りしたのです。

　前部は、今まで以上の速度で沈しずみ始めました。

　ヘリポートを波が洗い、そのまま沈しずんでいきます。すぐにブリッジが海に突つっ込こんで、動かなくなった《クララ》共々、二度と太陽を拝めない場所へと、去っていきました。

　後部は逆に、折れたことで水平を一時的に取とり戻もどしました。

　しかし、折れた箇か所しよからの容よう赦しやない浸しん水すいと、平へい坦たん部分である中庭へと流ながれ込こんできた海水は、そんな平へい穏おんを許してはくれません。

　今度は後部の３５０メートル分が、ぐいぐいと前に傾かたむいていくのです。




「レンのばっきゃろー！　私わたし達たちを溺おぼれ殺す気か！　さっきのかっけー決意表明は噓うそか！」

　事態を把は握あくしたフカ次じ郎ろうが、本気で怒おこっていました。

「ひゃっははははは！　さすがはレンちゃん！」

　ピトフーイが、何が楽しいのか、本気で笑っていました。

　二人のいる場所めがけて、坂の下から、大量の海水が襲おそいかかってきます。

「しゃーない。もっと前に進むよ」

「くっそー」

　二人は立ち上がると、楯たてを目の前に構えて、小走りで進み出しました。進む先は、もちろん船せん尾び。

　直後──、

　がいんっ！

　金属を穿うがつ重く激しい音がして、

「ぐう！」

　フカ次じ郎ろうの足が止まりました。

　彼かの女じよが手に持つ楯たてで、火花が立て続けに散りました。とっさにしゃがんで、楯たてに角度をつけつつ、左ひだり腕うでを体の脇わきに当てて力の限り堪たえます。

　その楯たてを穿うがつ音が聞こえて、フカ次じ郎ろうの体が、音と火花の度たびに後ろに押おされていきます。銃じゆう声せいは、まったく聞こえません。

「エヴァか！」

　ピトフーイは右みぎ脇わきに体をずらしながら、左手の楯たてで守りつつ、右手一本でＫＴＲ─０９のフルオート射しや撃げきを開始しました。

　当然片手では狙ねらい込こむことは望めないので、チラチラと見えるバレット・ラインの周囲への牽けん制せい射しや撃げきです。

　身を引いたのか、ボスからの音のない狙そ撃げきは終わりました。

　ラインによると、１８０メートルほど先にある、船せん尾びに設けられた扇おうぎ形がたの野外劇場あたりからの射しや撃げきでした。

「かますぜえ！」

　反はん撃げきタイムの開始です。しゃがんだままで、フカ次じ郎ろうはＭＧＬ─１４０の先せん端たんを、左手の楯たての上に載のせました。

　立て続けの三連射。

　ぽぽぽん！

　可か愛わいくも聞こえる音と共に、直径４０ミリのグレネード弾だんが３発撃うち出されました。秒速80メートルという、エアソフトガンのＢＢ弾だんほどの速度で飛び出して、山なりの弾だん道どうを描えがいていきます。

　狙ねらった場所に炸さく裂れつの黒こく煙えんが見えて、ほぼ同時に音がやってきました。

「どや？　やったかな？」

　フカ次じ郎ろうの問いに、ピトフーイは険しい顔のまま答えます。

「ま、無理でしょうね。エヴァは、少しでも私わたし達たちを足止めしたいだけだし」

「レンを合流させるためか。くそう。客室の中に入る？」

「周囲が壁かべだと、水に追いつかれたときにどうしようもなくなる。フカちゃんの攻こう撃げき力りよくも生きないでしょ。大だい丈じよう夫ぶ。このまま前進。レンちゃんは、再び姿を現してくれるわよ」




　そのときレンは、

「ボス、無事？」

「足に破は片へんを少し食らっただけだ。動ける。こっちも、二人に命中弾だんは与あたえられなかったが」

「よかった！」

　まさにピトフーイやフカ次じ郎ろうがいる脇わきを通っていました。来たときに使った左さ舷げん側の廊ろう下かを、全力疾しつ走そうで、船せん尾びへと戻もどるために。

　一気に中庭に躍おどり出て奇き襲しゆうすれば、ピトフーイ一人くらいは倒たおせたかもしれませんが、今はＰ９０がありません。大量のプラズマ・グレネードと共に全力疾しつ走そうするには、レンの最大許容重量は、軽すぎました。

　再び愛あい銃じゆうピーちゃんを手にするため、レンは傾けい斜しやが今まで以上の速さで増していく廊ろう下かを、走り続けました。

　途と中ちゆう、船が今まで以上に左右に大きく揺ゆれて、

「はっ！」

　レンは揺ゆれに合わせて、客室廊ろう下かの左右の壁かべに足を数歩ずつついて、そのまま走り続けました。







　デッキ19を疾しつ走そうしたエムは、一度足を止めて船首側へと振ふり向むいて──、

　その、呆あきれるほど豪ごう快かいな景色を見ました。

　３６０度の灰色の大おお海うな原ばらに、折れた船はありました。

　足あし下もとから続く斜しや面めんの下で、１５０メートル分の船首がへし折れています。折れて千ち切ぎれかかった部分がほとんど沈しずんでしまっていて、そのごく一部が、前のめりに盛り上がって見えています。

　通常この位置からだったら絶対に見えないはずの船内の様子が、折れた部分からよく見えました。ピトフーイと合流したホールも、その中にありました。

　そして自分がいる残り３５０メートル分は、折れた箇か所しよへとつんのめるように、まるで潜もぐり始める潜せん水すい艦かんのように、刻一刻と傾けい斜しやを増しています。

　こんな状態でも船のスクリューは全開で回っているようで、船は折れたままで、強ごう引いんに海を割って進み続けています。それがまた、大量の海水の流入に繫つながっていることでしょう。

　折れてしまったこの船が完全に沈しずむまで、残り時間は５分か10分か、それとももっと早いのか──、まったく分かりません。

　こんな状じよう況きようなのに、眼下の中庭では、ピトフーイとフカ次じ郎ろうが楯たてを手に、肩かたを並べて前進を続けていました。

　それはまるで、古いにしえの時代の重装歩兵を思わせました。




「やったな！　レン」

「やったよ！　ボス」

　レンは船せん尾びにたどり着くと、野外劇場の一番下、中庭からは絶対に見えない位置でボスと合流しました。

「これを返す。アレは返さなくていいぞ。持っていてくれ」

「ありがとう！」

　レンはボスが持っていたＰ９０を受け取り、マガジンをストレージとポーチに戻もどしました。

　そのとき、ピンクの愛あい銃じゆうを３秒ほど見つめて、

「どうした？　大だい丈じよう夫ぶ、食べてないよ」

「あ、いや……、今回、ピーちゃんは喋しやべってくれてないなあって」

　レンは、しみじみと言いました。

　今まで、ＳＪ終しゆう盤ばんでカッとなったり闘とう志しが燃えたぎったりすると話しかけてくるピーちゃんが、今回はまだ一言も発していません。

　もちろん銃じゆうが喋しやべるわけはないので──、自分の中で産まれた怪あやしくも変な感情、ということは分かっているのですが。いえ、そう願いたいのですが。

「ああ。夢中になると、そいつと会話するってアレか」

「そいつじゃないやい！　ピーちゃんだい！」

「あはは。それだけ、今日のレンは冷静に戦えているってことじゃないか？　あるいは──」

「あるいは？」

　楽しそうに会話をしている二人の間に、太いバレット・ラインが一本降ってきて、

「三人目のそいつは、寡か黙もくな性格だ、とかな」

「うん。それならいい」

　二人が素す早ばやく左右に避さけてから、さっきまでいた場所で炸さく裂れつしました。




「くそー。手て応ごたえがないな！」

　撃うったフカ次じ郎ろうが、悔くやしそうに言いました。

　ここまで、狙そ撃げきの恐きよう怖ふと戦いながら進んで、残りは１５０メートル。

　ＧＧＯにしては近い交戦距きよ離りですが、この先の中庭は広々とした空間が広がるので、遮しや蔽へい物ぶつも掩えん蔽ぺい物ぶつもありません。

　しかも、レン達たちがいる船せん尾びは、ステージに向かって窪くぼんだ野外劇場があるので、雛ひな壇だん状じように下がっています。斜しや面めんの上を押おさえていることも含ふくめて、隠かくれる場所としては、向こうが圧あつ倒とう的てきに有利。

　山なりの攻こう撃げきができるフカ次じ郎ろうはそれでもまだいい方で、ピトフーイの直線的な銃じゆう撃げきは、届けることすら難しくなっています。

　ぐいっと、床ゆかがまた傾かたむきました。

「おっと」

　フカ次じ郎ろうが片足をさらに伸のばして踏ふん張ばったとき、大量のバレット・ラインが周囲に走りました。




　出だし惜おしみは、ナシだ！

　レンは、撃うちまくりました。引き金を引きっぱなしの、フルオート射しや撃げきです。

　そこは、野外劇場の雛ひな壇だんの、一番上の位置。つまり中庭との境界上。

　下から勢いよく排はい出しゆつされる空から薬やつ莢きようが詰つまらないように、Ｐ９０を真横に構えて、なるべく身を出さないように這はいつくばっています。

　ピーちゃんが快調に唸うなりを上げて、毎分９００発というペースで、細長い弾だん丸がんを吐はき出だしていきました。

　中庭の先に、フカ次じ郎ろうとピトフーイの楯たてはよく見えています。何発もの弾だん丸がんがそれに当たって、そして弾はじかれています。

　貫かん通つうは絶対にしないし、持っているタフな二人にもダメージは与あたえられない。

　それでもレンは、撃うち続けました。

　ストレージから出したマガジンが、レンの伏ふせる目の前にごぞっと置いてあります。

　弾たま切ぎれしそうになると、残ざん弾だん２発か３発で、手品のような素す早ばやさでマガジンを交こう換かんして、レンはさらに撃うちまくりました。




「くっそー、アヤツめえ！」

　フカ次じ郎ろうは悪態をつきました。周囲はバレット・ラインと弾だん丸がんの雨あめ霰あられで、自分の楯たてに命中して甲かん高だかい音を立てています。

　マガジンキャパシティ50発のＰ９０が、そして敏びん捷しよう性せい抜ばつ群ぐんのレンが、その能力を遺い憾かんなく発揮していました。攻こう撃げきが途と切ぎれることがありません。

　フカ次じ郎ろうには、反はん撃げきするためにＭＧＬ─１４０の銃じゆう口こうを楯たての脇わきに出す余よ裕ゆうがありません。上から狙ねらうには、距きよ離りが近すぎます。

　フカ次じ郎ろうは、右横にいるピトフーイを見ました。

　数メートル脇わきで、ピトフーイも同じように左ひだり腕うでで支えた楯たての後ろに腰こしを下ろして、そして笑っていました。

　銃じゆう弾だんが飛んでくる中、フカ次じ郎ろうは話しかけます。

「ピトさん、楽しそうやねえ」

「ええ。楽しい。私は今、私を撃うっているヤツをどうやって殺すか、ただ純じゆん粋すいに、それだけを考えている。ステージの上で、歌うことしか考えていないときの感覚と、とてもよく似ている」

「まあ、それは──」

　フカ次じ郎ろうの頭に、真っ赤なバレット・ラインが、斜ななめ上から照射され、

「ステキ！」

　フカ次じ郎ろうは、左ひだり腕うでで楯たてを支えつつ、首をひょいと捻ひねって狙そ撃げきを避さけました。

　弾だん丸がんは、大きなヘルメットを少しだけ掠かすめて後ろへ飛んで、タイルの床ゆかに穴を開けました。

「おらあ！」

　同時にフカ次じ郎ろうの右手が持ち上がって、ＭＧＬ─１４０のぶっとい筒つつが、左さ舷げん側の客室へと向けられます。それはバレット・ラインの元である、船せん尾び近くにある、船室のバルコニー。ボスがいる場所。

　放たれた２発のグレネード弾だんはそこで炸さく裂れつして、ガラスを粉々にして、中庭に雪のように降らせました。人間の体の欠片かけらは、降ってきませんでした。

「ちっ。また外したか。さいそうてーん！」

　フカ次じ郎ろうは、右みぎ太たの再さい装そう塡てんを始めました。




「やっぱりか……」

　ピトフーイの呻うめき声を聞いて、

「やっぱり？」

　楯たてを左ひだり肩かたで支えつつ、開いたＭＧＬ─１４０の太いシリンダーに右手を突つっ込こんでガコンガコンと回転させながら、フカ次じ郎ろうは聞き返しました。

　この間も、レンは撃うちまくっています。今回ここまであまり撃うたなかったので、弾だん丸がんはたっぷり余っているからでしょう。容よう赦しやない連射です。

　その弾たまを時折楯たてで弾はじきながら、ピトフーイは周囲に目を光らせつつ、どす黒い笑え顔がおで言うのです。

「今のエヴァ、角度的に私を撃うつのが難しかったかもだけど、不可能じゃなかった」

　ピトフーイの方が左さ舷げん側の客きやく室しつ棟とうに近いので、狙ねらう角度がキツくなります。その分、身を乗り出す量が多くなり、反はん撃げきも食らいやすくなります。

　とはいえ、確かに不可能ではなく、

「ふむ。つまり？」

　フカ次じ郎ろうは相あい槌づちを打ちながら、かぽんかぽんかぽんと、グレネードを大きなシリンダーに詰つめ込こみ続けました。

「二人で申し合わせて、〝私を殺すのはレンちゃん〟ってことにしているようね。レンちゃんなりの義理か。それとも私し怨えんか」

「なんとまあ！　この期ごに及およんで獲え物もののえり好みとは！　さすがの強敵！　余よ裕ゆうぶっこいてるわー！」

「だから、その心意気、存分に使わせてもらおうかしらね。私は客室内に入る。そしてエヴァを追う──、フリをする」

「あはは！　がってん！」

　再さい装そう塡てんを終えたフカ次じ郎ろうは、その場で立ち上がりました。もちろん楯たてを目の前にかざしてですが、そこにレンの銃じゆう弾だんが集まることを狙ねらってのこと。

　希望どおり一気に飛んできて、楯たてに数発、そして運悪く、床ゆかのタイルで跳ちよう弾だんした一発がフカ次じ郎ろうの足に当たって、

「いってーじゃんか！」

　フカ次じ郎ろうをがくんとしゃがませましたが、囮おとりの役目はそれで十分でした。

　その間に、ピトフーイは猛もうダッシュで左さ舷げん客きやく室しつ棟とうへと飛とび込こんで、フカ次じ郎ろうの視界から消えました。




　レンの視界からピトフーイが消えて、

「ボス。ピトさんが〝食いついた〟。その中に入った」

「了りよう解かい！」

　レンは、新しいマガジンを、Ｐ９０に叩たたき込こみました。

　そして──、

　立ち上がりました。




「はあ！　何やっちゃってくれてるの！」

　酒場で誰だれかが叫さけぶのと、




「…………」

　デッキ18でエムが息をのむのが同じでした。




　レンは堂々と立ち上がると、中庭にピンクの身をさらしました。

　そして、小さな体のどこから出せるのか分からないほどの大声で叫さけぶのです。

「フカあああー！　勝負だああああああああ！」







[image: 第十七章 決闘]










　第十七章　「決けつ闘とう」







「何がしたいんじゃこらああああああああああああああああああああああああっ！」

　フカ次じ郎ろう、魂たましいの大だい絶ぜつ叫きよう。

　それはそうでしょう。

　さっきまで〝レンはピトフーイを狙ねらう〟と思わせておいて、ピトフーイが消えたと思ったら自分に決けつ闘とうを所しよ望もうなどと、

「おんどりゃふざけとんのかーっ！」

　フカ次じ郎ろうも、それは口が悪くなるというもの。

　フカ次じ郎ろうは楯たてを手にずかずかと、中庭を歩き続けました。

　撃うってきても防げますが──、レンは撃うってきませんでした。１５０メートル先の坂の上で、堂々と仁に王おう立だちです。

　フカ次じ郎ろうが近づいても、逃にげません。それどころか、ゆっくりと数歩だけですが、レンの方から坂道を下って近づいてくるではありませんか。

「ぐぬぬ……」

　フカ次じ郎ろうの歩みが自然と速くなって、とうとう二人の距きよ離りは、わずか70メートルまで縮まりました。




「なんだこれ？　ピトフーイは今なら戻もどってきて、レンちゃんを余よ裕ゆうで撃うてるよな？」

　レンとフカ次じ郎ろうが近づいていく間、観客の一人が実にもっともな疑念を呈ていして、

「だろうが、そこで撃うって倒たおしても、全然喜ばないんだよ。あの女はな」

　後ろから、ひどく訳知りを気取る声がしました。

「なんだあ？　アンタ──、なんで分かるんだよ？」

　明らかにケンカ口調で振ふり向むいた男は、

「さっきまで殺し合っていたからね」

　顔の迷めい彩さい塗と装そうを落としたデヴィッドに笑え顔がおでそう言われて、うんうんと頷うなずきました。

「ですよねえ！」




　どうするピトさん？　コレどーする？

　フカ次じ郎ろうは、挑ちよう発はつに乗って出てきたことを、今いま頃ごろになって後こう悔かいしていました。

　目の前50メートルでレンは、船せん尾びと灰色の空を背景に佇たたずんでいます。右みぎ腕うでは下ろされて、Ｐ９０の銃じゆう口こうは下を向いています。静かで落ち着いていて、そして堂々たる雰ふん囲い気きは、壁へき画がに描えがかれた古いにしえの英えい雄ゆうを思わせました。

　ピトフーイが今、レンを狙そ撃げきして殺すのは簡単でしょう。

　ピトフーイだって、そんな隙すきが生まれることを期待して〝エヴァを狙ねらうフリをする〟と中庭から一度消えたのですから。

　しかし、〝生まれた隙すきをついて〟ではなく、〝一いつ騎き打うちを望んで出てきた相手を脇わきから撃うち殺ころす〟など、そんな勝利を、今のピトフーイが受け入れるとは思えません。

　もちろんレンは、それが重々分かっていてこんなことをしているわけで、

「おのれええ！　悪女めえーっ！」

　フカ次じ郎ろうは、叫さけばずにはいられませんでした。

　今は、自分はレンを撃うてません。ピトフーイが戻もどってくるまでは、この海よりも広い心で耐たえねばなりません。

　そして、『ほうら、選手交代だぜ？』とか言って、ピトフーイとレンの一いつ騎き打うちを演出しなければならないのです。それが仲間への義理というもの。

　そんなフカ次じ郎ろうを襲おそう、

「どーしたフカー！　お前の右みぎ太たは昼ひる寝ね中ちゆうかー！　そういやずっと、ロッカーで寝ねていたもんなー！　おねむ銃じゆうだな！　デブっちょ銃じゆうには昼ひる寝ねがお似合いかー！」

　レンの容よう赦しやのない罵ば詈り雑ぞう言ごん攻こう撃げき。

　撃うつのはダメでも言い返すのはアリです。フカ次じ郎ろうは口を開きました。

「じゃかしーわー！　美的感覚ナシ女め！　授業中昼ひる寝ねぶっこいて、クソな先生に〝寝ねる子はよく育つのね〟って怒おこられたおめーさんに言われたくないわー！」

　リアルのことまで持ち出すマナー違い反はんの、苛か烈れつな反はん撃げき。しかしレンは怯ひるみません。

「その授業をしょっちゅうサボって、いよいよになって内ない申しんで、その先生の足あし下もとに泣きついたくせにー！」

「デートだからしゃーねーだろー！　モテ女の悲劇だよ！　そっちだっ──」

「《インデアン》のテイクアウト、豪ごう快かいにひっくり返し女！　やーい、ドジー！」

「てめっ！　こっちが言う前に！」

「あのとき、わたしのカレー半分を有あり難がたがって食べた涙なみだ目め欠食児童！」

「そっ──」

「修学旅行でもっさいブラジャーを脱だつ衣い所じよに忘れて、宿から連れん絡らくきて、学校で呼び出し放送されたダサブラ女！」

「でっ──」

「フラれて慰なぐさめ会で、〝コレからは女に生きるよ。百合ゆりは美しいよね〟とか言って、翌月また別の男にフラれたプロフェッショナル！」

「がっ！　てっ！　くそっ！　──あああ、もうやめた！　ピトさん！　悪いけどコイツぶっ殺す！」

　フカ次じ郎ろうが左手の楯たてを投げ捨てるのと、

「やってみろー！」

　レンがＰ９０を持ち上げるのが同時でした。

　お互たがいの小さな体を、バレット・ラインで照射しあって──、

　同時に撃うちました。

　秒速７００メートル以上のＰ９０の５．７×２８ミリ弾だんと、秒速80メートルの40ミリグレネード。

　同時に放たれて、どっちが先に目標に命中するか、計算機を使うまでもありません。

「ががっ！」

　フカ次じ郎ろうの左半身を弾だん丸がんの嵐あらしが襲おそって、赤く鮮あざやかに光らせました。

　一方レンは、真まっ直すぐ飛んできたグレネードを半身を引いただけで避さけました。弾だん頭とうは、10メートルほど後ろで床ゆかに当たって爆ばく発はつしました。その間も、レンは撃うち続けます。

　フカ次じ郎ろうの体で、眩まばゆい被ひ弾だんエフェクトが立て続けに煌きらめきます。

　それがやけに左ひだり腕うでに集中しているのを感じ──、

　あはあ！　狙ねらっているのは左ひだり子こか！

　フカ次じ郎ろうは、スパッと理解しました。

　左ひだり子こにはプラズマ弾だん頭とうが２発残っているので、それをレンは狙ねらっているのだと。この距きよ離りを取ったのは、暴発しても巻まき込こまれないためだと。

　タフなフカ次じ郎ろうは撃うたれても簡単に死にませんが、誘ゆう爆ばくなら一発即そく死しです。

　戦法がえげつねーぜ！

　フカ次じ郎ろうは身を捻ひねって、体の右側をレンに晒さらしました。弾だん丸がんの雨あめ霰あられはフカ次じ郎ろうを包み、次の瞬しゆん間かん、頭に一発命中して、

「がは──」

　小さな体は後ろへと倒たおれていき──、

　ごつん。

　ヘルメットが床ゆかに当たって、いい音がしました。




　突とつ然ぜん静かになった中庭で、

「ふう……」

　レンは撃うちきったＰ９０のマガジンを外し、新しいのをポーチから取ろうとして──、

「秘技、死んだふりー！」

　その瞬しゆん間かん、フカ次じ郎ろうがバネ仕じ掛かけの人形のように起き上がって、痛むはずの左ひだり腕うで一本でＭＧＬ─１４０を突つきつけてきました。

　太い銃じゆう口こうから太いラインが真まっ直すぐに伸のびて、自分の腹に刺ささるのを、レンは見ました。

　ラインを消しながら、飛んでくる弾だん頭とうの色がよく分かりました。赤いラインと対照的な、青い弾だん頭とう。

　それはプラズマ弾だん頭とう。

　避さけても、背中にある床ゆかで爆ばく発はつする角度。そして、巻まき込こまれる距きよ離り。

　避さけられない。

　食らえない。

　ならばどうすればいいか？

　こうするしかない。

　こうするしかないのなら、そうすればいい。




　場所は簡単、太いラインの上。

　あとは、タイミングのみ。

　操そう車しや場じようでピトフーイが散さん弾だんでやったように、タイミングさえ合えば、それは可能なはずです。

　レンは、後ろに倒たおれるようにして──、

　右足を思いっきり蹴けり上げました。




　信管のない側面をブーツの先せん端たんが捉とらえて、飛ひ翔しようのベクトルと蹴けり上げられたベクトルが重なり合って、弾だん頭とうは斜ななめ上へと跳とび上あがっていきました。

　やがてフラフラと力をなくして、船せん尾びにある野外劇場のステージ脇わきに落ちて、そこで青い球体を産み出しながら爆ばく発はつしました。だいぶ傷いたんでいたステージ周辺を、今まで以上のボロボロに変えました。

「うそーん！」

　レンの蒸発を確信していたフカ次じ郎ろうが顎あごを落として、

「やるじゃんかあああ！　それでこそレン！　──フカぁ！　アイツはやっぱり私の獲え物ものだ！　私だけが挑いどんで、私だけが殺す！　食う！」

　耳に飛とび込こんできたのは、ピトフーイの嬉うれしそうな叫さけび声ごえ。どうやら、一部始終を見ていたようです。

「あー、うん。任せる。イエス、そうして……」

　フカ次じ郎ろうは半分以上減ってしまったヒットポイントと共に、その場から這はって逃にげ出だし始めました。

「あんなん相手にできるか」




　その映像を見た酒場の観客達たちは、

「蹴けりやがった……」

「蹴けりやがった……」

「蹴けりやがった……」

「蹴けりやがった……」

「蹴けりやがった……」

　口々に、まったく同じことを言いました。

　そして、腕うでを組んで見ていたデヴィッドは、ぽつりと洩もらすのです。

「蹴けりやがった……」




　フカ次じ郎ろうが中庭で逃にげ出だして、それと入いれ替かわるように、

「れええええええんんんっ！」

　ピトフーイが店の陰かげから飛び出してきました。

　もう、邪じや魔まな楯たてなど持っていません。右みぎ肩かたに構えたＫＴＲ─０９を両手で保持して、撃うちまくりながらの突とつ撃げきです。

「うひゃ！」

　今度は、レンは弾たまを蹴けることなどできませんでした。頭を下げながら後退して、野外劇場の雛ひな壇だんを這はって下がるのが精せい一いつ杯ぱい。

　うなりを上げてマッハで飛んできて、周囲にビシバシと着ちやく弾だんする７．６２ミリ弾だんは、ピトフーイの怒いかりと喜びを体現したかのようです。

「やばいっ！　やばいっ！　やばーっ！」

　レンはズルズルと下がりながら、ポーチのマガジンを引ひっこ抜ぬいて、Ｐ９０に叩たたき込こんで装そう塡てんレバーを引きました。

　反はん撃げきの準備はできましたが──、

　頭を出そうにも、頭に食らったら一いち撃げき即そく死しの銃じゆう弾だんがひっきりなしに飛んでくるので叶かないません。75連発ドラムマガジン、恐おそるべし。




　バリバリと撃うちながらレンに近づいていくピトフーイの、恋こい人びとを駅で見つけたような爽さわやかな笑え顔がおを見ていたフカ次じ郎ろうは、

「むっ！」

　その上のデッキから身を出した、お下げの巨きよ体たいに気付きました。

　ゴリラみたいな女が左さ舷げん客きやく室しつ棟とうの最上階デッキに現れて、その手には変な形の狙そ撃げき銃じゆう。囮おとり役やくのはずでしたが、レンのピンチに作戦を変へん更こうしたのか、素す早ばやく構えて狙ねらうのはピトフーイ。

「ピトさん上だ！」




　バレット・ラインを躱かわしながら、すなわち、ボスの狙そ撃げきを身を捻ひねって避さけながら、

「はああっ！」

　ピトフーイはＫＴＲ─０９の銃じゆう口こうをそのラインの根元へと向けて、ほんの一いつ瞬しゆん、３発ほど撃うちました。凄すさまじい反応速度でした。

　弾だん丸がんは吸すい込こまれるようにして、ボスの腕うでと足に命中。さらにはヴィントレスのサイレンサーで火花を散らして、彼かの女じよの手の中から弾はじき飛とばしました。

　ヴィントレスが船首側に落ちていき、途と中ちゆうのバルコニーで鈍にぶい金属音を立てました。

「ひゅー！　さすがあ！」

　フカ次じ郎ろうが喝かつ采さいするのと、

「バケモノめっ！」

　ボスが叫さけぶのが同時でした。

「フカちゃーん、エヴァはもう仕留めていいよ」

　再びレンへ向き直ったピトフーイの声を聞いて、

「おっしゃ！　遠えん慮りよなく！」

　フカ次じ郎ろうは、左ひだり子この狙ねらいを、先ほどボスがいた場所に向けました。

　撃うつのはプラズマ弾だん頭とうです。直線距きよ離りは35メートルほどですから、信管も作動するでしょう。これなら、客きやく室しつ棟とうにさえ当たれば、ボスを足場ごと吹ふっ飛とばすことができるでしょう。

　フカ次じ郎ろうは、空を撃うってしまわないように注意して、少し下に狙ねらいを修正しました。




　腰こしからストリージを抜ぬきつつ、デッキから顔だけを出していたボスは、

「ぐっ」

　自分の足あし下もとに照らされる太いバレット・ラインと、それがフカ次じ郎ろうの左手から延びていることを見て、プラズマ弾だん頭とうを放たれるのが避さけられないと知りました。

　このまま何もしなければ、それは足あし下もとデッキの裏側に命中して、自分は直径20メートルの青い奔ほん流りゆうに巻まき込こまれてしまうでしょう。

　もし身を翻ひるがえして逃にげても、やはり結果は変わりません。残り２、３秒で、10メートル以上離はなれることなどできないのですから。

「いや……。できるな！」

　ボスは、手すりの一番上に、ごつい足をかけました。




「おりゃ！」

　フカ次じ郎ろうが、最後のプラズマ弾だん頭とうを放ちました。




「どりゃあ！」

　ボスが、宙を舞まいました。

　デッキの手すりに足をかけて、太い足の力を全すべて使った渾こん身しんの大ジャンプ。

　もちろん、飛んだ先には何もなく、そのまま中庭へと30メートルほどの自由落下を始めるのですが、重力による加速力は、彼かの女じよがどんなに一いつ生しよう懸けん命めい走るよりも優すぐれていました。

「まじかー！」

　フカ次じ郎ろうの視界の中で、必中のグレネード弾だんの脇わきを、ボスの巨きよ体たいが落ちていきます。

　デッキに着ちやく弾だん、爆ばく発はつしても、それでボスは殺せません。でも──、

　うん、墜つい落らく死しだね。

　そうだね、ぺちゃんこだね。

　フカ次じ郎ろうはお気楽に構えました。

　ボスがジャンプしたとはいえ、中庭のほぼ中央、客きやく室しつ棟とうから25メートルは離はなれた自分がいるところまでは、とてもとても届きません。高さを使ったボディブローとか、そんなのは無理な話。

　あとは、ボスの巨きよ体たいが中庭の石いし畳だたみに激げき突とつしてベチャッとなるのを、黙だまって見ていればいいのです。

　あばよ、強敵。

　フカ次じ郎ろうは心の中でグッバイを告げて、敵の雄ゆう姿しを目で追いました。

　世界が、スローモーションで見えます。

　青白い爆ばく炎えんが揺ゆらめいて、それが反対側の客きやく室しつ棟とうでほんのりと反射して、落ちていく敵を照らしました。

　空中を逆さに落ちていく女の──、

　二房ふさの三つ編みが揺ゆれていました。

　二つの目が、こちらを睨にらんでいました。

　二本の腕うでが、拳けん銃じゆうを握にぎっていました。こちらを狙ねらっていました。

　落下しながらの、拳けん銃じゆう射しや撃げき。

　おいおい、そんなん当たるわけねーだろ！

　お前ちょっとそこに座すわれ。落下中で無理ならそこで聞け。いいか、拳けん銃じゆう射しや撃げきってのはな、とーっても難しいもんなんだ。ちょっとやそっとで命中するようなら、私はなんも苦労はしてないんだな。分かるか？　分かんねーだろうな！

　思わず心の中で得々と説教をしてしまったフカ次じ郎ろうの額ひたいに９ミリ弾だんが飛んできて、脳内へめり込こんでいきました。

「ふべ？」

　ヘルメットは、あと３センチの差で役に立ちませんでした。

　空中で一発だけ撃うったボスは、

「へっ」

　最後は笑い顔から中庭に激げき突とつして、そこにあったタイルの床ゆかを数センチ凹へこませました。




　爆ばく音おんが消えると同時に、【Ｄｅａｄ】のマーカーが二つ、同じタイミングで点灯しました。

　お見事っ！

　エムは、一部始終を見届けました。







　互たがいの相棒が死んだことなど気付かず、

「おらああああ！」

「くっ！」

　ピトフーイとレンは闘たたかっていました。

　しかし、レンの不利は何も変わっていません。

　ひっきりなしに襲おそい来る弾だん丸がんに頭を上げることができずに、野外劇場のイスの脇わきに縮こまっています。

　くそ、まだか？　まだか？　まだなのか？

　レンは祈いのっていました。

　自分の作戦が、上手うまくいくことを。

　ピトフーイは見えませんが、その発はつ砲ぽう音おんでだいたいの位置は分かります。もう、すぐ近く。30メートルも離はなれていないでしょう。迫せまってきています。

　あと20メートル。

　まだか……？

　10メートル。

　まだなのか……。ここで、わたしは死ぬのか……？

　レンは、Ｐ９０を抱だきしめました。

　そしてその瞬しゆん間かんまで──、

　ピーちゃんは何も話してはくれませんでした。







　その瞬しゆん間かんを、船に乗っている人も、乗っていない人も迎むかえました。

　酒場の観客達たちは、画面の中で見ました。

　船が立ち上がるのを。

　３５０メートルに削けずられながらもまだ走っていた船が、折れた箇か所しよの全すべてを水に突つっ込こんで、一気に前に傾かたむき始めました。

　もはや傾けい斜しやではありません。直立です。ぐいぐいと持ち上がる船せん尾びから、とうとう船底が見え始めました。

　そこで回っているのは、巨きよ大だいなスクリュー。

　直径８メートルという超ちよう巨きよ大だいプロペラが、三つある吊つり下さげ式のポッドの後こう端たんにそれぞれついていて、先ほどまでは海水を、今はそこにある空気をかき回し続けています。

　船は推力を失ったことで速度を落としていきますが、角度は減りません。前方１００メートルほどを海の中に沈しずませながら、どんどん増していきました。

　巨きよ大だいな怪かい獣じゆうの背が持ち上がるようなその光景を、

「ああ……、あそこに乗ってなくてよかった……」

　観客達たちは呆ぼう然ぜんと見つめました。




　その船に乗っている三人のうち、唯ゆい一いつの男である一人は──、

「おわああ！」

　デッキから滑すべり落おちそうになって、目の前にある手すりに手を伸のばして、それがあと数センチで届かなくて、

「くそっ！」

　最後の手段、スリングで体の前にぶら下げていた愛あい銃じゆうを、放ほうり投げるように伸のばしました。

　Ｍえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるのストックが手すりに引っかかって、一いつ瞬しゆんだけでも落下速度を緩ゆるめられたエムは、すぐさま左手を伸のばして、ほとんど〝横棒〟になってしまった手すりの縦棒に、どうにか摑つかまりました。

「ふう……」

　ホッと息を吐はいた１秒後、その鉄棒が軋きしんで、そして錆さびていた箇か所しよから折れて、

「おわあああああっ！」

　エムの巨きよ体たいは落下を始めました。空中でスリングが体から抜ぬけて、愛あい銃じゆうは身から離はなれてしまいました。

　エムは10メートルほど真っ逆さまに落ちて、デッキに固定されていた大型ベンチに背中からぶつかって、

「がげほっ！」

　ダメージ認にん定ていがなされるほどの衝しよう撃げきを受けました。

　リアルの体だったら、背骨と肋ろつ骨こつが折れていたことでしょう。エムのヒットポイントがぐーんと減って、残り五割。ただし、落下も止まりました。

　エムが首だけをひねって、いまや〝下〟になってしまった〝船前方〟を見ると、

「…………」

　２００メートル下で、灰色の海が白い泡あわという口を開いて、船を縦にのみ込こみつつありました。ゴミのような小さな棒が回転しながら海に落ちていきますが、それが愛あい銃じゆうです。

　水面ぎりぎりの船の側面から、突とつ発ぱつ的てきな空気の噴ふん出しゆつが起きていました。

　船内に海水がぐいぐい入はいり込こんで、圧縮された空気が逃にげ場ばを失い、左右の客室のガラス窓を内側からはじき飛ばしているのです。

　今や海に浮うかぶ塔とうになった《まだ時間はある》の残り、１９０メートル。

　ＳＪ３の戦場が完全に消失するまで、数分。

　いや、数十秒。




「きたああああ！」

　レンが叫さけびながら、伏ふせていた脇わきにあるイスの脚あしに摑つかまりました。

「ぐっ！」

　ピトフーイは射しや撃げきを止やめて、ＫＴＲ─０９を肩かたにかけながら、斜しや度どを急速に増していく中庭を全力で駆かけ上のぼりました。

「たっ！」

　最後はジャンプをして、両りよう腕うでを伸のばし──、

　中庭の最さい終しゆう端たん、劇場客席の縁へりに、両手の指を引っかけることに成功しました。

　両足をぶらりと揺ゆらしながら、そしてうれし涙なみだを散らしながら、ピトフーイは叫さけぶのです。

「あはははは！　やったわね！　レンちゃん！　やったわね！」







　この船を、沈しずめる。

　それが、ピトフーイの願いであり、狙ねらいでした。

　そのために、防水隔かく壁へきを閉じさせず、全速力で突つっ走ぱしらせて、さらには、他のちょっとした用事も兼かねてビルにも激げき突とつさせました。

　しかし、このバカみたいに大きな船は、ピトフーイが思うより、そして願うよりもずっとずっとタフでした。簡単に沈しずんでたまるかと言わんばかりに、持ちこたえ続けました。まるで、ここで死んだ過去の地球人の、そして《クララ》の怨おん念ねんでも残っているかのよう。

　ＳＪ３の決着がつくまでの沈ちん没ぼつをほとんど諦あきらめていたピトフーイでしたが、レンが素す晴ばらしいことをやってくれました。そう、プラズマ・グレネードの大花火大会を。

　ピトフーイの努力と、レンのトドメで、この船は海の藻も屑くずと消えようとしています。

「同じ考えで嬉うれしいわ！　レンちゃん、やっぱりアンタは私が見み込こんだ女だよ！」

　ピトフーイは、縁へりを摑つかんでいた手を縮めて、ゆっくりと顔を覗のぞかせながら、

「…………」

　空を向いたイスの背もたれに立って、黙だまったままＰ９０を突つきつけるレンを見ました。

　その目を見ました。

「ああ、やっぱりあなたは、私の死神だよ──。レンちゃん」

　ピトフーイが言い終えるのを待ってから、レンは人差し指を引き金にかけました。

　一筋のバレット・ラインが、ピトフーイの額ひたいにピタリと止まりました。

　そして、レンは撃うちました。

　なんの躊ちゆう躇ちよも、ありませんでした。







　ピトフーイの体が、音もなく落ちていきます。

　ほとんど垂直の壁かべになった中庭のタイルの脇わきを、足から静かに落ちていき──、

「があっ！」

　先ほど撃うたれる前に手を離はなした両手が、スリングで肩かたに引っかかっていたＫＴＲ─０９を摑つかむと、その銃じゆう口こうを目の前で流れるタイルの床ゆか、いえ、もはや〝壁かべ〟へと押おしつけて、

　ずががががががががが！

　フルオートで発はつ砲ぽうしました。

　銃じゆう口こうからの火花が、タイルの壁かべを照らし、穴を開けていきます。そして、

　がりっ！

　何発目かの発はつ砲ぽうと同時に、銃じゆう撃げきが空けた穴に銃じゆう口こうが食くい込こんで、刺ささりました。

　刺ささったＫＴＲ─０９を軸じくに、ピトフーイは両足をタイルに押おしつけました。ブーツの底でタイルがひび割れて、ピトフーイの垂直移動は止まりました。

　落下距きよ離り、７メートルほど。見上げると、タイルの崖がけの上に、鉛なまり色いろの空。

「はあああっ」

　ピトフーイは、その壁かべを登り出しました。




　撃うってから数秒後、

「終わった……」

　レンは静かに、そして慎しん重ちように歩ほを進めると、縦になったイスの上を歩いて、絶ぜつ壁ぺきぎりぎりまで来ました。

　ゆっくりと、ピトフーイが落ちていった下を覗のぞき込こんで、

「はあい！」

　５メートル先にいる相手と目が合って、

「うげえ！」

　顔を引きつらせて驚おどろきました。




　デッキ20、右う舷げん客きやく室しつ棟とうの手すりをハシゴのように使って、エムは登っています。

　その視界の先にあるのは、垂直の崖がけにへばりつき、そして登っていくピトフーイ。

　彼かの女じよは両手に、ブーツから抜ぬいた細身のダガーナイフを握にぎっています。そしてその剣けん先さきをタイルの隙すき間まに力ちから一いつ杯ぱい突つき立たてながら、ほとんど腕うでの力だけで登っているのです。まるでロッククライマーです。ＫＴＲ─０９は、３メートルほど下に刺ささったままでした。

　エムは、振ふり返かえって下を見ました。

　塔とうの高さの残り、１５０メートル。




「このおおおおお」

　レンは、またも躊ちゆう躇ちよしませんでした。

　真下で這はい上ってくるピトフーイに、右みぎ腕うで一本でＰ９０の銃じゆう口こうを突つきつけて──、

　撃うつ前に、撃うたれました。

　右みぎ腕うで一本とナイフで壁かべにへばりついたピトフーイの、ＸＤＭ拳けん銃じゆうによる銃じゆう撃げき。

　放たれた４０口径弾だんは、

「ぐう！」

　レンの右手首に命中していて、そこで真っ赤な被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせました。

　拳けん銃じゆう弾だんなので細い手首は千ち切ぎれずに済みましたが──、もはや力が一いつ切さい入らず、Ｐ９０がするりと落ちていき、

　ぐいっ。

　スリングでレンの背中に引っかかって、落下はそこで止まりました。

　ほとんど同時に、ピトフーイの２発目。

　わずか５メートルの距きよ離りの射しや撃げきを、ピトフーイが外すわけがありません。

　弾たまはレンの左目をめがけてまっすぐに飛んでいき、そして、スリングでぶらりと揺ゆれていたＰ９０の銃じゆう口こう近くに当たりました。

　レンの即そく死しを防いだＰ９０は、同時に落ちていきました。弾だん丸がんが、スリングを留とめていた金具を破は壊かいしたからで、

「っ！」

　レンは左ひだり腕うでで落ちるＰ９０を摑つかもうとして、それを止やめて身を勢いよく引きました。

　目の前２センチの距きよ離りを、小さな鼻を削そぎ落とそうとする勢いで、弾だん丸がんが飛とび抜ぬけていきました。




　エムの視線の先で──、

　ピンクの銃じゆうが落ちていきました。しかしいい判断です。レンが無理して取ろうとしていたら、顔面を撃うち抜ぬかれていたことでしょう。

　Ｐ９０は、縦になってしまった中庭の脇わきを、店の看板や遊園地の遊具などにぶつからず落ちていき、最後は海にのみ込こまれました。

　塔とうの高さの残り、１２０メートル。




　レンが見えなくなって、ピトフーイはＸＤＭを投げ捨てました。そして空いた左ひだり腕うでを振ふるうと、コマンド・ウィンドウを出して、素す早ばやく『装備の一いつ括かつ排はい除じよ。その２』を選せん択たく。

　次の瞬しゆん間かん、ピトフーイの腿ももから、空になったホルスターと、まだ銃じゆうがあるホルスターが消えていきます。

　体から、登るのに物理的に邪じや魔まな装備ベストが消えて、細身で引ひき締しまった、紺こん色いろのつなぎが姿を現しました。頭からヘッドギアが消えて、ポニーテールが少し揺ゆれました。

　残されたのは、光こう剣けんが収まっている背中のポーチだけ。

　ピトフーイは左手で再びナイフを摑つかむと、タイルの切れ目に突つき刺さしながら、また登り始めたのです。

「はっ！　はっ！　はあっ！」

　一ひと刺さしずつ気合いを入れて登ったピトフーイが、とうとうその縁へりへとたどり着きました。ナイフはタイルに突つき立たてたまま、一気に身を起こしました。

　レンが蹴けりでも食らわせてきたら、ナイフを足場にして、腕うでで摑つかんで後ろに放ほうり投げてやろうと構えていましたが、

「さすがに、読まれたか……」

　レンは、そこにはいませんでした。

　ずっと、下がっていました。垂直になった野外劇場の客席雛ひな壇だん。その最下層に、５メートルほど高い場所に、立っていました。

「…………」

　つぶらな瞳ひとみが下目つきで静かに睨にらみ付つけて、その右手が、腰こしの後ろに伸のびました。体の前に戻もどってきたとき、

「来い！　ピトさん！」

　一ひと振ふりのコンバットナイフが黒く光っていました。

　ピトフーイは、両手を背中のポーチに突つっこんで、そして光こう剣けんを握にぎりしめつつ出して、

「いざ、参る！」

　二つの光る刃はを伸のばしました。

　塔とうの高さの残り、80メートル。




「しゃああああっ！」

　ピトフーイが、先に駆かけました。

　縦になった雛ひな壇だんを、キツイ段差などものともせずに駆かけ上あがっていき、５メートル上にいるレンに二刀流突とつ撃げきを始めて──、

「こわい！」

　レンは、逃にげました。

　くるりと素す早ばやく振ふり返かえると、ピトフーイ以上の速さで残っている雛ひな壇だんを駆かけ上あがり、舞ぶ台たい直前のイスの背もたれを使って左側へと遁とん走そう。

「ちょっ！　えっ？　なっ？　──はああああ？　そこで逃にげるかあ？」

　啞あ然ぜんとしたピトフーイが絶ぜつ叫きようし、

「あったりまえだー！　何その光こう剣けん二本！　ずるい！」

　そんな答えが返ってきました。

「ば、ばっきゃろー！　作戦だー！」

　ピトフーイが追いかけながら、腹いせか腕うでをぶんぶんと振ふって、近くにあったイスが両断されて、70メートル下の海へと落ちていきました。

　その間にもレンは、舞ぶ台たいの左ひだり脇わきへと逃にげていて、船の最後部にするりとたどり着くと、まるでサルのような身のこなしで手すりに飛び移り、今は空を向いた船せん尾びへと逃にげ続けます。

「勝負はどうしたああ！　れえええええええんっ！」

　素す早ばやさでは絶対に叶かなわないので、追いつけないと知りながら追いかけるピトフーイに、

「高いところにいれば、勝ちだ！」

　信じられない言葉が返ってきました。

「なっ！　溺おぼれ死にさせて、勝つ気かあああ！　それで満足かあああ！　それが女の戦いかあああ！」

　二刀流のまま、どかどかとイスの背もたれを走るピトフーイが絶ぜつ叫きようしました。

　それは、先ほどエムづてに聞いた話と違ちがいます。全然違ちがいます。

「イエス！　気が変わったあああ！」

「ふざけんなぶっ殺す！」

「さっきからその気のくせに！」

　サルのように船せん尾びへと逃にげるレンと、かなり遅おくれて追いかけるピトフーイの鬼おにごっこが、しばらく続きました。




　そして30秒後。

　垂直に立つ50メートルの塔とうのてっぺんに、二人の人間がいました。

　なだらかに丸まった、本当だったら人が立てるはずのない場所、船の最後部。

　白い外がい壁へきに、《まだ時間はある》と書かれている場所。

　二人のうちの一人は、レン。

「…………」

　右みぎ膝ひざをついて軽くしゃがみ、背中に回した右手で逆手に黒いナイフを持ち、その刃やいばのような険しい目で、ピトフーイを睨にらんでいました。

　もう、逃にげる場所はどこにもありません。

　もう一人は、ピトフーイ。

「…………」

　10メートルほど離はなれて立って、光こう剣けんを持った両りよう腕うでを、まっすぐに横に伸のばしていました。

　青白い光の剣けんが、まるで広げた翼つばさのように見えました。




　その様子は、酒場の画面にも映っていて、

「頑がん張ばれレンちゃん！　最後の勝負だ！」

「レンちゃんの速さならやれる！」

「切り刻め！　ピトフーイ！」

「容よう赦しやするな！　姉あね御ご！」

　双そう方ほうを応おう援えんする声が、同じくらい飛とび交かっていました。

　そんな中、ひときわ大きく力のこもった声を出す、デヴィッドがいました。

「勝てえ！　レン！」
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「ごめんね、レンちゃん。誤解して……。唯ゆい一いつ平へい坦たんなここで戦うために、私をおびき寄せたのね。そうよね、あんな足場の悪いところで戦っても、楽しくないわよね」

　レンは、ピトフーイを睨にらんだまま、笑いました。

「正直……、途と中ちゆうでピトさんが、怒いかりのあまりずるって足を滑すべらせて落ちたらいいなと、心の底から思っていたよ」

「途と中ちゆうで気付いたの。だから冷静になれた」

　二人の20メートルほど下で、今も巨きよ大だいなスクリューが三つ、ぶおんぶおんと風切り音を立てながら回っています。

　もしそこに滑すべり落おちたらどうなるか、考えなくても分かります。

　もちろん、スクリューを避さけて落ちても、溺でき死し。よしんば、装備が軽いので溺おぼれなくても、水によるヒットポイント減少で、やがては死亡。

「もう、私わたし達たちの武器は、手の中にあるこれだけ。しかも足場ももうすぐ沈しずむ。さあ、次の一いち撃げきで決着をつけましょうか、裏切り者さん。ＬＰＦＭとビトレイヤーズの、決けつ闘とうよ」

　ピトフーイがゆっくりと歩き出しました。レンに向けて。

「…………」

「何か、最後に言いたいことは、ある？」

「…………」

「じゃあ、始めましょう」




　ゆっくりと近づいてくる、両りよう翼よくを広げたピトフーイを見ながら──、

　ごめん。本当に、ごめん。

　レンは心の中で謝あやまっていました。

　ゆっくりと右みぎ腕うでを体の前に持ってきて、そこに見える、黒くろ塗ぬりのコンバットナイフに、想おもいを伝えていました。

　ゴメン、ナイフ。

　わたしを守るために、死んで。

　レンの心の声に、

「よござんすよ。レン殿どのが生き残るためなら、あっしは喜んで、この身を捧ささげましょう」

　ナイフが応こたえました。落ち着いた声が聞こえました。

「ただ、最後にあっしにも、ひとつ名前をつけてやくださいませんか？」

　レンは答えました。

「ありがとう。そしてさよなら……。〝ナーちゃん〟」




　彼ひ我がの距きよ離りが５メートルになって、レンは跳とび上あがるように立ち上がると、そのまま右みぎ腕うでを振ふるいました。

　下から上への斬きり付つけ──、に似た動きですが、その手は開かれていて、ナイフはピトフーイの顔をめがけて飛んでいきました。

「しゃあ！」

　ピトフーイの左ひだり腕うでの一ひと振ふりが、空中でナイフを横よこ薙なぎにして──、

　それを、金属の塊かたまりへと溶とかしました。ＳＪ２からレンの腰こしに収まっていた、そして幾いく度ども活かつ躍やくしたナイフは、今、死にました。

　ピトフーイは残り数歩の間合いを詰つめると、右みぎ腕うでを大きく振ふりかぶって、

「さよなら、レンちゃん」

　これまでで最高の速さで、レンの左ひだり肩かたへと振ふり下ろしました。

　小さなレンへと、長いピトフーイの腕うでが近づいていって──、

　敏びん捷しよう性せいだけは勝っているレンには、右手を腰こしの脇わきに当てて、前に戻もどすほどの時間がありました。そして身をひねって、ピトフーイの袈け裟さ切ぎりを下へと避さけた次の瞬しゆん間かん──、

「あ、れ？」

　ピトフーイの右手首から先が、なくなっていました。

　光こう剣けんを握にぎった手て袋ぶくろの手は、光こう剣けんごと左側へとすっ飛んでいって、そのまま船の後部斜しや面めんを滑すべっていき、

「あれ？」

　そして、海へと落ちていきました。

　なんで、右手、斬きられた？

　心の中で疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらも、ピトフーイの左ひだり腕うでが動いていました。自分の右側へと逃にげたレンへ、横よこ薙なぎの追つい撃げき。

　それが体の前を通り過ぎるより早く、レンの小さなピンクの体が、自分へ飛びかかってきて、

「ぐはっ！」

　左ひだり肩かたに鈍にぶい痛みが走って、左ひだり腕うでの感覚が一いつ瞬しゆん途と切ぎれました。

　飛びつかれた勢いで後ろに倒たおれたピトフーイは、背中をぶつける直前、自分の左ひだり肩かたに深々と刺ささっているそれを見ました。

　刃はが角張ったデザインの、やや小ぶりの、コンバットナイフ。

　レンが持っているはずのない、武器。

「な、んで？」

　自然と口に出た疑念の言葉に、刺さしたナイフを握にぎったまま、ピトフーイの体にのしかかったレンが答えます。

「さっき、ボスにもらった！　チームメイトにねっ！　ずっと、空いたマガジンポーチに隠かくしていた！」

　折り重なって倒たおれている状態で、

「そうかあ！　それもまたお見事おおおお！」

　ピトフーイは痺しびれて動かない左ひだり腕うでの、どうにか動く手首だけをひねって、握にぎった光こう剣けんごと足あし下もとにたたきつけました。

　長い光の刃はは、レンの両りよう臑すねから先を、そして重なっていたピトフーイの両りよう膝ひざから下を、バターのようにアッサリと両断しました。四つの足が離はなれて転がって、

「がっ！」「があっ！」

　レンとピトフーイが同時に悲鳴を上げました。

　二人のヒットポイントが一気に減っていきます。

　レンのそれは、残り二割半で止まりました。

　ピトフーイのは、右手首を失い、肩かたを刺さされた分も含ふくめて、残り四割。

「もういっちょお──」

　ピトフーイが、再び左手を振ふるおうとして、

　ごりっ。

　レンは、肩かたに突つき立たてたナイフを、力の限りひねりました。

「があっ！」

　ピトフーイに再びのダメージ認にん定てい、そして左ひだり腕うでに走る痛みが生まれて、光こう剣けんは力なく、すでに切り落とした部分を軽く撫なでただけでした。

　右手と両足のないピトフーイに覆おおい被かぶさりながら、両足のないレンは、

「今度は頭を刺さす！　そして勝つ！」

　ナイフを抜ぬこうと右みぎ腕うでに力を込こめて、その前にがっしりと、細い手首を摑つかまれました。

　ピトフーイの左手が、唯ゆい一いつの武器である光こう剣けんを手放して戻もどってきて、レンの手首を万まん力りきのように締しめ付つけていきます。

　さらに、手首から先がないピトフーイの右みぎ腕うでが、レンの左ひだり腕うでを肘ひじで挟はさみました。

「なっ？」

「ほうらあ、つうかまえ、たあ……」

「このおお！」

「レンちゃんの方から来てくれるなんて……、積極的ね……。最高！」

「だああああ！」

　どんなにレンがもがいても、力では圧あつ倒とう的てきに勝まさるピトフーイには適かないません。両りよう腕うでが動かせないどころか、右手首は締しめ付つけによるダメージまで始まりました。

　レンの顔の位置はピトフーイの顔の前。喉のど笛ぶえに嚙かみつこうにも、上半身が動けない状態では届きません。

　今も聞こえているスクリューの空転音に混じって、船内から空気が弾はじけながら抜ぬける音が聞こえてきて、もうこの船の浮ういている部分が残り少ないことを教えてきました。

「レンちゃん……、凄すごいわあ……。それでこそ、私が恐おそれたレンちゃんだわ……。戦えて光栄だったわあ。最後にこうして抱だき合あえたし、だからこのまま、二人で一いつ緒しよに、がっつり溺おぼれて死のうか？」

　すぐ近くにあるピトフーイの顔が、楽しそうに歪ゆがんで、

「いや！　わたしに心しん中じゆうの趣しゆ味みはない！　今からピトさんを殺して勝つよ！」

「へえ、どうやって？」

　武器も動きも封ふうじられた状態で、レンは問われて、

「前にピトさん言ったよね！　戦いは、頭を使った方が、勝つって！」

　唯ゆい一いつ動く体の部位、胸から後ろを大きく反らせました。

　そして、

「たあ！」

　レンは振ふり下ろしました。

　自分の頭を。ハンマーのように。人にん間げん離ばなれした、高速で。

　ごすっ！

　ピトフーイの額ひたいに振ふり下ろされたレンの額ひたいが、生き物同士の衝しよう突とつとは思えない音を立てて、

「ぎゃっ！」

　ピトフーイの悲鳴がそれに被かぶりました。

　レンの額ひたいにも、打だ撃げきによるダメージ認にん定ていのエフェクトが煌きらめいていますが、ピトフーイの方は、額ひたいと後頭部の両方に赤い光が見えました。打うち据すえられたときに、船の鉄板に後頭部をぶつけている、いわば二重のダメージが与あたえられているのです。

「もっと！　もっと！　もっと！」

　ごすっ！　ごすっ！　ごすっ！　ごすごすごすごごすごごごごごっごご！

　最初はハンマーのようだったレンの頭ず突つきが、人にん間げん離ばなれした速度になり、とうとうキツツキの連打へと変化しました。

　ピトフーイの強い力で押おさえつけられているので、どんなに高速で打うち据すえても、軽い体がもっていかれる心配はありません。

「がっ、がっ、ががががががっがががががが！」

　ピトフーイの悲鳴が、ドラムロールに合わせて変化して、頭を覆おおう光がどんどん鮮あざやかになっていきます。

　ピトフーイの視界の左ひだり端はしで、ヒットポイントがじわりじわりと減っていきます。しかし、打だ撃げきそのもののダメージは、彼かの女じよを殺すほどではありません。減ったとしても、残りは三割以上。

　しかし、頭部へのダメージは、数値以上の恐おそろしさがあるのです。

　それはリアルでも、ＶＲゲームでも同じ──、脳のう震しん盪とうです。

　思いっきり揺ゆすられた脳が、一時的に、あるいはそれ以上の異常を来きたすこと。その結果、

「はあっ！」

　レンが、何度目か分からない頭ず突つきから頭を引いたとき、ピトフーイの拘こう束そくはするりと解けました。右手も左手も自由になって、レンは後ろにひっくり返るように、ピトフーイから離はなれました。

　ただし、ナイフはまだ、ピトフーイの左ひだり肩かたに刺ささったままです。

　レンは素す早ばやく立とうとして、臑すねから下がないのですっ転びました。

　だからレンは、

「ぐわああ！」

　両りよう腕うでを使って、這はいました。ズルズルと鉄板の上を這はって、再びピトフーイの足あし下もとにやってきて、切断面が光っているそれを摑つかんで、

「れ、ん……、私、を……、やはり……、溺おぼれ、ころす、つもり……、か……？　この、卑ひ怯きよう者もの……」

　脳内を揺ゆすられ、言葉を上手うまく発せられないピトフーイが、たどたどしく答えました。

「いや、ピトさん、それはピトさんに、ここまで戦ってきた戦士に、失礼だよ」

「だよ、な……。ああ、やっと、なんか、頭が、すっきりしてきた……。もうすぐ、起き上がって……、レンちゃんを、殺せる。左手一本でも、戦ってみせる……」

「ねえ、ピトさん」

「なあに？　レンちゃん……」

「その前に死んで」

　そしてレンは、腕うでにありったけの力を込こめて、ピトフーイの体を押おし出だしました。




　ピトフーイの最後をちゃんと見届けることができたのは、酒場の観客達たちだけでした。

　レンが押おし出だしたピトフーイの体は、船の最後部という〝滑すべり台だい〟を落ちていきました。

　やがて空中に放ほうり出されて、水面に叩たたき付つけ──、られる前に、水面ぎりぎりの空気をかき回していたスクリューに弾はじかれて、無数のポリゴン片へんへと姿を変えていきました。

　赤い霧きりが、散りました。




　直後、船はスクリューの位置より深く沈しずみました。

　水中に戻もどったスクリューが水を押おし出だせば、船は進みます。潜もぐる方向へ。

　豪ごう華か客船の残り30メートルほどが、映像の早回しのような勢いで水すい没ぼつしていきました。巨きよ船せんの最後は、あまりにもあっけないものでした。

　船が見えなくなった周囲を、大量の泡あわが包んで──、

　その中に一つ、ぽつんと小さなピンク色の粒つぶが浮うかびました。







　あれ？　まだ、終わってないのか……。

　レンは思いながら、仰あお向むけでプカプカと浮うかんでいました。さっきまで荒あれていた海が、今は鏡のように穏おだやかです。

　足がないのでほとんど泳げませんが、装備の全すべてを失ったレンは今までで一番軽く、沈しずむことはありませんでした。

　とはいえ全身が海水に触ふれている状態には変わりなく、ヒットポイントの減りは見て分かるほどです。残りは、５パーセントほど。

　わたし以外にも、生き残っている人がいるのか……。

　ピトフーイはスクリューに落としたはずなので、あれで生きているとは思えず、

「すると、エムさんか……」

　レンは納なつ得とくしつつ、諦あきらめました。もう、どうしようもありません。自分もあと、20秒もすれば死ぬでしょう。

「なんか、ボートでも乗ったかな？」

「いや、そんなものはない」

　頭の後ろから声が聞こえて、

「ほへっ？」

　振ふり向むく間もなくレンは、空中に摑つかみあげられていました。

「うひっ？」

「暴れるな。落ちるぞ」

　全身が水から出たことで、ヒットポイントの減りが、残り２パーセントで止まりました。

　鉛なまり色いろの空を向いているので見えませんが、なんとなく状じよう況きようが分かります。エムが立ち泳ぎしながら、自分を持ち上げているのです。恐おそるべき足の力です。

「ちょ、エムさん！　ダメージダメージ！」

「ああ。もうすぐなくなる。間に合ってよかった」

「って、優勝が優勝が！」

「そんなことは、どうでもいい。ピトも言っていた。これが俺おれの役目だと。レン、ありがとう」

「はあ？　なんか感謝されること、した？　むしろ逆だよエムさん！　わたしがハッキリしなかったから、ピトさんに引っかき回されて、裏切り者チームにもちゃんと入れずに！」

「あれはピトが悪い」

　一刀両断でした。バッサリでした。

「じゃあ……、やっぱり分からない。お礼って、何？」

「うん。ピトと本気で戦ってくれて、ありがとう」

　次の瞬しゆん間かん、レンの体が海に落ちました。一度、顔まで沈しずみました。

「うあっぷ！」

　再び浮うかび上あがったとき、見上げた灰色の空には、

【CONGRATULATIONS!!　WINNER BTRY!】

　そんな文字が浮うかんでいました。

　そしてエムの姿は、どこにもありませんでした。

　何もない大おお海うな原ばらを、レンは一人で、漂ただよっていました。







　試合時間、１時間59分。

　第三回スクワッド・ジャム、終しゆう了りよう。

　優勝チーム・『ＢＴＲＹ』。

　大会総そう発はつ砲ぽう数すう・６８，０２９発。
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　第十八章　「それぞれの終わりと始まり」







　待機エリアに戻もどってきたレンは、

「…………」

　そこで、足あし下もとに置いてあったＰ９０を拾い上げると、マガジンなどと一いつ緒しよに、ストレージに格納しました。

　ナイフは、ありませんでした。

　空中の画面が、優勝おめでとうをケバケバしく伝えてくれていて、同時に、これからどうするかを訊たずねてきました。

「…………」

　ローブをまとったレンは、酒場に戻もどることを選せん択たくしました。







　まばゆい転送を終えて、酒場のステージで目を開けたレンに、

「おめでとう！」

　巨きよ体たいが抱だきついてきました。

「むがごっ！」

　ダメージを食らったかと思うほどの抱ほう擁ようから、レンがもぞもぞと首だけ抜ぬけ出だすと、視界いっぱいに三つ編みがありました。誰だれだか分かりました。

「ありがとう、ボス。ナイフ、助かったよ」

「どういたしまして。じゃあ、一いつ杯ぱいやろう！」




　ボスの巨きよ体たいから解放されたレンは、優勝者を称たたえる歓かん声せいと拍はく手しゆの嵐あらしを受けながら、酒場を進みます。

　その熱ねつ狂きようはすさまじく、もしボスと一いつ緒しよじゃなかったら──、

　熱くなった観客達たちにもみくちゃにされて、ワッショイと胴どう上あげされて、天てん井じように激げき突とつしていたかもしれません。

　レンは見ました。

　一つのテーブルに座すわっていたＭＭＴＭのメンバー達たちが、笑え顔がおで見送ってくれていました。

　その中には、〝チームメイト〟だったイケメンのリーダーがいて、人に隠かくれて見えなくなるまで、ずっと拍はく手しゆをしてくれました。

　別のテーブルでは、緑の髪かみの女性プレイヤー、確か前回ピトフーイを狙そ撃げきした人と、黒くろ髪かみのイケメン、ただし女性プレイヤーで前回マガジンをくれた人が、身を乗り出して会話をしていました。操そう車しや場じようで並んで死んでいた二人です。妙みように真しん剣けんな顔で話し合っていましたが、何を話しているかは、聞こえませんでした。

　さらに別のテーブルでは、顔と名前が分からない五人の男達たちが自分達たちだけで酒しゆ宴えんで盛り上がっていましたが、レンを見つけると、

「ＯＢ！」

　意味の分からない言葉と、爽さわやかすぎる笑え顔がおをぶつけてきました。

　とりあえず、レンは会え釈しやくしておきました。えっと誰だれだっけこの人達たち、と思いながら。

　そして、連れていかれたテーブルの一つに、六人の女プレイヤーがいました。

　彼かの女じよ達たちは何回目か分からない乾かん杯ぱいをしているところで、そのうちの一人が、

「おっとー！　優勝の裏切り者がキター！　だからもいっちょ乾かん杯ぱい乾かん杯ぱい！　うえーい！」

　長い金きん髪ぱつを全すべて下ろしている美少女なので一いつ瞬しゆん分からなかったのですが、よく見ると見み間ま違ちがえのない女でした。フカ次じ郎ろうでした。

　雰ふん囲い気きだけで酔よえると以前豪ごう語ごしていたとおり、ヴァーチャル空間でヴァーチャル酒をかっくらって、

「ほらそこ！　飲み方たんねーぞ！」

　ヴァーチャル質の悪い酔よっ払ぱらいと化しています。

　それは、今までレンが見たことがないような、だらしない顔でした。

　他の五人は、ＳＨＩＮＣのメンバーでした。黒くろ髪かみのトーマ、金きん髪ぱつのアンナ、ドワーフのソフィー、おばさんのローザ、そして、銀ぎん髪ぱつのターニャ。

　レンはアマゾネス軍団プラスちびっ子グレネーダーの円えん卓たくに導かれて、空いていたイスに座すわりました。

　このテーブルの周囲を取り囲んでいる男達たちは多いですが、このメンツに話しかけてこられる勇者は、一人もいません。おかげで、静かに話ができそうです。

　好物のアイスティーが目の前に運ばれて、

「じゃあ僭せん越えつながら私が挨あい拶さつをイエーイカンパーイ！」

　フカ次じ郎ろうの実に短い挨あい拶さつと音おん頭ど。

　レンはとりあえず、ストローでアイスティーを啜すすって、激げき闘とうの後の、ヴァーチャルな喉のどの渇かわきを癒いやしました。

　ホッとしたあと、口を開いて最初に聞くことは、決まっています。

「ピトさんと、エムさん、は？」

　フカ次じ郎ろうは、酒を手に答えます。

「今日は、そっとしておいてやろうぜ？」

　それは、今までレンが見たことがないような、真ま面じ目めで優やさしげな顔でした。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　東京都内の、カーテンが引かれて薄うす暗ぐらいマンションの一室で、

「また……、負けた……」

　泣いている全ぜん裸らの女性がいました。

　アイソレーション・タンクから出たばかりで、小さな体も長い髪かみも濡ぬれたまま、硬かたい床ゆかに体育座ずわりで顔を突つっ伏ぷして、小さく震ふるえていました。

　細身ですが筋肉の逞たくましい全ぜん裸らの男が静かに近づいて、小さい体を背中から抱だきしめて、

「お疲つかれ様さまでした。素す晴ばらしい戦いでした」

　そっと耳元で呟つぶやくと、

「また負けたあああああああああああああああああああ！」

　女性は想おもいの全すべてをはき出すように絶ぜつ叫きようすると、自分を抱だいてくれている男へと、ぽつりと洩もらすのです。

「あれ？　あんた、こんなに温かかったっけ……？」

「ええ……。僕は、いつだって──、げふう！」

　優やさしい言葉を返していた男が、するりと抱ほう擁ようから脱だつ出しゆつした女に、腹パンチを食らいました。

「そいつぁ、拳こぶしが冷めなくていいぜ！」

　そして繰くり出だされる、二発目と三発目。

「ごふっ！　がふっ！　ああ、そこ……」

　しばらくお待ちください。




　とりあえず豪ごう志しの逞たくましい体を殴なぐるだけ殴なぐってすっきりした神かん崎ざきエルザは、薄うす暗ぐらい部屋のど真ん中で、そして全ぜん裸らのままで両りよう腕うでを広げて、

「次こそリベンジだ！」

　高級マンションでなければ隣りん人じんに壁かべドンされそうな大声で叫さけびました。

「まだ、やるんですか？」

　豪ごう志しの呆あきれ声に、エルザは楽しそうに即そく答とうするのです。

「当たり前だ！　勝つまでやるよ！　それがゲームってもんだろ？」







　２０２６年７月26日。日曜日。

　ＳＪ３からちょうど３週間が経たった夏休みの昼下がりに、香か[image: 蓮]れんは自分の部屋でごろごろとしながら、咲さきと電話で話していました。

『神かん崎ざきエルザの新曲ですよ！　ついさっきネット配信が始まった最新曲！　突とつ然ぜんの発表で、びっくりしましたよ！』

　咲さきの興奮が、スマートフォン越ごしに伝わってきます。

『香か[image: 蓮]れんさんも、いっちょ聴きいてください！』

　会話をしながらデータに入っている音楽を再生できるので、アコースティックギターの伴ばん奏そうが始まりました。

　香か[image: 蓮]れんは、自分のスマートフォンを部屋のオーディオにリンクさせて、そこから聴ききました。流れる歌詞を画面で見つつ、部屋を包む歌に耳を傾かたむけます。

　それは──、

　明るくて前向きな歌でした。飛とび跳はねるようなギター伴ばん奏そうに乗って、神かん崎ざきエルザは歌います。

　女達たちよ、強くなりなさいと。困難に負けるなと。いや、負けることはたくさんあるけど、それをいつまでも嘆なげいているなと。女であることを理由にせず、運の悪いことを理由にせず、世間や社会のせいにせず、常に立ち向かい、戦い続けなさいと。

　ややもすれば攻こう撃げき的てきに、あるいは説教的になりやすい応おう援えんソングが、とてもさわやかに耳に入ってくるのは、神かん崎ざきエルザの音楽的才能、澄すんだ歌声、そして、優やさしい歌い方の賜たまものなのでしょう。綺き麗れいな分散和音を響ひびかせて、ギターの後奏が終わりました。

　聴きき終えた香か[image: 蓮]れんは、

『どうですか？　いいでしょう！　すんばらしいでしょう！　時は２０２６年！　荒あれる乱世に、このクレージー・タイムに生きる女への応おう援えん歌かっすよー！　滾たぎりますよー！』

　機関銃じゆうのように言葉をぶつけてくる咲さきの興奮を感じながら、

「うん、確かにすごくいい。今までのエルザになかった、そして実にエルザらしい歌……。教えてくれてありがとう。わたしもすぐにダウンロードするね」

『いやあ、香か[image: 蓮]れんさんならそういってくれると思いましたよー！　うんうん』

「強く、かあ……」

　ベッドで仰あお向むけに寝ね転ころびながら、香か[image: 蓮]れんは、心の中を言葉にして洩もらします。

「わたしも、強くなりたいなあ……」

『え？』

「え？」


（おわり）









[image: あとがきスーパー企画　エム射撃ゲーム！]
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時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

この本が出る頃には２０１６年も半分過ぎているわけですよね。時の流れの速さに軽くビビっています。あと10年経ったらこの作品の劇中時間に追いついてしまいますよ。そのとき54歳の私はどうしていることでしょう？　ゲームしてる？　まさかそんなアハハ。

アワアワする筆者
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（このあとハジけた）




イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

こないだ買ったウォーキングシューズが足にすごい馴染んだのは良いんですが、それ以外のいつも履いてた靴を履くと靴擦れ起こすようになったこわい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「時雨沢恵一先生」係

「黒星紅白先生」係
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